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1.はじめに 

1.1 調査の背景と目的 

県では、今後の津波避難対策の基本的方向についてまとめた「岩手県津波避難対策検討委

員会報告書」（平成 14 年 12 月）の提言に基づいて、平成 16 年に宮城県沖を震源とする地震

を想定した「津波浸水予測図」の作成と「被害想定」を実施し、これに基づき、「岩手県津

波避難計画策定指針」を策定し、市町村も避難対策の推進などに取り組んできところである。

しかしながら、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災津波においては、この平成 16

年に作成した津波浸水予測図の想定を大きく上回る規模の津波となり、死者及び行方不明

者併せて 6,254 人（令和４年６月 30 日現在）もの犠牲が生じたところである。 

その後、県では東日本大震災津波を教訓に、発生頻度は低いが発生すれば甚大な被害が生

じる東日本大震災クラスの津波に対しては、住民の避難を軸に、ソフト・ハードを総動員し

た「多重防御」の考え方のもと、「海岸保全施設」、「まちづくり」、「ソフト対策」を適切に

組み合わせた多重防災型まちづくりにより安全の確保に努めてきた。 

一方、国においては、中央防災会議に置かれた「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・

津波対策に関する専門調査会」からの報告（書）において「今後の地震・津波対策の想定は、

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの巨大な地震・津波を検討していくべきであ」り、「最

大クラスの津波に対しては、避難を軸に総合的な津波対策をする必要がある」との提言がな

され、日本海溝及び千島海溝沿いの海溝型地震における最大クラスの地震・津波を想定した

検討を行うため、「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会」を内閣府に設置し、

各種調査結果や科学的な知見等を幅広く収集し、最大クラスの津波断層モデル検討の基本

的な考え方や震度分布、津波高、浸水域の推計結果等を令和２年４月に公表（本県分は９月

公表）した。さらに令和４年３月には、「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策検討ワー

キンググループ」における被害想定及び減災対策の検討結果を公表した。 

県では、「津波防災地域づくりに関する法律（平成 23 年法律第 123 号）」に基づき、国で

設定した日本海溝・千島海溝モデルに東北地方太平洋沖地震、明治三陸地震及び昭和三陸地

震のモデルを加えた本県最大クラスの津波浸水想定を令和４年３月に公表したところであ

る。 

本被害想定調査は、本県最大クラスの津波被害の具体的な想定を市町村毎に示すととも

に、減災対策の基本的報告を示すことにより、地域ごとの効果的な減災対策を検討するため

の基礎資料とするとともに、住民の防災教育の推進や防災意識の啓発に活用するなど、本県

の今後の津波防災対策に生かしていくことを目的として実施したものである。  

 

 



 

2 
 

1.2 基本方針 

(1) 最新の科学的知見、手法を反映する。 

(2) 国（南海トラフ・首都直下地震の被害想定）や他自治体で広く使われている想定手

法を参考に、岩手県に必要な項目の予測手法を採用する。 

(3) 岩手県を含む東北地方が大きく被災した東北地方太平洋沖地震、熊本地震、大阪府

北部地震、北海道胆振東部地震など近年国内で発生した地震での被害状況・研究成果

を踏まえ、そこから得られる課題や教訓を反映する。 

(4) 岩手県の地域特性（年齢構成、生活様式、中山間地域の被害特性などを含む）を反

映する。 

(5) 想定した被害に対して、市町村や県民の具体的な地震対策・行動に結びつく内容と

する。 
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2.本調査の概要 

 本調査は、日本海溝・千島海溝（房総半島の東方沖から三陸海岸の東方沖を経て択捉島

の東方まで）で発生する地震に伴う、津波及び地震動（揺れ）による被害想定を取りまと

めたものであり、被害想定を行う対象地震は、本県における最大クラスの地震を想定する

観点から、Ｍ９（マグニチュード 9）クラスの地震を対象とした。 

 

2.1 対象地域 

岩手県全域を対象とした。 

 

2.2 被害想定単位 

被害想定に用いる単位は、250m メッシュを基本とし、必要に応じて市町村単位で整理を

行った 

 

2.3 想定した季節・時間 

冬・深夜、夏・昼 12 時頃、冬・夕 18 時頃の 3ケースを想定した。各々のケースごとの

想定シナリオは以下の通りである。なお、すべてのケースで、地震発生日は平日とし、気

象条件は平常時で風速 8m/s とした。 

  

冬深夜 多くの人が自宅で就寝中に被災するため、避難準備に時間を要するほか、夜間

の暗闇や積雪等により避難速度が低下することが想定される時間帯。 

夏昼 日中の社会活動が盛んな時間帯であり、多くの人が自宅以外の場所で被災す

ることが想定される時間帯。 

冬夕方 住宅、飲食店などで火気使用が最も多いため、出火の危険性が高く、地震火災

の発生が多くなることが想定される時間帯。帰宅等により日中や夜間と比べ

て人口動態が異なる時間帯。 

 

2.4 被害想定項目 

被害想定を行った項目は、表 2.4-1 に示すように、建物被害、人的被害、ライフライン

被害、交通施設被害、生活への影響、災害廃棄物及びその他の被害とした。 

 

〇被害概要：想定された被害の概要として、建物被害の結果を表 2.4-2 に、人的被害の結

果を表 2.4-3 に示す。 
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表 2.4-1 被害想定の項目 

分 類 項 目 

建物被害 

・津波による建物被害 

・液状化による建物被害 

・揺れによる建物被害 

・急傾斜地崩壊による建物被害 

・地震火災による建物被害 

人的被害 

・津波による被害 

・建物倒壊による被害 

・急傾斜地崩壊による被害 

・火災による被害 

・ブロック塀・自動販売機の転倒、屋外落下物による被害 

・屋内収容物の移動・転倒、屋内落下物による被害 

・揺れによる建物被害に伴う要救助者（自力脱出困難者） 

・津波被害に伴う要救助者・要捜索者 

ライフライン被害 ・上水道、下水道、電力、通信、都市ガス、LPガス 

交通施設被害 ・道路（緊急輸送道路）、鉄道、港湾・漁港、空港 

生活への影響 
・避難者、物資、医療機能、保健衛生・防疫・遺体処理等、要配慮者、

帰宅困難者 

防災上重要施設 ・庁舎・役所、災害拠点病院、警察署・交番、消防署所 

その他の被害 
・災害廃棄物、危険物施設、大規模集客施設、文化財、ため池、複合災

害 

直接経済被害 ・建物被害、ライフライン被害、交通施設等の被害による被害額 

減災効果 

・津波の避難対策 

・建物の耐震対策 

・屋内収容物の転倒防止対策 
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表 2.4-2 被害想定結果概要（建物被害：全壊棟数）（単位：棟） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.4-3 被害想定結果概要（人的被害：死者数）（単位：人） 

 

※：表 2.4-2,表 2.4-3 とも小数点以下四捨五入のため合計と合わない場合がある。 
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2.5 津波想定モデル 

岩手県では、津波防災地域づくりに関する法律（平成 23 年法律第 123 号）第 8 条第１

項に基づいて、「津波浸水想定」を実施し、令和 4年 3月に公表している。 

  この津波浸水想定では、岩手県沿岸に襲来する可能性のある津波の検討を行い、岩手県

沿岸に最大クラスの津波をもたらすと想定される地震として、以下の５つの津波が選定

されている。 

 

① 日本海溝（三陸・日高沖）モデル（2020 内閣府モデル） 

② 千島海溝（十勝・根室沖）モデル（2020 内閣府モデル） 

③ 東北地方太平洋沖地震（2012 中央防災会議モデル） 

④ 明治三陸地震（2004 中央防災会議モデル） 

⑤ 昭和三陸地震（1977 相田モデル） 

 

以下に、それぞれの地震における津波波源モデルを示す。 

 

 

図 2.5-1 日本海溝（三陸・日高沖）モデルの津波波源モデル 
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図 2.5-2 千島海溝（十勝・根室沖）モデルの津波波源モデル 

 

 

図 2.5-3 東北地方太平洋沖地震の津波波源モデル 
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図 2.5-4 明治三陸地震の津波波源モデル 

 

図 2.5-5 昭和三陸地震の津波波源モデル 
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2.6 地震動想定モデル 

今回の調査における想定地震は以下である。 

「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」、「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」は、内閣

府の「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会」により、新たに太平洋側の津波

断層モデルとして設定されたものである。これらのモデルは、最新の津波堆積物の調査を

踏まえ、最大クラスの地震・津波を想定したものである。 

「2011 年東北地方太平洋沖地震」は、観測史上最大規模の津波が発生し、多くの市町

村に壊滅的な被害をもたらした地震である。 
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2.6.1 地盤モデルの設定 

（１）深部地盤モデル 

深部地盤モデルは、地震調査研究推進本部（地震本部）による全国地震動予測地図の作

成に用いられた「J-SHIS V3.2」を使用した。岩手県では、地震基盤より上層において、

S波速度が 600m/s 層、1100m/s 層、1700m/s 層、2100m/s 層の概ね 4層で構成されている。

図 2.6-1 図～図 2.6-4 に、それぞれの S波速度の下面深度を示す。 

 

 
図 2.6-1 Vs600m/s 層の下面深度(m) 
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図 2.6-2 Vs1100m/s 層の下面深度(m) 
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図 2.6-3 Vs1700m/s 層の下面深度(m) 
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図 2.6-4 Vs2100m/s 層（地震基盤）の下面深度(m) 
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（２）浅部地盤モデル 

浅部地盤モデルは、内閣府による、「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会

における液状化可能性の検討に係る地盤モデルデータ」を使用した。岩手県の微地形区分

を図 2.6-5 に示す。あわせて、液状化検討対象微地形を図 2.6-6 に示す。 

 
図 2.6-5 微地形区分 
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図 2.6-6 液状化検討対象となる微地形区分 
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2.6.2 断層パラメータの設定 

強震断層パラメータは、内閣府「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討会」で

設定された「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」、「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」

により設定した。本調査における想定地震の強震断層パラメータを表2.6-1～表2.6-2に、

震源モデルを図 2.6-7～図 2.6-8 に示す。 

 

表 2.6-1 「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の強震断層パラメータ 

SMAGA 
面積(km2) 7,512 強振動生成域の面積の和 

地震モーメント(Nm) 4.6×1021 強振動生成域の地震モーメントの和 

SMAGA

① 

面積(km2) 2,746.6  

地震モーメント(Nm) 1.8×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 8.1 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 9.3 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

② 

面積(km2) 2,686.6  

地震モーメント(Nm) 1.7×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 8.1 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 9.2 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

③ 

面積(km2) 2,078.5  

地震モーメント(Nm) 1.2×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 8.0 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 8.1 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

そのほか 
破壊伝搬速度 2.83 𝑉௥ = 𝑉௦ × 0.72 

fmax 6.0Hz  
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図 2.6-7 「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の震源モデル 

 

表 2.6-2 「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の強震断層パラメータ 

SMAGA 
面積(km2) 11,466 強振動生成域の面積の和 

地震モーメント(Nm) 7.0×1021 強振動生成域の地震モーメントの和 

SMAGA

① 

面積(km2) 840.5  

地震モーメント(Nm) 3.0×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 7.6 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 5.1 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

② 

面積(km2) 1,812.8  

地震モーメント(Nm) 9.5×1020 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 7.9 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 7.5 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

③ 

面積(km2) 1,058.4  

地震モーメント(Nm) 4.2×1020 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 7.7 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 5.7 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  
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SMAGA

④ 

面積(km2) 1,199.0  

地震モーメント(Nm) 5.1×1020 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 7.7 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 6.1 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

⑤ 

面積(km2) 2,159.2  

地震モーメント(Nm) 1.2×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 8.0 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 8.2 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

⑥ 

面積(km2) 2,159.2  

地震モーメント(Nm) 3.8×1020 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 7.7 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 5.6 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

⑦ 

面積(km2) 995.7  

地震モーメント(Nm) 3.9×1020 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 7.7 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 5.6 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

⑧ 

面積(km2) 2,290.8  

地震モーメント(Nm) 1.3×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 8.0 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.0  

ライズタイム(s) 8.5 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

SMAGA

⑨ 

面積(km2) 2,408.8  

地震モーメント(Nm) 1.5×1021 𝑀଴ = 0.41 × ∆𝜎 × 𝑆ଷ ଶ⁄  

Mw 8.0 log 𝑀଴ = 1.5𝑀௪ + 9.1 

応力パラメータ(MPa) 30.9  

ライズタイム(s) 8.7 0.5 × √𝑆 𝑉௥ൗ  

そのほか 破壊伝搬速度 2.83 𝑉௥ = 𝑉௦ × 0.72 

fmax 6.0Hz  
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図 2.6-8 「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の震源モデル 
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（３）地盤の地震時挙動 

１）震源～工学的基盤までの地震動予測手法 

本調査では、震源～工学的基盤までの地震動予測手法として、釜江ほか(1991)iによる

統計的グリーン関数法を用いた。統計的グリーン関数法を用いた模擬地震波作成の流れ

を図 2.6-9 に示す。この方法は、中小規模地震を要素地震としてその記録に含まれている

震源から観測点にいたる地震動の伝播経路の特性を利用し、震源での断層理論に基づく

記録の重ね合わせによって大地震の地震動を作成しようとする経験的グリーン関数法の

考え方に基づくものである。経験的グリーン関数法の計算方法としては、Irikura(1986)ii

のものが良く知られている。 

経験的グリーン関数法は、想定地震の震源域で発生した中小規模地震の観測波形が調

査地で観測されている場合に適用可能である。しかし実際には、そのような条件に合った

地震記録が観測されていることはまれである。そのため、釜江ほか(1991)は、観測波形の

代わりに、Boore(1983)iiiによる確率的地震動波形を地震基盤（Vs=3000m/s 程度の層）で

の波形として作成し、これを要素波として用いて Irikura(1986)による波形合成を行う方

法を提案した。このとき、地震動の伝播経路の評価は、調査によって明らかになった深部・

浅部の地盤構造を使用して理論的方法により行っている。具体的には、以下の手順に基づ

き、計算を行っている。 

対象とする断層面を小断層に分割し、小断層毎に、Boore(1983)の手法により𝜔ିଶを満

たす要素波形の振幅スペクトルの形状を求める。この振幅スペクトル形状は以下の通り

である。 

𝐒𝐀(𝛚) =
𝐑𝛟𝛉

𝟒𝛑𝛒𝛃𝟑
𝐌𝟎 ∙

𝛚𝟐

𝟏ାቀ
𝛚

𝛚𝐜
ቁ

𝟐 ∙
𝟏

ඨ𝟏ାቀ
𝛚

𝛚max
ቁ

𝟐𝐬

∙
𝐞

ష
𝛚𝐑

𝟐𝐐𝛃

𝐑
  ―――式 2-1 

  

 

ωୡ = 2πfୡ，fୡ = 4.9 × 10଺β(∆σ/M଴)ଵ/ଷ，ωmax = 2πfmax，S：定数(ここでは 4.0)，fmax =

6Hz（鶴来ほか(1997)iv、兵庫県南部地震の解析値） 

 M଴は地震モーメント(Nm)，ρは密度(g/cm3)，βは媒質の S 波速度(m/s)，∆σ：応力降下

量(Pa)，R：震源距離(km)，Q：地盤の Q値である。 

 なお、観測点が震源近傍にある場合、統計的グリーン関数法の地震動振幅が過大評価さ

れることから幾何減衰として1/(R + C)を導入した。 

要素波形の位相スペクトルは、Boore(1983)に従ってホワイトノイズに包絡形を施した

波形のスペクトルをかけ合わせて設定する。位相を与える場合には乱数を用いるが、長周

期成分まで考慮できるように香川(2004)に基づき、長周期（変位波形）でコヒーレントな

統計的グリーン関数を生成できるように乱数を設定する。また、長周期側で各要素断層の

波形の位相を揃えるため、アスペリティ、背景領域ごとに小断層に対して共通の位相を使

用する。 



 

21 
 

上式中のRம஘はラディエーション係数であるが、これは、各小断層から計算地点への方

位角、射出角により計算する。この時、Kamae and Irikura(1992)vと同様に、周波数依存

型の放射特性を導入した。これは、周波数0.25Hz以下では理論的放射特性に従い、2.0Hz

以上では等方的な放射特性となるものである。ここでは S 波のみを考えているため、SH

波、SV 波毎に振幅スペクトルを求める。 

小断層毎にすべり量・応力降下量が異なる場合は、それに応じて各小断層のM଴、∆σを

設定する。 

伝播経路の減衰特性Q値は、内閣府と同様に次式の周波数依存の値を設定する。なお、

周波数f = 1.0Hz以下では、周波数f = 1.0Hzの値を用いることとした。 

○プレート境界地震 

         𝐐 = 𝟏𝟑𝟎𝐟𝟎.𝟕𝟕    ―――式 2-2   

 

上記手法で作成した計算地点での地震基盤におけるスペクトルに対して、地表までの

地盤構造による増幅を考慮するため、SH 波については斜め入射の SH 波動場を、SV 波に

ついては、P-SV 波動場の応答計算を行う。 

求められた工学的基盤での Transverse、Radial、UD 波形を NS、EW、UD に射影する。 

工学的基盤での各小断層からの波形を Irikura(1986)および入倉ほか(1997)viに従って、

震源断層内の破壊伝播に応じて、それぞれの成分毎に足し合わせる。これより、工学的基

盤での 3 成分波形を求めることができる。 

 

 
図 2.6-9 統計的グリーン関数法を用いたサイト波作成の流れ  
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２）統計的グリーン関数法による工学的基盤における地震動の算定 

「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」、「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」のそれぞ

れについて、設定した強震断層モデルを用いて、統計的グリーン関数法により、工学的基

盤における地震動を算定した。なお、「東北地方太平洋沖地震」については、公開地震波

形と表層地盤モデルを用いて、工学的基盤における地震動を算定した。 

 

 
図 2.6-10  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の工学的基盤における震度分布図 
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図 2.6-11  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の工学的基盤における震度分布図 
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図 2.6-12  「東北地方太平洋沖地震」の工学的基盤における震度分布図 
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３）地表地震動の算定 

本調査では、工学的基盤～地表までの地震動予測手法として、「a.工学的基盤における

計測震度＋レシピに基づく震度増分（統計的 GF法＋レシピ震度増分）」、「b.工学的基

盤における計測震度＋内閣府(2020)による震度増分（統計的 GF 法＋内閣府震度増分）」、

「c.内閣府(2020)による震度（内閣府計算結果）」により算出した。 

また、各メッシュにおいて、a.～c.のうち最大となる値を取りだし、各地震動における

最大クラスの震度分布を作成した。被害想定では、地域毎の最大の地震動を考慮するため、

この震度分布を用いて計算を行う。 

「東北地方太平洋沖地震」については、「工学的基盤における計測震度＋レシピに基づ

く震度増分」により地表地震動を算出した。なお、気象庁の震度観測記録は、表 2.6-3 に

示すように最大で震度 6 弱であるのに対し、算定結果では震度 6 強が最大となっている

が、これは計算上の結果であることに留意する必要がある。 

 

表 2.6-3 岩手県での東北地方太平洋沖地震記録 

（岩手県東日本大震災津波の記録より） 
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（a）統計的 GF 法＋レシピによる震度増分 

 

（b）統計的 GF 法＋内閣府による震度増分 

 

  
（c）内閣府(2020)計算結果 (a)～(c)の最大となる震度分布 

 

図 2.6-13  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の地表震度分布図 

  



 

27 
 

 
図 2.6-14  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の最大となる地表震度分布図 

（図 2.6-13 の右下図の再掲） 
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図 2.6-15  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の地表震度分布図 

  

  
（a）統計的 GF 法＋レシピによる震度増分 

 

（b）統計的 GF 法＋内閣府による震度増分 

 

  
（c）内閣府(2020)計算結果 (a)～(c)の最大となる震度分布 
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図 2.6-16  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の最大となる地表震度分布図 

（図 2.6-15 の右下図の再掲） 
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図 2.6-17 「東北地方太平洋沖地震」の地表震度分布図 
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４）曝露人口の算出 

各地震の最大ケースを対象とし、震度 5 弱以上の曝露人口を算定した。算定結果を表

2.6-4 表に示す。なお、西和賀町の震度 5弱以上曝露人口において、日本海溝モデルと東

北地方太平洋沖地震の差の要因は震度 5弱以上の分布が大幅に異なるためである。 

 

表 2.6-4 市町村別震度 5弱以上の曝露人口 
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3.地震・津波の被害想定（東日本大震災津波を経験し） 

3.1 津波による建物被害・人的被害 

3.1.1 津波による建物被害 

（１）予測手法 

津波による建物被害は、木造、非木造の構造別に、津波浸水深を基に全壊・半壊建物棟

数を推計する。 

ここで、国土交通省都市局による「東日本大震災津波による被災現況調査データ」(国

土交通省、平成 23年 10 月時点)において、人口集中地区では、それ以外の地区と比較し

て浸水深が浅いところでも全壊率、全半壊率ともに高くなっている。このため本調査では、

人口集中地区とそれ以外の地区で異なる被害率曲線（図 2.1-2、中央防災会議、2012）を

用いて、建物被害を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3.1-1 津波による建物被害の予測フロー 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.1-2 津波による建物被害率曲線(左：人口集中地区、右：人口集中地区以外) 

（中央防災会議, 2012） 
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なお、本調査における建築物被害の算出基準は、下表に示す罹災証明に用いる全壊・半

壊の定義（平成 13年 6月内閣府政策統括官（防災担当）通知）を基本として用いる。 

 

表 3.1-1 罹災証明における全半壊の定義 
種類 認 定 基 準 

全壊 

住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの、すなわち、住家全部が倒壊、流失、埋没、

焼失したもの、または住家の損壊が甚だしく、補修により元通りに再使用することが困難なも

ので、具体的には、住家の損壊、消失若しくは流失した部分の床面積がその住家の延床面積の

７０％以上に達した程度のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占め

る損害割合で表し、その住家の損害割合が５０％以上に達した程度のものとする。 

大規模 

半壊 

居住する住宅が半壊し、構造耐力上主要な部分の補修を含む大規模な補修を行わなければ当該

住宅に居住することが困難なもの。具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の５０％以上

７０％未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で

表し、その住家の損害割合が４０％以上５０％未満のものとする。 

半壊 

住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの、すなわち、住家の損壊が甚だしい

が、補修すれば元通りに再使用できる程度のもので、具体的には、損壊部分がその住家の延床

面積の２０％以上７０％未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に

占める損害割合で表し、その住家の損害割合が２０％以上５０％未満のものとする。 
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（２）予測結果 

 表 3.1-2 に岩手県全体の予測結果を示す。また、表 3.1-3～表 3.1-8 に各市町村の被害想

定結果を示す。 

 津波による建物被害（全壊棟数）は、東北地方太平洋沖地震の夏・昼 12時頃の場合が最

も多く、全県で約 33,000 棟となっており、次いで日本海溝モデルケース②の夏・昼 12時頃

の約 28,000 棟となっている。 

津波による建物被害は、津波の到達時間には関係なく、最終的な浸水域、浸水深さと建物

分布の関係により被害量が決まるため、東北地方太平洋沖地震の被害が多くなっている。 

地域的に見ると、東北地方太平洋沖地震では、宮古市以南の沿岸地域での被害が多いが、

日本海溝モデルケース②では、相対的に宮古市以北の沿岸地域での被害が大きくなる傾向

が見られる。 

なお、市町村毎に最大となる対象地震と想定ケースの予測結果一覧を参考表に示した。 

 

表 3.1-2 岩手県全体の津波による建物被害予測結果 （単位・棟） 

 

  

対象地震 想定ケース 津波による全壊棟数 津波による全半壊棟数

冬・深夜 27,000 32,000

夏・昼12時頃 27,000 32,000

冬・夕18時頃 27,000 32,000

冬・深夜 28,000 33,000

夏・昼12時頃 28,000 33,000

冬・夕18時頃 28,000 33,000

冬・深夜 7,800 15,000

夏・昼12時頃 7,800 15,000

冬・夕18時頃 7,800 15,000

冬・深夜 10,000 17,000

夏・昼12時頃 10,000 17,000

冬・夕18時頃 10,000 17,000

冬・深夜 11,000 19,000

夏・昼12時頃 11,000 19,000

冬・夕18時頃 11,000 19,000

冬・深夜 33,000 41,000

夏・昼12時頃 33,000 41,000

冬・夕18時頃 33,000 41,000

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-3 市町村別津波による建物被害想定予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

 

 

表 3.1-4 市町村別津波による建物被害想定予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 1,000 1,400 1,000 1,400 1,000 1,400

久慈市 8,100 8,600 8,200 8,900 8,100 8,600

野田村 1,100 1,200 1,100 1,200 1,100 1,200

普代村 670 660 670 660 670 660

田野畑村 160 200 160 200 160 200

岩泉町 610 760 610 770 610 760

宮古市 9,000 10,000 9,000 10,000 9,000 10,000

山田町 1,100 1,600 1,100 1,600 1,100 1,600

大槌町 240 330 250 330 240 330

釜石市 3,800 4,300 3,800 4,400 3,800 4,300

大船渡市 990 2,100 990 2,100 990 2,100

陸前高田市 250 360 250 360 250 360

合計 27,000 32,000 27,000 32,000 27,000 32,000

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 1,100 1,700 1,100 1,700 1,100 1,700

久慈市 8,200 8,700 8,300 9,000 8,200 8,700

野田村 1,000 1,100 1,000 1,100 1,000 1,100

普代村 540 560 540 560 540 560

田野畑村 150 180 160 180 150 180

岩泉町 680 810 680 810 680 810

宮古市 9,600 11,000 9,700 11,000 9,600 11,000

山田町 1,200 1,700 1,200 1,700 1,200 1,700

大槌町 270 350 270 360 270 350

釜石市 3,700 4,200 3,700 4,300 3,700 4,200

大船渡市 1,100 2,200 1,100 2,200 1,100 2,200

陸前高田市 290 400 290 400 290 400

合計 28,000 33,000 28,000 33,000 28,000 33,000

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-5 市町村別津波による建物被害想定予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

 

 

表 3.1-6 市町村別津波による建物被害想定予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 480 620 480 620 480 620

久慈市 2,800 4,700 2,800 4,700 2,800 4,700

野田村 50 60 50 60 50 60

普代村 60 70 60 70 60 70

田野畑村 40 50 40 50 40 50

岩泉町 60 210 60 210 60 210

宮古市 2,300 5,100 2,300 5,100 2,300 5,100

山田町 570 880 570 880 570 880

大槌町 220 260 220 260 220 260

釜石市 600 1,200 600 1,200 600 1,200

大船渡市 420 1,200 420 1,200 420 1,200

陸前高田市 210 290 210 290 210 290

合計 7,800 15,000 7,800 15,000 7,800 15,000

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 610 720 610 720 610 720

久慈市 3,800 6,000 3,800 6,000 3,800 6,000

野田村 60 100 60 100 60 100

普代村 70 100 70 100 70 100

田野畑村 50 70 50 70 50 70

岩泉町 100 320 100 320 100 320

宮古市 3,100 5,700 3,100 5,700 3,100 5,700

山田町 630 940 630 940 630 940

大槌町 230 260 230 260 230 260

釜石市 720 1,400 720 1,400 720 1,400

大船渡市 510 1,300 510 1,300 510 1,300

陸前高田市 200 290 200 290 200 290

合計 10,000 17,000 10,000 17,000 10,000 17,000

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-7 市町村別津波による建物被害想定予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

 

 

表 3.1-8 市町村別津波による建物被害想定予測結果 （単位・棟） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

 

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 620 740 620 740 620 740

久慈市 4,200 6,400 4,200 6,400 4,200 6,400

野田村 130 410 130 410 130 410

普代村 70 100 70 100 70 100

田野畑村 50 80 50 80 50 80

岩泉町 110 340 110 340 110 340

宮古市 3,400 6,100 3,400 6,100 3,400 6,100

山田町 670 980 670 980 670 980

大槌町 230 260 230 260 230 260

釜石市 890 1,600 890 1,600 890 1,600

大船渡市 540 1,400 540 1,400 540 1,400

陸前高田市 200 290 200 290 200 290

合計 11,000 19,000 11,000 19,000 11,000 19,000

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 560 730 560 730 560 730

久慈市 3,200 5,100 3,200 5,100 3,200 5,100

野田村 1,000 1,200 1,000 1,200 1,000 1,200

普代村 250 370 250 370 250 370

田野畑村 270 310 270 310 270 310

岩泉町 590 710 590 710 590 710

宮古市 8,600 11,000 8,600 11,000 8,600 11,000

山田町 2,400 2,900 2,400 2,900 2,400 2,900

大槌町 2,400 2,700 2,400 2,800 2,400 2,700

釜石市 6,200 7,000 6,300 7,000 6,200 7,000

大船渡市 5,300 6,500 5,300 6,500 5,300 6,500

陸前高田市 2,300 2,800 2,300 2,800 2,300 2,800

合計 33,000 41,000 33,000 41,000 33,000 41,000

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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【参考】 

参考表：市町村別に最大となる津波による建物被害予測結果 

  
 

 

  

市町村名 対象地震 想定ケース 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 日本海溝モデル② 夏・昼12時頃 1,128 1,674

久慈市 日本海溝モデル② 夏・昼12時頃 8,330 8,965

野田村 日本海溝モデル① 冬・深夜 1,125 1,201

普代村 日本海溝モデル① 夏・昼12時頃 667 658

田野畑村 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 275 306

岩泉町 日本海溝モデル② 夏・昼12時頃 685 808

宮古市 日本海溝モデル② 夏・昼12時頃 9,665 10,952

山田町 東北地方太平洋沖地震 全ての時間 2,412 2,904

大槌町 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 2,396 2,767

釜石市 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 6,254 7,021

大船渡市 東北地方太平洋沖地震 全ての時間 5,296 6,516

陸前高田市 東北地方太平洋沖地震 全ての時間 2,280 2,842

岩手県全体 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 33,136 40,909
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3.1.2 津波による人的被害 

津波による人的被害は、津波浸水域において、津波が到達する時間までに避難を完了でき

なかった者が津波に巻き込まれるものとし、浸水深を基に死者数・負傷者数を算出する。 

 

（１）予測手法 

津波による人的被害は、①避難行動（避難の有無、避難開始時期）、②津波到達時間ま

での避難完了可否、③津波に巻き込まれた場合の死者発生度合に分けて算出する。 

なお、揺れによる建物倒壊に伴う自力脱出困難者は、津波からの避難ができないものと

する。 

 

滞留人口

津波影響人口

避難開始時間

避難速度

避難未完了率

津波避難ビル等

津波ハザード（浸水範囲、最
大浸水深、到達時間）

避難完了（一次） 避難未完了※1

津波に巻き込まれる

浸水深別死者率

津波からの脱出

軽傷者
重傷者死亡
（低体温症）

死亡
（溺死等）

屋内へ避難可能か 生還

屋内避難
高台避難

（低体温症）

積雪寒冷期のみ

可能 不可能

昼・夜の違いに加え、冬季の避難開始の遅れを考慮
避難意識の違い

避難速度を考慮

積雪寒冷期以外

津波に巻き込まれて溺死等での死亡※2
※2建物倒壊で自力脱出困難となり津波に
巻き込まれた人を含む

※1津波に巻き込まれない自
力脱出困難者は、建物倒壊に
よる人的被害として考慮

 
図 3.1-3 津波による人的被害予測フロー 

 

死者数及び負傷者数は、下式により算出する。 

 

（死者数）＝（津波に巻き込まれる人数）☓（浸水深別死亡率） 

（負傷者数）＝（津波に巻き込まれる人数）－（死者数） ―――式 3-1 
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１）避難行動（避難の有無、避難開始時期） 

東日本大震災の被災地域全域での調査結果及び過去の津波被害の避難の状況を踏まえ、

下記のパターンで設定した。 

 

表 3.1-9 避難の有無、避難開始時期の設定 

 

避難行動別の比率 

避難する 
切迫避難 
あるいは 

避難しない 
すぐに避難する 
（直接避難） 

避難するが、すぐ
には避難しない 
（用事後避難） 

早期避難者比率が低い場合 
（早期避難率低） 

５４%※1 ４０%※2 ６%※3 

※1：東日本大震災の被災地域での調査結果（「津波避難等に関する調査結果」（内閣府・消防庁・気象庁））

の避難状況は、すぐに避難した人の割合が最も低い市で約 35％であった。従来の被害想定では日本

海中部地震の事例から意識の低いケースとして 20％としている。この事例は、東日本大震災の被災

地域と比べ、予想を超えて津波浸水の被害を受けた地区が多いこと等から、早期避難率が低くなって

いる。以上を踏まえて、従来想定どおりの 20％と設定 

※2：全体から「すぐに避難する」＋「切迫避難あるいは避難しない」の割合を引いた数値として設定 

※3：切迫避難（死者含む）の割合が高い市で 25％～約 27％であった。また、従来の被害想定では意識

が低い場合に 32％としている。これらを踏まえて 30％と設定 

 

２）避難未完了率 

発災時の所在地から安全な場所まで避難完了できない人の割合（避難未完了率）につい

ては、以下の条件で算定した。 

 

a 避難成否判定方法 

・要避難メッシュの特定 

最大津波浸水深が 30cm 以上となる要避難メッシュを特定 

・避難先メッシュの設定 

各要避難メッシュ（避難元メッシュ）から最短距離にあり、かつ避難元メッシ

ュよりも津波浸水深 1cm 到達時間が長い、津波浸水深 30cm 未満の避難先メッシ

ュを特定した。 

・避難距離の算定 

メッシュ中心間の直線距離の 1.5 倍を避難距離とした。 

・避難完了所要時間の算定 

各要避難メッシュについて、避難距離を避難速度（東日本大震災の実績から平

均時速 2.24km/h と設定し、積雪時には 2 割低下し、夜間の場合はさらに 8割に

低下するものとした）で除して避難完了所要時間を算出。なお、避難開始時間は

以下の通りとした。 
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昼間：直接避難者で 5分後（冬季※7 分後） 

用事後避難者で 15 分後（冬季※17 分後） 

夜間：直接避難者で 10分後（冬季※12 分） 

用事後避難者で 20 分後（冬季※22 分後） 

※冬季の場合には、防寒着の着用等の準備に+2分と仮定した。 

 

なお、切迫避難者は当該メッシュに津波が到達してから避難するものとした。 

 

・避難成否の判定 

各要避難メッシュについて、避難先メッシュの隣接メッシュにおける浸水深

30cm 到達時間と避難先メッシュまでの避難完了所要時間を比較し、避難行動者

別に避難成否を判定した。 

 

 

図 3.1-4 避難元メッシュ・避難先メッシュ・隣接メッシュ 

 

b 高層階滞留者の考慮 

襲来する津波の最大浸水深に応じてそれよりも高い高層階の滞留者は避難せずにと

どまることができる場合を考慮し、切迫避難の場合の最大浸水深別の避難対象者を下

表のように設定した。 

 

表 3.1-10 最大浸水深別の避難対象者 

最大浸水深 避難対象者 

30cm 以上 6m 未満 1、2 階滞留者が避難 

6m 以上 15m 未満 1～5 階滞留者が避難 

15m 以上 30m 未満 1～10 階滞留者が避難 

30m 以上の場合 全員避難 
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c 津波避難ビルの考慮 

津波避難ビルによる人的被害軽減効果を考慮するため、浸水域内に津波避難ビル

等が存在する地区では、浸水域内にいる人は津波避難ビル等への避難により、被害

が生じないものとした。 

なお、最も近い避難先メッシュが津波ビル等のあるメッシュの場合、これを避難

先とするが、近傍からの避難者総数が収容人数を超える場合は、超過した人数は別

の避難先へ避難するものとする。また、津波避難ビル等の隣接メッシュにおける浸

水深 30cm 到達時間と隣接メッシュまでの避難所要時間を比較し、避難行動者別に

津波避難ビル等への避難成否を判定する。 

 

３）浸水深別死者率 

津波に巻き込まれた場合の死者率については、死亡率曲線（浸水深 30cm 以上で死者

発生、浸水深 1m で全員死亡）で死亡率を算出した。なお、死亡以外は全員が負傷する

ものと仮定した。 

 

 

図 3.1-5 津波に巻き込まれた場合の死者率 

 

４）揺れによる建物倒壊に伴う死者及び自力脱出困難者の考慮 

浸水域内における揺れによる建物倒壊に伴う死者については、建物倒壊による死者

とした。 

津波浸水深 30cm 以上の浸水域内における揺れによる建物倒壊に伴う自力脱出困難者

（うち生存者）については、津波による死者とした。 

 

５）低体温症の考慮 

津波に巻き込まれた場合に、溺死等で死亡しなかった場合にも、負傷者（重傷、軽傷）

は発生する。重傷者は自力では動けない状態であると仮定すると、濡れた状態のまま救

助されるまでの数時間程度そのままの状態の可能性がある。気温がマイナス数℃以下
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となる地域では、濡れたままの状態におかれると、冷たい水に浸水していると同様に低

体温症等のリスクが高まり、短時間で死亡する可能性があると考えられる。 

気温がマイナス数℃以下となるの地域において、津波に巻き込まれ濡れたままの状

態で動けない重傷者は、より短時間で低体温症等になり、救助が間に合わずに死亡する

ものとした。 

 

 
図 3.1-6 津波に巻き込まれた場合の浸水深別死者率 

（冬季の場合は重傷者も低体温症で死亡とする） 

 

６）夏期の海水浴客等観光客の考慮 

浸水域内に海水浴場等が存在する地域では、夏期のピーク時には海水浴客が存在す

ることから、海水浴客の被害を考慮した。 
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（２）予測結果 

表 3.1-11 に岩手県全体の予測結果を示す。また、表 3.1-12～表 3.1-17 に各市町村の被

害想定結果を示す。 

津波による人的被害（死者数）は、日本海溝モデルケース①の冬・18 時頃の場合が最も

多く、全県で 7,000 人強となっており、次いで日本海溝モデルケース②の冬・18 時頃の場

合で 7,000 人弱となっている。 

津波による人的被害は、建物被害と異なり、津波到達時間の影響があるため、東北地方太

平洋沖地震よりも津波到達時間が早い日本海溝モデルケース①や②の方が被害が多くなっ

ている。 

地域的に見ると、日本海溝モデルケース①あるいはモデルケース②、いずれの場合でも久

慈市が最も多く死者数は約 4,000 人となっており、次いで宮古市の約 2,000 人となってい

る。 

なお、市町村毎に最大となる対象地震と想定ケースの予測結果一覧を参考表に示した。 

 

表 3.1-11 岩手県全体の津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

 

  

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 重傷者

冬・深夜 6,700 1,400 90

夏・昼12時頃 2,700 740 40

冬・夕18時頃 7,000 1,900 110

冬・深夜 6,200 1,200 70

夏・昼12時頃 2,900 770 40

冬・夕18時頃 7,000 1,700 110

冬・深夜 690 280 30

夏・昼12時頃 930 310 40

冬・夕18時頃 1,300 580 50

冬・深夜 950 280 30

夏・昼12時頃 1,200 330 40

冬・夕18時頃 1,700 500 50

冬・深夜 1,000 370 30

夏・昼12時頃 1,400 340 40

冬・夕18時頃 1,800 620 50

冬・深夜 3,200 760 40

夏・昼12時頃 3,100 400 50

冬・夕18時頃 4,200 1,100 50

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-12 市町村別津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース①  

 

 

 

 

表 3.1-13 市町村別津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

  

死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者

洋野町 30 10 20 * 30 10 * 30 10 20 *

久慈市 3,800 650 690 40 1,500 410 20 4,400 740 890 50

野田村 140 20 30 * 50 10 * 90 20 30 *

普代村 50 10 10 * 40 10 * 60 10 10 *

田野畑村 10 20 * * 10 * * 10 10 * *

岩泉町 80 10 10 * 30 * * 60 30 20 *

宮古市 2,300 * 600 40 800 230 10 2,100 * 860 50

山田町 130 * 40 * 40 20 * 80 * 40 *

大槌町 10 * * * * * * 10 * * *

釜石市 90 400 20 * 160 30 * 220 350 30 *

大船渡市 20 10 10 * 20 10 * 30 10 10 *

陸前高田市 * * * * * * * * * * *

合計 6,700 1,100 1,400 90 2,700 740 40 7,000 1,200 1,900 110

市町村名
冬・夕18時頃夏・昼12時頃冬・深夜

死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者

洋野町 60 10 30 * 40 30 * 50 10 30 *

久慈市 3,000 500 370 30 1,500 340 20 3,700 630 620 40

野田村 350 60 50 * 90 10 * 230 40 70 *

普代村 40 10 10 * 40 10 * 50 10 10 *

田野畑村 20 20 * * 10 * * 10 20 * *

岩泉町 90 30 20 * 40 * * 70 50 20 *

宮古市 2,300 * 600 40 910 320 10 2,400 * 830 60

山田町 140 * 20 * 40 10 * 100 * 60 *

大槌町 10 * * * * * * 10 10 * *

釜石市 170 400 40 * 200 40 * 300 400 70 *

大船渡市 30 20 10 * 40 20 * 50 10 20 *

陸前高田市 * * * * * * * 10 * * *

合計 6,200 1,100 1,200 70 2,900 770 40 7,000 1,200 1,700 110

冬・深夜 冬・夕18時頃夏・昼12時頃
市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-14 市町村別津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース①  

 

 

 

 

表 3.1-15 市町村別津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース②  

 

  

死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者

洋野町 30 * * * 40 * * 40 10 * *

久慈市 320 50 170 10 410 80 10 710 120 390 30

野田村 * * * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * * * *

岩泉町 10 * * * 10 10 * 10 * 10 *

宮古市 270 50 90 10 390 200 20 410 70 160 20

山田町 20 * * * 10 10 * 20 * * *

大槌町 * * * * * * * * * * *

釜石市 10 * * * 20 * * 20 * * *

大船渡市 20 * * * 30 10 * 30 10 10 *

陸前高田市 * * * * 10 * * 10 * * *

合計 690 120 280 30 930 310 40 1,300 220 580 50

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者

洋野町 30 10 * * 50 * * 50 10 * *

久慈市 480 80 170 10 550 120 10 970 170 330 30

野田村 10 * * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * * * *

岩泉町 10 * 10 * 20 10 * 20 * 10 *

宮古市 350 60 70 10 470 160 20 540 90 130 20

山田町 20 * * * 20 10 * 30 * * *

大槌町 * * * * * * * 10 * * *

釜石市 20 * * * 40 10 * 40 10 10 *

大船渡市 10 * 10 * 20 10 * 30 10 10 *

陸前高田市 * * * * 10 * * 10 * * *

合計 950 160 280 30 1,200 330 40 1,700 290 500 50

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-16 市町村別津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③  

 

 

 

 

表 3.1-17 市町村別津波による人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

 

  

死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者

洋野町 30 10 * * 50 * * 50 10 * *

久慈市 520 90 240 10 620 110 10 1,000 180 420 30

野田村 20 * 10 * 20 10 * 30 * 20 *

普代村 * * * * * * * 10 * * *

田野畑村 * * * * * * * * * * *

岩泉町 10 * 10 * 10 10 * 20 * 10 *

宮古市 370 60 80 10 560 160 20 570 100 130 20

山田町 10 * * * 10 * * 20 * * *

大槌町 * * * * * * * 10 * * *

釜石市 20 * * * 30 10 * 40 10 10 *

大船渡市 20 * 10 * 20 20 * 30 10 20 *

陸前高田市 * * * * 10 * * 10 * * *

合計 1,000 180 370 30 1,400 340 40 1,800 310 620 50

夏・昼12時頃
市町村名

冬・深夜 冬・夕18時頃

死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 うち低体温症 負傷者 うち重傷者

洋野町 20 * 10 * 30 * * 30 * 10 *

久慈市 370 60 170 10 400 120 10 710 120 330 30

野田村 100 20 10 * 100 * * 110 20 10 *

普代村 30 10 10 * 30 20 * 40 10 10 *

田野畑村 30 40 * * 20 * * 20 50 * *

岩泉町 80 100 30 * 60 * * 70 170 10 *

宮古市 1,000 * 340 10 1,000 90 10 1,100 * 380 10

山田町 260 50 40 * 210 20 * 280 50 90 *

大槌町 270 50 30 * 250 10 * 280 70 20 *

釜石市 570 180 60 * 570 50 * 990 190 70 *

大船渡市 300 10 50 * 340 50 10 400 10 140 *

陸前高田市 120 20 20 * 120 20 * 160 30 20 *

合計 3,200 540 760 40 3,100 400 50 4,200 710 1,100 50

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）津波による死者数の減災効果の評価 

津波による死者については、早期避難を行う意識が向上することによる減災効果を検

証した。検証の対象地震は、津波による死者が最大となる日本海溝モデルケース①（冬 18

時）、及び、東北地方太平洋沖地震（冬 18時）とした。 

表 3.1-18 に示すように、津波からの避難の有無、避難開始時期の設定については、状

況によって複数の状況が考えられる。 

今回の被害想定の基本設定（現状）としては東日本大震災の実績を用いて算定している

が、現状に対して、早期避難比率が高くさらに避難情報の伝達や避難の呼びかけが効果的

に行われた場合、全員が発災後すぐに避難した場合による津波による死者数の減災効果

を算定した。 

なお、東日本大震災後 10年以上が経過していることから、住民の避難意識が低下した

場合の状況も検討が必要であると考えられるため、早期避難者比率が低い場合について

も評価を行った。 

 
表 3.1-18 避難の有無、避難開始時期の設定 

 

また、津波による死者は避難開始時期のほかに、避難速度が重要となる。今回の想定に

置いて、冬の避難速度は積雪等の影響を考慮した 1.79km/h を採用しているが、岩手県沿

岸部の積雪状況を考慮すると必ずしも冬季に避難速度が低減するとは限らないことから、

冬季以外の避難速度である 2.24km/h とした場合の効果も評価を行った。 

表 3.1-19 に津波による死者の減災効果における検討ケース一覧を示した。 

現状 

減災効果 

設定値 
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表 3.1-19 津波による死者における減災効果検討ケース一覧 

検討ケース 

 

 

避難行動 

⓪早期避難者

比率が低い場

合 

①東日本大震

災時の本県実

績（現状） 

②早期避難者

比率が高い場

合 

③全員が発災

後すぐに避難

を開始した場

合 

④全員が発災

後すぐに避難

を開始した場

合（避難速度

2.24km/h） 

すぐに避難す

る 
20％ 54% 70% 100% 100% 

避難するがす

ぐには避難し

ない 

50% 40% 30% 0% 0% 

切迫避難ある

いは避難しな

い 

30% 6% 0% 0% 0% 

 

（４）津波による死者数の減災効果の算定結果 

津波による死者の減災効果算定結果一覧を表 3.1-20 に示し、日本海溝モデルケース①

及び東北地方太平洋沖地震それぞれについてグラフ化したものを図 3.1-7、3.1-8 に示し

た。 

 

表 3.1-20 津波による死者の減災効果算定結果一覧：死者数（人） 

 

⓪早期避難者比率

が低い場合

①東日本大震災時

の本県実績（現

状）

②早期避難者比率

が高い場合

③全員が発災後す

ぐに避難を開始し

た場合

④全員が発災後す

ぐに避難を開始し

た場合（避難速度

2.24km/h）

日本海溝モデ

ル ケース①
15,608 7,043 4,319 2,500 922

増減率 122% 0% -39% -65% -87%
東北地方太平

洋沖地震
17,528 4,171 685 148 1

増減率 320% 0% -84% -96% -100%
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図 3.1-7 日本海溝モデルケース①（冬 18時）における検討ケース別死者数 

 

図 3.1-8 東北地方太平洋沖地震（冬 18 時）における検討ケース別死者数 

39％減 

65％減 

87％減 

320％増 

84％減 
96％減 100％減 

122％増 
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日本海溝モデルケース①における減災効果については、⓪避難意識低の場合の死者が

約 2 倍と大幅に増加する結果となっている。一方で、②早期避難者比率が高い場合は 39%

の減、③全員が発災後すぐに避難を開始した場合は 65%の減となり、早期避難開始による

減災効果は高いといえる。さらに、④全員が発災後すぐに避難を開始した場合（避難速度

2.24km/h）の場合は 87%の減と、死者数を大きく低減できていることから、各自の早期避

難への心がけや避難訓練等によって避難速度の低減を可能な限り避けることが重要であ

るといえる。 

東北地方太平洋沖地震については、⓪避難意識低の場合の死者が 3 倍強と死者が極め

て大きく増加する結果となっている。津波到達時間が遅い傾向にあるものの、浸水範囲が

広く、地震発生後すぐに避難を開始しないことによる影響が大きいといえる。②早期避難

者比率が高い場合は 84%の減、③全員が発災後すぐに避難を開始した場合は 96%の減とな

り、早期避難開始による減災効果は極めて高く、早期避難開始するための住民への啓発が

重要であるといえる。④全員が発災後すぐに避難を開始した場合（避難速度 2.24km/h）

はほぼ 100%の減となっている。 

 

県全体の結果とは別に、沿岸の市町村における減災効果算定結果については、表 3.1-

21 及び表 3.1-22 に示した。 
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表 3.1-21 市町村別津波による死者の減災効果算定結果一覧 

（日本海溝モデルケース①） 

 

表 3.1-22 市町村別津波による死者の減災効果算定結果一覧（東北地方太平洋沖地震） 

 

表 3.1-21 の日本海溝モデルケース①の減災効果において、今回の条件下による想定で

は久慈市の減災率が低く、浸水域と浸水到達時間の分布の影響で、早期避難でも浸水域外

に逃げ遅れが発生することが要因であると考えられる（参考検討：津波到達時間と避難に

関する検討参照）。 

なお、津波発生箇所が異なれば、様相も異なり、他の市町村においても、同様の要因に

より逃げ遅れが生じる可能性があることに留意する必要である 

表 3.1-22 の東北地方太平洋沖地震の減災効果では、全体的に早期避難による高架が高

く、全体的に大きく死者を低減できているといえる。 

 

①東日本大震災時
の本県実績
（現状）

死者数 増加数 増加率 死者数 死者数 減少数 減少率 死者数 減少数 減少率 死者数 減少数 減少率

洋野町 130 104 500% 26 0 26 100% 0 26 100% 0 26 100%

久慈市 2,477 1,767 349% 711 236 475 67% 102 609 86% 0 711 100%

野田村 524 417 493% 106 2 105 99% 0 106 100% 0 106 100%

普代村 189 151 500% 38 0 38 100% 0 38 100% 0 38 100%

田野畑村 97 78 499% 19 0 19 100% 0 19 100% 0 19 100%

岩泉町 301 233 446% 67 7 60 89% 0 67 100% 0 67 100%

宮古市 5,145 4,057 473% 1,087 58 1,029 95% 0 1,087 100% 0 1,087 100%

山田町 1,228 946 435% 282 37 246 87% 0 282 100% 0 282 100%

大槌町 1,370 1,089 488% 281 4 277 99% 0 281 100% 0 281 100%

釜石市 3,331 2,339 336% 992 327 665 67% 37 956 96% 0 992 100%

大船渡市 1,964 1,566 493% 399 6 393 99% 0 398 100% 0 399 100%

陸前高田市 772 610 479% 161 8 153 95% 8 153 95% 1 161 100%

合計 17,528 13,357 420% 4,171 685 3,486 84% 148 4,023 96% 1 4,170 100%

市町村

②早期避難者比率が

高い場合

③全員が発災後すぐに避

難を開始した場合

⓪早期避難者比率が低い

場合

④全員が発災後すぐに避難

を開始した場合

（避難速度2.24km/h）
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【参考】 

参考表：市町村別津波による人的被害予測結果 

 

 

 

  

市町村名 対象地震 想定ケース 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 日本海溝モデル② 冬・深夜 56 29 3

久慈市 日本海溝モデル① 冬・夕18時頃 4,371 892 51

野田村 日本海溝モデル② 冬・深夜 347 66 4

普代村 日本海溝モデル① 冬・夕18時頃 60 17 2

田野畑村 東北地方太平洋沖地震 冬・深夜 25 2 0

岩泉町 日本海溝モデル② 冬・深夜 92 30 2

宮古市 日本海溝モデル② 冬・夕18時頃 2,354 861 55

山田町 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 282 87 3

大槌町 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 281 25 2

釜石市 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 992 68 5

大船渡市 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 399 139 6

陸前高田市 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 161 21 3

岩手県全体 日本海溝モデル① 冬・夕18時頃 7,043 1,913 111
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3.1.3 津波被害に伴う要救助者・要捜索者 

（１）予測手法 

津波浸水区域内で浸水しない建物、浸水しない高い階に居住、避難を行った者を要救助者

として算出する。また、要捜索者数は津波に巻き込まれた人として算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1-9  津波被害に伴う要救助者の予測フロー 

 

要救助者及び要捜索者数は、下式により算出する。 

 

（要救助者数）＝（中高層階滞留者のうち、最大浸水深より高い階の滞留者） 

（要捜索者数）＝津波に巻き込まれた人（避難未完了者＝津波による死傷者）―式 0-1 

 

津波による人的被害の想定においては、切迫避難する人について、津波の最大浸水深よ

りも高い階の居住者はその場にとどまることを考慮している。このことから、中高層階に

滞留する人が要救助対象となると考え、要救助者数は表 3.1-23 に基づき算出する。 

ただし、最大浸水深が 1m未満の場合には中高層階に滞留した人でも自力で脱出が可能

であると考え、中高層階滞留に伴う要救助者は最大浸水深 1m 以上の地域で発生するもの

とした。 

 

表 3.1-23 最大浸水深別の中高層階滞留に伴う要救助者の設定 

最大浸水深 中高層階滞留に伴う要救助者の設定の考え方 

1m 未満 自力脱出可能とみなす 

1m 以上 6m 未満 3 階以上の滞留者が要救助対象 

6m 以上 15m 未満 6 階以上の滞留者が要救助対象 

15m 以上 11 階以上の滞留者が要救助対象 

 

  

津波最大浸水深 

要救助者数 

中高層建物棟数 

【津波被害に伴う要救助者】 
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（２）予測結果 

表 3.1-24 に岩手県全体の予測結果を示す。また、表 3.1-25～表 3.1-30 に各市町村の被

害想定結果を示す。 

津波被害に伴う要救助者は、東北地方太平洋沖地震の夏・昼 12 時頃の場合が最も多く、

全県で約 1,600 人となっており、次いで同じ地震の冬・夕 18 時頃の場合の約 1,500 人とな

っている。 

また、津波の被害に伴う要捜索者は、日本海溝モデルケース①の冬・18 時頃の場合が最

も多く、全県で 8,900 人となっており、次いで日本海溝モデルケース②の冬・18 時頃の場

合で 8,600 人となっている。 

津波による人的被害と同様、地域的に見ると、久慈市、宮古市が多くなっている。 

なお、市町村毎に最大となる対象地震と想定ケースの予測結果一覧を参考表に示した。 

 

表 3.1-24 岩手県全体の津波被害に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

 
 

 

対象地震 想定ケース 要救助者 要捜索者

冬・深夜 840 8,100

夏・昼12時頃 1,200 3,400

冬・夕18時頃 1,100 8,900

冬・深夜 850 7,300

夏・昼12時頃 1,200 3,700

冬・夕18時頃 1,100 8,600

冬・深夜 360 970

夏・昼12時頃 590 1,200

冬・夕18時頃 540 1,800

冬・深夜 480 1,200

夏・昼12時頃 780 1,500

冬・夕18時頃 710 2,200

冬・深夜 530 1,400

夏・昼12時頃 840 1,700

冬・夕18時頃 770 2,400

冬・深夜 1,100 3,900

夏・昼12時頃 1,600 3,500

冬・夕18時頃 1,500 5,200

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-25 市町村別津波に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

 

 

 

表 3.1-26 市町村別津波に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

 

要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者

洋野町 - 50 - 40 - 60

久慈市 270 4,500 260 1,900 230 5,200

野田村 10 160 * 50 * 120

普代村 * 60 * 50 * 70

田野畑村 - 10 - 10 - 10

岩泉町 - 100 - 40 - 80

宮古市 290 2,900 450 1,000 420 2,900

山田町 20 170 20 60 20 120

大槌町 - 10 - * - 10

釜石市 230 100 430 180 390 230

大船渡市 20 30 40 40 40 40

陸前高田市 - * - * - *

合計 840 8,100 1,200 3,400 1,100 8,900

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者

洋野町 - 80 - 70 - 80

久慈市 270 3,300 240 1,800 220 4,300

野田村 10 400 * 90 * 300

普代村 * 50 * 40 * 60

田野畑村 - 20 - 10 - 10

岩泉町 - 110 - 40 - 90

宮古市 280 2,900 450 1,200 410 3,200

山田町 20 160 20 50 20 160

大槌町 * 10 * * * 10

釜石市 230 200 470 230 420 350

大船渡市 30 40 60 60 60 70

陸前高田市 - 10 - * - 10

合計 850 7,300 1,200 3,700 1,100 8,600

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位を
四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-27 市町村別津波に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 
 

 

表 3.1-28 市町村別津波に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 
 

 

要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者

洋野町 - 30 - 50 - 40

久慈市 110 490 140 490 130 1,100

野田村 - * - * - *

普代村 * * * * * *

田野畑村 - * - * - *

岩泉町 - 10 - 10 - 10

宮古市 150 370 240 590 220 580

山田町 20 20 20 20 20 30

大槌町 - * - * - 10

釜石市 70 10 190 20 170 30

大船渡市 10 20 10 40 10 40

陸前高田市 - * - 10 - 10

合計 360 970 590 1,200 540 1,800

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者

洋野町 - 40 - 50 - 50

久慈市 190 640 240 670 220 1,300

野田村 - 10 - * - 10

普代村 * 10 * 10 * 10

田野畑村 - * - * - *

岩泉町 - 30 - 20 - 30

宮古市 170 420 280 630 260 660

山田町 20 20 20 20 20 30

大槌町 - * - * - 10

釜石市 90 20 230 50 210 50

大船渡市 10 20 10 40 10 40

陸前高田市 - * - 10 - 10

合計 480 1,200 780 1,500 710 2,200

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.1-29 市町村別津波に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

 

 

 

表 3.1-30 市町村別津波に伴う要救助者・要捜索者予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

  

 

要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者

洋野町 - 40 - 50 - 50

久慈市 210 760 260 730 240 1,400

野田村 - 40 - 30 - 40

普代村 * 10 * 10 * 10

田野畑村 - 10 - * - *

岩泉町 - 30 - 30 - 30

宮古市 190 450 300 730 280 700

山田町 20 20 20 20 20 30

大槌町 - * - * - 10

釜石市 100 20 250 40 230 50

大船渡市 10 20 10 40 10 50

陸前高田市 - 10 - 10 - 10

合計 530 1,400 840 1,700 770 2,400

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者 要救助者 要捜索者

洋野町 - 30 - 30 - 30

久慈市 120 540 150 510 140 1,000

野田村 * 120 * 100 * 110

普代村 * 40 * 50 * 50

田野畑村 - 30 - 20 - 20

岩泉町 - 110 - 60 - 80

宮古市 300 1,400 480 1,100 440 1,500

山田町 20 290 20 230 20 370

大槌町 20 300 20 260 20 290

釜石市 330 620 450 630 400 1,100

大船渡市 160 360 290 380 260 540

陸前高田市 130 130 200 150 200 180

合計 1,100 3,900 1,600 3,500 1,500 5,200

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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【参考】 

参考表：市町村別津波による人的被害予測結果 

 

 

 

 

  

対象地震 想定ケース 対象地震 想定ケース

洋野町 0 日本海溝モデル② 冬・深夜 85

久慈市 日本海溝モデル① 冬・深夜 274 日本海溝モデル① 冬・夕18時頃 5,207

野田村 日本海溝モデル① 冬・深夜 7 日本海溝モデル② 冬・夕18時頃 399

普代村 0 日本海溝モデル① 冬・夕18時頃 67

田野畑村 0 東北地方太平洋沖地震 冬・深夜 26

岩泉町 0 東北地方太平洋沖地震 冬・深夜 107

宮古市 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 480 日本海溝モデル② 冬・夕18時頃 3,156

山田町 日本海溝モデル①・② 冬・深夜 24 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 369

大槌町 東北地方太平洋沖地震 冬・深夜 25 東北地方太平洋沖地震 冬・深夜 295

釜石市 日本海溝モデル② 夏・昼12時頃 473 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 1,055

大船渡市 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 286 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 537

陸前高田市 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 205 東北地方太平洋沖地震 冬・夕18時頃 177

岩手県全体 東北地方太平洋沖地震 夏・昼12時頃 1,606 日本海溝モデル① 冬・夕18時頃 8,852

ー

ー

ー

ー

市町村名 要救助者数 要捜索者数
要救助者 要捜索者
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3.2 地震による建物被害・人的被害 

建物被害は、揺れ、液状化、津波、急傾斜地崩壊及び地震火災による全壊・半壊棟数を

個別に求め、重複するものを除去して算出する。 

 

3.2.1 揺れによる建物被害 

（１） 予測手法 

揺れによる建物被害は、建物の構造や建築年代によって異なる。本調査では、構造別・

建築年次別の建物棟数と計測震度に対する被害率曲線を用いて、全壊・半壊棟数を算出す

る。なお、木造建物については積雪時と無雪期の違いを考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.2-1 揺れによる建物被害の予測フロー 

 
全壊・半壊棟数は、下式により算定する。 

 
（全壊棟数） ＝（建物棟数）×（全壊率） 

（半壊棟数） ＝（建物棟数）×（（全半壊率）－（全壊率））―――式 0-2 

 

 
a. 揺れによる建物被害に用いる建築年次区分 

揺れによる建物被害は、下表の構造別・建築年次別に算出する。 

構造及び建築年代の区分は、建築基準法が改正された昭和 56 年（1981）を大きな区

切りとして、約 10年程度の間隔で設定している。 

  

建物棟数(構造別・建築年次別) 

計測震度-被害率曲線 

全壊棟数、半壊棟数 

計測震度 
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表 3.2-1 揺れによる建物被害の想定に用いた建築年次区分 

構造別 建築年次別 

木造建物 

昭和 35 年（1960 年）以前 

昭和 36 年（1961 年）～ 昭和 45 年（1970 年） 

昭和 46 年（1971 年）～ 昭和 55 年（1980 年） 

昭和 56 年（1981 年）～ 平成 2 年（1990 年） 

平成 3 年（1991 年）～ 平成 12 年（2000 年） 

平成 13 年（2000 年）以降 

非木造建物 

昭和 46 年（1971 年）以前 

昭和 47 年（1972 年）～ 昭和 55 年（1980 年） 

昭和 56 年（1981 年）以降 

 

b. 全壊率・全半壊率 

建物の全壊及び全半壊棟数は、計測震度と被害率の関係を示す被害率曲線より算出

した。なお、木造建物については国の日本海溝・千島海溝ワーキンググループで示され

ている積雪の有無を考慮した被害率を使用している。 

図 3.2-2 に示した木造建物の全壊率は、積雪寒冷地における建築物の強度及び積雪

の影響を考慮したものである。今回の想定では、建築基準法による積雪荷重（地方にお

ける垂直積雪量）を参照し、垂直積雪量が 1.0m 以上の地域において積雪がある場合の

被害率を用いる。県全域において、冬のシーンの建物被害算定については図中の積雪あ

り（オレンジ点線）、夏のシーンでは積雪なし（オレンジ実線）の被害率曲線を使用し

ている。 

図 3.2-2 には、参考として内閣府による南海トラフの巨大地震被害想定の際に用い

られている全壊率（青実線）が示されている。今回の想定に用いた積雪なし（オレンジ

実線）の全壊率でも、全体的に全壊率は低く設定されており、建物が倒れにくくなって

いる。 
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※東北・北海道の地域では、積雪時期を考慮した構造となっているため、耐雪性が比較的高い。 

令和３年 12 月 21 日、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震対策検討ワーキンググループ資料より 

図 3.2-2 計測震度-被害率曲線（木造建物） 

 

 
全壊率曲線             全半壊率曲線 

図 3.2-3 計測震度-被害率曲線（非木造建物）  
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（２）予測結果 

表 3.2-2 に岩手県全体の揺れによる建物被害の予測結果を示す。また表 3.2-3～3.2-5 に

各市町村の被害想定結果を示す。 

 揺れによる建物被害（全壊棟数）は、日本海溝モデルの冬の場合が最も多く、全県で約

1,700 棟となっており、次いで東北地方太平洋沖地震の冬の場合で約 1,600 棟となってい

る。千島海溝モデルの場合は、建物被害は発生しないと想定される。 

 地域的に見ると、日本海溝モデルでは沿岸地域で被害が多く発生しているものの、内陸の

一関市や花巻市、奥州市等でも被害が発生している。また、東北地方太平洋沖地震では、最

も被害が発生しているのは一関市となっている。 

 

 

表 3.2-2 岩手県全体の揺れによる建物被害予測結果 （単位・棟） 

 

 

  

対象地震 想定ケース 全壊棟数 全半壊棟数

冬・深夜 1,700 6,600

夏・昼12時頃 600 3,200

冬・夕18時頃 1,700 6,600

冬・深夜 - -

夏・昼12時頃 - -

冬・夕18時頃 - -

冬・深夜 1,600 6,000

夏・昼12時頃 400 2,300

冬・夕18時頃 1,600 6,000

東北地方

太平洋沖地震

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-3 市町村別揺れによる建物被害 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 30 150 30 150 30 150

久慈市 450 1,200 140 500 450 1,200

野田村 * 20 * 20 * 20

普代村 * * * * * *

田野畑村 * 20 * 10 * 20

岩泉町 10 40 * 10 10 40

宮古市 240 790 70 300 240 790

山田町 10 50 10 50 10 50

大槌町 60 200 10 70 60 200

釜石市 310 950 90 390 310 950

大船渡市 60 310 60 310 60 310

陸前高田市 30 170 30 170 30 170

盛岡市 10 50 * 20 10 50

花巻市 100 460 20 160 100 460

北上市 10 60 10 60 10 60

遠野市 50 280 10 80 50 280

一関市 230 1,200 40 290 230 1,200

二戸市 * 60 * 60 * 60

八幡平市 * 40 * 10 * 40

奥州市 60 410 60 410 60 410

滝沢市 * * * * * *

雫石町 * * * * * *

葛巻町 * * * * * *

岩手町 * * * * * *

紫波町 * 40 * 40 * 40

矢巾町 * 10 * 10 * 10

西和賀町 * * * * * *

金ケ崎町 * 20 * 20 * 20

平泉町 * 10 * 10 * 10

住田町 * 30 * 30 * 30

軽米町 * 10 * 10 * 10

九戸村 * * * * * *

一戸町 10 60 * 10 10 60

合計 1,700 6,600 600 3,200 1,700 6,600

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-4  市町村別揺れによる建物被害 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 
 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 - - - - - -

久慈市 - - - - - -

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 - - - - - -

山田町 - - - - - -

大槌町 - - - - - -

釜石市 - - - - - -

大船渡市 - - - - - -

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-5 市町村別揺れによる建物被害 （単位・棟） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 
 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 * * * * * *

久慈市 * * * * * *

野田村 - - - - - -

普代村 * * * * * *

田野畑村 * 10 * * * 10

岩泉町 * 20 * 10 * 20

宮古市 * * * * * *

山田町 * * * * * *

大槌町 30 110 10 40 30 110

釜石市 70 300 20 100 70 300

大船渡市 10 50 10 50 10 50

陸前高田市 * 40 * 40 * 40

盛岡市 30 240 * 80 30 240

花巻市 50 320 10 100 50 320

北上市 10 100 10 100 10 100

遠野市 10 80 * 20 10 80

一関市 1,400 4,400 310 1,400 1,400 4,400

二戸市 * * * * * *

八幡平市 10 70 * 20 10 70

奥州市 20 200 20 200 20 200

滝沢市 * 20 * 20 * 20

雫石町 * * * * * *

葛巻町 * * * * * *

岩手町 * * * * * *

紫波町 * * * * * *

矢巾町 * 20 * 20 * 20

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 * 10 * 10 * 10

平泉町 * 10 * 10 * 10

住田町 * 10 * 10 * 10

軽米町 * * * * * *

九戸村 * * * * * *

一戸町 * * * * * *

合計 1,600 6,000 400 2,300 1,600 6,000

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）揺れによる建物全壊数の減災効果の算定結果 

建築基準法の耐震基準は昭和 56 年（1981 年）6月に大幅に見直されており、過去の大規

模地震においては、見直し以前の耐震基準に基づき建てられた建物に被害が多く発生して

いる。現況の建物データに対し、旧耐震基準（1980 年以前）の建物が、全て新耐震基準の建

物に建て替わり、耐震化率 100％と達成した場合における、揺れによる建物被害の減災効果

を表 3.2-6 の通り試算した。 

 

表 3.2-6 減災効果試算ケース一覧 

 

減災効果 内容 

耐 震 化 率

100％ 

木造 すべての建物を建築年 2002 年以降の建物として試算。 

非木造 建築年 1971 年以前の建物を建築年 1981 年以降の建物として試算。 

 

日本海溝モデル（冬・深夜）を対象として、耐震化率 100％を達成した場合の減災効果を

表 3.2-7 に示し、グラフ化したものを図 3.2-4 に示した。耐震化率 100%達成によって揺れ

による建物全壊棟数を 98％減災可能であるという結果が得られた。 
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県想定

全壊棟数 全壊棟数 減少数 減少率

洋野町 28 2 26 92%

久慈市 449 7 443 99%

野田村 4 0 4 95%

普代村 1 0 1 93%

田野畑村 3 0 3 100%

岩泉町 7 0 7 100%

宮古市 241 1 240 100%

山田町 7 1 6 85%

大槌町 59 0 59 100%

釜石市 312 1 311 100%

大船渡市 61 8 53 87%

陸前高田市 33 4 29 89%

盛岡市 6 0 6 100%

花巻市 97 0 97 100%

北上市 6 2 5 73%

遠野市 49 0 49 100%

一関市 225 0 225 100%

二戸市 5 0 5 99%

八幡平市 4 0 4 100%

奥州市 61 6 55 90%

滝沢市 0 0 - -

雫石町 0 0 - -

葛巻町 0 0 - -

岩手町 1 0 1 100%

紫波町 5 0 4 90%

矢巾町 1 0 1 92%

西和賀町 0 0 - -

金ケ崎町 2 0 2 96%

平泉町 1 0 1 94%

住田町 5 1 4 87%

軽米町 0 0 - -

九戸村 0 0 - -

一戸町 9 0 9 100%

合計 1,681 33 1,647 98%

市町村
耐震化率100%

表 3.2-7 日本海溝モデル（冬・深夜）に 

おける揺れによる建物被害減災効果一覧 

図 3.2-4 日本海溝モデル（冬・深夜）に 

おける揺れによる建物被害減災効果 

98％減 
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3.2.2 火災による建物被害 

（１）予測手法 

地震火災による建物被害は、建物倒壊の有無別の出火要因、初期消火、地域の消防力を

考慮し、延焼シミュレーションを実施して、焼失棟数を算出する。 

 

建物棟数・用途数
建物被害予測結果 震度階

出火率

出火件数

炎上出火件数

残火災件数

焼失棟数

風向・風速条件

地域防災力

消火可能件数

延焼シミュレーション

初期消火成功率

 

図 3.2-5 地震火災による被害予測フロー 

 

地震火災による被害は、建物被害予測結果と震度階から、地域別出火件数を算出した。

これより、震度階別初期消火率、地域別炎上出火件数と地域防災力による消火可能件数

から、消火できなかった残火災件数を求め、これを出火点として風向・風速等の気象デ

ータを考慮して延焼シミュレーションを行い、延焼面積を推定して、全体の焼失棟数を

算出する。 
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a. 出火件数 

出火件数は、季節・時間帯別に、 

① 建物倒壊しない場合の火気器具・電熱器具からの出火 

② 建物倒壊した場合の火気器具・電熱器具からの出火 

③ 建物全壊による電気機器・配線からの出火 

の 3 つの出火要因に分けて算出した。 

 

① 建物倒壊しない場合の火気器具・電熱器具からの出火件数 

建物倒壊しない場合の火気器具・電熱器具からの出火件数は、下式のとおりとした。 

 

（建物倒壊しない場合の火気器具・電熱器具からの出火件数）＝Σ（出火元別出火件数）  

ここで出火元別出火件数は、 

（出火元別出火件数）＝（出火元別建物棟数）×（出火元別出火率） 

 

建物倒壊しない場合の火気器具・電熱器具からの震度階別・用途別・季節時間帯別の

全出火率は、表 3.2-8 の数値を使用した。 

 

表 3.2-8 火気器具・電熱器具からの震度階別・用途別・季節時間帯別の出火率 

冬深夜 

 震度 5 弱 震度 5 強 震度 6 弱 震度 6 強 震度 7 

飲食店 0.0003% 0.0009% 0.0047% 0.0188% 0.066% 

物販店 0.0001% 0.0004% 0.0013% 0.0059% 0.051% 

病院 0.0002% 0.0004% 0.0014% 0.0075% 0.118% 

診療所 0.0000% 0.0002% 0.0005% 0.0018% 0.007% 

事務所等その他事務所 0.0000% 0.0001% 0.0004% 0.0020% 0.011% 

住宅・共同住宅 0.0002% 0.0006% 0.0021% 0.0072% 0.026% 

夏 12 時 

 震度 5 弱 震度 5 強 震度 6 弱 震度 6 強 震度 7 

飲食店 0.0029% 0.0076% 0.0346% 0.1152% 0.331% 

物販店 0.0005% 0.0015% 0.0071% 0.0253% 0.123% 

病院 0.0009% 0.0016% 0.0070% 0.0296% 0.313% 

診療所 0.0004% 0.0004% 0.0016% 0.0050% 0.023% 

事務所等その他事務所 0.0005% 0.0017% 0.0083% 0.0313% 0.183% 

住宅・共同住宅 0.0003% 0.0003% 0.0013% 0.0043% 0.021% 

冬 18 時 

 震度 5 弱 震度 5 強 震度 6 弱 震度 6 強 震度 7 

飲食店 0.0047% 0.0157% 0.0541% 0.1657% 0.509% 

物販店 0.0007% 0.0020% 0.0085% 0.0302% 0.158% 

病院 0.0008% 0.0017% 0.0072% 0.0372% 0.529% 

診療所 0.0004% 0.0010% 0.0036% 0.0130% 0.041% 

事務所等その他事務所 0.0003% 0.0012% 0.0052% 0.0216% 0.177% 

住宅・共同住宅 0.0010% 0.0034% 0.0109% 0.0351% 0.115% 
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② 建物倒壊した場合の火気器具・電熱器具からの出火件数 

建物倒壊した場合の火気器具・電熱器具からの出火件数は、下記のとおりとした。 

 

（建物倒壊した場合の火気器具・電熱器具からの出火） 

＝（建物倒壊棟数）×（季節時間帯別の倒壊建物の出火率） 

ここで、建物倒壊棟数は全壊棟数の３割とし、季節・時間帯別の倒壊建物の出火率は

下表の数値を使用した。 

 
表 3.2-9  季節時間帯別の倒壊建物の出火率 

冬深夜 夏 12 時 冬 18 時 

0.0449% 0.0629% 0.153% 

 

 

③ 建物全壊による電気機器・配線からの出火件数 

建物全壊による電気機器・配線からの出火は、建物の全壊率との関係を基に設定

した。 

阪神・淡路大震災時の主要被災市における全壊棟数と電気機器・配線からの全出

火件数との関係は次式のとおりである。今回の想定では、全壊棟数を用いて出火件

数を算出した。 

 

（電気機器からの出火件数）＝（建物全壊による電気機器からの出火率）×（全壊棟

数） 

（配線からの出火件数）＝（建物全壊による配線からの出火率）×（全壊棟数） 

ここで、建物全壊による電気機器・配線からの出火率は、下表の数値を採用した。 

 
表 3.2-10  建物全壊による電気機器・配線からの出火率 

電気機器 配線 

0.044% 0.030% 

 

b. 炎上出火件数 

炎上出火件数は、出火時の初期に地域住民によって消火されるものを考慮し算出し

た。 

 

（炎上出火件数）＝(１－初期消火成功率)×（出火件数） 

ここで、初期消火成功率は、下表の数値を使用した。 
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表 2.3-11 初期消火成功率 

震度階 6 弱以下 6 強 7 

初期消火成功率 67% 30% 15% 

 

c. 残出火件数 

消火可能件数は、次のとおりとした。 

 

消火可能件数(発災直後) 

＝0.3×（消防ポンプ自動車数／2＋小型動力ポンプ数／4） 

×｛1－（1－3.14×140×140／市街地面積(㎡)）水利数｝ 

 

① 消防ポンプ自動車等 

消防ポンプ自動車は、消防本部ごとの「消防年報」（令和 2年度版）等に記載された

台数を用いた。 

 

② 市街地面積 

市街地面積は、点在する集落に対する広範な消火対応の必要性や、津波浸水による消

防活動の阻害を考慮した消火可能件数の低減を加味するために、各市町村の可住地面

積を用いた。 

 

③ 水利数 

水利数は、消防本部ごとの「消防年報」（令和 2年度版）等に記載された防火水槽・

消火栓・その他の水利の合計値を用いた。 

 

d. 残出火件数 

残出火件数は、上記までで求めた消火可能件数と想定される炎上出火件数を比較し、

次式により消火されなかった火災が延焼拡大する恐れがある件数とした。 

（残出火件数）＝（炎上出火件数）－（消火可能火災件数） 

 

e. 焼失棟数 

焼失棟数は、消防庁消防大学校 消防研究センターによる建物 1棟単位のシミュレー

ションが可能な消防力最適運用支援情報システム（以下、消防システムと呼ぶ）を用い

て時系列の延焼範囲を予測し、焼失棟数を算定した。 

 

f. 残出火発生建物の選定 

残出火発生建物は、炎上出火件数の多い 250m メッシュの内の、中心付近位置する建

物とした。 



 

73 
 

g. 延焼シミュレーションの実施 

設定した残出火発生建物を出火点として、消防システムによる延焼シミュレーショ

ンによって焼失棟数を算定した。延焼シミュレーションは出火から 24 時間までとした。 
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（２）予測結果 

表 3.2-12 に岩手県全体の火災伴う建物被害予測結果を示す。また表 3.2-13～表 3.2-18

に各市町村の被害予測結果を示す。 

 火災に伴う建物被害（全焼棟数）は、日本海溝モデルケース①の冬・夕 18 時の場合が最

も多く、全県で約 1,200 棟となっており、次いで日本海溝モデルケース②の冬・夕 18 時の

場合がほぼ同数となっている。千島海溝モデルの場合は、全焼被害は発生しないと想定され

る。（表は不要にできるのでは、？） 

 地域的に見ると、日本海溝モデルケース①、ケース②とも、久慈市、大槌町、釜石市、北

上市の 4 市町で被害が発生すると想定される。 

 

表 3.2-12 岩手県全体の火災に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

 
  

対象地震 想定ケース
火災による全

焼棟数

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 1,200

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 1,200

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 -

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 -

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 -

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 180

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-13 市町村別火災に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全焼棟数 全焼棟数 全焼棟数

洋野町 - - -

久慈市 - - 520

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - 130

釜石市 - - 170

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - 370

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - 1,200

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-14 市町村別火災に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全焼棟数 全焼棟数 全焼棟数

洋野町 - - -

久慈市 - - 520

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - 130

釜石市 - - 170

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - 370

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - 1,200

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-15  市町村別火災に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全焼棟数 全焼棟数 全焼棟数

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - -

釜石市 - - -

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - -

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-16 市町村別火災に伴う建物被害予測結果  （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 
 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全焼棟数 全焼棟数 全焼棟数

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - -

釜石市 - - -

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - -

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-17 市町村別火災に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全焼棟数 全焼棟数 全焼棟数

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - -

釜石市 - - -

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - -

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-18 市町村別火災に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

全焼棟数 全焼棟数 全焼棟数

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - -

釜石市 - - -

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - 80

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - 100

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - 180

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.3 急傾斜地崩壊による建物被害 

（１）予測手法 

急傾斜地崩壊による建物被害は、急傾斜地崩壊危険箇所の耐震性危険度ランク、震度

階からの地震時危険度ランクに基づき、急傾斜地崩壊危険区域内の建物棟数から全壊・半

壊棟数を算出する。 

 

 

 

図 3.2-6 急傾斜地崩壊による建物被害予測フロー 

 

  

震度階 

崩壊確率 

崩壊地における震度階別 

全壊率・半壊率 

全壊棟数・半壊棟数 

危険箇所の地震時危険度ランク、建物棟数 

急傾斜地崩壊危険箇所・土砂災害警戒区域の耐震性危険度
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急傾斜地崩壊による建物被害は、急傾斜地危険箇所をメッシュに配分し、その耐震性危

険度ランクと震度階より急傾斜地崩壊の地震時危険度ランクを算出する。算出した地震

時危険度ランク別の崩壊確率と崩壊地における震度階別全壊率・半壊率から全壊・半壊棟

数を、下式により算出する。 

 

（急傾斜地崩壊による全壊棟数） 

＝（危険箇所内建物棟数）×（地震時危険度ランク別崩壊確率） 

×（崩壊地における震度階別建物全壊率）×（1-（急傾斜地崩壊危険箇所整備率）） 

 

（急傾斜地崩壊による半壊棟数） 

＝（危険箇所内建物棟数）×（地震時危険度ランク別崩壊確率） 

×（崩壊地における震度階別建物半壊率）×（1-（急傾斜地崩壊危険箇所整備率）） 

 

a. 急傾斜地崩壊危険箇所及び土砂災害警戒区域の耐震性危険度ランク 

急傾斜地崩壊危険箇所及び土砂災害警戒区域の耐震性危険度ランクは、「道路震災対

策便覧」（日本道路協会）を参考に設定した。 

 

表 3.2-19 道路震災対策便覧での評価基準 

 

判定条件 点数

Ｈ<10 3

10≦Ｈ<30 7

30≦Ｈ<50 8

50≦Ｈ 10

α<1：1.0 1

1:1.0≦α<1：0.6 4

1：0.6≦α 7

構造物のない斜面のオーバーハング 7

構造物のある斜面のオーバーハング 4

なし 0

斜面の表面に転石･浮石が多い 10

切土法面に玉石が多い 7

風化変質･亀裂の発達した岩 6

礫混じり土砂 5

風化変質した岩 4

亀裂の発達した岩 4

土砂 4

粘質土 1

亀裂の発達していない岩 0

0.5m以上 3

0.5m未満 0

有 2

無 0

年１回以上 5

年１回未満 3

なし 0

⑦落石･崩壊頻度

⑥湧水

⑤表土の厚さ

備考

①斜面高（Ｈ）m

項目
道路震災対策便覧の評価基準

④斜面の地盤

②斜面勾配（α）

③オーバーハングﾞ
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なお、下記の項目に対しては、H24・25 年度調査の設定を踏襲し、下表のように評価を

行った。 

 

表 3.2-20 本調査での耐震性危険度ランクの設定 

項 目 点 数 

③オーバーハング 警戒区域の設定では、オーバーハングの存在する区間は少な

いものと考えられるが、安全側を考慮して、評価点の中間値（4

点）とする。 

④斜面の地盤 設定した地盤モデルより、表 5.2.5 に基づいて設定 

⑥湧水 安全側を考え、湧水があるものとして評価（2 点）する。 

 

表 3.2-21 「④斜面の地盤」の評価（点） 

土質名 土質区分 N 値 点 数 

盛土 盛土(砂質土) 3 粘質土（1点） 

※ローム台地の表土がロ

ームの場合は、ワンランク

アップ：れき混り砂、砂質

土（4 点）として評価 

関東ローム ローム 2～8 
粘土及び 

シルト 
シルト 1～8以上 
粘土 4～8以上 
砂質シルト、有機質シルト 1～8以上 

粘性土 粘性土、硬質粘性土 1～8 以上 れき混り土、砂質土（4点） 

 

※N 値（10 以下）が小さい

地盤は、ワンランクアッ

プ：風化、亀裂が発達した

地盤（6点）として評価 

砂質土 砂質土 15～30 
シルト質砂 1～50 以上 

砂 細(微)砂 7～50 以上 
火山灰質砂 3～50 以上 
細～中砂 10～50 以上 
中～粗砂 20 以下～50 以上 
粗砂 10～50 以上 

礫まじり砂 砂礫 7～50 以上 

岩石 風化泥岩、風化シルト岩 10～20 亀裂が発達、開口しており

転石、浮石が点在（10 点） 
泥岩・シルト岩 50 以上 風化、亀裂が発達していな

い岩（0点） 砂岩 50 以上 
風化凝灰岩 10 亀裂が発達、開口しており

転石、浮石が点在（10 点） 
凝灰岩・角礫凝灰岩 50 以上 風化、亀裂が発達していな

い岩（0点） 流紋岩 50 以上 

 

耐震性危険度ランクの評価は、下表に示す判定基準値により、耐震性危険度ランクを

「ａ～ｃ」とした。 

 
表 3.2-22 急傾斜地崩壊危険箇所の耐震性危険度ランク判定基準 

耐震性危険度ランク ａ ｂ ｃ 

評価点 24 点以上 14～23 点 13 点以下 
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b. 危険箇所の地震時危険度ランク 

地震時危険度ランクは下表を使用して設定した。 

 

表 3.2-23 急傾斜地危険箇所の地震時危険度ランク判定基準 

耐震性危険度ランク 
震度階 

6 弱 6 強～ 

ａ Ａ Ａ 

ｂ Ｂ Ａ 

ｃ Ｃ Ｂ 

 

c. 崩壊確率 

危険度ランク別崩壊確率は下表を使用した。 

 

表 3.2-24 地震時危険度ランク別崩壊確率 

ランク 崩壊確率 

Ａ 10%  

Ｂ 0%  

Ｃ 0%  

 

d. 崩壊地における震度階別全壊率・半壊率 

崩壊地における震度階別建物全壊率・半壊率は下表の数値を使用した。 

 

表 3.2-25 崩壊地における震度階別建物全壊・半壊率 

震度階 6 弱 6 強 

全壊率 18% 24% 

半壊率 42% 56% 
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（２）予測結果 

表 3.2-26 に岩手県全体急傾斜地崩壊被害に伴う建物被害予測結果を示す。また表 3.2-27

～表 3.2-29 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 急傾斜地崩壊に伴う建物被害（全壊棟数）は、日本海溝モデルの場合が最も多く、全県で

約 70 棟となっており、次いで東北地方太平洋沖地震の場合で約 10 棟となっている。千島

海溝モデルの場合は、被害は発生しないと想定される。 

 地域的に見ると、日本海溝モデルの場合は、沿岸地域で被害が発生しており、東北地方太

平洋沖地震の場合は、一関市等でわずかに被害が発生すると想定される。 

 

表 3.2-26 岩手県全体の急傾斜地崩壊に伴う建物被害予測結果  （単位・棟） 

 

 

  

対象地震 想定ケース 全壊棟数 全半壊棟数

冬・深夜 70 240

夏・昼12時頃 70 240

冬・夕18時頃 70 240

冬・深夜 - -

夏・昼12時頃 - -

冬・夕18時頃 - -

冬・深夜 10 40

夏・昼12時頃 10 40

冬・夕18時頃 10 40

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-27 市町村別急傾斜地崩壊に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 
  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 - - - - - -

久慈市 * 10 * 10 * 10

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 20 70 20 70 20 70

山田町 - - - - - -

大槌町 * * * * * *

釜石市 20 70 20 70 20 70

大船渡市 10 40 10 40 10 40

陸前高田市 10 30 10 30 10 30

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 70 240 70 240 70 240

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-28 市町村別急傾斜地崩壊に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 - - - - - -

久慈市 - - - - - -

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 - - - - - -

山田町 - - - - - -

大槌町 - - - - - -

釜石市 - - - - - -

大船渡市 - - - - - -

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-29 市町村別急傾斜地崩壊に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

  

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 - - - - - -

久慈市 - - - - - -

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 - - - - - -

山田町 - - - - - -

大槌町 * * * * * *

釜石市 * * * * * *

大船渡市 * * * * * *

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 10 30 10 30 10 30

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 10 40 10 40 10 40

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.4 液状化による建物被害 

（１）予測手法 

液状化による建物被害は、液状化による地盤の沈下量及び構造別・建築年次別の建物

棟数から建物の全壊・半壊棟数を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.2-7 液状化による建物被害予測フロー 

 

全壊・半壊棟数は、下式により算出する。 

 

（全壊棟数） ＝（建物棟数）×（全壊率） 

（半壊棟数） ＝（建物棟数）×（（全半壊率）－（全壊率）） 

 

全壊・半壊棟数は、建物棟数に液状化沈下量に基づく構造別・建物年次別の建物被害

率を乗じて算出する。半壊棟数は、全半壊棟数から全壊棟数を除いた値を半壊棟数とし

て算出する。 

建物被害率は、建物の構造で異なるため、木造建物は年代別に、非木造建物は、杭の

有無別に算出する。 

a. 液状化による建物被害に用いる建築年次区分 

液状化による建物被害は、下表の構造別・建築年次別に算出する。 

  

建物棟数(構造別・建築年次別) 

全壊棟数、半壊棟数 

液状化による沈下量 

地盤沈下量－被害率曲線 

非木造棟数 

（階数別の割合） 
年代別の木造棟数 

杭の有無 
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表 3.2-30 液状化による被害に用いる建築年次区分 

構造別 建築年次別 

木造建物 
昭和 55 年（1980 年）以前 

昭和 56 年（1981 年）以降 

非木造 

建物 

杭なし 全年代 

杭あり 

昭和 49 年（1974 年）以前 

昭和 50 年（1975 年）～ 昭和 58 年（1983 年） 

昭和 59 年（1984 年）以降 

 

b. 全壊率・全半壊率 

液状化による建物被害は、以下に示す建築年次別の地盤沈下量-全壊率曲線、地盤沈

下量-全半壊率曲線から全壊率・全半壊率を算出した。 

 

木造建物 

木造建物の液状化被害率曲線は、以下のとおり設定した。 

 

 
図 3.2-8 木造建物 

（左：地盤沈下量-全壊率曲線 右：地盤沈下量-全半壊率曲線） 
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非木造建物 

・杭なし 

非木造建物の杭なしの被害率曲線は、東北地方太平洋沖地震における浦安市の事例

を参考にすると、ほぼ木造（昭和 56 年以降建築）と同様の被害傾向であるため、木造

（昭和 56年以降建築）の被害率を適用した。 

 

 
図 3.2-9 非木造建物（地盤沈下量-全壊率曲線：杭なし） 

 

・杭あり（アスペクト比の大きい小規模建物：短辺方向スパンが 1～2 割程度） 

非木造建物の杭あり（アスペクト比の大きい小規模建物：短辺方向スパンが 1～2 割

程度）の被害率曲線は、下記を採用した。 

 

 
図 3.2-10 非木造建物 

（左：地盤沈下量－全壊率曲線 右：地盤沈下量－全半壊率曲線） 

 

・杭あり（上記以外） 

半壊以上の被害はないものとした。 
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（２）予測結果 

表 3.2-31 に岩手県全体の揺れによる液状化被害に伴う建物被害予測結果を示す。また表

3.2-32～表 3.2-34 に各市町村の被害予測結果を示す。 

液状化による建物被害（全壊棟数）は、日本海溝モデルの場合が最も多く、全県で約 700 棟

となっており、次いで東北地方太平洋沖地震の場合で約 600 棟となっている。千島海溝モデ

ルの場合は、全壊被害は発生しないと想定される。 

地域的に見ると、日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震いずれも、沿岸地域と内陸の北

上川沿い沿いの地域で被害が発生すると想定される。 

 

表 3.2-31 岩手県全体の液状化被害に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

 

 

  

対象地震 想定ケース 全壊棟数 全半壊棟数

冬・深夜 680 5,200

夏・昼12時頃 680 5,200

冬・夕18時頃 680 5,200

冬・深夜 * *

夏・昼12時頃 * *

冬・夕18時頃 * *

冬・深夜 620 4,600

夏・昼12時頃 620 4,600

冬・夕18時頃 620 4,600

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-32 市町村別液状化被害に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

 

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 * 30 * 30 * 30

久慈市 100 750 100 750 100 750

野田村 10 60 10 60 10 60

普代村 50 310 50 310 50 310

田野畑村 10 80 10 80 10 80

岩泉町 10 80 10 80 10 80

宮古市 80 590 80 590 80 590

山田町 40 350 40 350 40 350

大槌町 * 20 * 20 * 20

釜石市 40 230 40 230 40 230

大船渡市 10 60 10 60 10 60

陸前高田市 20 110 20 110 20 110

盛岡市 20 200 20 200 20 200

花巻市 10 150 10 150 10 150

北上市 * 80 * 80 * 80

遠野市 * 40 * 40 * 40

一関市 150 990 150 990 150 990

二戸市 * 20 * 20 * 20

八幡平市 10 80 10 80 10 80

奥州市 60 510 60 510 60 510

滝沢市 * * * * * *

雫石町 * * * * * *

葛巻町 - - - - - -

岩手町 * 50 * 50 * 50

紫波町 40 330 40 330 40 330

矢巾町 * * * * * *

西和賀町 * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * *

平泉町 * 10 * 10 * 10

住田町 * 10 * 10 * 10

軽米町 * * * * * *

九戸村 - - - - - -

一戸町 * 30 * 30 * 30

合計 680 5,200 680 5,200 680 5,200

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-33 市町村別液状化被害に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

 

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 - - - - - -

久慈市 * * * * * *

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 - - - - - -

山田町 - - - - - -

大槌町 - - - - - -

釜石市 - - - - - -

大船渡市 - - - - - -

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 * * * * * *

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

95 
 

 

表 3.2-34 市町村別液状化被害に伴う建物被害予測結果 （単位・棟） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数 全壊棟数 全半壊棟数

洋野町 * 10 * 10 * 10

久慈市 80 490 80 490 80 490

野田村 * 40 * 40 * 40

普代村 40 260 40 260 40 260

田野畑村 10 80 10 80 10 80

岩泉町 10 60 10 60 10 60

宮古市 40 330 40 330 40 330

山田町 40 310 40 310 40 310

大槌町 * 10 * 10 * 10

釜石市 40 230 40 230 40 230

大船渡市 10 60 10 60 10 60

陸前高田市 20 110 20 110 20 110

盛岡市 30 370 30 370 30 370

花巻市 10 140 10 140 10 140

北上市 * 80 * 80 * 80

遠野市 * 30 * 30 * 30

一関市 200 1,300 200 1,300 200 1,300

二戸市 * 10 * 10 * 10

八幡平市 10 70 10 70 10 70

奥州市 60 490 60 490 60 490

滝沢市 * 10 * 10 * 10

雫石町 * * * * * *

葛巻町 - - - - - -

岩手町 10 60 10 60 10 60

紫波町 10 100 10 100 10 100

矢巾町 * 10 * 10 * 10

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * *

平泉町 * 20 * 20 * 20

住田町 * 10 * 10 * 10

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 * * * * * *

合計 620 4,600 620 4,600 620 4,600

夏・昼12時頃 冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.5 ブロック塀・自動販売機等の転倒、屋外落下物の発生 

ブロック塀・自動販売機等の転倒、屋外落下物の発生についての予測手法は、3.2.10 項

の人的被害に合わせて示している。ここでは、予測結果について示す。 

 

（１）ブロック塀・自動販売機等の転倒 

表 3.2-35 に岩手県全体の揺れによるブロック塀・自動販売機の転倒に伴う建物被害予測

結果を示す。また表 3.2-36～表 3.2-38 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 ブロック塀の被害は、東北地方太平洋沖地震の場合が最も多く、全県で約 12,000 箇所と

なっており、次いで日本海溝モデルの場合で約 11,000 箇所となっている。千島海溝モデル

の場合、被害は発生しないと想定される。 

 地域的に見ると、東北地方太平洋沖地震の場合は内陸地域で被害の発生が多くなってお

り、日本海溝モデルの場合は、沿岸地域での被害も多く発生している。 

自動販売機の転倒被害は、日本海溝モデルの場合が最も多く、次いで東北地方太平洋沖地

震の場合となっているが、いずれも被害発生は全県で約 50箇所程度と被害量は小さい。ま

た、千島海溝モデルの場合、被害は発生しないと想定される。 

 

表 3.2-35 岩手県全体のブロック塀・自動販売機倒壊数予測結果（単位・箇所） 

 

 

  

対象地震 想定ケース ブロック塀 自動販売機転倒数

冬・深夜 11,000 50

夏・昼12時頃 11,000 50

冬・夕18時頃 11,000 50

冬・深夜 - -

夏・昼12時頃 - -

冬・夕18時頃 - -

冬・深夜 12,000 50

夏・昼12時頃 12,000 40

冬・夕18時頃 12,000 40

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-36 岩手県全体のブロック塀・自動販売機倒壊数予測結果 （単位・箇所） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

 

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

洋野町 460 * 460 * 460 *

久慈市 1,600 * 1,600 * 1,600 *

野田村 120 * 120 10 120 10

普代村 30 * 30 * 30 *

田野畑村 20 * 20 * 20 *

岩泉町 40 * 40 * 40 *

宮古市 940 * 940 * 940 *

山田町 170 * 170 * 170 *

大槌町 170 * 170 * 170 *

釜石市 500 10 500 10 500 10

大船渡市 580 10 580 * 580 *

陸前高田市 240 * 240 * 240 *

盛岡市 400 * 400 10 400 10

花巻市 830 * 830 - 830 -

北上市 700 * 700 - 700 -

遠野市 190 * 190 - 190 -

一関市 800 * 800 * 800 *

二戸市 360 * 360 * 360 *

八幡平市 140 * 140 * 140 *

奥州市 1,900 10 1,900 - 1,900 -

滝沢市 230 - 230 * 230 *

雫石町 20 - 20 * 20 *

葛巻町 * - * * * *

岩手町 20 * 20 * 20 *

紫波町 310 * 310 * 310 *

矢巾町 100 * 100 * 100 *

西和賀町 10 - 10 * 10 *

金ケ崎町 140 * 140 * 140 *

平泉町 40 * 40 * 40 *

住田町 40 * 40 * 40 *

軽米町 40 * 40 - 40 -

九戸村 * - * * * *

一戸町 110 * 110 * 110 *

合計 11,000 50 11,000 50 11,000 50

市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-37 岩手県全体のブロック塀・自動販売機倒壊数予測結果 （単位・箇所） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

 

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

洋野町 - - - - - -

久慈市 - - - - - -

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 - - - - - -

山田町 - - - - - -

大槌町 - - - - - -

釜石市 - - - - - -

大船渡市 - - - - - -

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 - - - - - -

市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-38 岩手県全体のブロック塀・自動販売機倒壊数予測結果 （単位・箇所） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

ブロック塀

倒壊数

自販機

転倒数

洋野町 * - * - * -

久慈市 20 - 20 - 20 -

野田村 * - * - * -

普代村 20 * 20 * 20 *

田野畑村 40 * 40 * 40 *

岩泉町 70 * 70 * 70 *

宮古市 30 - 30 - 30 -

山田町 70 * 70 * 70 *

大槌町 220 * 220 * 220 *

釜石市 570 * 570 * 570 *

大船渡市 440 * 440 * 440 *

陸前高田市 270 * 270 * 270 *

盛岡市 1,800 * 1,800 10 1,800 *

花巻市 960 * 960 * 960 *

北上市 1,200 * 1,200 * 1,200 *

遠野市 190 * 190 * 190 *

一関市 3,000 10 3,000 10 3,000 10

二戸市 10 - 10 - 10 -

八幡平市 220 - 220 - 220 -

奥州市 1,600 10 1,600 10 1,600 10

滝沢市 850 10 860 10 850 10

雫石町 60 - 60 - 60 -

葛巻町 * - - - * -

岩手町 30 * 30 * 30 *

紫波町 90 - 90 - 90 -

矢巾町 250 * 250 * 250 *

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 120 * 120 * 120 *

平泉町 70 * 70 * 70 *

住田町 80 * 80 * 80 *

軽米町 * - * - * -

九戸村 * - - - * -

一戸町 * - * - * -

合計 12,000 50 12,000 40 12,000 40

冬・夕18時頃

市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（２）屋外落下物の発生 

表 3.2-39 に岩手県全体の揺れによる屋外落下物の予測結果を示す。また表 3.2-40～表

3.2-42 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 屋外落下物の被害は、日本海溝モデルの場合が最も多く、全県で約 600 棟となっており、

次いで日本海溝モデルの場合で約 500 棟となっている。千島海溝モデルの場合は被害は発

生しないと想定される。 

 

表 3.2-39 岩手県全体の屋外落下物被害予測結果 （単位・棟） 

 

 

 

  

対象地震 想定ケース 屋外落下物

冬・深夜 550

夏・昼12時頃 290

冬・夕18時頃 550

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 -

冬・深夜 470

夏・昼12時頃 160

冬・夕18時頃 470

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-40 市町村別の屋外落下物被害予測結果 （単位・棟） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

屋外落下物 屋外落下物 屋外落下物

洋野町 10 10 10

久慈市 240 110 240

野田村 * * *

普代村 10 10 10

田野畑村 * * *

岩泉町 * * *

宮古市 90 50 90

山田町 10 10 10

大槌町 10 * 10

釜石市 60 30 60

大船渡市 10 10 10

陸前高田市 10 10 10

盛岡市 * * *

花巻市 20 10 20

北上市 * * *

遠野市 * * *

一関市 40 10 40

二戸市 * * *

八幡平市 * * *

奥州市 20 20 20

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 * * *

紫波町 10 10 10

矢巾町 * * *

西和賀町 - - -

金ケ崎町 * * *

平泉町 * * *

住田町 * * *

軽米町 * * *

九戸村 - - -

一戸町 * * *

合計 550 290 550

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-41 市町村別の屋外落下物被害予測結果 （単位・棟） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

屋外落下物 屋外落下物 屋外落下物

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - -

釜石市 - - -

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - -

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-42 市町村別の屋外落下物被害予測結果 （単位・棟） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

  

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

屋外落下物 屋外落下物 屋外落下物

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 * - *

田野畑村 * - *

岩泉町 * - *

宮古市 - - -

山田町 * - *

大槌町 10 * 10

釜石市 20 10 20

大船渡市 * * *

陸前高田市 * * *

盛岡市 * * *

花巻市 10 * 10

北上市 * * *

遠野市 * - *

一関市 410 120 410

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 10 10 10

滝沢市 * - *

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 * - *

紫波町 - - -

矢巾町 * - *

西和賀町 - - -

金ケ崎町 * - *

平泉町 * - *

住田町 * - *

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 470 160 470

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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×tw ×tn 

木造建物全壊棟数 非木造建物全壊棟数 

木造建物内死者数 非木造建物内死者数 

非木造建物内滞留率 木造建物内滞留率 

(標準式による)死者数 (標準式による)死者数 

3.2.6 建物倒壊による人的被害 

地震による被災時には、様々な要因により人的被害が発生する。 

要因としては、揺れ・液状化・急傾斜地崩壊による建物倒壊、屋内収容物の移動・転倒や

落下物等が挙げられる。また、屋外では屋外落下物やブロック塀・自動販売機の転倒により

人的被害が発生する。加えて、延焼火災によって建物内で火災に巻き込まれることによる被

害や、延焼に巻き込まれることによる被害が発生する。 

本調査では、各要因による人的被害を算出し、重複を除去する。 

 

（１） 予測手法 

建物倒壊による人的被害は、揺れによる建物被害と人口データから死者数、負傷者数、

重傷者数を想定する中央防災会議(2013)の手法を用いる。 

 

a.建物倒壊による死者数 

建物倒壊による死者数の算定フローと算定式を以下に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-11 建物倒壊による死者数の算定フロー（中央防災会議, 2013） 

 

＜算定式＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（死者数）＝（木造 死者数）+（非木造 死者数） 
 
（木造 死者数） 

＝tw×（市町村別の揺れによる木造全壊棟数）×（木造建物内滞留率） 
 
（非木造 死者数） 

＝tn×（市町村別の揺れによる非木造全壊棟数）×（非木造建物内滞留率） 
 
（木造建物内滞留率） 

＝（発生時刻の木造建物内滞留人口）÷（朝5時の木造建物内滞留人口） 
 
（非木造建物内滞留率） 

＝（発生時刻の非木造建物内滞留人口）÷（朝5時の非木造建物内滞留人口） 
 

tw＝0.0676  tn＝0.00840×（Pn0/Bn）÷（Pw0/Bw） 
Pw0：夜間人口（木造）  Pn0：夜間人口（非木造） 
Bw：建物棟数（木造）   Bn：建物棟数（非木造） 
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b.建物倒壊による負傷者数 

建物倒壊による負傷者の算定フローと算定式を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.2-12 建物倒壊による負傷者数の算定フロー（内閣府, 2012） 

 

＜算定式＞ 

 
  

（木造建物における負傷者数）＝0.177×（揺れによる木造全半壊棟数）×αw×βw 

（非木造建物における負傷者数）＝0.177×（揺れによる非木造全半壊棟数）×αm×βn 
 
（木造建物内滞留率）αw 
 ＝（発生時刻の木造建物内滞留人口）÷（朝5時の木造建物内滞留人口） 
（非木造建物内滞留率）αm 
 ＝（発生時刻の非木造建物内滞留人口）÷（朝5時の非木造建物内滞留人口） 
 
（建物1棟当たり滞留人口の全建物に対する木造建物の比率（時間帯別））βw 
 ＝（発生時刻の木造建物内滞留人口）／（全建物1棟当たりの滞留人口） 
（建物1棟当たり滞留人口の全建物に対する非木造建物の比率（時間帯別））βn 
 ＝（発生時刻の非木造建物内滞留人口）／（全建物1棟当たりの滞留人口） 

×0.177 ×0.177 

木造建物全半壊棟数 非木造建物全半壊棟数 

木造建物内負傷者数 非木造建物内負傷者数 

非木造建物内滞留率αn 木造建物内滞留率αw 

(標準式による)負傷者数 (標準式による)負傷者数 

建物 1棟当たり滞留人口

の全建物に対する木造 

建物の比率βw 

建物 1棟当たり滞留人口

の全建物に対する非木造 

建物の比率βn 
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c. 建物倒壊による重傷者数（負傷者数の内数） 

建物倒壊による重傷者数の算定フローと算定式を以下に示す。なお、重傷者数は上項

で求めた負傷者数の内数である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-13 建物倒壊による重傷者数の算定フロー 

 

＜算定式＞ 

 

 

 

  

（木造建物における重傷者数）＝0.100×（揺れによる木造全半壊棟数）×αw×βw 

（非木造建物における重傷者数）＝0.100×（揺れによる非木造全半壊棟数）×αm×βn 
 
（木造建物内滞留率）αw 
 ＝（発生時刻の木造建物内滞留人口）÷（朝5時の木造建物内滞留人口） 
（非木造建物内滞留率）αm 
 ＝（発生時刻の非木造建物内滞留人口）÷（朝5時の非木造建物内滞留人口） 
 
（建物1棟当たり滞留人口の全建物に対する木造建物の比率（時間帯別））βw 
 ＝（発生時刻の木造建物内滞留人口）／（全建物1棟当たりの滞留人口） 
（建物1棟当たり滞留人口の全建物に対する非木造建物の比率（時間帯別））βn 
 ＝（発生時刻の非木造建物内滞留人口）／（全建物1棟当たりの滞留人口） 

×0.1 ×0.1 

木造建物全壊棟数 非木造建物全壊棟数 

木造建物内重傷者数 非木造建物内重傷者数 

非木造建物内滞留率αn 木造建物内滞留率αw 

(標準式による)重傷者数 (標準式による)重傷者数 

建物 1棟当たり滞留人口

の全建物に対する木造 

建物の比率βw 

建物 1棟当たり滞留人口

の全建物に対する非木造 

建物の比率βn 
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（２） 予測結果 

 表 3.2-43 に岩手県全体の揺れによる建物被害の予測結果を示す。また表 3.2-44～3.2-46

に各市町村の被害想定結果を示す。なお火災・急傾斜地崩壊・屋内収容物の移動転倒および

屋内落下物、ブロック塀等の屋外落下物による人的被害予測結果は「4.その他被害の予測」

で示す。 

 揺れによる建物倒壊に伴う人的被害（死者数）は、日本海溝モデル及び東北地方太平洋沖

地震のいずれも冬・深夜の場合が最も多く、全県で約 100 人となっている。千島海溝モデル

の場合は建物倒壊による死者は発生しないと想定される。 

 地域的に見ると、日本海溝モデルでは沿岸地域で被害が発生しているものの、内陸の一関

市等でも被害が発生している。また、東北地方太平洋沖地震では、最も被害が発生している

のは一関市となっている。 

 

表 3.2-43 岩手県全体の建物倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

 

 

  

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 重傷者

冬・深夜 110 1,100 160

夏・昼12時頃 20 690 60

冬・夕18時頃 * 780 50

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 110 1,000 150

夏・昼12時頃 10 430 30

冬・夕18時頃 * 290 10

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-44 市町村別建物倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 
  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * 30 * * 30 * * 70 10

久慈市 30 210 40 * 150 20 * * *

野田村 * * * * 10 * * 20 *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * 10 * * * * * * *

宮古市 20 140 20 * 70 10 * * *

山田町 * 10 * * 10 * * 40 *

大槌町 * 30 10 * 10 * * * *

釜石市 20 150 30 * 60 10 * * *

大船渡市 * 50 10 * 70 10 * 180 20

陸前高田市 * 30 * * 20 * * 60 10

盛岡市 * 10 * * 10 * * * *

花巻市 10 80 10 * 40 * * * *

北上市 * 10 * * 20 * * 40 *

遠野市 * 50 * * 20 * * * *

一関市 10 190 20 * 50 * * * *

二戸市 * 10 * * 20 * * 50 *

八幡平市 * 10 * * * * * * *

奥州市 * 70 10 * 80 10 * 220 10

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * 10 * * 10 * * 30 *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * * * 10 *

平泉町 * * * * * * * 10 *

住田町 * 10 * * 10 * * 20 *

軽米町 * * * * * * * 10 *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * 10 * * * * * * *

合計 110 1,100 160 20 690 60 * 780 50

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-45 市町村別建物倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 
  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-46 市町村別建物倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 
 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * 20 * * 10 * * * *

釜石市 * 50 10 * 20 * * * *

大船渡市 * 10 * * 10 * * 30 *

陸前高田市 * 10 * * 10 * * 10 *

盛岡市 * 40 * * 30 * * * *

花巻市 * 50 10 * 30 * * * *

北上市 * 20 * * 30 * * 60 *

遠野市 * 10 * * 10 * * * *

一関市 90 740 130 10 230 20 * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * 10 * * * * * * *

奥州市 * 30 * * 40 * * 110 *

滝沢市 * * * * 10 * * 40 *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * 10 *

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * 10 *

住田町 * * * * * * * 10 *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 * * * * * * * * *

合計 110 1,000 150 10 430 30 * 290 10

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）揺れによる死者数の減災効果の算定結果 

揺れによる建物被害の減災に伴なって、揺れによる人的被害も減災がなされる。ここで

は、前述の、日本海溝モデル（冬・深夜）を対象に、耐震化率 100％を達成した場合にお

ける、揺れによる死者数の減災効果を試算した。 

耐震化率 100％を達成した場合の揺れによる死者数の減災効果を表 3.2-47 に示し、グ

ラフ化したものを図 3.2-14 に示した。 

耐震化率 100%達成によって冬・深夜における死者数ゼロを達成可能である。死者ゼロ

を目指すためにも建替え、耐震改修等の事前対策が重要であるといえる。 

 

 

 

 

  
  

県想定

死者数 死者数 減少数 減少率

洋野町 2 0 2 100%

久慈市 30 0 30 99%

野田村 0 0 - -

普代村 0 0 - -

田野畑村 0 0 - -

岩泉町 0 0 - -

宮古市 16 0 16 100%

山田町 0 0 - -

大槌町 4 0 4 100%

釜石市 19 0 19 100%

大船渡市 3 0 3 100%

陸前高田市 2 0 2 100%

盛岡市 0 0 - -

花巻市 6 0 6 100%

北上市 0 0 - -

遠野市 3 0 3 100%

一関市 15 0 15 100%

二戸市 0 0 - -

八幡平市 0 0 - -

奥州市 4 0 4 100%

滝沢市 0 0 - -

雫石町 0 0 - -

葛巻町 0 0 - -

岩手町 0 0 - -

紫波町 0 0 - -

矢巾町 0 0 - -

西和賀町 0 0 - -

金ケ崎町 0 0 - -

平泉町 0 0 - -

住田町 0 0 - -

軽米町 0 0 - -

九戸村 0 0 - -

一戸町 1 0 1 100%

合計 107 0 107 100%

市町村
耐震化率100%

表 3.2-47 日本海溝モデル（冬・深夜）に 

おける揺れによる死者数減災効果一覧 

100％減 

図 3.2-14 日本海溝モデル（冬・深夜）に 

おける揺れによる死者数減災効果 
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3.2.7 揺れによる建物被害に伴う要救助者 

 表 3.2-48 に岩手県全体の揺れによる建物被害に伴う要救助者被害予測結果を示す。また

表 3.2-49～表 3.2-51 に各市町村別の揺れによる建物被害に伴う要救助者被害予測結果を

示す。 

 揺れによる建物被害に伴う要救助者（自力脱出困難者数）は、日本海溝モデルの冬・夕 18

時頃の場合が最も多く、全県で約 280 人となっており、次いで同じ地震の冬・深夜の場合で

約 270 人となっている。千島海溝モデルの場合は建物倒壊に伴う要救助者は発生しないと

想定される。 

 地域的に見ると、沿岸地域と内陸の一関市、花巻市等で被害が発生している。 

 

表 3.2-48 岩手県全体の揺れによる建物被害に伴う要救助者被害予測結果 

 
 

 

  

対象地震 想定ケース
自力脱出困難

者

冬・深夜 260

夏・昼12時頃 100

冬・夕18時頃 280

冬・深夜 -

夏・昼12時頃 -

冬・夕18時頃 -

冬・深夜 200

夏・昼12時頃 60

冬・夕18時頃 210

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-49 各市町村別の揺れによる建物被害に伴う要救助者被害予測結果 

日本海溝（日高・三陸沖）モデル （単位・人） 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

自力脱出困難者 自力脱出困難者 自力脱出困難者

洋野町 * * *

久慈市 80 30 80

野田村 * * *

普代村 * * *

田野畑村 * * *

岩泉町 * * *

宮古市 40 20 50

山田町 * * *

大槌町 10 * 10

釜石市 50 20 60

大船渡市 10 10 10

陸前高田市 * * *

盛岡市 * * *

花巻市 10 * 10

北上市 * * *

遠野市 10 * 10

一関市 30 10 30

二戸市 * * *

八幡平市 * * *

奥州市 10 10 10

滝沢市 * * *

雫石町 * * *

葛巻町 - - -

岩手町 * * *

紫波町 * * *

矢巾町 * * *

西和賀町 * * *

金ケ崎町 * * *

平泉町 * * *

住田町 * * *

軽米町 * * *

九戸村 * * *

一戸町 * * *

合計 260 100 280

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-50 各市町村別の揺れによる建物被害に伴う要救助者被害予測結果  

千島海溝（十勝・根室沖）モデル （単位・人） 

 

 

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

自力脱出困難者 自力脱出困難者 自力脱出困難者

洋野町 - - -

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 - - -

田野畑村 - - -

岩泉町 - - -

宮古市 - - -

山田町 - - -

大槌町 - - -

釜石市 - - -

大船渡市 - - -

陸前高田市 - - -

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 - - -

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-51 各市町村別の揺れによる建物被害に伴う要救助者被害予測結果 

東北地方太平洋沖地震モデル （単位・人） 

 
  

冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

自力脱出困難者 自力脱出困難者 自力脱出困難者

洋野町 * * *

久慈市 - - -

野田村 - - -

普代村 * * *

田野畑村 * * *

岩泉町 * * *

宮古市 * * *

山田町 * * *

大槌町 10 * 10

釜石市 10 * 10

大船渡市 * * *

陸前高田市 * * *

盛岡市 10 * 10

花巻市 10 * 10

北上市 * * *

遠野市 * * *

一関市 160 40 170

二戸市 * * *

八幡平市 * * *

奥州市 * * *

滝沢市 * * *

雫石町 * * *

葛巻町 - - -

岩手町 * * *

紫波町 * * *

矢巾町 * * *

西和賀町 - - -

金ケ崎町 * * *

平泉町 * * *

住田町 * * *

軽米町 * * *

九戸村 - * *

一戸町 * * *

合計 200 60 210

市町村名

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.8 火災による人的被害 

（１）予測手法 

火災による人的被害は、炎上出火家屋内からの逃げ遅れや、倒壊後に焼失した家屋内の

救出困難者（生き埋め等）、延焼拡大時の逃げまどいと人口データから、死者数、負傷者

数を想定する中央防災会議(2013)の手法を用いる。 

 

a.火災による死者数 

火災による死者は、以下の①～③の合計より算出する。炎上家屋や延焼家屋内の死傷

者数とのダブルカウントを除去する。 

① 炎上出火家屋からの逃げ遅れ 

（炎上出火家屋内から逃げ遅れた死者数）＝ 0.046×出火件数×屋内滞留人口比率 

② 倒壊後に焼失した家屋内の救出困難者 

（閉じ込めによる死者数）＝（倒壊かつ焼失家屋内の救出困難な人）×（1－生存救出率（0.387）） 

③ 延焼拡大時の逃げまどい 

log(（全潰死者数＋火災死者数）／（全潰死者数）) = 1.5 ×（世帯焼失率） 

※ 諸井・武村（2004）による関東大震災における「火災による死者の増加傾向」に係る推定式。 

 

b.火災による負傷者数・重傷者数 

火災による負傷者数及び重傷者数は、以下の①と②の合計より算出する。 

① 炎上出火家屋からの逃げ遅れ 

（出火直後の火災による重傷者数）＝ 0.075×出火件数×（屋内滞留人口比率） 

（出火直後の火災による負傷者数）＝ 0.187×出火件数×（屋内滞留人口比率） 

ここで、屋内滞留人口比率＝（発生時刻の屋内滞留人口）÷（屋内滞留人口の24時間平均） 

② 延焼拡大時の逃げまどい 

（延焼火災による重傷者数）＝ 0.0053×焼失人口 

（延焼火災による重傷者数）＝ 0.0136×焼失人口 

ここで、焼失人口 ＝（市町村別焼失率）×（発生時刻の市町村別滞留人口） 
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（２）予測結果 

表 3.2-52 に岩手県全体の火災に伴う人的被害予測結果を示す。また表 3.2-53～表 3.2-

58 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 火災に伴う人的被害（死者数）は、日本海溝モデルケース①の冬・夕 18時の場合が最も

多く、全県で約 40 人となっており、次いで日本海溝モデルケース②の冬・夕 18時の場合が

ほぼ同数となっている。千島海溝モデルの場合は、人的被害は発生しないと想定される。 

 地域的に見ると、日本海溝モデルケース①、ケース②とも、久慈市、大槌町、釜石市、北

上市の 4 市町で被害が発生すると想定される。 

 

表 3.2-52 岩手県全体の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

 

  

 

  

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 重傷者

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 40 30 10

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 40 30 10

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 10 10 *

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-53 市町村別の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * 10 10 *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * 10 * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * 20 10 10

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * 40 30 10

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-54 市町村別の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * 20 10 *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * 10 * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * 20 10 10

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * 40 30 10

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-55 市町村別の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-56 市町村別の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-57 市町村別の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-58 市町村別の火災に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * 10 * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * 10 10 *

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.9 急傾斜地崩壊による人的被害 

（１）予測手法 

急傾斜地崩壊による人的被害は、揺れにより引き起こされた土砂災害による建物被害

と人口データから死者数、負傷者数、重傷者数を想定する中央防災会議(2013)の手法を用

いる。 

急傾斜地崩壊による人的被害の算定式を以下に示す。 

 

 

（２）予測結果 

表 3.2-59 に岩手県全体の急傾斜地崩壊による人的被害予測結果を示す。また表 3.2-60～

表 3.2-62 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 急傾斜地崩壊に伴う人的被害（死者数）は、日本海溝モデルの冬・深夜の場合が最も多い

が、全県で約 10 人程度となっており、市町村別では多くても数人程度の被害となっている。 

 

表 3.2-59 岩手県全体の急傾斜地崩壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

 

  

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 重傷者

冬・深夜 10 10 10

夏・昼12時頃 10 10 *

冬・夕18時頃 * * *

冬・深夜 10 10 10

夏・昼12時頃 10 10 *

冬・夕18時頃 * * *

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

（死者数） ＝0.098×（急傾斜地崩壊による全壊棟数）×0.7×（木造建物内滞留者人口比率） 

 
（負傷者数）＝1.25×（死者数） 
 
（重傷者数）＝（負傷者数）÷ 2 
 

ここで、（木造建物内滞留者人口比率） 
    ＝（発生時刻の木造建物内滞留人口）÷（木造建物内滞留人口の24時間平均） 

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-60 市町村別の急傾斜地崩壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース  

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 10 10 10 10 10 * * * *

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-61 市町村別の急傾斜地崩壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-62 市町村別の急傾斜地崩壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 * * * * * * * * *

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.10 ブロック塀・自動販売機等の倒壊、屋外落下物による人的被害 

（１）予測手法 

ブロック塀等の倒壊 

ブロック塀等の倒壊による死傷者数については、中央防災会議(2013)の手法を用い

て、図 3.2-15 の予測フローに沿って市町村毎の被害数を予測する。 
 
 

 

 

 

 

 

 
図 3.2-15 ブロック塀等の転倒による人的被害の予測フロー 

 
市町村毎のブロック塀等の転倒数と、宮城県沖地震（1978）時のブロック塀等の被害

件数と死傷者数との関係（東京都(1997)、愛知県(2003)）から設定された死傷者率を用

いて死傷者数を算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、死傷者率は、1978 年の宮城県沖地震時の仙台市の屋外人口密度(1689.16/k ㎡)

を前提としており、茨城県の各市町村における屋外人口密度に応じて補正した。補正に

用いた市町村別屋外人口密度は、下式により算出した。 

市町村別屋外人口密度 

＝市町村別屋外人口（時間別）／各市町村で人口が確認された面積（k㎡） 

 

d. 自動販売機の転倒 

中央防災会議(2013)の手法を用いて、自動販売機の転倒による市町村毎の死傷者数

を算出した。 

ブロック塀と自動販売機の幅の違いによる死傷者率の違いを考慮し、死傷者率はブ

ロック塀等と同様とし、自動販売機とブロック塀の幅の平均長の比(1：12.2)によって

補正した※。 

(死傷者数)＝(死傷者率)×(市町村別のブロック塀等被害件数)× 

(市町村別時刻別移動者数)／(市町村別18時移動者数) 

×((市町村別屋外人口密度)／1689.16(人/km2)) 
 

死傷者率(=倒壊1件当たり死傷者数) 

死者率 負傷者率 重傷者率 

0.00116 0.04 0.0156 

ブロック塀被害数 石塀被害数 コンクリート塀被害数 

ブロック塀等の倒壊による死傷者率 

屋外人口密度・発生時刻による補正 

ブロック塀等の倒壊による死傷者数 
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図 3.2-16 自動販売機の転倒による死傷者数の予測フロー 

※ 東京都において、ブロック塀の幅は最大で約 12.2ｍ(=1 棟あたりの敷地面積の平方根)とし、自動販売

機の幅については統計的な実測データが存在しないため、仮に 1ｍとした。 
 

メッシュ毎の自動販売機の転倒数と、前項で示した死傷者率を用いて死傷者数を算出し

た。 

 

 

 

※ 死傷者率の補正は、前項と同じ方法による。 

 

e. 屋外落下物 

屋外落下物については、中央防災会議(2013)の手法を用いて、宮城県沖地震(1978)時

の落下物による被害事例に基づく、屋外落下物及び窓ガラスの屋外落下による死傷者

率を設定して、図 3.2-17 エラー! 参照元が見つかりません。に沿って市町村毎の死傷

者数を算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-17 屋外落下物による人的被害の予測フロー 

＝(ブロック塀の死傷者率) 
×(ブロック塀と自動販売機の幅による補正) 

自動販売機の転倒による死傷者率 

屋外人口密度・発生時刻による補正 

自動販売機の転倒による死傷者数 

自動販売機被害数 

(死傷者数)＝(死傷者率)×(市町村別の自動販売機被害件数)× 

(市町村別時刻別移動者数)／(市町村別18時移動者数)× 

((市町村別屋外人口密度)／1689.16(人/km2)) 

屋外落下物による死傷者率 

落下が想定される建築棟数 

落下が想定される建物周辺の時刻別屋外人口 

屋外人口密度による補正 

屋外落下物による死傷者数 
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屋外落下物については、宮城県沖地震(1978)時の落下物による被害事例に基づき、屋

外落下物及び窓ガラスの屋外落下による死傷者率を設定し、この値と屋外落下物が生

じる建物棟数を用いて死傷者数を算出する。 

 

 

 

 

※ なお、死傷者率の補正は、前項「ブロック塀等の転倒による死傷者数」と同じ方法による。 

 
表 3.2-63 屋外落下物による死傷者率(＝死傷者数÷屋外人口) 

 死者率 負傷者率 重傷者率 

震度 7 0.00504% 1.69% 0.0816% 

震度 6 強 0.00388% 1.21% 0.0624% 

震度 6 弱 0.00239% 0.700% 0.0383% 

震度 5 強 0.000604% 0.0893% 0.00945% 

震度 5 弱 0% 0% 0% 

震度 4 以下 0% 0% 0% 

※ 出典：火災予防審議会・東京消防庁「地震時における人口密集地域の災害危険要因の解明と消防対策

について」(平成17年)における屋外落下物(壁面落下)と屋外ガラス被害による死傷者率の合算値 

※ 震度７を計測震度 6.5 相当、震度６強以下を各震度階の計測震度の中間値として内挿補間する。 

  

(死傷者数)＝(死傷者率)×｛(市町村別の落下危険性のある落下物を保有する建物棟数) 

÷(市町村別建物棟数)×(市町村別時刻別移動者数)｝ 

×((市町村別屋外人口密度)÷1689.16(人/km2)) 
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（２）予測結果 

表 3.2-64 に岩手県全体のブロック塀転倒等による人的被害予測結果、表 3.2-65 自動販

売機転倒等による人的被害予測結果、表 3.2-66 に屋外落下物による人的被害予測結果を示

す。また、表 3.2-67～表 3.2-75 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 これらの被害想定項目については、被害の発生はごくわずかであり、いずれの項目でも死

者は発生しないと想定される。 

表 3.2-64 岩手県全体のブロック塀倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

 

表 3.2-65 岩手県全体の自動販売機転倒に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

 

表 3.2-66 岩手県全体の屋外落下物に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

 

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 うち重傷者

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 うち重傷者

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 うち重傷者

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

冬・深夜 - - -

夏・昼12時頃 - - -

冬・夕18時頃 - - -

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-67 市町村別のブロック塀倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * * * *

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-68 市町村別のブロック塀倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - * * * - - -

久慈市 - - - * * * - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - * * * - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-69 市町村別のブロック塀倒壊に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * * * *

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-70 市町村別の自動販売機転倒に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * - - - - - -

雫石町 * * * - - - - - -

葛巻町 * * * - - - - - -

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * - - - - - -

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * * * *

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-71 市町村別の自動販売機転倒に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-72 市町村別の自動販売機転倒に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 - - - - - - * * *

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - * * *

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 * * * * * * * * *

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-73 市町村別の屋外落下物に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

日本海溝（日高・三陸沖）モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * - - - - - -

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * - - - - - -

雫石町 * * * - - - - - -

葛巻町 * * * - - - - - -

岩手町 * * * - - - - - -

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 * * * - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * - - - - - -

一戸町 * * * * * * * * *

合計 * * * * * * * * *

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃
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表 3.2-74 市町村別の屋外落下物に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 - - - - - - - - -

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-75 市町村別の屋外落下物に伴う人的被害予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 - - - - - - - - -

久慈市 - - - - - - - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 - - - - - - - - -

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * * * * * * * * *

釜石市 * * * * * * * * *

大船渡市 * * * * * * * * *

陸前高田市 * * * * * * * * *

盛岡市 * * * * * * * * *

花巻市 * * * * * * * * *

北上市 * * * * * * * * *

遠野市 * * * * * * * * *

一関市 * * * * * * * * *

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 * * * * * * * * *

滝沢市 * * * * * * * * *

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 * * * * * * * * *

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 * * * * * * * * *

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.2.11 屋内収容物の移動転倒および屋内落下物による人的被害 

（１）予測手法 

屋内収容物の転倒、もしくは落下物による死傷者数は図 3.2-18 に沿って想定を実施す

る。 

火災予防審議会・東京消防庁(2005)における、木造建物、非木造建物別の死者率設定の

基となった北浦ほか(1996)では、低層建物、中高層建物の区分で屋内転倒物の状況が分析

されている。北浦ほか(1996)によると、屋内転倒物による死亡とされた人の多くが建物被

害との複合的な要因によるものであり、かつ、低層建物の多くが木造建物、中高層建物の

多くが非木造建物である。これを踏まえ、東京消防庁では、低層建物を木造建物、中高層

建物を非木造建物とし、木造・非木造建物の別で屋内転倒物による死者率を設定している。 

兵庫県南部地震における家具転倒物による死者は、大破建物の 96％で発生しており、

上記手法で負傷者も同様としていたが、大破建物と中破以下建物では負傷者発生比率は

同等と考えている。 

なお、兵庫県南部地震のデータは純粋な屋内転倒物のみによるものではなく、建物被害

との複合的要因によるものが多く含まれていると考えられることから、屋内転倒物によ

る死傷者と、別途算出される揺れによる建物被害に伴う死傷者との区別は難しい。このた

め、今回の想定では屋内転倒物による死傷者数は揺れによる建物被害の内数として取り

扱う。 
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図 3.2-18 屋内収容物の移動・転倒による人的被害の予測フロー(死者数) 
※ 家具類の転倒による死者率を屋内落下物の死者率もしくは屋内ガラス被害による死者率に置き換える

とそれぞれの死者数となる。ここで木造大破率＝木造全壊率×0.7、非木造大破率＝非木造全壊率 

 

建物構造別の震度分布、人口データ、転倒防止措置の実施状況に応じた被害率を用いて、

屋内収容物の移動や転倒に伴う死者数を想定した。 

負傷者数についても死者数と同様の考え方で想定した。 

 

 

建物棟数 

木造建物の割合 非木造建物の割合 

建物大破率 

屋内滞留人口 

震度別の家具類の 
転倒による死者率 

木造の 
大破建物棟数 

木造の 
中破以下建物棟数 

非木造の 
大破建物棟数 

非木造の 
中破以下建物棟数 

木造の大破 
建物内人口 

木造の中破以下 
建物内人口 

非木造の大破 
建物内人口 

非木造の中破以下 
建物内人口 

阪神地区との転倒防止 
実施率の差による補正 

時間帯別の起きている人 
の割合に基づく補正 

死者数 
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図 3.2-19 屋内収容物の移動・転倒による人的被害の予測フロー(負傷者数) 
※ 家具類の転倒による負傷者率・重傷者率を屋内落下物もしくは屋内ガラス被害の負傷者率・重傷者率

に置き換えるとそれぞれの負傷者数、重傷者数となる。ここで木造大破率＝木造全壊率×0.7、非木造

大破率＝非木造全壊率 

 

 

屋内転倒物による死傷者 

死傷者率については、火災予防審議会・東京消防庁（2005）「地震時における人口密

集地域の災害危険要因の解明と消防対策について(平成 17 年)」の設定を用いた。 

 

表 3.2-76 屋内転倒物による死者率（大破(左)と中破以下(右)） 

、表 3.2-77 に重傷者及び負傷者率を示す。 

 
表 3.2-76 屋内転倒物による死者率（大破(左)と中破以下(右)） 

※ ここで木造大破率＝木造全壊率×0.7、非木造大破率＝非木造全壊率 

 木造建物 非木造建物   木造建物 非木造建物 

震度 7 0.314% 0.192%  震度 7 0.00955% 0.000579% 

震度 6 強 0.255% 0.156%  震度 6 強 0.00689% 0.000471% 

震度 6 弱 0.113% 0.0688%  震度 6 弱 0.00343% 0.000208% 

震度 5 強 0.0235% 0%  震度 5 強 0.000715% 0.0000433% 

震度 5 弱 0.00264% 0%  震度 5 弱 0.0000803% 0.00000487% 

建物棟数 

建物大破率 

屋内滞留人口 

大破建物棟数 中破以下建物棟数 

大破建物内人口 中破以下建物内人口 

震度別の 

家具類の転倒による 
負傷者率・重傷者率 

阪神地区との転倒防止 

実施率の差による補正 

時間帯別の起きている人 
の割合に基づく補正 

負傷者数、重傷者数 
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表 3.2-77 屋内転倒物による負傷者率（(大破(左)と中破以下(右)) 

 

阪神・淡路大震災当時の阪神地区との転倒防止実施率の違いによる補正 

北浦ほか(1996)は、家具の設定方式別に転倒・被害状況を調査している。それによると、

比較的設置対策がなされていた本棚・飾り棚・食器棚について、「家具などで止めている」

だけでも移動を約 1/2 に防ぐ効果がある。「金具をとめている」、「造りつけ」を転倒防

止対策あり、「単においていた」を転倒防止対策なしとして、その対策状況別の「遠くへ

飛んだ」および「倒れた」の割合(転倒率)を次表に示す。 

 

表 3.2-78 対策状況別転倒率(本棚・飾り棚・食器棚) 

 転倒率 

対策あり 5.4％ 

    (金具で止めていた) (11.0％) 

    (造りつけ) (1.4％) 

対策無し(単においていた) 19.0％ 

 

上表より、転倒防止対策を行った場合の転倒率は、対策を行っていなかった場合の転倒

率の(5.4％/19.0％×100＝)23％と考えることができる。また、阪神地域における転倒防

止対策措置率は、北浦ほか(1996)によるアンケート結果における重量家具類(タンス・戸

棚・食器棚・テレビ等)の対策措置率を基にすると約 7.8％であった。 

中央防災会議(2013)で示されている全国平均の家具類の転倒防止対策実施率は 26.2％

である。 

以上をふまえて、阪神・淡路大震災当時の阪神地区との転倒防止対策実施率の違いを次

式により補正する。 

 

転倒防止対策実施効果の補正係数 

＝（現状での転倒率※）／（阪神・淡路大震災当時の阪神地区での転倒率※） 

＝((100－現状の対策実施率)＋現状の対策実施率×対策後の転倒率)／ 

((100－阪神・淡路の対策実施率)＋阪神・淡路の対策実施率×対策後の転倒率) 

＝((100－現状の対策実施率)＋現状の対策実施率×0.23)／((100－7.8％)＋7.8％×0.23) 

※ 対策なしの転倒率を1とした場合 

 

 

 負傷者率 重傷者率   負傷者率 重傷者率 

震度 7 3.69% 0.995%  震度 7 0.112％ 0.0303% 

震度 6 強 3.00% 0.809%  震度 6 強 0.0809% 0.0218% 

震度 6 弱 1.32% 0.357%  震度 6 弱 0.0402% 0.0109% 

震度 5 強 0.276% 0%  震度 5 強 0.00839% 0.00226% 

震度 5 弱 0.0310% 0%  震度 5 弱 0.000943% 0.000255% 
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ここで、現状の対策実施率として、令和２年県民生活基本調査結果報告書に基づく

41.7％を適用する。 

これは、阪神・淡路大震災当時と比較して、現在の転倒防止対策が進み当時と同じ条件

で地震動が発生した場合に当時の被害率の 65％まで被害が減少する可能性があることを

意味する。また、仮に対策実施率を 100％にすると補正係数は 0.24 となる。これは、対

策はあくまで対策でありその方法や設置環境および地震動によって、100％の効果を発揮

させることが困難なためである。 

 

時間帯による起きている人の割合に基づく補正 

時間帯による起床率に基づき、補正係数を設定する。起床率は 2010 年 NHK 国民生

活時間調査に基づき、深夜で 1.0、12 時および 18時で 0.82 とする。したがって、震

度別死傷者率に対して時間帯別補正係数をさらに乗じて、時間帯ごとの危険性の違

いを補正する。 

 

屋内落下物による死傷者 

屋内転倒物の被害想定と同様、建物構造別の被害状況や震度分布、人口データ、転倒

防止措置の実施状況に応じた被害率から死傷者数を想定する。死傷者率については、火

災予防審議会・東京消防庁(2005)「地震時における人口密集地域の災害危険要因の解明

と消防対策について(平成 17年)」の設定を用いた。 

 

表 3.2-79 屋内落下物による死者率(大破(左)と中破以下(右)) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 3.2-80 屋内落下物による負傷者率(大破(左)と中破以下(右)) 

 

 

 

 木造建物 非木造建物   木造建物 非木造建物 

震度 7 0.0776% 0.0476%  震度 7 0.00270% 0.000164% 

震度 6 強 0.0542% 0.0351%  震度 6 強 0.00188% 0.000121% 

震度 6 弱 0.0249% 0.0198%  震度 6 弱 0.000865% 0.0000682% 

震度 5 強 0.0117% 0%  震度 5 強 0.000407% 0.0000404% 

震度 5 弱 0.00586% 0%  震度 5 弱 0.000204% 0.0000227% 

 負傷者率 重傷者率   負傷者率 重傷者率 

震度 7 1.76% 0.194%  震度 7 0.0613% 0.00675% 

震度 6 強 1.23% 0.135%  震度 6 強 0.0428% 0.00471% 

震度 6 弱 0.566% 0.0623%  震度 6 弱 0.0197% 0.00216% 

震度 5 強 0.266% 0%  震度 5 強 0.00926% 0.00102% 

震度 5 弱 0.133% 0%  震度 5 弱 0.00463% 0.000509% 
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阪神・淡路大震災当時の阪神地区との転倒防止実施率の違いによる補正 

屋内転倒物と同様、震度別死傷者率に対して補正係数 0.65 を乗じて、対策実施状況に

よる被害低減状況を補正するものとする。 

 

時間帯による起きている人の割合に基づく補正 

時間帯による起床率に基づき、補正係数を設定する。起床率は 2010 年 NHK 国民生活

時間調査に基づき、深夜で 1.0、12 時および 18 時で 0.82 とする。したがって、震度別死

傷者率に対して時間帯別補正係数をさらに乗じて、時間帯ごとの危険性の違いを補正す

る。 

 

屋内ガラス被害 

屋内転倒物と同様、屋内ガラス被害による死傷者は、揺れによる建物被害に伴う死傷者の

内数として取り扱う。死傷者率については、火災予防審議会・東京消防庁（2005）「地震時

における人口密集地域の災害危険要因の解明と消防対策について(平成 17 年)」の設定を用

いた。 
表 3.2-81 屋内ガラス被害による死傷者率 

 

 

 

 

 

 

想定地震によって想定される当該メッシュの震度、別途設定された屋内人口を用いて、メ

ッシュ毎に屋内収容物の移動と転倒、屋内落下物による死傷者数を算出した。 

 

  

 死者率 負傷者率 重傷者率 

震度 7 0.000299% 0.0564% 0.00797% 

震度 6 強 0.000259% 0.0490% 0.00691% 

震度 6 弱 0.000180% 0.0340% 0.00480% 

震度 5 強 0.000101% 0.0190% 0.00269% 

震度 5 弱 0.0000216% 0.00408% 0.000576% 
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（２）予測結果 

表 3.2-82 に岩手県全体の屋内収容物移動・転倒・屋内落下物に伴う人的被害予測結果を示

す。また表 3.2-83～表 3.2-85 に各市町村別の屋内収容物移動・転倒・屋内落下物に伴う人

的被害予測結果を示す。 

 屋内収容物移動・転倒・屋内落下物に伴う人的被害（死者数）は、日本海溝モデルの冬・

深夜の場合が最も多いが、全県で約 10人程度となっており、市町村別では多くても数人程

度の被害となっている。 

 

表 3.2-82 岩手県全体の屋内収容物移動・転倒・屋内落下物に伴う人的被害予測結果 

（単位・人） 

 

 

 

  

対象地震 想定ケース 死者 負傷者 うち重傷者

冬・深夜 10 390 70

夏・昼12時頃 10 240 40

冬・夕18時頃 * 180 30

冬・深夜 * * *

夏・昼12時頃 * * *

冬・夕18時頃 * * *

冬・深夜 10 350 60

夏・昼12時頃 10 210 40

冬・夕18時頃 * 160 30

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-83 各市町村別の屋内収容物移動・転倒、屋内落下物に伴う人的被害予測結果 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル （単位・人） 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * 10 * * * * * * *

久慈市 * 40 10 * 20 * * 10 *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * 30 10 * 20 * * 10 *

山田町 * 10 * * 10 * * * *

大槌町 * 10 * * * * * * *

釜石市 * 20 * * 10 * * 10 *

大船渡市 * 20 * * 10 * * 10 *

陸前高田市 * 10 * * 10 * * 10 *

盛岡市 * 30 10 * 20 * * 20 *

花巻市 * 30 * * 20 * * 10 *

北上市 * 30 * * 20 * * 10 *

遠野市 * 10 * * 10 * * * *

一関市 * 30 10 * 20 * * 20 *

二戸市 * 10 * * 10 * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * 40 10 * 30 * * 20 *

滝沢市 * 10 * * 10 * * * *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * 10 * * 10 * * * *

矢巾町 * 10 * * * * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * 10 * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 10 390 70 10 240 40 * 180 30

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-84 各市町村別の屋内収容物移動・転倒、屋内落下物に伴う人的被害予測結果 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル （単位・人） 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * - - -

久慈市 * * * * * * - - -

野田村 - - - - - - - - -

普代村 - - - - - - - - -

田野畑村 - - - - - - - - -

岩泉町 - - - - - - * * *

宮古市 - - - - - - - - -

山田町 - - - - - - - - -

大槌町 - - - - - - - - -

釜石市 - - - - - - - - -

大船渡市 - - - - - - - - -

陸前高田市 - - - - - - - - -

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - - - -

合計 * * * * * * * * *

市町村名
冬・深夜 夏・昼12時頃 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.2-85 各市町村別の屋内収容物移動・転倒、屋内落下物に伴う人的被害予測結果 

東北地方太平洋沖地震モデル （単位・人） 

 

 

  

死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者 死者 負傷者 うち重傷者

洋野町 * * * * * * * * *

久慈市 * * * * * * * * *

野田村 * * * * * * * * *

普代村 * * * * * * * * *

田野畑村 * * * * * * * * *

岩泉町 * * * * * * * * *

宮古市 * * * * * * * * *

山田町 * * * * * * * * *

大槌町 * 10 * * * * * * *

釜石市 * 10 * * 10 * * 10 *

大船渡市 * 10 * * 10 * * * *

陸前高田市 * 10 * * * * * * *

盛岡市 * 70 10 * 40 10 * 30 10

花巻市 * 30 * * 10 * * 10 *

北上市 * 30 10 * 20 * * 10 *

遠野市 * 10 * * * * * * *

一関市 * 80 10 * 40 10 * 30 10

二戸市 * * * * * * * * *

八幡平市 * * * * * * * * *

奥州市 * 40 10 * 20 * * 20 *

滝沢市 * 30 * * 10 * * 10 *

雫石町 * * * * * * * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 * * * * * * * * *

紫波町 * * * * * * * * *

矢巾町 * 10 * * 10 * * * *

西和賀町 * * * * * * * * *

金ケ崎町 * * * * * * * * *

平泉町 * * * * * * * * *

住田町 * * * * * * * * *

軽米町 * * * * * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * * * * * * *

合計 10 350 60 10 210 40 * 160 30

冬・夕18時頃
市町村名

冬・深夜 夏・昼12時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）屋内収容物移動・転倒、屋内落下物等による死者数の減災効果の算出結果 

大規模な地震では、固定していない家具等の移動や転倒、その他の落下物による死

者が発生する。本調査に用いた家具等の転倒、落下防止対策の実施率（家具固定率）

は、令和２年県民生活基本調査結果報告書による 41.7％であるが、これが 100％にな

ると、屋内収容物等による死者数は、図 3.2-20 のとおり低減される。 

 

 

図 3.2-20  屋内収容物・転倒・落下による死者数の減災効果 

 

家具固定率 100%達成によって冬・深夜における屋内収容物・転倒・落下による死者

数は 67％減災可能である。耐震化率 100%と家具固定率向上を合わせ、死者ゼロを目

指すことが重要である。 

 

 

 

 

  

67％減 
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3.3 地震・津波による主な被害予測 

3.3.1 ライフライン被害の想定 

（１）上水道 

１）予測手法 

上水道の被害予測については、供給人口に震度階別の供給率を乗算し、断水人口を算出

した。なお、津波の浸水区域内に居住する世帯については 1カ月間断水するものとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.3-1 断水人口の算定フロー（中央防災会議(2013)を一部修正） 

 

上水道の断水人口は以下の計測震度と復旧率曲線の関係から予測する。 

 

 
図 3.3-2 上水道の計測震度に対する供給率曲線の予測 (能島ら, 2012vii) 

  

復旧率 

上水道供給人口 

(夜間人口) 

経過日数別復旧人口 

津波浸水エリア内 

供給人口判定 

経過日数、震度別上

水道供給率復旧曲線 

経過日数別の復旧人

口 
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２）予測結果 

 表 3.3-1 に岩手県全体の上水道の機能支障人口・断水率予測結果を示す。また、表 3.3-2

～表 3.3-7 に各市町村の機能支障人口予測結果を示す。 

 上水道の被害（断水人口）は、被災直後においては、日本海溝モデルケース②の夏・昼 12

時頃の場合が最も多く、全県で約 260,000 人となっており、同じモデルケース②の冬・夕 18

時頃や、日本海溝モデルケース①の夏・昼 12時頃の場合もほぼ同程度の被害となっている。 

被災後は復旧作業が行われることにより、断水人口は減少に向かい、被災 1 ヶ月後で約

1/4 程度までになると想定されるが、それでも日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震では、

想定ケースにより違いはあるものの、全県で約 50,000～80,000 人が断水の影響を被ると想

定される。 

 地域的に見ると、日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震とも、沿岸地域で被害が多く

発生しているが、内陸地域の北上川沿いの地域でもやや多く被害が発生している。また、千

島海溝モデルでは、被害の発生は沿岸地域にのみとなっている。 

 

表 3.3-1 岩手県全体の上水道の機能支障人口予測結果 

 

  

断水人口 断水率 断水人口 断水率 断水人口 断水率 断水人口 断水率

冬・深夜 251,000 21% 234,000 19% 151,000 12% 53,000 4%

夏・昼12時頃 264,000 22% 247,000 20% 165,000 14% 69,000 6%

冬・夕18時頃 264,000 22% 246,000 20% 165,000 14% 68,000 6%

冬・深夜 252,000 21% 234,000 19% 152,000 13% 54,000 4%

夏・昼12時頃 265,000 22% 248,000 20% 166,000 14% 70,000 6%

冬・夕18時頃 264,000 22% 247,000 20% 166,000 14% 69,000 6%

冬・深夜 19,000 2% 19,000 2% 19,000 2% 19,000 2%

夏・昼12時頃 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2%

冬・夕18時頃 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2%

冬・深夜 22,000 2% 22,000 2% 22,000 2% 22,000 2%

夏・昼12時頃 35,000 3% 35,000 3% 35,000 3% 35,000 3%

冬・夕18時頃 34,000 3% 34,000 3% 34,000 3% 34,000 3%

冬・深夜 24,000 2% 24,000 2% 24,000 2% 24,000 2%

夏・昼12時頃 37,000 3% 37,000 3% 37,000 3% 37,000 3%

冬・夕18時頃 36,000 3% 36,000 3% 36,000 3% 36,000 3%

冬・深夜 235,000 19% 219,000 18% 143,000 12% 62,000 5%

夏・昼12時頃 250,000 21% 234,000 19% 161,000 13% 80,000 7%

冬・夕18時頃 250,000 21% 233,000 19% 160,000 13% 79,000 7%

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

対象地震 想定ケース
被災直後 被災１日後 被災１週間後 被災１ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-2 市町村別上水道の機能支障人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 6,500 6,200 4,500 1,900 6,100 5,800 4,300 2,000 6,600 6,300 4,600 2,200

久慈市 23,000 23,000 20,000 15,000 25,000 25,000 22,000 18,000 24,000 24,000 22,000 18,000

野田村 2,400 2,400 2,100 1,700 2,300 2,300 2,000 1,600 2,500 2,400 2,100 1,800

普代村 1,200 1,200 1,100 970 1,300 1,300 1,200 1,100 1,400 1,300 1,200 1,100

田野畑村 780 720 470 250 790 730 460 220 710 660 420 200

岩泉町 1,400 1,400 1,000 740 1,500 1,400 1,100 800 1,500 1,400 1,100 780

宮古市 25,000 24,000 20,000 15,000 29,000 28,000 25,000 21,000 29,000 28,000 25,000 20,000

山田町 6,500 6,100 4,500 2,500 6,200 5,900 4,400 2,600 6,500 6,200 4,700 2,800

大槌町 5,700 5,400 3,600 680 5,600 5,300 3,700 800 5,800 5,600 3,900 840

釜石市 20,000 19,000 14,000 5,600 23,000 23,000 18,000 9,700 22,000 22,000 17,000 9,300

大船渡市 18,000 18,000 12,000 3,400 20,000 19,000 14,000 5,400 20,000 19,000 14,000 5,300

陸前高田市 8,700 8,200 5,500 1,000 8,700 8,200 5,600 1,200 8,900 8,400 5,700 1,200

盛岡市 12,000 10,000 4,400 60 14,000 12,000 5,000 70 13,000 11,000 4,900 70

花巻市 18,000 16,000 9,000 770 17,000 16,000 8,600 710 18,000 16,000 8,800 730

北上市 19,000 17,000 9,100 660 19,000 17,000 9,100 620 18,000 17,000 8,800 600

遠野市 5,000 4,500 2,300 120 5,000 4,500 2,300 120 5,100 4,600 2,300 120

一関市 19,000 17,000 9,000 610 21,000 19,000 10,000 740 21,000 19,000 10,000 740

二戸市 4,700 4,200 2,000 60 4,900 4,400 2,100 60 4,700 4,200 2,000 60

八幡平市 1,800 1,600 700 10 1,700 1,500 670 10 1,700 1,500 670 10

奥州市 29,000 27,000 15,000 1,300 30,000 27,000 16,000 1,400 30,000 28,000 16,000 1,400

滝沢市 4,100 3,600 1,600 20 3,800 3,300 1,500 30 4,400 3,900 1,800 30

雫石町 660 570 240 * 630 540 230 * 670 570 240 *

葛巻町 110 90 30 - 110 90 30 - 110 90 30 -

岩手町 430 370 150 * 390 330 140 * 420 360 150 *

紫波町 5,900 5,400 2,900 230 4,900 4,400 2,400 200 5,700 5,200 2,800 230

矢巾町 3,500 3,100 1,500 40 3,200 2,900 1,300 30 2,900 2,500 1,200 30

西和賀町 160 130 50 * 160 130 50 * 160 130 50 *

金ケ崎町 2,900 2,600 1,300 40 3,500 3,100 1,500 50 3,400 3,000 1,500 50

平泉町 1,000 920 470 30 940 850 430 20 1,000 930 470 30

住田町 1,800 1,700 1,000 110 1,800 1,700 1,000 120 1,900 1,700 1,100 120

軽米町 1,100 940 440 10 1,000 900 420 10 1,100 950 440 10

九戸村 230 200 80 * 220 190 80 * 230 190 80 *

一戸町 1,600 1,400 670 20 1,600 1,500 690 20 1,700 1,500 700 20

合計 251,000 234,000 151,000 53,000 264,000 247,000 165,000 69,000 264,000 246,000 165,000 68,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-3 市町村別上水道の機能支障人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 6,700 6,400 4,700 2,300 6,300 6,100 4,600 2,500 6,800 6,500 5,000 2,700

久慈市 23,000 23,000 20,000 15,000 25,000 25,000 23,000 18,000 25,000 24,000 22,000 18,000

野田村 2,400 2,300 2,000 1,600 2,300 2,200 1,900 1,600 2,400 2,400 2,100 1,700

普代村 1,100 1,100 960 820 1,200 1,200 1,100 970 1,300 1,200 1,100 1,000

田野畑村 770 710 460 240 790 720 460 220 710 650 410 190

岩泉町 1,500 1,400 1,000 770 1,500 1,400 1,100 820 1,500 1,400 1,100 790

宮古市 25,000 24,000 20,000 16,000 29,000 29,000 25,000 21,000 29,000 28,000 25,000 21,000

山田町 6,600 6,300 4,700 2,700 6,300 6,000 4,600 2,800 6,600 6,300 4,800 2,900

大槌町 5,700 5,400 3,600 680 5,600 5,300 3,700 860 5,900 5,600 3,900 910

釜石市 20,000 19,000 14,000 5,500 23,000 22,000 18,000 9,600 22,000 21,000 17,000 9,100

大船渡市 18,000 18,000 12,000 3,500 20,000 19,000 14,000 5,500 20,000 19,000 14,000 5,400

陸前高田市 8,700 8,300 5,500 1,100 8,700 8,300 5,600 1,300 8,900 8,500 5,800 1,300

盛岡市 12,000 10,000 4,400 60 14,000 12,000 5,000 70 13,000 11,000 4,900 70

花巻市 18,000 16,000 9,000 770 17,000 16,000 8,600 710 18,000 16,000 8,800 730

北上市 19,000 17,000 9,100 660 19,000 17,000 9,100 620 18,000 17,000 8,800 600

遠野市 5,000 4,500 2,300 120 5,000 4,500 2,300 120 5,100 4,600 2,300 120

一関市 19,000 17,000 9,000 610 21,000 19,000 10,000 740 21,000 19,000 10,000 740

二戸市 4,700 4,200 2,000 60 4,900 4,400 2,100 60 4,700 4,200 2,000 60

八幡平市 1,800 1,600 700 10 1,700 1,500 670 10 1,700 1,500 670 10

奥州市 29,000 27,000 15,000 1,300 30,000 27,000 16,000 1,400 30,000 28,000 16,000 1,400

滝沢市 4,100 3,600 1,600 20 3,800 3,300 1,500 30 4,400 3,900 1,800 30

雫石町 660 570 240 * 630 540 230 * 670 570 240 *

葛巻町 110 90 30 - 110 90 30 - 110 90 30 -

岩手町 430 370 150 * 390 330 140 * 420 360 150 *

紫波町 5,900 5,400 2,900 230 4,900 4,400 2,400 200 5,700 5,200 2,800 230

矢巾町 3,500 3,100 1,500 40 3,200 2,900 1,300 30 2,900 2,500 1,200 30

西和賀町 160 130 50 * 160 130 50 * 160 130 50 *

金ケ崎町 2,900 2,600 1,300 40 3,500 3,100 1,500 50 3,400 3,000 1,500 50

平泉町 1,000 920 470 30 940 850 430 20 1,000 930 470 30

住田町 1,800 1,700 1,000 110 1,800 1,700 1,000 120 1,900 1,700 1,100 120

軽米町 1,100 940 440 10 1,000 900 420 10 1,100 950 440 10

九戸村 230 200 80 * 220 190 80 * 230 190 80 *

一戸町 1,600 1,400 670 20 1,600 1,500 690 20 1,700 1,500 700 20

合計 252,000 234,000 152,000 54,000 265,000 248,000 166,000 70,000 264,000 247,000 166,000 69,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-4 市町村別上水道の機能支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 450 450 450 450 640 640 640 640 690 690 690 690

久慈市 6,800 6,800 6,800 6,800 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

野田村 70 70 70 70 50 50 50 50 50 50 50 50

普代村 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

田野畑村 50 50 50 50 60 60 60 60 50 50 50 50

岩泉町 280 280 280 280 320 320 320 320 310 310 310 310

宮古市 7,300 7,300 7,300 7,300 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

山田町 880 880 880 880 1,100 1,100 1,100 1,100 1,200 1,200 1,200 1,200

大槌町 120 120 120 120 180 180 180 180 180 180 180 180

釜石市 1,100 1,100 1,100 1,100 2,700 2,700 2,700 2,700 2,600 2,600 2,600 2,600

大船渡市 1,200 1,200 1,200 1,200 2,400 2,400 2,400 2,400 2,300 2,300 2,300 2,300

陸前高田市 230 230 230 230 420 420 420 420 430 430 430 430

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 19,000 19,000 19,000 19,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-5 市町村別上水道の機能支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 550 550 550 550 730 730 730 730 790 790 790 790

久慈市 8,900 8,900 8,800 8,800 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

野田村 130 130 130 130 90 90 90 90 100 100 100 100

普代村 100 100 100 100 130 130 130 130 140 140 140 140

田野畑村 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

岩泉町 400 400 400 400 420 420 420 420 410 410 410 410

宮古市 7,900 7,900 7,900 7,900 13,000 13,000 13,000 13,000 12,000 12,000 12,000 12,000

山田町 960 960 960 960 1,200 1,200 1,200 1,200 1,300 1,300 1,300 1,300

大槌町 120 120 120 120 180 180 180 180 190 190 190 190

釜石市 1,400 1,400 1,400 1,400 3,500 3,500 3,500 3,500 3,400 3,400 3,400 3,400

大船渡市 1,300 1,300 1,300 1,300 2,700 2,700 2,700 2,700 2,600 2,600 2,600 2,600

陸前高田市 220 220 220 220 410 410 410 410 420 420 420 420

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 22,000 22,000 22,000 22,000 35,000 35,000 35,000 35,000 34,000 34,000 34,000 34,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-6 市町村別上水道の機能支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 580 580 580 580 760 760 760 760 820 820 820 820

久慈市 9,500 9,500 9,500 9,500 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000

野田村 640 640 640 640 660 660 660 660 710 710 710 710

普代村 110 110 110 110 140 140 140 140 150 150 150 150

田野畑村 90 90 90 90 90 90 90 90 80 80 80 80

岩泉町 410 410 410 410 430 430 430 430 420 420 420 420

宮古市 8,400 8,400 8,400 8,400 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000

山田町 1,000 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 1,300 1,300 1,400 1,400 1,400 1,400

大槌町 120 120 120 120 180 180 180 180 190 190 190 190

釜石市 1,400 1,400 1,400 1,400 3,800 3,800 3,800 3,800 3,600 3,600 3,600 3,600

大船渡市 1,400 1,400 1,400 1,400 2,800 2,800 2,800 2,800 2,700 2,700 2,700 2,700

陸前高田市 220 220 220 220 410 410 410 410 420 420 420 420

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 24,000 24,000 24,000 24,000 37,000 37,000 37,000 37,000 36,000 36,000 36,000 36,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-7 市町村別上水道の機能支障人口予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 680 660 600 570 840 820 760 730 900 880 820 790

久慈市 7,700 7,600 7,400 7,400 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

野田村 1,600 1,600 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,600 1,600 1,600 1,600

普代村 720 700 640 600 840 830 780 750 870 850 810 770

田野畑村 720 690 520 380 720 680 500 340 650 610 450 310

岩泉町 1,400 1,300 980 690 1,600 1,500 1,100 790 1,500 1,500 1,100 770

宮古市 14,000 14,000 14,000 13,000 20,000 20,000 19,000 19,000 19,000 19,000 19,000 19,000

山田町 4,900 4,900 4,600 4,500 4,900 4,800 4,600 4,500 5,100 5,100 4,900 4,700

大槌町 6,400 6,300 5,900 5,400 6,400 6,300 5,900 5,500 6,700 6,600 6,200 5,800

釜石市 13,000 12,000 10,000 8,400 17,000 16,000 14,000 13,000 16,000 16,000 14,000 12,000

大船渡市 12,000 12,000 10,000 8,200 15,000 14,000 13,000 11,000 15,000 14,000 12,000 11,000

陸前高田市 6,700 6,400 5,000 3,700 7,200 6,900 5,700 4,500 7,400 7,100 5,800 4,600

盛岡市 31,000 28,000 13,000 270 29,000 25,000 12,000 230 28,000 25,000 11,000 230

花巻市 15,000 13,000 6,600 330 14,000 12,000 6,100 280 14,000 13,000 6,200 290

北上市 22,000 20,000 11,000 920 22,000 20,000 11,000 810 21,000 19,000 10,000 780

遠野市 2,500 2,200 1,000 20 2,700 2,400 1,100 20 2,700 2,400 1,100 20

一関市 47,000 45,000 29,000 4,300 51,000 48,000 32,000 5,000 51,000 48,000 32,000 5,000

二戸市 390 320 110 * 460 380 140 * 450 370 140 *

八幡平市 2,700 2,400 1,100 30 2,600 2,300 1,100 30 2,600 2,300 1,100 30

奥州市 19,000 17,000 8,600 430 19,000 17,000 8,800 470 19,000 17,000 8,800 470

滝沢市 13,000 12,000 6,100 310 11,000 10,000 5,100 250 13,000 12,000 5,900 290

雫石町 870 750 330 * 910 800 350 10 960 840 370 10

葛巻町 20 10 * - 10 10 * - 20 10 * -

岩手町 360 310 120 * 310 260 100 * 330 280 110 *

紫波町 1,300 1,100 440 * 960 820 330 * 1,100 960 380 *

矢巾町 5,800 5,200 2,700 180 5,800 5,200 2,600 130 5,100 4,500 2,300 110

西和賀町 * * * - * * * - * * * -

金ケ崎町 1,600 1,400 660 10 2,000 1,700 800 20 1,900 1,700 770 20

平泉町 1,000 900 440 20 940 840 410 20 1,000 920 450 20

住田町 840 750 370 10 780 700 340 10 820 730 360 10

軽米町 100 80 30 - 100 80 30 - 100 80 30 -

九戸村 50 30 10 - 40 30 10 - 40 30 10 -

一戸町 90 70 20 - 90 70 20 - 90 70 20 -

合計 235,000 219,000 143,000 62,000 250,000 234,000 161,000 80,000 250,000 233,000 160,000 79,000

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（２）下水道 

１）予測手法 

津波浸水エリア内の人口、及び震度階級別下水道供給率復旧曲線から機能支障人口を

算出する。 

 

下水道供給人口

機能支障人口

経過日数、震度別の
下水道供給率復旧曲線

津波浸水エリア内
人口

 
図 3.3-2 下水道施設の機能支障人口の算定フロー 

 
 

 
図 3.3-3 下水道の供給率復旧曲線（日下ほか, 2011） 
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２）予測結果 

 表 3.3-8 に岩手県全体の下水道の下水支障人口・断水率予測結果を示す。また、表 3.3-9

～表 3.3-14 に各市町村の被害予測結果を示す。 

 下水道の被害（下水支障人口）は、被災直後においては、日本海溝モデルケース②の夏・

昼 12時頃の場合が最も多く、全県で約 190,000 人となっているが、同じモデルケース②の

冬・夕 18時頃や、日本海溝モデルケース①の夏・昼 12時頃及び冬・夕 18頃や東北地方太

平洋沖地震の夏・昼 12時頃及び冬・夕 18 頃の場合もほぼ同程度の被害となっている。 

被災後は復旧作業が行われることにより、下水支障人口は減少に向かい、被災 1ヶ月後で

約 1/3 程度までになると想定されるが、それでも日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震で

は、想定ケースにより違いはあるものの、全県で約 50,000～80,000 人が下水支障の影響を

被ると想定される。 

地域的に見ると、日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震とも、沿岸地域で被害が多く発

生しているが、内陸地域の北上川沿いの地域でもやや多く被害が発生している。また、千島

海溝モデルでは、被害の発生は沿岸地域にのみとなっている。 

 

表 3.3-8 岩手県全体の下水道の下水支障人口予測結果  

 
  

下水支障

人口
支障率

下水支障

人口
支障率

下水支障

人口
支障率

下水支障

人口
支障率

冬・深夜 175,000 14% 138,000 11% 67,000 6% 48,000 4%

夏・昼12時頃 189,000 16% 153,000 13% 83,000 7% 64,000 5%

冬・夕18時頃 189,000 16% 152,000 13% 82,000 7% 63,000 5%

冬・深夜 175,000 14% 138,000 11% 68,000 6% 49,000 4%

夏・昼12時頃 190,000 16% 154,000 13% 84,000 7% 65,000 5%

冬・夕18時頃 190,000 16% 153,000 13% 84,000 7% 64,000 5%

冬・深夜 19,000 2% 19,000 2% 19,000 2% 19,000 2%

夏・昼12時頃 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2%

冬・夕18時頃 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2% 30,000 2%

冬・深夜 22,000 2% 22,000 2% 22,000 2% 22,000 2%

夏・昼12時頃 35,000 3% 35,000 3% 35,000 3% 35,000 3%

冬・夕18時頃 34,000 3% 34,000 3% 34,000 3% 34,000 3%

冬・深夜 24,000 2% 24,000 2% 24,000 2% 24,000 2%

夏・昼12時頃 37,000 3% 37,000 3% 37,000 3% 37,000 3%

冬・夕18時頃 36,000 3% 36,000 3% 36,000 3% 36,000 3%

冬・深夜 172,000 14% 138,000 11% 76,000 6% 60,000 5%

夏・昼12時頃 189,000 16% 155,000 13% 94,000 8% 77,000 6%

冬・夕18時頃 188,000 16% 155,000 13% 93,000 8% 79,000 7%

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

対象地震 想定ケース
被災直後 被災１日後 被災１週間後 被災１ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-9 市町村別下水道の下水支障人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 4,100 3,500 2,100 1,600 4,000 3,500 2,300 1,800 4,300 3,800 2,500 1,900

久慈市 19,000 18,000 15,000 14,000 21,000 20,000 18,000 17,000 21,000 20,000 18,000 17,000

野田村 2,100 2,000 1,700 1,600 2,000 1,900 1,700 1,600 2,100 2,000 1,800 1,700

普代村 1,100 1,100 1,000 980 1,200 1,200 1,100 1,100 1,300 1,200 1,200 1,100

田野畑村 550 470 300 260 570 470 280 230 510 420 250 210

岩泉町 1,300 1,100 780 760 1,300 1,100 840 820 1,300 1,100 820 800

宮古市 20,000 19,000 16,000 15,000 25,000 24,000 21,000 20,000 25,000 24,000 21,000 20,000

山田町 4,500 4,000 2,800 2,300 4,500 4,000 2,900 2,500 4,700 4,200 3,100 2,600

大槌町 3,000 2,400 980 270 3,000 2,500 1,100 380 3,200 2,600 1,200 400

釜石市 12,000 10,000 6,200 4,300 15,000 14,000 10,000 8,400 15,000 13,000 9,800 8,100

大船渡市 10,000 8,600 4,200 2,200 12,000 10,000 6,200 4,200 12,000 10,000 6,000 4,100

陸前高田市 4,600 3,700 1,500 430 4,700 3,900 1,700 630 4,800 4,000 1,700 640

盛岡市 18,000 11,000 1,200 910 19,000 12,000 1,400 970 19,000 12,000 1,400 940

花巻市 11,000 7,700 2,000 430 10,000 7,500 2,000 420 11,000 7,700 2,000 430

北上市 12,000 8,600 2,400 470 12,000 8,800 2,400 480 12,000 8,500 2,300 470

遠野市 3,100 2,300 610 120 3,000 2,200 600 120 3,100 2,300 610 120

一関市 12,000 8,300 2,000 490 13,000 9,100 2,300 510 13,000 9,100 2,300 510

二戸市 2,800 2,000 500 120 2,900 2,100 520 130 2,800 2,000 500 120

八幡平市 1,500 930 110 80 1,500 910 100 70 1,500 920 100 70

奥州市 16,000 12,000 3,400 600 16,000 12,000 3,500 610 16,000 12,000 3,500 610

滝沢市 3,200 2,000 200 160 2,900 1,800 220 140 3,300 2,100 260 160

雫石町 930 550 50 50 860 510 40 40 910 540 50 50

葛巻町 330 200 20 20 320 190 20 20 330 200 20 20

岩手町 750 450 40 40 680 410 40 30 730 440 40 40

紫波町 3,600 2,600 660 140 2,900 2,100 530 120 3,500 2,500 630 140

矢巾町 2,300 1,600 320 110 2,500 1,600 300 120 2,200 1,400 270 100

西和賀町 300 180 20 20 300 180 20 20 300 180 20 20

金ケ崎町 1,700 1,200 300 70 1,900 1,400 360 80 1,900 1,300 350 80

平泉町 610 410 80 30 570 390 80 30 630 430 90 30

住田町 1,000 790 250 30 980 760 250 30 1,000 800 260 30

軽米町 740 510 110 30 710 480 100 30 750 510 110 30

九戸村 330 200 20 20 310 190 20 20 320 190 20 20

一戸町 1,100 720 160 50 1,100 740 170 50 1,100 750 170 50

合計 175,000 138,000 67,000 48,000 189,000 153,000 83,000 64,000 189,000 152,000 82,000 63,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

163 
 

表 3.3-10 市町村別下水道の下水支障人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 4,400 3,900 2,500 2,000 4,400 3,900 2,700 2,200 4,700 4,200 2,900 2,400

久慈市 19,000 18,000 16,000 15,000 21,000 21,000 19,000 18,000 21,000 20,000 18,000 17,000

野田村 2,000 1,900 1,600 1,500 1,900 1,800 1,600 1,500 2,100 2,000 1,700 1,600

普代村 1,000 960 850 820 1,100 1,100 990 970 1,200 1,100 1,000 1,000

田野畑村 540 460 290 240 560 460 270 220 500 410 250 200

岩泉町 1,300 1,100 810 790 1,400 1,100 860 840 1,300 1,100 830 820

宮古市 21,000 19,000 16,000 15,000 26,000 24,000 22,000 21,000 25,000 24,000 22,000 21,000

山田町 4,700 4,200 3,000 2,500 4,600 4,100 3,100 2,700 4,800 4,400 3,200 2,800

大槌町 3,000 2,400 970 270 3,100 2,600 1,200 440 3,200 2,700 1,200 470

釜石市 12,000 10,000 6,000 4,100 15,000 14,000 10,000 8,300 15,000 13,000 9,600 7,900

大船渡市 10,000 8,700 4,300 2,300 12,000 10,000 6,300 4,300 12,000 10,000 6,100 4,200

陸前高田市 4,600 3,700 1,500 490 4,800 3,900 1,800 740 4,900 4,000 1,800 760

盛岡市 18,000 11,000 1,200 910 19,000 12,000 1,400 970 19,000 12,000 1,400 940

花巻市 11,000 7,700 2,000 430 10,000 7,500 2,000 420 11,000 7,700 2,000 430

北上市 12,000 8,600 2,400 470 12,000 8,800 2,400 480 12,000 8,500 2,300 470

遠野市 3,100 2,300 610 120 3,000 2,200 600 120 3,100 2,300 610 120

一関市 12,000 8,300 2,000 490 13,000 9,100 2,300 510 13,000 9,100 2,300 510

二戸市 2,800 2,000 500 120 2,900 2,100 520 130 2,800 2,000 500 120

八幡平市 1,500 930 110 80 1,500 910 100 70 1,500 920 100 70

奥州市 16,000 12,000 3,400 600 16,000 12,000 3,500 610 16,000 12,000 3,500 610

滝沢市 3,200 2,000 200 160 2,900 1,800 220 140 3,300 2,100 260 160

雫石町 930 550 50 50 860 510 40 40 910 540 50 50

葛巻町 330 200 20 20 320 190 20 20 330 200 20 20

岩手町 750 450 40 40 680 410 40 30 730 440 40 40

紫波町 3,600 2,600 660 140 2,900 2,100 530 120 3,500 2,500 630 140

矢巾町 2,300 1,600 320 110 2,500 1,600 300 120 2,200 1,400 270 100

西和賀町 300 180 20 20 300 180 20 20 300 180 20 20

金ケ崎町 1,700 1,200 300 70 1,900 1,400 360 80 1,900 1,300 350 80

平泉町 610 410 80 30 570 390 80 30 630 430 90 30

住田町 1,000 790 250 30 980 760 250 30 1,000 800 260 30

軽米町 740 510 110 30 710 480 100 30 750 510 110 30

九戸村 330 200 20 20 310 190 20 20 320 190 20 20

一戸町 1,100 720 160 50 1,100 740 170 50 1,100 750 170 50

合計 175,000 138,000 68,000 49,000 190,000 154,000 84,000 65,000 190,000 153,000 84,000 64,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-11 市町村別下水道の下水支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 450 450 450 450 640 640 640 640 690 690 690 690

久慈市 7,100 7,000 6,800 6,800 11,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

野田村 70 70 70 70 50 50 50 50 50 50 50 50

普代村 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60 60

田野畑村 50 50 50 50 60 60 60 60 50 50 50 50

岩泉町 280 280 280 280 320 320 320 320 310 310 310 310

宮古市 7,300 7,300 7,300 7,300 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

山田町 880 880 880 880 1,100 1,100 1,100 1,100 1,200 1,200 1,200 1,200

大槌町 120 120 120 120 180 180 180 180 180 180 180 180

釜石市 1,100 1,100 1,100 1,100 2,700 2,700 2,700 2,700 2,600 2,600 2,600 2,600

大船渡市 1,200 1,200 1,200 1,200 2,400 2,400 2,400 2,400 2,300 2,300 2,300 2,300

陸前高田市 230 230 230 230 420 420 420 420 430 430 430 430

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 19,000 19,000 19,000 19,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-12 市町村別下水道の下水支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 550 550 550 550 730 730 730 730 790 790 790 790

久慈市 9,000 9,000 8,800 8,800 13,000 13,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000 12,000

野田村 130 130 130 130 90 90 90 90 100 100 100 100

普代村 100 100 100 100 130 130 130 130 140 140 140 140

田野畑村 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

岩泉町 400 400 400 400 420 420 420 420 410 410 410 410

宮古市 7,900 7,900 7,900 7,900 13,000 13,000 13,000 13,000 12,000 12,000 12,000 12,000

山田町 960 960 960 960 1,200 1,200 1,200 1,200 1,300 1,300 1,300 1,300

大槌町 120 120 120 120 180 180 180 180 190 190 190 190

釜石市 1,400 1,400 1,400 1,400 3,500 3,500 3,500 3,500 3,400 3,400 3,400 3,400

大船渡市 1,300 1,300 1,300 1,300 2,700 2,700 2,700 2,700 2,600 2,600 2,600 2,600

陸前高田市 220 220 220 220 410 410 410 410 420 420 420 420

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 22,000 22,000 22,000 22,000 35,000 35,000 35,000 35,000 34,000 34,000 34,000 34,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-13 市町村別下水道の下水支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 580 580 580 580 760 760 760 760 820 820 820 820

久慈市 9,700 9,600 9,500 9,500 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000

野田村 640 640 640 640 660 660 660 660 710 710 710 710

普代村 110 110 110 110 140 140 140 140 150 150 150 150

田野畑村 90 90 90 90 90 90 90 90 80 80 80 80

岩泉町 410 410 410 410 430 430 430 430 420 420 420 420

宮古市 8,400 8,400 8,400 8,400 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000 13,000

山田町 1,000 1,000 1,000 1,000 1,300 1,300 1,300 1,300 1,400 1,400 1,400 1,400

大槌町 120 120 120 120 180 180 180 180 190 190 190 190

釜石市 1,400 1,400 1,400 1,400 3,800 3,800 3,800 3,800 3,600 3,600 3,600 3,600

大船渡市 1,400 1,400 1,400 1,400 2,800 2,800 2,800 2,800 2,700 2,700 2,700 2,700

陸前高田市 220 220 220 220 410 410 410 410 420 420 420 420

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 24,000 24,000 24,000 24,000 37,000 37,000 37,000 37,000 36,000 36,000 36,000 36,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-14 市町村別下水道の下水支障人口予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 960 800 590 590 1,100 940 750 750 1,200 1,000 810 810

久慈市 8,600 8,100 7,400 7,400 12,000 12,000 11,000 11,000 12,000 11,000 11,000 11,000

野田村 1,700 1,600 1,500 1,500 1,600 1,600 1,500 1,500 1,700 1,700 1,600 1,600

普代村 730 680 610 600 860 820 760 750 890 840 780 770

田野畑村 620 540 410 390 600 520 380 350 540 470 340 320

岩泉町 1,200 1,100 760 710 1,400 1,200 870 810 1,300 1,200 850 790

宮古市 16,000 15,000 14,000 14,000 21,000 20,000 19,000 19,000 21,000 20,000 19,000 19,000

山田町 5,100 4,800 4,500 4,500 5,000 4,800 4,500 4,500 5,300 5,000 4,700 4,700

大槌町 6,100 5,900 5,500 5,400 6,000 5,800 5,600 5,500 6,300 6,100 5,800 5,700

釜石市 11,000 10,000 8,800 8,400 15,000 14,000 13,000 12,000 14,000 14,000 12,000 12,000

大船渡市 11,000 10,000 8,600 8,300 14,000 13,000 12,000 11,000 13,000 13,000 11,000 11,000

陸前高田市 5,400 4,900 4,000 3,700 6,000 5,600 4,700 4,500 6,200 5,700 4,900 4,600

盛岡市 23,000 15,000 2,800 1,100 23,000 15,000 2,500 1,100 22,000 14,000 2,500 1,100

花巻市 9,500 6,700 1,600 400 9,000 6,300 1,500 390 9,200 6,400 1,500 400

北上市 12,000 8,900 2,500 470 12,000 8,900 2,400 480 12,000 8,600 2,300 470

遠野市 1,900 1,300 220 90 2,000 1,300 240 90 2,000 1,300 250 90

一関市 25,000 20,000 7,200 900 27,000 21,000 8,100 1,000 27,000 21,000 8,100 1,000

二戸市 1,500 880 80 80 1,600 940 90 80 1,500 910 80 80

八幡平市 2,100 1,400 310 90 2,000 1,400 310 90 2,000 1,400 310 90

奥州市 12,000 8,200 2,000 490 12,000 8,500 2,100 490 12,000 8,500 2,100 490

滝沢市 7,300 5,400 1,500 290 6,000 4,400 1,300 230 6,900 5,100 1,500 270

雫石町 990 610 70 50 970 610 80 50 1,000 640 90 50

葛巻町 110 70 10 10 90 50 * * 90 60 * *

岩手町 730 430 40 40 670 400 30 30 710 420 40 40

紫波町 2,000 1,200 120 100 1,600 990 100 80 1,900 1,200 120 100

矢巾町 3,600 2,600 730 140 3,600 2,600 660 150 3,100 2,300 580 130

西和賀町 30 20 * * 20 10 * * 20 10 * *

金ケ崎町 1,100 710 110 50 1,300 870 150 60 1,300 830 150 60

平泉町 630 420 90 30 580 400 80 30 640 430 90 30

住田町 550 390 100 20 500 360 90 20 530 380 90 20

軽米町 360 210 20 20 350 210 20 20 370 220 20 20

九戸村 270 160 10 10 250 150 10 10 250 150 10 10

一戸町 490 290 20 20 500 300 30 30 510 300 30 30

合計 172,000 138,000 76,000 60,000 189,000 155,000 94,000 77,000 188,000 155,000 93,000 77,000

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）電力 

１）予測手法 

津波浸水による停電と、計測震度と復旧率曲線の関係からから停電人口を算出する。 

 

屋内滞留人口

停電影響人口

震度階級別
停電発生確率

津波浸水エリア内
居住人口

 

図 3.3-4 電力被害の算定フロー 
 

 

 
図 3.3-5 電力の計測震度に対する供給率曲線の予測 

（東京大学地震研究所ほか, 2012） 
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２）予測結果 

表 3.3-15 に岩手県全体の電力の停電影響人口・停電率予測結果を示す。また、表 3.3-16

～表 3.3-21 に各市町村の被害予測結果を示す。 

電力の被害（停電人口）は、被災直後においては、日本海溝モデルケース②の冬・夕 18

時頃の場合が最も多く、全県で約 63,000 人となっているが、同じモデルケース②の夏・昼

12 時頃や、日本海溝モデルケース①の夏・昼 12 時頃及び冬・夕 18 頃の場合もほぼ同程度

の被害となっている。 

被災後は復旧作業が行われることにより、停電人口は減少に向かい、被災 1 週間後で約

1/10 程度以下になると想定される 

地域的に見ると、日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震とも、沿岸地域で被害が多く発

生し、内陸地域の北上川沿いの地域でもやや多く被害が発生しているが、内陸地域では、被

災 1 週間後で停電がほぼ解消される市町村も多い。また、千島海溝モデルでは、被害の発生

は沿岸地域にのみとなっている。 

 

表 3.3-15 岩手県全体の電力の停電影響人口・停電率予測結果 

 
  

停電影響

人口
停電率

停電影響

人口
停電率

停電影響

人口
停電率

停電影響

人口
停電率

冬・深夜 619,000 51% 141,000 12% 33,000 3% 32,000 3%

夏・昼12時頃 627,000 52% 154,000 13% 46,000 4% 45,000 4%

冬・夕18時頃 628,000 52% 153,000 13% 45,000 4% 44,000 4%

冬・深夜 619,000 51% 142,000 12% 34,000 3% 33,000 3%

夏・昼12時頃 627,000 52% 155,000 13% 48,000 4% 47,000 4%

冬・夕18時頃 628,000 52% 154,000 13% 47,000 4% 46,000 4%

冬・深夜 7,800 1% 7,100 1% 7,000 1% 7,000 1%

夏・昼12時頃 12,000 1% 11,000 1% 11,000 1% 11,000 1%

冬・夕18時頃 12,000 1% 11,000 1% 11,000 1% 11,000 1%

冬・深夜 10,000 1% 9,900 1% 9,800 1% 9,800 1%

夏・昼12時頃 16,000 1% 15,000 1% 15,000 1% 15,000 1%

冬・夕18時頃 16,000 1% 15,000 1% 15,000 1% 15,000 1%

冬・深夜 12,000 1% 11,000 1% 11,000 1% 11,000 1%

夏・昼12時頃 18,000 1% 17,000 1% 17,000 1% 17,000 1%

冬・夕18時頃 18,000 1% 17,000 1% 17,000 1% 17,000 1%

冬・深夜 589,000 49% 128,000 11% 39,000 3% 38,000 3%

夏・昼12時頃 592,000 49% 141,000 12% 53,000 4% 52,000 4%

冬・夕18時頃 591,000 49% 141,000 12% 52,000 4% 52,000 4%

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

対象地震 想定ケース
被災直後 被災１日後 被災１週間後 被災１ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-16 市町村別電力の停電影響人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 11,000 3,700 800 770 10,000 3,600 1,000 1,000 11,000 3,900 1,100 1,100

久慈市 28,000 18,000 12,000 12,000 30,000 21,000 15,000 15,000 29,000 20,000 15,000 15,000

野田村 3,300 1,900 1,400 1,400 3,100 1,900 1,400 1,400 3,300 2,000 1,500 1,500

普代村 1,800 960 830 820 1,800 1,100 950 950 1,800 1,100 980 980

田野畑村 1,900 410 170 170 2,000 410 150 150 1,800 370 130 130

岩泉町 3,800 930 590 590 3,900 970 630 630 3,800 940 610 610

宮古市 38,000 17,000 11,000 11,000 40,000 22,000 16,000 16,000 40,000 22,000 16,000 16,000

山田町 11,000 3,600 1,100 1,100 11,000 3,600 1,300 1,300 11,000 3,800 1,400 1,400

大槌町 9,100 3,200 130 100 8,600 3,200 170 130 9,000 3,400 170 140

釜石市 28,000 13,000 3,100 3,000 30,000 16,000 6,900 6,800 29,000 15,000 6,500 6,500

大船渡市 29,000 10,000 750 650 30,000 11,000 1,200 1,100 29,000 11,000 1,100 1,000

陸前高田市 15,000 4,800 210 170 14,000 4,900 350 300 15,000 5,100 360 310

盛岡市 78,000 5,600 10 - 83,000 6,200 10 - 81,000 6,000 10 -

花巻市 50,000 8,800 50 - 49,000 8,500 50 - 50,000 8,700 50 -

北上市 54,000 9,000 50 - 55,000 9,100 50 - 54,000 8,800 50 -

遠野市 15,000 2,300 20 - 15,000 2,300 20 - 15,000 2,400 20 -

一関市 58,000 9,100 40 - 60,000 9,900 50 - 60,000 9,900 50 -

二戸市 15,000 2,100 20 - 16,000 2,200 20 - 15,000 2,100 20 -

八幡平市 8,500 810 * - 8,300 780 * - 8,400 780 * -

奥州市 73,000 14,000 120 - 73,000 15,000 130 - 74,000 15,000 130 -

滝沢市 20,000 1,900 * - 17,000 1,700 * - 20,000 2,000 * -

雫石町 4,500 310 * - 4,200 290 * - 4,500 310 * -

葛巻町 1,100 50 - - 1,000 50 - - 1,100 50 - -

岩手町 3,000 200 * - 2,800 180 * - 3,000 190 * -

紫波町 17,000 2,900 20 - 14,000 2,400 20 - 17,000 2,800 20 -

矢巾町 13,000 1,600 10 - 13,000 1,500 10 - 11,000 1,300 10 -

西和賀町 1,300 70 - - 1,300 70 - - 1,300 70 - -

金ケ崎町 9,300 1,300 10 - 11,000 1,600 10 - 10,000 1,500 10 -

平泉町 3,500 480 * - 3,200 450 * - 3,500 490 * -

住田町 3,800 930 10 - 3,600 930 10 - 3,800 970 10 -

軽米町 4,000 480 * - 3,800 450 * - 4,000 480 * -

九戸村 1,600 110 * - 1,500 100 * - 1,600 110 * -

一戸町 5,700 710 * - 5,700 740 * - 5,800 750 * -

合計 619,000 141,000 33,000 32,000 627,000 154,000 46,000 45,000 628,000 153,000 45,000 44,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-17 市町村別電力の停電影響人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 11,000 3,800 900 880 10,000 3,700 1,100 1,100 11,000 4,000 1,200 1,200

久慈市 28,000 18,000 12,000 12,000 30,000 21,000 16,000 16,000 29,000 20,000 15,000 15,000

野田村 3,300 1,800 1,300 1,300 3,100 1,800 1,300 1,300 3,300 1,900 1,400 1,400

普代村 1,800 820 660 660 1,700 910 770 770 1,800 940 800 790

田野畑村 1,900 410 160 160 2,000 410 140 140 1,800 370 130 130

岩泉町 3,800 980 650 650 3,900 1,100 730 730 3,800 1,000 710 710

宮古市 38,000 18,000 12,000 12,000 40,000 23,000 17,000 17,000 40,000 22,000 17,000 17,000

山田町 11,000 3,700 1,300 1,300 11,000 3,600 1,400 1,400 11,000 3,800 1,500 1,500

大槌町 9,100 3,200 130 100 8,600 3,200 190 160 9,000 3,400 200 170

釜石市 28,000 12,000 2,900 2,800 30,000 16,000 6,600 6,500 29,000 15,000 6,300 6,200

大船渡市 29,000 10,000 830 730 30,000 11,000 1,300 1,200 29,000 11,000 1,300 1,200

陸前高田市 15,000 4,900 250 200 14,000 5,000 420 370 15,000 5,100 430 380

盛岡市 78,000 5,600 10 - 83,000 6,200 10 - 81,000 6,000 10 -

花巻市 50,000 8,800 50 - 49,000 8,500 50 - 50,000 8,700 50 -

北上市 54,000 9,000 50 - 55,000 9,100 50 - 54,000 8,800 50 -

遠野市 15,000 2,300 20 - 15,000 2,300 20 - 15,000 2,400 20 -

一関市 58,000 9,100 40 - 60,000 9,900 50 - 60,000 9,900 50 -

二戸市 15,000 2,100 20 - 16,000 2,200 20 - 15,000 2,100 20 -

八幡平市 8,500 810 * - 8,300 780 * - 8,400 780 * -

奥州市 73,000 14,000 120 - 73,000 15,000 130 - 74,000 15,000 130 -

滝沢市 20,000 1,900 * - 17,000 1,700 * - 20,000 2,000 * -

雫石町 4,500 310 * - 4,200 290 * - 4,500 310 * -

葛巻町 1,100 50 - - 1,000 50 - - 1,100 50 - -

岩手町 3,000 200 * - 2,800 180 * - 3,000 190 * -

紫波町 17,000 2,900 20 - 14,000 2,400 20 - 17,000 2,800 20 -

矢巾町 13,000 1,600 10 - 13,000 1,500 10 - 11,000 1,300 10 -

西和賀町 1,300 70 - - 1,300 70 - - 1,300 70 - -

金ケ崎町 9,300 1,300 10 - 11,000 1,600 10 - 10,000 1,500 10 -

平泉町 3,500 480 * - 3,200 450 * - 3,500 490 * -

住田町 3,800 930 10 - 3,600 930 10 - 3,800 970 10 -

軽米町 4,000 480 * - 3,800 450 * - 4,000 480 * -

九戸村 1,600 110 * - 1,500 100 * - 1,600 110 * -

一戸町 5,700 710 * - 5,700 740 * - 5,800 750 * -

合計 619,000 142,000 34,000 33,000 627,000 155,000 48,000 47,000 628,000 154,000 47,000 46,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-18 市町村別電力の停電影響人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 290 290 290 290 490 490 490 490 520 520 520 520

久慈市 3,400 2,700 2,700 2,700 5,100 4,300 4,300 4,300 4,900 4,200 4,100 4,100

野田村 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

普代村 30 30 30 30 40 40 40 40 40 40 40 40

田野畑村 40 40 40 40 50 50 50 50 50 50 50 50

岩泉町 20 20 20 20 40 40 40 40 40 40 40 40

宮古市 2,700 2,700 2,700 2,700 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900 3,900

山田町 430 430 430 430 650 650 650 650 680 680 680 680

大槌町 80 80 80 80 110 110 110 110 110 110 110 110

釜石市 400 400 400 400 900 900 900 900 860 860 860 860

大船渡市 220 220 220 220 360 360 360 360 360 360 360 360

陸前高田市 130 130 130 130 250 250 250 250 260 260 260 260

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 7,800 7,100 7,000 7,000 12,000 11,000 11,000 11,000 12,000 11,000 11,000 11,000

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-19 市町村別電力の停電影響人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 400 400 400 400 600 600 600 600 650 650 650 650

久慈市 4,700 4,100 4,100 4,100 7,200 6,500 6,500 6,500 6,900 6,300 6,300 6,300

野田村 50 50 50 50 40 40 40 40 40 40 40 40

普代村 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

田野畑村 40 40 40 40 50 50 50 50 50 50 50 50

岩泉町 60 60 60 60 80 80 80 80 80 80 80 80

宮古市 3,700 3,700 3,700 3,700 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400 5,400

山田町 490 490 490 490 710 710 710 710 740 740 740 740

大槌町 80 80 80 80 110 110 110 110 110 110 110 110

釜石市 490 490 490 490 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100

大船渡市 260 260 260 260 460 460 460 460 450 450 450 450

陸前高田市 120 120 120 120 240 240 240 240 240 240 240 240

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 10,000 9,900 9,800 9,800 16,000 15,000 15,000 15,000 16,000 15,000 15,000 15,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-20 市町村別電力の停電影響人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 410 410 410 410 610 610 610 610 660 660 660 660

久慈市 5,200 4,600 4,600 4,600 7,900 7,400 7,300 7,300 7,700 7,100 7,100 7,100

野田村 120 120 120 120 110 110 110 110 120 120 120 120

普代村 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

田野畑村 40 40 40 40 60 60 60 60 50 50 50 50

岩泉町 60 60 60 60 90 90 90 90 90 90 90 90

宮古市 4,200 4,200 4,200 4,200 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

山田町 540 540 540 540 750 750 750 750 790 790 790 790

大槌町 80 80 80 80 110 110 110 110 110 110 110 110

釜石市 640 640 640 640 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

大船渡市 280 280 280 280 490 490 490 490 480 480 480 480

陸前高田市 120 120 120 120 240 240 240 240 250 250 250 250

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 12,000 11,000 11,000 11,000 18,000 17,000 17,000 17,000 18,000 17,000 17,000 17,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-21 市町村別電力の停電影響人口予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 
  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 1,500 400 340 340 1,600 590 550 550 1,700 640 590 590

久慈市 7,200 3,400 3,200 3,200 9,200 5,200 5,100 5,100 8,900 5,100 4,900 4,900

野田村 1,600 1,300 1,200 1,200 1,600 1,300 1,300 1,300 1,700 1,400 1,400 1,400

普代村 980 340 270 270 940 330 270 270 960 340 280 280

田野畑村 1,600 470 310 310 1,700 450 280 280 1,600 410 250 250

岩泉町 3,200 890 570 570 3,500 950 590 590 3,400 930 580 570

宮古市 15,000 10,000 10,000 10,000 19,000 15,000 14,000 14,000 19,000 14,000 14,000 14,000

山田町 6,700 3,500 3,200 3,200 6,500 3,600 3,400 3,400 6,900 3,800 3,600 3,600

大槌町 8,200 5,000 4,300 4,300 7,900 5,100 4,400 4,400 8,300 5,300 4,600 4,600

釜石市 22,000 8,900 6,300 6,300 24,000 13,000 10,000 10,000 23,000 12,000 9,900 9,800

大船渡市 21,000 7,800 5,700 5,700 23,000 10,000 8,500 8,400 22,000 10,000 8,300 8,200

陸前高田市 12,000 4,000 2,500 2,400 12,000 4,600 3,200 3,200 13,000 4,700 3,300 3,300

盛岡市 127,000 14,000 50 - 124,000 13,000 50 - 121,000 13,000 50 -

花巻市 48,000 6,800 40 - 46,000 6,300 30 - 47,000 6,500 30 -

北上市 58,000 11,000 90 - 60,000 11,000 90 - 58,000 10,000 90 -

遠野市 10,000 1,100 * - 11,000 1,200 * - 11,000 1,200 * -

一関市 84,000 27,000 310 - 86,000 29,000 370 - 86,000 29,000 370 -

二戸市 3,800 170 - - 4,100 200 * - 4,000 200 * -

八幡平市 10,000 1,200 * - 9,700 1,200 * - 9,700 1,200 * -

奥州市 61,000 8,800 50 - 61,000 9,000 50 - 61,000 9,000 50 -

滝沢市 37,000 6,100 60 - 31,000 5,100 50 - 36,000 5,900 60 -

雫石町 4,900 400 * - 4,800 420 * - 5,000 440 * -

葛巻町 200 10 - - 160 10 - - 170 10 - -

岩手町 2,800 170 * - 2,500 140 * - 2,600 150 * -

紫波町 8,900 580 * - 7,100 440 * - 8,300 520 * -

矢巾町 16,000 2,700 20 - 18,000 2,700 20 - 16,000 2,300 20 -

西和賀町 30 * - - 20 * - - 20 * - -

金ケ崎町 6,600 730 * - 7,700 880 * - 7,400 850 * -

平泉町 3,600 460 * - 3,300 430 * - 3,600 470 * -

住田町 2,800 380 * - 2,600 350 * - 2,700 370 * -

軽米町 1,000 50 - - 970 40 - - 1,000 50 - -

九戸村 480 20 - - 400 10 - - 410 10 - -

一戸町 940 40 - - 970 40 - - 990 40 - -

合計 589,000 128,000 39,000 38,000 592,000 141,000 53,000 52,000 591,000 141,000 52,000 52,000

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（４）通信 

１）予測手法 

通信における被害想定は津波浸水エリアと震度階級別通信施設の復旧予測に活用する

電力の供給率曲線から影響人口を算出する。 

津波により被害を受けた場合には、立ち入り制限や建築制限等の理由から一定期間は

需要が無くなると考えられるため、復旧想定では対象外とする。 

 

滞留人口

通信影響人口

通信施設の復旧予測に活用

する電力の供給率曲線

津波浸水エリア内
滞留人口

 
図 3.3-6 不通回線数、携帯電話不通ランクの算定フロー 

 

 

 
図 3.3-7 通信施設の復旧予測に活用する電力の供給率曲線 
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２）予測結果 

 表 3.3-22 に岩手県全体の通信の通信支障人口・を示す。また、表 3.3-23～表 3.3-28 に

各市町村の被害予測結果を示す。 

 通信の被害（通信機能支障人口）は、被災直後においては、日本海溝モデルケース②の冬・

夕 18時頃の場合が最も多く、全県で約 250,000 人となっているが、同じモデルケース②の

夏・昼 12時頃や、日本海溝モデルケース①の夏・昼 12時頃及び冬・夕 18頃の場合もほぼ

同程度の被害となっている。 

被災後は復旧作業が行われることにより、通信機能支障支障人口は減少に向かい、被災 1

週間後で約 1/4 程度以下になると想定される 

地域的に見ると、日本海溝モデル、東北地方太平洋沖地震とも、沿岸地域で被害が多く発

生し、内陸地域の北上川沿いの地域でもやや多く被害が発生しているが、内陸地域では、被

災 1 週間後で通信機能停電がほぼ解消される市町村も多い。また、千島海溝モデルでは、被

害の発生は沿岸地域にのみとなっている。 

 

表 3.3-22 岩手県全体の通信の通信機能支障人口・支障率予測結果 

 
  

通信支障

人口
支障率

通信支障

人口
支障率

通信支障

人口
支障率

通信支障

人口
支障率

冬・深夜 244,000 20% 57,000 5% 14,000 1% 14,000 1%

夏・昼12時頃 248,000 20% 62,000 5% 20,000 2% 19,000 2%

冬・夕18時頃 248,000 20% 62,000 5% 20,000 2% 19,000 2%

冬・深夜 244,000 20% 57,000 5% 15,000 1% 14,000 1%

夏・昼12時頃 248,000 20% 63,000 5% 20,000 2% 20,000 2%

冬・夕18時頃 248,000 20% 63,000 5% 20,000 2% 20,000 2%

冬・深夜 3,300 0% 3,000 0% 3,000 0% 3,000 0%

夏・昼12時頃 5,000 0% 4,700 0% 4,700 0% 4,700 0%

冬・夕18時頃 5,000 0% 4,700 0% 4,700 0% 4,700 0%

冬・深夜 4,500 0% 4,200 0% 4,200 0% 4,200 0%

夏・昼12時頃 6,800 1% 6,500 1% 6,500 1% 6,500 1%

冬・夕18時頃 6,800 1% 6,500 1% 6,500 1% 6,500 1%

冬・深夜 5,000 0% 4,800 0% 4,800 0% 4,800 0%

夏・昼12時頃 7,600 1% 7,400 1% 7,400 1% 7,400 1%

冬・夕18時頃 7,600 1% 7,400 1% 7,400 1% 7,400 1%

冬・深夜 232,000 19% 51,000 4% 16,000 1% 16,000 1%

夏・昼12時頃 234,000 19% 57,000 5% 23,000 2% 22,000 2%

冬・夕18時頃 234,000 19% 57,000 5% 23,000 2% 22,000 2%

被災１日後 被災１週間後 被災１ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

対象地震 想定ケース
被災直後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-23 市町村別通信の通信支障人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 4,300 1,400 310 300 4,300 1,500 440 430 4,300 1,500 440 430

久慈市 12,000 7,700 5,100 5,000 12,000 8,600 6,300 6,300 12,000 8,600 6,300 6,300

野田村 1,200 700 520 520 1,200 740 570 570 1,200 740 570 570

普代村 700 370 320 320 720 430 380 380 720 430 380 380

田野畑村 790 170 70 70 770 160 60 60 770 160 60 60

岩泉町 1,800 440 280 280 1,800 440 290 290 1,800 440 290 290

宮古市 17,000 7,500 5,000 4,900 17,000 9,400 7,000 7,000 17,000 9,400 7,000 7,000

山田町 4,600 1,500 470 460 4,600 1,600 580 570 4,600 1,600 580 570

大槌町 3,800 1,300 60 40 3,800 1,400 70 60 3,800 1,400 70 60

釜石市 14,000 6,100 1,500 1,500 14,000 7,400 3,200 3,100 14,000 7,400 3,200 3,100

大船渡市 12,000 4,200 300 260 12,000 4,500 460 420 12,000 4,500 460 420

陸前高田市 5,500 1,800 80 60 5,500 1,900 130 110 5,500 1,900 130 110

盛岡市 33,000 2,400 * - 34,000 2,600 * - 34,000 2,600 * -

花巻市 18,000 3,100 20 - 18,000 3,100 20 - 18,000 3,100 20 -

北上市 20,000 3,400 20 - 20,000 3,300 20 - 20,000 3,300 20 -

遠野市 5,800 900 10 - 5,900 920 10 - 5,900 920 10 -

一関市 22,000 3,400 20 - 23,000 3,800 20 - 23,000 3,800 20 -

二戸市 6,200 870 10 - 6,200 860 10 - 6,200 860 10 -

八幡平市 3,300 310 * - 3,300 300 * - 3,300 300 * -

奥州市 27,000 5,200 50 - 27,000 5,500 50 - 27,000 5,500 50 -

滝沢市 8,000 770 * - 8,400 850 * - 8,400 850 * -

雫石町 1,600 110 * - 1,600 110 * - 1,600 110 * -

葛巻町 470 20 - - 470 20 - - 470 20 - -

岩手町 1,200 80 * - 1,200 80 * - 1,200 80 * -

紫波町 5,500 920 10 - 5,500 940 10 - 5,500 940 10 -

矢巾町 4,800 590 * - 4,200 480 * - 4,200 480 * -

西和賀町 530 30 - - 530 30 - - 530 30 - -

金ケ崎町 3,100 440 * - 3,200 470 * - 3,200 470 * -

平泉町 1,200 160 * - 1,200 160 * - 1,200 160 * -

住田町 1,500 370 * - 1,500 400 * - 1,500 400 * -

軽米町 1,600 190 * - 1,600 190 * - 1,600 190 * -

九戸村 580 40 * - 590 40 * - 590 40 * -

一戸町 2,300 290 * - 2,400 310 * - 2,400 310 * -

合計 244,000 57,000 14,000 14,000 248,000 62,000 20,000 19,000 248,000 62,000 20,000 19,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-24 市町村別通信の通信支障人口予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 4,300 1,500 350 340 4,300 1,600 490 480 4,300 1,600 490 480

久慈市 12,000 7,700 5,200 5,200 12,000 8,600 6,400 6,400 12,000 8,600 6,400 6,400

野田村 1,200 670 480 480 1,200 710 530 530 1,200 710 530 530

普代村 680 320 250 250 700 370 310 310 700 370 310 310

田野畑村 790 170 70 70 770 150 50 50 770 150 50 50

岩泉町 1,800 460 300 300 1,800 480 330 330 1,800 480 330 330

宮古市 17,000 7,800 5,400 5,300 17,000 9,800 7,500 7,500 17,000 9,800 7,500 7,500

山田町 4,600 1,500 530 520 4,600 1,600 630 620 4,600 1,600 630 620

大槌町 3,800 1,300 50 40 3,800 1,400 90 70 3,800 1,400 90 70

釜石市 14,000 6,100 1,400 1,400 14,000 7,400 3,100 3,000 14,000 7,400 3,100 3,000

大船渡市 12,000 4,200 330 290 12,000 4,500 530 490 12,000 4,500 530 490

陸前高田市 5,500 1,800 90 70 5,500 1,900 160 140 5,500 1,900 160 140

盛岡市 33,000 2,400 * - 34,000 2,600 * - 34,000 2,600 * -

花巻市 18,000 3,100 20 - 18,000 3,100 20 - 18,000 3,100 20 -

北上市 20,000 3,400 20 - 20,000 3,300 20 - 20,000 3,300 20 -

遠野市 5,800 900 10 - 5,900 920 10 - 5,900 920 10 -

一関市 22,000 3,400 20 - 23,000 3,800 20 - 23,000 3,800 20 -

二戸市 6,200 870 10 - 6,200 860 10 - 6,200 860 10 -

八幡平市 3,300 310 * - 3,300 300 * - 3,300 300 * -

奥州市 27,000 5,200 50 - 27,000 5,500 50 - 27,000 5,500 50 -

滝沢市 8,000 770 * - 8,400 850 * - 8,400 850 * -

雫石町 1,600 110 * - 1,600 110 * - 1,600 110 * -

葛巻町 470 20 - - 470 20 - - 470 20 - -

岩手町 1,200 80 * - 1,200 80 * - 1,200 80 * -

紫波町 5,500 920 10 - 5,500 940 10 - 5,500 940 10 -

矢巾町 4,800 590 * - 4,200 480 * - 4,200 480 * -

西和賀町 530 30 - - 530 30 - - 530 30 - -

金ケ崎町 3,100 440 * - 3,200 470 * - 3,200 470 * -

平泉町 1,200 160 * - 1,200 160 * - 1,200 160 * -

住田町 1,500 370 * - 1,500 400 * - 1,500 400 * -

軽米町 1,600 190 * - 1,600 190 * - 1,600 190 * -

九戸村 580 40 * - 590 40 * - 590 40 * -

一戸町 2,300 290 * - 2,400 310 * - 2,400 310 * -

合計 244,000 57,000 15,000 14,000 248,000 63,000 20,000 20,000 248,000 63,000 20,000 20,000

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-25 市町村別通信の通信支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 110 110 110 110 210 210 210 210 210 210 210 210

久慈市 1,400 1,100 1,100 1,100 2,100 1,800 1,700 1,700 2,100 1,800 1,700 1,700

野田村 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

普代村 10 10 10 10 20 20 20 20 20 20 20 20

田野畑村 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

岩泉町 10 10 10 10 20 20 20 20 20 20 20 20

宮古市 1,200 1,200 1,200 1,200 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700

山田町 180 180 180 180 280 280 280 280 280 280 280 280

大槌町 30 30 30 30 50 50 50 50 50 50 50 50

釜石市 200 200 200 200 420 420 420 420 420 420 420 420

大船渡市 90 90 90 90 140 140 140 140 140 140 140 140

陸前高田市 50 50 50 50 100 100 100 100 100 100 100 100

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 3,300 3,000 3,000 3,000 5,000 4,700 4,700 4,700 5,000 4,700 4,700 4,700

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-26 市町村別通信の通信支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 150 150 150 150 260 250 250 250 260 260 260 260

久慈市 2,000 1,700 1,700 1,700 2,900 2,700 2,700 2,700 2,900 2,700 2,700 2,700

野田村 20 20 20 20 10 10 10 10 10 10 10 10

普代村 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

田野畑村 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

岩泉町 30 30 30 30 40 40 40 40 40 40 40 40

宮古市 1,600 1,600 1,600 1,600 2,300 2,300 2,300 2,300 2,300 2,300 2,300 2,300

山田町 200 200 200 200 310 310 310 310 310 310 310 310

大槌町 30 30 30 30 50 50 50 50 50 50 50 50

釜石市 240 240 240 240 530 530 530 530 530 530 530 530

大船渡市 110 110 110 110 180 180 180 180 180 180 180 180

陸前高田市 40 40 40 40 90 90 90 90 90 90 90 90

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 4,500 4,200 4,200 4,200 6,800 6,500 6,500 6,500 6,800 6,500 6,500 6,500

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-27 市町村別通信の通信支障人口予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 160 160 160 160 260 260 260 260 260 260 260 260

久慈市 2,200 2,000 2,000 2,000 3,300 3,000 3,000 3,000 3,200 3,000 3,000 3,000

野田村 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

普代村 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

田野畑村 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

岩泉町 30 30 30 30 40 40 40 40 40 40 40 40

宮古市 1,800 1,800 1,800 1,800 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600

山田町 220 220 220 220 330 330 330 330 330 330 330 330

大槌町 40 40 40 40 50 50 50 50 50 50 50 50

釜石市 310 310 310 310 720 720 720 720 720 720 720 720

大船渡市 110 110 110 110 190 190 190 190 190 190 190 190

陸前高田市 50 50 50 50 90 90 90 90 90 90 90 90

盛岡市 - - - - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - - - - -

合計 5,000 4,800 4,800 4,800 7,600 7,400 7,400 7,400 7,600 7,400 7,400 7,400

市町村
冬・深夜 夏・昼12頃時 冬・夕18時頃

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-28 市町村別通信の通信支障人口予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

  

直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 572 153 133 133 690 253 232 232 690 253 232 232

久慈市 3,058 1,428 1,352 1,352 3,779 2,146 2,069 2,069 3,780 2,146 2,069 2,069

野田村 575 461 456 456 618 507 502 502 617 506 502 502

普代村 377 132 105 105 378 135 109 109 378 135 109 109

田野畑村 676 196 130 130 658 172 105 105 658 172 105 105

岩泉町 1,491 415 266 265 1,590 435 270 269 1,590 435 270 269

宮古市 6,687 4,470 4,371 4,371 8,373 6,249 6,153 6,153 8,373 6,249 6,153 6,153

山田町 2,737 1,418 1,310 1,310 2,844 1,590 1,490 1,490 2,844 1,590 1,490 1,490

大槌町 3,417 2,061 1,783 1,781 3,531 2,255 1,969 1,966 3,531 2,255 1,969 1,966

釜石市 10,505 4,352 3,091 3,082 11,375 6,015 4,812 4,804 11,375 6,015 4,812 4,804

大船渡市 8,569 3,126 2,289 2,284 8,985 4,080 3,325 3,321 8,985 4,080 3,325 3,321

陸前高田市 4,542 1,465 910 905 4,681 1,752 1,218 1,213 4,681 1,752 1,218 1,213

盛岡市 54,693 6,117 24 0 51,148 5,371 19 0 51,197 5,381 19 0

花巻市 17,054 2,420 13 0 16,801 2,318 11 0 16,797 2,317 11 0

北上市 21,944 4,105 34 0 21,563 3,845 32 0 21,563 3,845 32 0

遠野市 3,983 435 1 0 4,181 475 1 0 4,181 475 1 0

一関市 31,600 10,025 117 0 32,503 11,043 139 0 32,503 11,043 139 0

二戸市 1,544 70 0 0 1,618 80 0 0 1,618 80 0 0

八幡平市 3,851 470 0 0 3,776 457 0 0 3,776 457 0 0

奥州市 22,133 3,215 17 0 22,352 3,310 18 0 22,352 3,310 18 0

滝沢市 15,092 2,499 25 0 15,219 2,511 25 0 15,220 2,511 25 0

雫石町 1,697 139 0 0 1,777 156 0 0 1,779 156 0 0

葛巻町 85 3 0 0 73 3 0 0 73 3 0 0

岩手町 1,081 65 0 0 1,056 61 0 0 1,056 61 0 0

紫波町 2,836 184 0 0 2,774 174 0 0 2,770 173 0 0

矢巾町 6,091 1,007 8 0 5,768 862 6 0 5,763 861 6 0

西和賀町 12 0 0 0 10 0 0 0 10 0 0 0

金ケ崎町 2,184 241 0 0 2,296 264 0 0 2,296 264 0 0

平泉町 1,179 153 1 0 1,202 161 1 0 1,202 160 1 0

住田町 1,100 153 1 0 1,107 152 1 0 1,107 152 1 0

軽米町 395 18 0 0 406 18 0 0 406 18 0 0

九戸村 177 7 0 0 153 5 0 0 153 5 0 0

一戸町 383 15 0 0 404 15 0 0 404 15 0 0

合計 232,321 51,017 16,437 16,174 233,689 56,869 22,506 22,232 233,728 56,878 22,507 22,233

冬・夕18時頃
市町村

冬・深夜 夏・昼12頃時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

184 
 

（５） 都市ガス及び LPガス 

１）都市ガス 

a.予測手法 

津波浸水によるガス被害と震度階級別供給確率からガス被害による影響人口を算出す

る。 

ガス供給人口

ガス被害の影響人口

経過日数、震度別の
供給率曲線

津波浸水エリア内
人口

 
図 3.3-8 ガス被害の算定フロー（中央防災会議(2013)） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3.3-9 都市ガスの計測震度に対する供給率曲線の予測(能島ら(2012)) 
 

 

２）LP ガス 

a.予測手法 

LP ガスの機能支障について、予測フローを図 7.6-3 に示す。関沢ら（2003）viiiの方法を

基に、LP ガス使用位置の計測震度からガスボンベ重量別漏洩率を求め、これにガスボンベ

重量別の戸数（世帯数）を乗ずることによって、被害件数（供給支障軒数）を求める。漏洩

率関数は表 7.6-1、図 7.6-4 の通りである。 
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図 3.3-10 予測フロー（ＬＰガス） 

 

表 3.3-29 ＬＰガスボンベの漏洩率関数 

 
 

 
図 3.3-11 ＬＰガスボンベ漏洩率関 

計測震度 

ガスボンベ重量別 
漏洩率 

ガスボンベ重量別 
戸数（世帯数） 

被害件数 
（供給支障軒数） 
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３）予測結果 

 表 3.3-29 に岩手県全体の都市ガス供給停止戸数予測結果・支障率を表 3.3-30、表 3.3-31

に岩手県全体の LP ガス漏洩被害件数予測結果を示す。また表 3.3-32～表 3.3-34 に各市町

村の都市ガス供給停止戸数予測結果、表 3.3-35 に各市町村の LP ガス漏洩被害件数予測結

果を示す 

 都市ガスの被害（供給停止戸数）は、被災直後においては、東北地方太平洋沖地震の場合

が最も多く、全県で約 8,000 戸となっており、次いで日本海溝モデルケース②の場合で約

6,000 戸となっている。 

 都市ガスについては、供給エリアが限定されることもあって、被害の発生は、東北地方太

平洋沖地震の場合は釜石市及び一関市、日本海溝モデルの場合は釜石市のみの被害発生と

なる。 

被災後は復旧作業が行われることにより、供給停止戸数は減少に向かうが、被災 1週間後

ではまだ半減には至らず、被災 1ヶ月後で被害はほぼ０になると想定される 

 一方、LP ガスの被害は、日本海溝モデルの場合が最も被害が多く、全県で約 3,000 件と

なっており、次いで東北地方太平洋沖地震の場合で約 1,000 件となっている。 

 地域的に見ると、日本海溝モデルの場合は沿岸地域の被害が多く、東北地方太平洋沖地震

の場合は内陸地域の被害が多くなっている。 

 

表 3.3-30 岩手県全体の都市ガス供給停止戸数予測結果・支障率 

 

 

表 3.3-31 岩手県全体の LPガス漏洩被害件数予測結果 

 
  

直後 7日後 1か月後 3か月後

日本海溝 14,000 894,000 * 6,100 4,500 30
千島海溝 - - - - - -
東北地方太平洋沖 16,000 894,000 * 8,500 5,600 30

67,000

地震
供給戸数

（戸）
供給停止戸数（戸） 復旧対象戸数（戸）

機能支障戸数（戸）

対象地震 LPガス漏洩被害件数

日本海溝

（三陸・日高沖）

千島海溝

（十勝・根室沖）

東北地方

太平洋沖地震

3500

-

1200

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-32 市町村別都市ガス供給停止戸数予測結果 （単位・戸） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデル 

 

  

市町村名 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 - - - -
久慈市 - - - -
野田村 - - - -
普代村 - - - -
田野畑村 - - - -
岩泉町 - - - -
宮古市 - - - -
山田町 - - - -
大槌町 - - - -
釜石市 6,100 6,100 6,000 4,100
大船渡市 - - - -
陸前高田市 - - - -
盛岡市 - - - -
花巻市 - - - -
北上市 - - - -
遠野市 - - - -
一関市 - - - -
二戸市 - - - -
八幡平市 - - - -
奥州市 - - - -
滝沢市 - - - -
雫石町 - - - -
葛巻町 - - - -
岩手町 - - - -
紫波町 - - - -
矢巾町 - - - -
西和賀町 - - - -
金ケ崎町 - - - -
平泉町 - - - -
住田町 - - - -
軽米町 - - - -
九戸村 - - - -
一戸町 - - - -
合計 6,100 6,100 6,000 4,100

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-33 市町村別都市ガス供給停止戸数予測結果 （単位・戸） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデル 

 

  

市町村名 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 - - - -
久慈市 - - - -
野田村 - - - -
普代村 - - - -
田野畑村 - - - -
岩泉町 - - - -
宮古市 - - - -
山田町 - - - -
大槌町 - - - -
釜石市 - - - -
大船渡市 - - - -
陸前高田市 - - - -
盛岡市 - - - -
花巻市 - - - -
北上市 - - - -
遠野市 - - - -
一関市 - - - -
二戸市 - - - -
八幡平市 - - - -
奥州市 - - - -
滝沢市 - - - -
雫石町 - - - -
葛巻町 - - - -
岩手町 - - - -
紫波町 - - - -
矢巾町 - - - -
西和賀町 - - - -
金ケ崎町 - - - -
平泉町 - - - -
住田町 - - - -
軽米町 - - - -
九戸村 - - - -
一戸町 - - - -
合計 - - - -

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-34 市町村別都市ガス供給停止戸数予測結果 （単位・戸） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

市町村名 直後 1日後 1週間後 1ヶ月後

洋野町 - - - -
久慈市 - - - -
野田村 - - - -
普代村 - - - -
田野畑村 - - - -
岩泉町 - - - -
宮古市 - - - -
山田町 - - - -
大槌町 - - - -
釜石市 5,300 5,300 5,300 2,700
大船渡市 - - - -
陸前高田市 - - - -
盛岡市 - - - -
花巻市 - - - -
北上市 - - - -
遠野市 - - - -
一関市 3,200 3,200 3,200 2,200
二戸市 - - - -
八幡平市 - - - -
奥州市 - - - -
滝沢市 - - - -
雫石町 - - - -
葛巻町 - - - -
岩手町 - - - -
紫波町 - - - -
矢巾町 - - - -
西和賀町 - - - -
金ケ崎町 - - - -
平泉町 - - - -
住田町 - - - -
軽米町 - - - -
九戸村 - - - -
一戸町 - - - -
合計 8,500 8,500 8,400 4,900

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-35 市町村別 LP ガス漏洩被害件数予測結果 （単位・件） 

 

 

 

市町村

日本海溝

(三陸・日高沖)

モデル

千島海溝

(十勝・根室沖)

モデル

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 80 - -

久慈市 1,000 - -

野田村 90 - -

普代村 10 - -

田野畑村 * - -

岩泉町 10 - -

宮古市 720 - -

山田町 90 - -

大槌町 110 - 70

釜石市 220 - 50

大船渡市 360 - 30

陸前高田市 140 - 20

盛岡市 - - 10

花巻市 90 - 50

北上市 130 - 160

遠野市 50 - *

一関市 40 - 580

二戸市 20 - -

八幡平市 - - -

奥州市 200 - 140

滝沢市 - - 60

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 50 - -

矢巾町 30 - 70

西和賀町 - - -

金ケ崎町 10 - *

平泉町 * - 10

住田町 30 - *

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 * - -

総計 3,500 - 1,200

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.3.2 生活への影響 

（１）避難者  

１）予測手法 

被災時の避難者数は、津波の影響を受けない範囲（津波浸水地域外）と、津波の影響を

受ける範囲（津波浸水地域）の避難者数として算出する。 

 

 

図 3.3-12 避難者数の予測フロー 

 

 避難者数は、下式により算出する。 

 

（全避難者数）＝（津波の影響を受けない範囲の避難者数） 

＋（津波の影響を受ける範囲の避難者数） 

  

津波の影響 (浸水の有無)

沿岸部
(津波浸水地域)

内陸部
(津波浸水地域外)

避難者数 (避難所内) 避難者数 (避難所外)

避難者 (建物被害)
(全壊・半壊・居住人員数)

避難者 (断水人口)
(断水時生活困窮者)

避難者 (建物被害)
(全壊・半壊・居住人員数)

避難者 (断水人口)
(断水時生活困窮者)
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a. 津波の影響を受けない範囲（津波浸水地域外） 

津波浸水地域外の避難者数は、建物被害と断水人口、1棟当たりの平均居住者数及び断

水時生活困窮度より、発災当日、1週間後、1ヶ月後の避難者数を算出した。 

 

（全避難者数） 

＝（全壊住宅棟数＋0.13×半壊住宅棟数） 

×（1棟当たり平均居住者数）＋（断水人口※1）×（断水時生活困窮度※2） 

 
※1: 断水人口は、自宅建物被害を原因とする避難者を除く断水世帯人員を示す。 

※2: 断水時生活困窮度とは、断水が継続されることにより自宅で生活し続けることが困難

となる度合を表したものである。時間とともにこの度合は大きくなり、阪神・淡路大震災

の事例では、水が入手可能ならば、自宅の被害が大きくない場合は、自宅で生活し、半壊

の場合でも水道が復旧すると避難所から自宅に帰っていた。逆に断水の場合には断水時

生活困窮度が増し、自宅での生活が難しいため、避難所で生活していた。 

（当日・１日後）0.0 ⇒ （１週間後） 0.25 ⇒ （１ヶ月後）0.90 

 

 

b. 津波の影響を受ける範囲（津波浸水地域内） 

① 発災後 3 日間における避難者数 

発災後 3 日間における、津波浸水地域内の避難者数は、揺れ及び液状化等に加えて津

波による住宅被害から避難者数を算出した。 

（全避難者数） 

＝（全壊住宅棟数＋半壊住宅棟数※1） 

×（1棟当たり平均居住者数）＋（一部破損以下の居住者数※2） 

※1：半壊住宅も、屋内への漂流物等により、自宅では生活不可 

※2：津波警報に伴う避難指示・勧告により全員が避難する（床下浸水含む） 

 

なお、避難所避難者と避難所外避難者の推定については、東日本大震

災における事例より以下により推定する。 

（避難所避難者数（発災当日～発災 2 日後）） 

＝（津波浸水地域の居住人口）×2/3 

 

② 発災後 4 日目以降における避難者数 

津波浸水地域内の、発災後 4日目以降における避難者数は、「a.津波の影響を受けな

い範囲（内陸部：津波浸水地域外）」に示した手法と同様の手法により算出した。 

（全避難者数） 

＝（全壊住宅棟数＋0.13×半壊住宅棟数）×（1棟当たり平均居住者数） 

＋（断水人口）×（断水時生活困窮度） 
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③ 避難所避難者と避難所外避難者の割合 

避難所避難者と避難所外避難者の推定については、阪神・淡路大震災の実績を考慮

して、発災当日、１週間後、１ヶ月後の避難所避難者と避難所外避難者の割合を以下

のように設定した。 

 

（避難所避難者：避難所外避難者） 

（当日・１日後）60:40 ⇒ （１週間後）50:50 ⇒ （１ヶ月後）30：70 

 

なお、要配慮者の避難者数については、市町村別の人口に対する避難者数の割合を用い

て、総要配慮者数から算出した。 
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２）予測結果 

 表 3.3-36 に岩手県全体の避難者数予測結果を示す。また、表 3.3-37～表 3.3-54 に各市

町村の避難者数予測結果を示す。 

 避難者数は、ライフラインの支障等の影響もあり、被災 1日後よりも、被災 1週間後、あ

るいは被災 1ヶ月後の方が多くなる傾向にある。ただし、疎開等によって、避難所内よりも

避難所外の方が多くなると想定される。 

被災 1週間後の避難所内避難者について見ると、東北地方太平洋沖地震の冬・夕 18時頃

の場合が最も多く、全県で約 61,000 人となっており、次いで、東北地方太平洋沖地震の夏・

昼 12時頃、東北地方太平洋沖地震の冬・深夜の順になっている。日本海溝モデルでも各ケ

ースとも 50,000 人以上の発生が想定される。 

 地域的に見ると、東北地方太平洋沖地震については、沿岸地域だけでなく内陸地域でも避

難者が多く発生しているが、日本海溝モデルの場合は、沿岸地域で避難者の発生が多くなっ

ている。 

 

表 3.3-36 岩手県全体の避難者数予測結果 （単位・人） 

 
  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

冬朝5時頃 41,000 27,000 14,000 71,000 50,000 21,000 70,000 21,000 49,000

夏昼12時頃 51,000 34,000 17,000 73,000 52,000 22,000 80,000 24,000 56,000

冬夕方18時頃 54,000 35,000 18,000 75,000 52,000 23,000 79,000 24,000 56,000

冬朝5時頃 42,000 28,000 14,000 73,000 51,000 21,000 72,000 22,000 50,000

夏昼12時頃 52,000 35,000 18,000 75,000 53,000 22,000 82,000 25,000 57,000

冬夕方18時頃 55,000 36,000 19,000 76,000 53,000 23,000 81,000 24,000 57,000

冬朝5時頃 16,000 10,000 5,200 15,000 12,000 3,000 25,000 7,500 18,000

夏昼12時頃 25,000 16,000 8,200 18,000 13,000 4,200 34,000 10,000 24,000

冬夕方18時頃 24,000 16,000 8,100 17,000 13,000 4,200 33,000 9,900 23,000

冬朝5時頃 19,000 12,000 6,200 19,000 15,000 3,600 30,000 9,000 21,000

夏昼12時頃 29,000 19,000 9,600 21,000 17,000 4,900 39,000 12,000 27,000

冬夕方18時頃 28,000 19,000 9,400 21,000 16,000 4,800 39,000 12,000 27,000

冬朝5時頃 20,000 14,000 6,800 21,000 17,000 3,900 33,000 9,800 23,000

夏昼12時頃 31,000 20,000 10,000 23,000 18,000 5,200 42,000 13,000 29,000

冬夕方18時頃 30,000 20,000 10,000 23,000 18,000 5,100 41,000 12,000 29,000

冬朝5時頃 46,000 30,000 16,000 81,000 60,000 21,000 86,000 26,000 60,000

夏昼12時頃 58,000 38,000 19,000 83,000 61,000 22,000 96,000 29,000 68,000

冬夕方18時頃 59,000 39,000 20,000 84,000 61,000 23,000 96,000 29,000 67,000

被災１ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

対象地震 想定ケース
被災１日後 被災１週間後

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-37 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 冬・深夜 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 1,400 940 480 2,000 1,400 600 2,500 740 1,700

久慈市 14,000 9,500 4,900 13,000 11,000 2,800 18,000 5,400 12,000

野田村 1,500 990 500 1,600 1,300 280 2,200 650 1,500

普代村 1,000 660 340 1,000 810 190 1,300 380 890

田野畑村 230 150 80 300 220 80 380 110 260

岩泉町 710 470 240 850 670 180 1,200 360 840

宮古市 13,000 8,500 4,300 16,000 13,000 3,100 21,000 6,300 15,000

山田町 1,700 1,100 580 2,600 1,900 660 3,400 1,000 2,400

大槌町 290 190 110 1,400 890 520 1,000 310 730

釜石市 3,700 2,400 1,300 9,200 7,000 2,200 9,700 2,900 6,800

大船渡市 1,300 850 440 4,500 2,900 1,600 4,400 1,300 3,100

陸前高田市 280 180 100 1,800 1,000 740 1,200 370 870

盛岡市 120 70 50 1,200 600 600 120 40 80

花巻市 210 130 90 2,400 1,200 1,200 710 210 500

北上市 40 30 20 2,300 1,200 1,200 590 180 420

遠野市 100 60 40 650 320 320 120 40 80

一関市 550 330 220 2,700 1,300 1,300 610 180 430

二戸市 10 10 10 510 260 260 50 20 40

八幡平市 30 20 10 200 100 100 30 10 20

奥州市 240 140 100 3,900 2,000 2,000 1,200 360 840

滝沢市 * * * 410 200 200 20 10 10

雫石町 * * * 60 30 30 * * *

葛巻町 * * * 10 * * * * *

岩手町 10 10 10 50 20 20 10 * 10

紫波町 110 70 40 810 400 400 210 60 150

矢巾町 10 * * 380 190 190 40 10 30

西和賀町 * * * 10 10 10 * * *

金ケ崎町 10 * * 320 160 160 40 10 30

平泉町 10 * * 120 60 60 20 10 20

住田町 10 * * 260 130 130 100 30 70

軽米町 * * * 110 60 60 10 * 10

九戸村 * * * 20 10 10 * * *

一戸町 20 10 10 180 90 90 20 10 10

合計 41,000 27,000 14,000 71,000 50,000 21,000 70,000 21,000 49,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-38 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 夏・昼 12時頃 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 1,600 1,000 530 1,900 1,300 580 2,500 750 1,800

久慈市 17,000 11,000 5,600 14,000 11,000 2,800 20,000 6,000 14,000

野田村 1,500 990 500 1,500 1,200 270 2,000 610 1,400

普代村 1,100 740 380 970 780 190 1,300 390 910

田野畑村 200 130 70 310 230 80 370 110 260

岩泉町 770 520 260 870 680 190 1,300 380 880

宮古市 17,000 11,000 5,700 17,000 14,000 3,400 24,000 7,300 17,000

山田町 1,800 1,200 620 2,500 1,800 630 3,400 1,000 2,400

大槌町 240 160 80 1,300 830 480 1,100 330 770

釜石市 6,100 4,000 2,000 9,900 7,500 2,400 13,000 3,800 8,900

大船渡市 2,500 1,700 850 4,900 3,100 1,800 5,900 1,800 4,100

陸前高田市 340 220 120 1,800 1,000 750 1,400 420 980

盛岡市 100 60 40 1,300 660 660 100 30 70

花巻市 80 50 30 2,200 1,100 1,100 650 190 450

北上市 40 30 20 2,300 1,200 1,200 560 170 390

遠野市 30 20 10 590 300 300 110 30 80

一関市 300 180 120 2,700 1,400 1,400 700 210 490

二戸市 20 10 10 530 270 270 50 20 40

八幡平市 20 10 10 180 90 90 20 10 10

奥州市 240 140 100 4,100 2,000 2,000 1,300 390 910

滝沢市 * * * 380 190 190 20 10 20

雫石町 * * * 60 30 30 * * *

葛巻町 * * * 10 * * * * *

岩手町 10 10 * 40 20 20 10 * 10

紫波町 90 50 40 670 340 340 190 60 130

矢巾町 10 * * 340 170 170 30 10 20

西和賀町 * * * 10 10 10 * * *

金ケ崎町 10 * * 380 190 190 40 10 30

平泉町 * * * 110 60 60 20 10 20

住田町 10 * * 260 130 130 110 30 70

軽米町 * * * 110 50 50 10 * 10

九戸村 * * * 20 10 10 * * *

一戸町 10 * * 180 90 90 20 * 10

合計 51,000 34,000 17,000 73,000 52,000 22,000 80,000 24,000 56,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-39 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 冬・夕 18時頃 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 1,700 1,100 570 2,000 1,400 620 2,700 810 1,900

久慈市 17,000 11,000 5,900 14,000 11,000 3,100 19,000 5,800 13,000

野田村 1,600 1,100 530 1,600 1,300 290 2,200 650 1,500

普代村 1,200 770 390 1,000 800 200 1,300 400 930

田野畑村 180 120 60 280 210 70 340 100 240

岩泉町 760 510 260 860 670 190 1,200 370 860

宮古市 17,000 11,000 5,800 17,000 14,000 3,400 24,000 7,200 17,000

山田町 1,900 1,300 650 2,600 1,900 670 3,600 1,100 2,500

大槌町 560 350 210 1,600 980 620 1,200 360 830

釜石市 6,400 4,200 2,200 9,800 7,300 2,500 12,000 3,600 8,500

大船渡市 2,500 1,600 830 4,800 3,100 1,700 5,800 1,700 4,000

陸前高田市 350 220 120 1,800 1,000 770 1,400 430 1,000

盛岡市 120 70 50 1,300 650 650 120 40 80

花巻市 210 130 90 2,400 1,200 1,200 680 200 470

北上市 530 320 210 2,600 1,300 1,300 590 180 410

遠野市 100 60 40 660 330 330 120 40 80

一関市 550 330 220 2,900 1,500 1,500 720 220 500

二戸市 10 10 10 510 260 260 50 20 40

八幡平市 30 20 10 190 90 90 30 10 20

奥州市 240 140 100 4,100 2,000 2,000 1,300 390 920

滝沢市 * * * 440 220 220 30 10 20

雫石町 * * * 60 30 30 * * *

葛巻町 * * * 10 * * * * *

岩手町 10 10 10 50 20 20 10 * 10

紫波町 100 60 40 790 390 390 220 70 150

矢巾町 10 * * 300 150 150 30 10 20

西和賀町 * * * 10 10 10 * * *

金ケ崎町 10 * * 370 180 180 40 10 30

平泉町 10 * * 120 60 60 20 10 20

住田町 10 * * 270 140 140 110 30 80

軽米町 * * * 110 60 60 10 * 10

九戸村 * * * 20 10 10 * * *

一戸町 20 10 10 190 100 100 20 10 10

合計 54,000 35,000 18,000 75,000 52,000 23,000 79,000 24,000 56,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-40 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 冬・深夜 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 1,800 1,200 610 2,100 1,500 630 2,800 850 2,000

久慈市 15,000 9,700 4,900 14,000 11,000 2,800 18,000 5,400 13,000

野田村 1,400 930 470 1,500 1,300 280 2,100 620 1,400

普代村 860 560 290 850 680 180 1,100 330 770

田野畑村 220 140 70 290 210 80 360 110 250

岩泉町 740 490 250 920 730 190 1,300 380 900

宮古市 13,000 8,900 4,500 17,000 14,000 3,100 22,000 6,600 15,000

山田町 1,900 1,200 640 2,700 2,100 670 3,600 1,100 2,500

大槌町 290 180 110 1,400 930 520 1,100 320 760

釜石市 3,600 2,400 1,300 9,000 6,800 2,200 9,500 2,800 6,600

大船渡市 1,400 890 460 4,600 3,000 1,600 4,600 1,400 3,200

陸前高田市 320 210 120 1,800 1,100 750 1,300 400 930

盛岡市 120 70 50 1,200 600 600 120 40 80

花巻市 210 130 90 2,400 1,200 1,200 710 210 500

北上市 40 30 20 2,300 1,200 1,200 590 180 420

遠野市 100 60 40 650 320 320 120 40 80

一関市 550 330 220 2,700 1,300 1,300 610 180 430

二戸市 10 10 10 510 260 260 50 20 40

八幡平市 30 20 10 200 100 100 30 10 20

奥州市 240 140 100 3,900 2,000 2,000 1,200 360 840

滝沢市 * * * 410 200 200 20 10 10

雫石町 * * * 60 30 30 * * *

葛巻町 * * * 10 * * * * *

岩手町 10 10 10 50 20 20 10 * 10

紫波町 110 70 40 810 400 400 210 60 150

矢巾町 10 * * 380 190 190 40 10 30

西和賀町 * * * 10 10 10 * * *

金ケ崎町 10 * * 320 160 160 40 10 30

平泉町 10 * * 120 60 60 20 10 20

住田町 10 * * 260 130 130 100 30 70

軽米町 * * * 110 60 60 10 * 10

九戸村 * * * 20 10 10 * * *

一戸町 20 10 10 180 90 90 20 10 10

合計 42,000 28,000 14,000 73,000 51,000 21,000 72,000 22,000 50,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-41 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 夏・昼 12時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 2,000 1,300 670 2,000 1,400 600 2,900 870 2,000

久慈市 17,000 11,000 5,700 14,000 11,000 2,900 20,000 6,000 14,000

野田村 1,400 950 480 1,400 1,200 260 2,000 590 1,400

普代村 1,000 660 340 840 660 180 1,100 340 800

田野畑村 190 120 60 300 220 80 360 110 250

岩泉町 790 520 260 940 740 200 1,300 400 940

宮古市 18,000 12,000 5,900 18,000 14,000 3,400 25,000 7,600 18,000

山田町 2,000 1,300 670 2,600 1,900 650 3,600 1,100 2,500

大槌町 310 200 110 1,400 870 490 1,200 360 830

釜石市 6,000 4,000 2,000 9,700 7,300 2,400 12,000 3,700 8,700

大船渡市 2,600 1,700 880 5,100 3,300 1,800 6,200 1,900 4,300

陸前高田市 420 270 150 1,800 1,100 760 1,500 460 1,100

盛岡市 100 60 40 1,300 660 660 100 30 70

花巻市 80 50 30 2,200 1,100 1,100 650 190 450

北上市 40 30 20 2,300 1,200 1,200 560 170 390

遠野市 30 20 10 590 300 300 110 30 80

一関市 300 180 120 2,700 1,400 1,400 700 210 490

二戸市 20 10 10 530 270 270 50 20 40

八幡平市 20 10 10 180 90 90 20 10 10

奥州市 240 140 100 4,100 2,000 2,000 1,300 390 910

滝沢市 * * * 380 190 190 20 10 20

雫石町 * * * 60 30 30 * * *

葛巻町 * * * 10 * * * * *

岩手町 10 10 * 40 20 20 10 * 10

紫波町 90 50 40 670 340 340 190 60 130

矢巾町 10 * * 340 170 170 30 10 20

西和賀町 * * * 10 10 10 * * *

金ケ崎町 10 * * 380 190 190 40 10 30

平泉町 * * * 110 60 60 20 10 20

住田町 10 * * 260 130 130 110 30 70

軽米町 * * * 110 50 50 10 * 10

九戸村 * * * 20 10 10 * * *

一戸町 10 * * 180 90 90 20 * 10

合計 52,000 35,000 18,000 75,000 53,000 22,000 82,000 25,000 57,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

200 
 

表 3.3-42 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 冬・夕 18時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 2,200 1,400 720 2,200 1,500 650 3,100 930 2,200

久慈市 17,000 12,000 5,900 14,000 11,000 3,100 19,000 5,800 14,000

野田村 1,500 1,000 510 1,500 1,200 280 2,100 630 1,500

普代村 1,000 680 350 860 680 190 1,200 360 830

田野畑村 170 110 60 270 200 70 320 100 230

岩泉町 780 520 260 920 730 190 1,300 390 910

宮古市 18,000 12,000 6,000 18,000 14,000 3,500 25,000 7,500 18,000

山田町 2,100 1,400 700 2,700 2,100 680 3,800 1,100 2,600

大槌町 620 390 230 1,600 1,000 630 1,300 380 890

釜石市 6,300 4,200 2,200 9,700 7,100 2,500 12,000 3,600 8,300

大船渡市 2,500 1,700 860 4,900 3,200 1,700 6,000 1,800 4,200

陸前高田市 440 280 150 1,900 1,100 780 1,600 470 1,100

盛岡市 120 70 50 1,300 650 650 120 40 80

花巻市 210 130 90 2,400 1,200 1,200 680 200 470

北上市 530 320 210 2,600 1,300 1,300 590 180 410

遠野市 100 60 40 660 330 330 120 40 80

一関市 550 330 220 2,900 1,500 1,500 720 220 500

二戸市 10 10 10 510 260 260 50 20 40

八幡平市 30 20 10 190 90 90 30 10 20

奥州市 240 140 100 4,100 2,000 2,000 1,300 390 920

滝沢市 * * * 440 220 220 30 10 20

雫石町 * * * 60 30 30 * * *

葛巻町 * * * 10 * * * * *

岩手町 10 10 10 50 20 20 10 * 10

紫波町 100 60 40 790 390 390 220 70 150

矢巾町 10 * * 300 150 150 30 10 20

西和賀町 * * * 10 10 10 * * *

金ケ崎町 10 * * 370 180 180 40 10 30

平泉町 10 * * 120 60 60 20 10 20

住田町 10 * * 270 140 140 110 30 80

軽米町 * * * 110 60 60 10 * 10

九戸村 * * * 20 10 10 * * *

一戸町 20 10 10 190 100 100 20 10 10

合計 55,000 36,000 19,000 76,000 53,000 23,000 81,000 24,000 57,000

市町村
1週間後 1ヶ月後1日後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-43 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 冬・深夜 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 410 270 140 560 460 100 840 250 590

久慈市 6,400 4,300 2,100 5,000 4,000 1,000 8,300 2,500 5,800

野田村 60 40 20 70 60 10 120 30 80

普代村 50 40 20 80 70 10 110 30 80

田野畑村 40 20 10 60 50 10 90 30 60

岩泉町 260 180 90 140 100 40 310 90 220

宮古市 6,000 4,000 2,000 5,200 4,100 1,100 9,000 2,700 6,300

山田町 610 400 200 1,000 860 180 1,500 460 1,100

大槌町 90 60 30 440 380 60 510 150 360

釜石市 790 530 260 1,300 1,100 230 1,900 580 1,400

大船渡市 690 460 230 1,000 810 210 1,700 520 1,200

陸前高田市 120 80 40 340 280 60 480 140 340

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 16,000 10,000 5,200 15,000 12,000 3,000 25,000 7,500 18,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

202 
 

表 3.3-44 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 夏・昼 12時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 540 360 180 560 450 120 960 290 670

久慈市 9,700 6,400 3,200 5,800 4,400 1,400 11,000 3,300 7,600

野田村 50 30 20 60 50 10 100 30 70

普代村 50 40 20 80 60 10 110 30 80

田野畑村 30 20 10 60 50 10 100 30 70

岩泉町 300 200 100 150 100 50 350 100 240

宮古市 9,700 6,500 3,200 6,100 4,600 1,600 12,000 3,700 8,600

山田町 730 480 240 1,000 830 200 1,700 500 1,200

大槌町 120 80 40 420 370 60 530 160 370

釜石市 1,900 1,300 630 1,700 1,300 420 3,300 990 2,300

大船渡市 1,500 970 490 1,300 960 350 2,700 820 1,900

陸前高田市 180 120 60 380 300 80 640 190 450

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 25,000 16,000 8,200 18,000 13,000 4,200 34,000 10,000 24,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-45 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 冬・夕 18時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 580 390 190 610 480 130 1,000 310 730

久慈市 9,300 6,200 3,100 5,600 4,300 1,300 11,000 3,200 7,400

野田村 50 30 20 70 60 10 100 30 70

普代村 60 40 20 80 70 10 120 40 80

田野畑村 30 20 10 60 50 10 90 30 60

岩泉町 290 190 100 150 100 40 340 100 240

宮古市 9,600 6,400 3,200 6,100 4,500 1,500 12,000 3,600 8,500

山田町 770 510 260 1,100 880 210 1,800 530 1,200

大槌町 130 90 40 450 380 60 560 170 390

釜石市 1,800 1,200 600 1,600 1,200 400 3,200 950 2,200

大船渡市 1,400 950 480 1,300 930 340 2,700 800 1,900

陸前高田市 180 120 60 390 310 80 660 200 460

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 24,000 16,000 8,100 17,000 13,000 4,200 33,000 9,900 23,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-46 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 冬・深夜 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 510 340 170 700 580 120 1,000 310 730

久慈市 8,400 5,600 2,800 6,600 5,300 1,300 11,000 3,200 7,500

野田村 120 80 40 100 80 20 180 60 130

普代村 90 60 30 110 90 20 170 50 120

田野畑村 70 50 20 70 60 20 130 40 90

岩泉町 380 250 130 220 160 60 460 140 320

宮古市 6,500 4,300 2,200 6,300 5,100 1,200 10,000 3,100 7,200

山田町 660 440 220 1,100 930 200 1,700 500 1,200

大槌町 100 60 30 450 390 60 520 160 360

釜石市 1,000 690 350 1,600 1,300 280 2,400 710 1,700

大船渡市 750 500 250 1,200 940 240 2,000 590 1,400

陸前高田市 110 70 40 320 270 50 460 140 320

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 19,000 12,000 6,200 19,000 15,000 3,600 30,000 9,000 21,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-47 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 夏・昼 12時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 620 410 210 690 550 140 1,100 340 800

久慈市 12,000 7,900 3,900 7,400 5,800 1,600 13,000 3,900 9,200

野田村 90 60 30 90 70 20 150 40 100

普代村 120 80 40 110 90 20 190 60 130

田野畑村 60 40 20 80 60 20 130 40 90

岩泉町 400 270 130 220 160 60 490 150 340

宮古市 10,000 7,000 3,500 7,300 5,600 1,700 14,000 4,100 9,600

山田町 840 560 280 1,100 910 220 1,800 550 1,300

大槌町 130 80 40 430 370 60 540 160 380

釜石市 2,500 1,700 840 2,100 1,600 530 4,200 1,200 2,900

大船渡市 1,600 1,100 530 1,500 1,100 390 3,100 920 2,200

陸前高田市 170 110 60 360 290 80 620 190 430

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 29,000 19,000 9,600 21,000 17,000 4,900 39,000 12,000 27,000

1日後 1週間後
市町村

1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

206 
 

表 3.3-48 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 冬・夕 18時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 670 450 220 740 600 150 1,200 370 860

久慈市 11,000 7,600 3,800 7,200 5,600 1,600 13,000 3,800 8,900

野田村 100 60 30 100 80 20 160 50 110

普代村 120 80 40 110 90 20 190 60 140

田野畑村 50 40 20 70 60 10 120 40 80

岩泉町 390 260 130 220 160 60 470 140 330

宮古市 10,000 6,900 3,400 7,200 5,500 1,700 14,000 4,100 9,500

山田町 880 590 290 1,200 960 230 1,900 580 1,400

大槌町 130 90 40 450 390 60 570 170 400

釜石市 2,400 1,600 800 2,000 1,500 500 4,000 1,200 2,800

大船渡市 1,500 1,000 510 1,500 1,100 380 3,000 900 2,100

陸前高田市 170 120 60 370 290 80 640 190 440

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 28,000 19,000 9,400 21,000 16,000 4,800 39,000 12,000 27,000

1日後 1週間後 1ヶ月後
市町村

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-49 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 冬・深夜 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 530 360 180 730 600 130 1,100 320 760

久慈市 9,000 6,000 3,000 7,200 5,800 1,400 11,000 3,400 8,000

野田村 570 380 190 320 240 80 660 200 460

普代村 100 60 30 110 90 20 180 50 120

田野畑村 70 50 20 80 60 20 130 40 90

岩泉町 390 260 130 230 170 60 480 140 340

宮古市 6,900 4,600 2,300 6,900 5,500 1,300 11,000 3,300 7,800

山田町 700 470 230 1,200 990 210 1,800 540 1,200

大槌町 100 70 30 450 390 60 520 160 370

釜石市 1,100 730 370 1,800 1,500 310 2,700 800 1,900

大船渡市 800 530 270 1,200 990 250 2,100 620 1,500

陸前高田市 110 80 40 330 280 50 470 140 330

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 20,000 14,000 6,800 21,000 17,000 3,900 33,000 9,800 23,000

1週間後 1ヶ月後
市町村

1日後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-50 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 夏・昼 12時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 650 430 220 710 570 140 1,200 350 820

久慈市 12,000 8,200 4,100 8,000 6,300 1,700 14,000 4,200 9,700

野田村 590 390 200 310 230 90 660 200 460

普代村 130 80 40 110 90 20 200 60 140

田野畑村 60 40 20 80 70 20 140 40 100

岩泉町 410 270 140 240 170 60 500 150 350

宮古市 11,000 7,200 3,600 7,800 6,000 1,800 14,000 4,300 10,000

山田町 890 590 300 1,200 960 230 1,900 580 1,400

大槌町 130 90 40 430 370 60 540 160 380

釜石市 2,700 1,800 920 2,400 1,800 580 4,600 1,400 3,200

大船渡市 1,700 1,100 550 1,600 1,200 410 3,200 960 2,200

陸前高田市 170 110 60 370 290 80 630 190 440

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 31,000 20,000 10,000 23,000 18,000 5,200 42,000 13,000 29,000

1日後 1週間後 1ヶ月後
市町村

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-51 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 冬・夕 18時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 700 460 230 770 610 150 1,300 380 890

久慈市 12,000 7,900 4,000 7,700 6,100 1,600 13,000 4,000 9,400

野田村 630 420 210 340 240 90 710 210 500

普代村 130 90 40 120 90 30 200 60 140

田野畑村 60 40 20 70 60 10 120 40 90

岩泉町 400 260 130 230 170 60 490 150 340

宮古市 11,000 7,100 3,600 7,800 6,000 1,800 14,000 4,300 10,000

山田町 940 630 310 1,300 1,000 250 2,000 610 1,400

大槌町 130 90 40 460 390 60 570 170 400

釜石市 2,600 1,700 870 2,300 1,800 550 4,400 1,300 3,100

大船渡市 1,600 1,100 540 1,500 1,100 400 3,100 940 2,200

陸前高田市 170 120 60 380 300 80 640 190 450

盛岡市 - - - - - - - - -

花巻市 - - - - - - - - -

北上市 - - - - - - - - -

遠野市 - - - - - - - - -

一関市 - - - - - - - - -

二戸市 - - - - - - - - -

八幡平市 - - - - - - - - -

奥州市 - - - - - - - - -

滝沢市 - - - - - - - - -

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 - - - - - - - - -

矢巾町 - - - - - - - - -

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - - - - -

平泉町 - - - - - - - - -

住田町 - - - - - - - - -

軽米町 - - - - - - - - -

九戸村 - - - - - - - - -

一戸町 - - - - - - - - -

合計 30,000 20,000 10,000 23,000 18,000 5,100 41,000 12,000 29,000

1日後
市町村

1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-52 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 冬・深夜 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 520 350 170 680 550 130 1,000 310 710

久慈市 7,100 4,700 2,400 5,700 4,500 1,200 9,100 2,700 6,400

野田村 1,400 950 470 1,400 1,200 230 2,000 600 1,400

普代村 640 420 220 480 370 120 690 210 490

田野畑村 370 240 120 410 320 90 590 180 410

岩泉町 660 440 220 810 630 170 1,100 340 790

宮古市 11,000 7,500 3,800 14,000 12,000 2,300 20,000 5,900 14,000

山田町 3,500 2,300 1,200 4,200 3,500 740 5,900 1,800 4,100

大槌町 4,000 2,700 1,300 5,100 4,300 780 6,500 1,900 4,500

釜石市 6,200 4,100 2,100 11,000 9,700 1,800 14,000 4,200 9,900

大船渡市 5,000 3,300 1,700 9,500 7,900 1,600 13,000 3,800 8,900

陸前高田市 2,300 1,500 770 4,000 3,200 780 5,500 1,600 3,800

盛岡市 300 180 120 3,400 1,700 1,700 300 90 210

花巻市 140 90 60 1,800 880 880 310 90 220

北上市 60 30 20 2,900 1,400 1,400 830 250 580

遠野市 30 20 10 280 140 140 30 10 20

一関市 1,900 1,200 770 8,800 4,400 4,400 4,100 1,200 2,900

二戸市 * * * 30 20 20 * * *

八幡平市 30 20 10 310 150 150 30 10 20

奥州市 170 100 70 2,300 1,100 1,100 410 120 280

滝沢市 20 10 10 1,500 770 770 280 80 200

雫石町 * * * 80 40 40 * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 10 10 10 40 20 20 10 * 10

紫波町 30 20 10 130 70 70 30 10 20

矢巾町 10 10 * 690 340 340 160 50 110

西和賀町 - - - * * * - - -

金ケ崎町 * * * 170 80 80 10 * 10

平泉町 10 * * 110 60 60 10 * 10

住田町 * * * 90 50 50 10 * 10

軽米町 * * * 10 * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * 10 * * * * *

合計 46,000 30,000 16,000 81,000 60,000 21,000 86,000 26,000 60,000

市町村
1日後 1週間後 1ヶ月後

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-53 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 夏・昼 12 時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 620 410 210 670 530 140 1,100 330 770

久慈市 10,000 7,000 3,500 6,500 5,000 1,500 12,000 3,500 8,200

野田村 1,400 930 470 1,300 1,100 220 1,900 560 1,300

普代村 780 510 260 490 360 130 770 230 540

田野畑村 320 210 110 440 340 90 580 170 410

岩泉町 750 500 250 850 660 190 1,200 370 860

宮古市 16,000 11,000 5,400 16,000 13,000 2,800 23,000 7,000 16,000

山田町 3,400 2,300 1,200 4,000 3,300 710 5,700 1,700 4,000

大槌町 3,800 2,500 1,300 4,800 4,000 730 6,200 1,900 4,300

釜石市 8,800 5,900 2,900 12,000 10,000 2,100 17,000 5,000 12,000

大船渡市 7,000 4,700 2,300 10,000 8,300 1,900 15,000 4,400 10,000

陸前高田市 2,700 1,800 910 4,000 3,200 830 5,900 1,800 4,100

盛岡市 210 120 80 3,100 1,500 1,500 230 70 160

花巻市 60 40 20 1,600 780 780 260 80 180

北上市 60 40 20 2,700 1,400 1,400 730 220 510

遠野市 10 10 * 280 140 140 20 10 20

一関市 740 440 300 8,700 4,300 4,300 4,600 1,400 3,200

二戸市 * * * 40 20 20 * * *

八幡平市 20 10 10 290 140 140 30 10 20

奥州市 170 100 70 2,300 1,200 1,200 440 130 310

滝沢市 10 10 10 1,300 640 640 230 70 160

雫石町 * * * 90 40 40 * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 10 10 10 40 20 20 10 * 10

紫波町 20 10 10 100 50 50 20 10 20

矢巾町 10 10 10 660 330 330 120 40 80

西和賀町 - - - * * * - - -

金ケ崎町 * * * 200 100 100 20 * 10

平泉町 10 * * 110 50 50 20 * 10

住田町 * * * 90 40 40 10 * 10

軽米町 * * * 10 * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * 10 * * * * *

合計 58,000 38,000 19,000 83,000 61,000 22,000 96,000 29,000 68,000

1日後 1週間後 1ヶ月後
市町村

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-54 市町村別避難者数予測結果 （単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 冬・夕 18 時頃 

 

 

  

避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外 避難者数 避難所内 避難所外

洋野町 670 450 220 720 570 150 1,200 360 830

久慈市 10,000 6,800 3,400 6,300 4,900 1,500 11,000 3,400 7,900

野田村 1,500 1,000 500 1,400 1,200 240 2,000 600 1,400

普代村 800 530 270 510 370 130 800 240 560

田野畑村 290 190 100 390 310 90 520 160 370

岩泉町 740 490 250 830 640 190 1,200 360 840

宮古市 16,000 11,000 5,300 15,000 13,000 2,800 23,000 6,900 16,000

山田町 3,600 2,400 1,200 4,200 3,400 750 6,000 1,800 4,200

大槌町 4,000 2,700 1,400 5,000 4,200 790 6,500 1,900 4,500

釜石市 8,500 5,700 2,900 12,000 9,900 2,100 16,000 4,800 11,000

大船渡市 6,800 4,600 2,300 9,900 8,100 1,800 14,000 4,300 10,000

陸前高田市 2,800 1,900 940 4,100 3,300 850 6,100 1,800 4,200

盛岡市 300 180 120 3,100 1,500 1,500 300 90 210

花巻市 140 90 60 1,700 830 830 280 80 190

北上市 160 100 70 2,700 1,400 1,400 720 220 500

遠野市 30 20 10 300 150 150 30 10 20

一関市 1,900 1,200 770 9,600 4,800 4,800 4,700 1,400 3,300

二戸市 * * * 40 20 20 * * *

八幡平市 30 20 10 300 150 150 30 10 20

奥州市 170 100 70 2,300 1,200 1,200 440 130 310

滝沢市 200 120 80 1,600 810 810 280 90 200

雫石町 * * * 90 50 50 * * *

葛巻町 * * * * * * * * *

岩手町 10 10 10 40 20 20 10 * 10

紫波町 30 20 10 120 60 60 30 10 20

矢巾町 10 10 * 580 290 290 100 30 70

西和賀町 - - - * * * - - -

金ケ崎町 * * * 200 100 100 20 * 10

平泉町 10 * * 120 60 60 20 10 10

住田町 * * * 90 50 50 10 * 10

軽米町 * * * 10 * * * * *

九戸村 * * * * * * * * *

一戸町 * * * 10 * * * * *

合計 59,000 39,000 20,000 84,000 61,000 23,000 96,000 29,000 67,000

1日後 1週間後 1ヶ月後
市町村

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（２）物資  

１）予測手法 

物資需要量は、中央防災会議幹事会(2017)において、消防庁、厚生労働省、農林水産省

及び経済産業省がプッシュ型支援により被災都道府県に供給する品目として取り上げた

8品目に飲料水を加え、食料、飲料水及び生活必需品（毛布）、育児用調製粉乳（粉ミル

ク）、乳児・小児用おむつ、大人用おむつ、携帯トイレ・簡易トイレ、トイレットペーパ

ー、生理用品の９品目を対象とし、中央防災会議(2013)の手法及び中央防災会議幹事会

(2017)における物資の必要量の考え方を用いて、各物資の必要量を算出した。なお、需要

量の算出は、被害想定の対象とした 3季節時間帯のうち建物被害が最大となり、避難者数

も最大となる冬 18時の想定に基づいて実施した。 

物資の必要量に関する考え方は以下のとおりである。 

なお、算出する経過日数として 1日後、1週間後、1 か月後の必要量を算出した。 

 

① 食料必要量に関する具体的な設定 

・食料需要は阪神・淡路大震災の事例に基づき、避難所避難者の 1.2 倍を対象者とし

て、1日 1人 3食を原単位と考える。 

・対象とする食料は、乾パン、即席めん、米、主食缶詰等とする。 

② 飲料水必要量に関する具体的な設定 

・断水人口を給水需要者として、1日 1人 3リットルを原単位とする。 

③ 生活必需品（毛布）需要量に関する具体的な設定 

・生活必需品は毛布を対象とし、避難所避難者の需要（1 人 2枚）を算出した。 

④ 育児用調整粉乳需要量に関する具体的な設定 

 ・避難所避難者数×0歳人口比率を需要者として、1日 1人 140g を原単位とする。 

⑤ 乳児・小児用おむつ需要量に関する具体的な設定 

・避難所避難者数×0～2歳人口比率を需要者として、1日 1人 8枚を原単位とする。 

⑥ 大人用おむつ需要量に関する具体的な設定 

 ・避難所避難者数×0.005 を需要者として、1日 1人 8枚を原単位とする。 

⑦ 携帯トイレ・簡易トイレ需要量に関する具体的な設定 

 ・避難所避難者数×上水道支障率を需要者として、1日 1人 5回を原単位とする。 

⑧ トイレットペーパー需要量に関する具体的な設定 

・避難所避難者数を需要者として、1日 1人 0.18 巻を原単位とする。 

⑨ 生理用品需要量に関する具体的な設定 

 ・避難所避難者数×12～51 歳女性人口比率を需要者として、1 週間 1 人 30 枚×p/7

×1/4 を原単位とする。（p：計算対象とする日数） 
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２）予測結果 

表 3.3-55 に岩手県全体の物資需要量予測結果を示す。また、表 3.3-56～表 3.3-73 に各

市町村の物資需要量予測結果を示す。 

 表 3.3-55 岩手県全体の各物資需要量予測結果  

 

 

 
 

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 127,000 187,000 86,000 739,000 494,000 203,000 71,000 104,000 48,000

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 130,000 191,000 88,000 741,000 497,000 207,000 72,000 106,000 49,000

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 58,000 48,000 36,000 89,000 89,000 89,000 32,000 27,000 20,000

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 68,000 59,000 42,000 102,000 102,000 102,000 38,000 33,000 23,000

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

冬夕方18時頃 72,000 64,000 45,000 108,000 108,000 108,000 40,000 36,000 25,000

東北地方

太平洋沖地震
冬夕方18時頃 141,000 219,000 103,000 700,000 480,000 238,000 78,000 122,000 57,000

対象地震 想定ケース
食料（食） 飲料水（リットル） 毛布（枚）

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 28,000 42,000 19,000 4,800 7,200 3,200 1,400 2,100 950

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 29,000 43,000 19,000 4,900 7,300 3,300 1,400 2,100 970

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 13,000 11,000 7,900 2,200 1,800 1,400 650 530 400

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 15,000 13,000 9,200 2,600 2,200 1,600 750 650 460

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

冬夕方18時頃 16,000 14,000 9,900 2,800 2,400 1,700 800 710 500

東北地方

太平洋沖地震
冬夕方18時頃 31,000 49,000 23,000 5,300 8,300 3,900 1,600 2,400 1,100

対象地震 想定ケース
育児用調整粉乳（グラム） 乳児・小児用おむつ（枚） 大人用おむつ（枚）

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 105,000 114,000 41,000 6,400 9,400 4,300 6,300 11,000 127,000

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 108,000 117,000 42,000 6,500 9,600 4,400 6,500 67,000 130,000

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 18,000 13,000 10,000 2,900 2,400 1,800 2,900 17,000 54,000

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 24,000 19,000 13,000 3,400 2,900 2,100 3,400 21,000 62,000

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

冬夕方18時頃 27,000 22,000 15,000 3,600 3,200 2,200 3,600 22,000 67,000

東北地方

太平洋沖地震
冬夕方18時頃 77,000 104,000 47,000 7,000 11,000 5,200 6,900 76,000 152,000

対象地震 想定ケース
携帯トイレ・簡易トイレ（回） トイレットペーパー（巻） 生理用品（枚）

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-56 市町村別食料需要量 （単位・食） 

 
 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 4,000 5,000 2,900 5,200 5,500 3,400 1,400 1,700 1,100

久慈市 41,000 40,000 21,000 42,000 40,000 21,000 22,000 15,000 11,000

野田村 3,800 4,800 2,400 3,600 4,500 2,300 120 200 110

普代村 2,800 2,900 1,400 2,400 2,400 1,300 130 240 130

田野畑村 430 750 360 410 720 350 70 170 100

岩泉町 1,800 2,400 1,300 1,900 2,600 1,400 700 370 360

宮古市 41,000 49,000 26,000 43,000 52,000 27,000 23,000 16,000 13,000

山田町 4,600 6,900 3,800 5,000 7,400 4,100 1,800 3,200 1,900

大槌町 1,300 3,500 1,300 1,400 3,700 1,400 310 1,400 600

釜石市 15,000 26,000 13,000 15,000 26,000 13,000 4,300 4,400 3,400

大船渡市 5,900 11,000 6,200 6,000 11,000 6,500 3,400 3,400 2,900

陸前高田市 800 3,800 1,600 1,000 3,900 1,700 440 1,100 710

盛岡市 260 2,400 130 260 2,400 130 - - -

花巻市 460 4,300 730 460 4,300 730 - - -

北上市 1,200 4,700 640 1,200 4,700 640 - - -

遠野市 210 1,200 130 210 1,200 130 - - -

一関市 1,200 5,200 780 1,200 5,200 780 - - -

二戸市 30 930 60 30 930 60 - - -

八幡平市 60 340 30 60 340 30 - - -

奥州市 520 7,400 1,400 520 7,400 1,400 - - -

滝沢市 * 790 30 * 790 30 - - -

雫石町 * 110 * * 110 * - - -

葛巻町 * 20 * * 20 * - - -

岩手町 30 80 10 30 80 10 - - -

紫波町 230 1,400 240 230 1,400 240 - - -

矢巾町 10 540 30 10 540 30 - - -

西和賀町 * 20 * * 20 * - - -

金ケ崎町 20 660 50 20 660 50 - - -

平泉町 10 220 30 10 220 30 - - -

住田町 20 490 120 20 490 120 - - -

軽米町 * 200 10 * 200 10 - - -

九戸村 * 40 * * 40 * - - -

一戸町 40 340 20 40 340 20 - - -

合計 127,000 187,000 86,000 130,000 191,000 88,000 58,000 48,000 36,000

食料（食）

市町村 日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-57 市町村別食料需要量 （単位・食） 

 

 
 

 

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 1,600 2,100 1,300 1,700 2,200 1,400 1,600 2,000 1,300

久慈市 27,000 20,000 14,000 29,000 22,000 14,000 24,000 17,000 12,000

野田村 230 280 170 1,500 880 770 3,600 4,200 2,200

普代村 290 320 210 310 330 220 1,900 1,300 860

田野畑村 130 200 130 130 210 130 700 1,100 570

岩泉町 940 570 510 950 610 530 1,800 2,300 1,300

宮古市 25,000 20,000 15,000 26,000 22,000 15,000 38,000 45,000 25,000

山田町 2,100 3,500 2,100 2,300 3,700 2,200 8,700 12,000 6,500

大槌町 320 1,400 610 320 1,400 620 9,700 15,000 7,000

釜石市 5,800 5,400 4,300 6,300 6,300 4,800 20,000 36,000 17,000

大船渡市 3,700 3,900 3,200 3,900 4,100 3,400 16,000 29,000 15,000

陸前高田市 410 1,100 690 420 1,100 700 6,700 12,000 6,500

盛岡市 - - - - - - 650 5,500 330

花巻市 - - - - - - 310 3,000 300

北上市 - - - - - - 350 4,900 780

遠野市 - - - - - - 60 540 30

一関市 - - - - - - 4,200 17,000 5,100

二戸市 - - - - - - * 70 *

八幡平市 - - - - - - 70 540 40

奥州市 - - - - - - 360 4,200 480

滝沢市 - - - - - - 440 2,900 310

雫石町 - - - - - - * 170 10

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - 30 70 20

紫波町 - - - - - - 60 210 30

矢巾町 - - - - - - 20 1,000 110

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - 10 350 20

平泉町 - - - - - - 10 210 20

住田町 - - - - - - 10 160 10

軽米町 - - - - - - * 10 *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * 10 *

合計 68,000 59,000 42,000 72,000 64,000 45,000 141,000 219,000 103,000

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時市町村

食料（食）

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-58 市町村別飲料水需要量 （単位・リットル） 

 
 
 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 19,000 14,000 6,600 20,000 15,000 8,000 2,100 2,100 2,100

久慈市 72,000 65,000 53,000 72,000 65,000 53,000 30,000 30,000 30,000

野田村 7,300 6,400 5,300 7,100 6,200 5,000 160 160 160

普代村 4,000 3,700 3,400 3,700 3,300 3,000 180 180 180

田野畑村 2,000 1,300 610 2,000 1,200 580 160 160 160

岩泉町 4,100 3,200 2,300 4,200 3,200 2,400 920 920 920

宮古市 84,000 74,000 61,000 85,000 75,000 63,000 35,000 35,000 35,000

山田町 19,000 14,000 8,300 19,000 14,000 8,800 3,500 3,500 3,500

大槌町 17,000 12,000 2,500 17,000 12,000 2,700 550 550 550

釜石市 65,000 52,000 28,000 64,000 51,000 27,000 7,700 7,700 7,700

大船渡市 56,000 41,000 16,000 56,000 41,000 16,000 7,000 7,000 7,000

陸前高田市 25,000 17,000 3,700 25,000 17,000 4,000 1,300 1,300 1,300

盛岡市 34,000 15,000 220 34,000 15,000 220 - - -

花巻市 48,000 27,000 2,200 48,000 27,000 2,200 - - -

北上市 50,000 26,000 1,800 50,000 26,000 1,800 - - -

遠野市 14,000 7,000 370 14,000 7,000 370 - - -

一関市 56,000 30,000 2,200 56,000 30,000 2,200 - - -

二戸市 13,000 6,000 170 13,000 6,000 170 - - -

八幡平市 4,500 2,000 30 4,500 2,000 30 - - -

奥州市 83,000 47,000 4,300 83,000 47,000 4,300 - - -

滝沢市 12,000 5,300 90 12,000 5,300 90 - - -

雫石町 1,700 720 * 1,700 720 * - - -

葛巻町 280 100 - 280 100 - - - -

岩手町 1,100 440 * 1,100 440 * - - -

紫波町 16,000 8,500 690 16,000 8,500 690 - - -

矢巾町 7,600 3,500 90 7,600 3,500 90 - - -

西和賀町 400 160 * 400 160 * - - -

金ケ崎町 9,000 4,400 140 9,000 4,400 140 - - -

平泉町 2,800 1,400 80 2,800 1,400 80 - - -

住田町 5,200 3,200 370 5,200 3,200 370 - - -

軽米町 2,800 1,300 30 2,800 1,300 30 - - -

九戸村 580 240 * 580 240 * - - -

一戸町 4,500 2,100 50 4,500 2,100 50 - - -

合計 739,000 494,000 203,000 741,000 497,000 207,000 89,000 89,000 89,000

市町村

飲料水（リットル）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-59 市町村別飲料水需要量 （単位・リットル） 

 
 
 
  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 2,400 2,400 2,400 2,500 2,500 2,500 2,600 2,500 2,400

久慈市 36,000 36,000 36,000 38,000 38,000 38,000 33,000 32,000 32,000

野田村 300 300 300 2,100 2,100 2,100 4,900 4,900 4,800

普代村 410 410 410 440 440 440 2,600 2,400 2,300

田野畑村 230 230 230 230 230 230 1,800 1,300 930

岩泉町 1,200 1,200 1,200 1,300 1,300 1,300 4,400 3,300 2,300

宮古市 37,000 37,000 37,000 39,000 39,000 39,000 58,000 58,000 57,000

山田町 3,900 3,900 3,900 4,100 4,100 4,100 15,000 15,000 14,000

大槌町 560 560 560 570 570 570 20,000 18,000 17,000

釜石市 10,000 10,000 10,000 11,000 11,000 11,000 47,000 41,000 36,000

大船渡市 7,800 7,800 7,800 8,100 8,100 8,100 42,000 37,000 33,000

陸前高田市 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 21,000 17,000 14,000

盛岡市 - - - - - - 74,000 34,000 680

花巻市 - - - - - - 38,000 19,000 870

北上市 - - - - - - 58,000 31,000 2,300

遠野市 - - - - - - 7,200 3,400 70

一関市 - - - - - - 145,000 97,000 15,000

二戸市 - - - - - - 1,100 420 *

八幡平市 - - - - - - 7,000 3,300 90

奥州市 - - - - - - 52,000 26,000 1,400

滝沢市 - - - - - - 35,000 18,000 880

雫石町 - - - - - - 2,500 1,100 20

葛巻町 - - - - - - 40 10 -

岩手町 - - - - - - 840 330 *

紫波町 - - - - - - 2,900 1,200 10

矢巾町 - - - - - - 14,000 6,900 340

西和賀町 - - - - - - * * -

金ケ崎町 - - - - - - 5,000 2,300 50

平泉町 - - - - - - 2,800 1,400 50

住田町 - - - - - - 2,200 1,100 40

軽米町 - - - - - - 250 90 -

九戸村 - - - - - - 80 20 -

一戸町 - - - - - - 220 70 -

合計 102,000 102,000 102,000 108,000 108,000 108,000 700,000 480,000 238,000

飲料水（リットル）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時市町村

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-60 市町村別毛布需要量 （単位・枚） 

 
 
 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 2,200 2,800 1,600 2,900 3,000 1,900 770 960 620

久慈市 23,000 22,000 12,000 23,000 22,000 12,000 12,000 8,600 6,300

野田村 2,100 2,700 1,300 2,000 2,500 1,300 70 110 60

普代村 1,500 1,600 800 1,400 1,400 710 70 130 70

田野畑村 240 420 200 230 400 190 40 90 50

岩泉町 1,000 1,300 740 1,000 1,500 780 390 200 200

宮古市 23,000 27,000 14,000 24,000 29,000 15,000 13,000 9,000 7,300

山田町 2,600 3,800 2,100 2,800 4,100 2,300 1,000 1,800 1,100

大槌町 700 2,000 710 790 2,000 770 170 770 340

釜石市 8,400 15,000 7,300 8,300 14,000 7,100 2,400 2,500 1,900

大船渡市 3,300 6,100 3,500 3,400 6,400 3,600 1,900 1,900 1,600

陸前高田市 450 2,100 860 560 2,200 940 240 610 390

盛岡市 140 1,300 70 140 1,300 70 - - -

花巻市 260 2,400 410 260 2,400 410 - - -

北上市 640 2,600 360 640 2,600 360 - - -

遠野市 110 660 70 110 660 70 - - -

一関市 660 2,900 430 660 2,900 430 - - -

二戸市 20 510 30 20 510 30 - - -

八幡平市 30 190 20 30 190 20 - - -

奥州市 290 4,100 780 290 4,100 780 - - -

滝沢市 * 440 20 * 440 20 - - -

雫石町 * 60 * * 60 * - - -

葛巻町 * 10 * * 10 * - - -

岩手町 20 50 10 20 50 10 - - -

紫波町 130 790 130 130 790 130 - - -

矢巾町 10 300 20 10 300 20 - - -

西和賀町 * 10 * * 10 * - - -

金ケ崎町 10 370 30 10 370 30 - - -

平泉町 10 120 10 10 120 10 - - -

住田町 10 270 70 10 270 70 - - -

軽米町 * 110 10 * 110 10 - - -

九戸村 * 20 * * 20 * - - -

一戸町 20 190 10 20 190 10 - - -

合計 71,000 104,000 48,000 72,000 106,000 49,000 32,000 27,000 20,000

市町村

毛布（枚）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-61 市町村別毛布需要量 （単位・枚） 

 
 
 
 

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 890 1,200 740 930 1,200 760 890 1,100 710

久慈市 15,000 11,000 7,600 16,000 12,000 8,000 14,000 9,700 6,800

野田村 130 160 100 850 490 430 2,000 2,400 1,200

普代村 160 180 120 170 180 120 1,100 750 480

田野畑村 70 110 70 70 120 70 390 620 310

岩泉町 520 320 280 530 340 290 980 1,300 720

宮古市 14,000 11,000 8,200 14,000 12,000 8,600 21,000 25,000 14,000

山田町 1,200 1,900 1,200 1,300 2,000 1,200 4,800 6,900 3,600

大槌町 180 780 340 180 780 340 5,400 8,500 3,900

釜石市 3,200 3,000 2,400 3,500 3,500 2,600 11,000 20,000 9,600

大船渡市 2,100 2,200 1,800 2,100 2,300 1,900 9,100 16,000 8,600

陸前高田市 230 590 380 230 600 390 3,700 6,600 3,600

盛岡市 - - - - - - 360 3,100 180

花巻市 - - - - - - 170 1,700 170

北上市 - - - - - - 200 2,700 430

遠野市 - - - - - - 40 300 20

一関市 - - - - - - 2,300 9,600 2,800

二戸市 - - - - - - * 40 *

八幡平市 - - - - - - 40 300 20

奥州市 - - - - - - 200 2,300 270

滝沢市 - - - - - - 250 1,600 170

雫石町 - - - - - - * 90 *

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - 20 40 10

紫波町 - - - - - - 30 120 20

矢巾町 - - - - - - 10 580 60

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * 200 10

平泉町 - - - - - - 10 120 10

住田町 - - - - - - * 90 10

軽米町 - - - - - - * 10 *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * 10 *

合計 38,000 33,000 23,000 40,000 36,000 25,000 78,000 122,000 57,000

市町村

毛布（枚）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以
上 1000 未満」は、一の位を四捨五入、「1000 以上 1 万未満」は、
十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-62 市町村別育児用調整粉乳需要量 （単位・グラム） 

 
 
 
  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 630 790 460 810 850 530 220 270 180

久慈市 9,600 9,300 4,800 9,700 9,500 4,900 5,200 3,600 2,700

野田村 1,000 1,300 640 990 1,200 620 30 60 30

普代村 460 480 240 400 410 210 20 40 20

田野畑村 90 150 70 80 140 70 10 30 20

岩泉町 360 470 260 360 510 280 140 70 70

宮古市 9,200 11,000 5,800 9,500 12,000 6,100 5,200 3,600 2,900

山田町 1,000 1,500 850 1,100 1,600 900 410 700 420

大槌町 300 840 310 340 880 330 70 330 140

釜石市 3,000 5,200 2,600 3,000 5,100 2,500 850 880 670

大船渡市 1,300 2,400 1,300 1,300 2,500 1,400 740 720 620

陸前高田市 170 800 330 210 830 360 90 230 150

盛岡市 70 620 30 70 620 30 - - -

花巻市 110 1,000 170 110 1,000 170 - - -

北上市 320 1,300 180 320 1,300 180 - - -

遠野市 40 240 30 40 240 30 - - -

一関市 250 1,100 160 250 1,100 160 - - -

二戸市 10 200 10 10 200 10 - - -

八幡平市 10 60 10 10 60 10 - - -

奥州市 120 1,800 340 120 1,800 340 - - -

滝沢市 * 250 10 * 250 10 - - -

雫石町 * 20 * * 20 * - - -

葛巻町 * * * * * * - - -

岩手町 10 20 * 10 20 * - - -

紫波町 60 390 60 60 390 60 - - -

矢巾町 * 150 10 * 150 10 - - -

西和賀町 * * * * * * - - -

金ケ崎町 * 190 10 * 190 10 - - -

平泉町 * 50 10 * 50 10 - - -

住田町 * 80 20 * 80 20 - - -

軽米町 * 40 * * 40 * - - -

九戸村 * 10 * * 10 * - - -

一戸町 10 60 * 10 60 * - - -

合計 28,000 42,000 19,000 29,000 43,000 19,000 13,000 11,000 7,900

市町村

育児用調整粉乳（グラム）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-63 市町村別育児用調整粉乳需要量 （単位・グラム） 

 

 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 250 340 210 260 350 220 250 320 200

久慈市 6,400 4,700 3,200 6,700 5,100 3,400 5,700 4,100 2,900

野田村 60 80 50 420 240 210 980 1,200 590

普代村 50 50 30 50 60 40 320 220 140

田野畑村 30 40 30 30 40 30 140 220 110

岩泉町 180 110 100 190 120 100 350 450 250

宮古市 5,500 4,500 3,300 5,700 4,800 3,500 8,600 10,000 5,600

山田町 470 770 460 500 810 490 1,900 2,800 1,400

大槌町 80 330 150 80 340 150 2,300 3,600 1,700

釜石市 1,100 1,100 850 1,200 1,300 940 4,000 7,000 3,400

大船渡市 800 840 700 830 880 730 3,500 6,300 3,300

陸前高田市 90 220 150 90 230 150 1,400 2,500 1,400

盛岡市 - - - - - - 170 1,400 90

花巻市 - - - - - - 70 710 70

北上市 - - - - - - 100 1,400 220

遠野市 - - - - - - 10 110 10

一関市 - - - - - - 870 3,600 1,100

二戸市 - - - - - - * 10 *

八幡平市 - - - - - - 10 100 10

奥州市 - - - - - - 90 1,000 110

滝沢市 - - - - - - 140 920 100

雫石町 - - - - - - * 40 *

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - 10 10 *

紫波町 - - - - - - 20 60 10

矢巾町 - - - - - - 10 290 30

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * 100 *

平泉町 - - - - - - * 50 *

住田町 - - - - - - * 30 *

軽米町 - - - - - - * * *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * * *

合計 15,000 13,000 9,200 16,000 14,000 9,900 31,000 49,000 23,000

市町村

育児用調整粉乳（グラム）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-64 市町村別乳児・幼児用おむつ需要量 （単位・枚） 

 
 
 
  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 110 130 80 140 150 90 40 50 30

久慈市 1,600 1,600 830 1,700 1,600 840 900 620 450

野田村 180 220 110 170 210 110 10 10 10

普代村 80 80 40 70 70 40 * 10 *

田野畑村 10 30 10 10 20 10 * 10 *

岩泉町 60 80 40 60 90 50 20 10 10

宮古市 1,600 1,900 1,000 1,600 2,000 1,000 880 620 500

山田町 180 260 150 190 280 150 70 120 70

大槌町 50 140 50 60 150 60 10 60 20

釜石市 510 890 440 510 870 440 150 150 120

大船渡市 220 410 230 220 420 240 130 120 110

陸前高田市 30 140 60 40 140 60 20 40 30

盛岡市 10 110 10 10 110 10 - - -

花巻市 20 170 30 20 170 30 - - -

北上市 50 220 30 50 220 30 - - -

遠野市 10 40 * 10 40 * - - -

一関市 40 190 30 40 190 30 - - -

二戸市 * 30 * * 30 * - - -

八幡平市 * 10 * * 10 * - - -

奥州市 20 300 60 20 300 60 - - -

滝沢市 * 40 * * 40 * - - -

雫石町 * * * * * * - - -

葛巻町 * * * * * * - - -

岩手町 * * * * * * - - -

紫波町 10 70 10 10 70 10 - - -

矢巾町 * 30 * * 30 * - - -

西和賀町 * * * * * * - - -

金ケ崎町 * 30 * * 30 * - - -

平泉町 * 10 * * 10 * - - -

住田町 * 10 * * 10 * - - -

軽米町 * 10 * * 10 * - - -

九戸村 * * * * * * - - -

一戸町 * 10 * * 10 * - - -

合計 4,800 7,200 3,200 4,900 7,300 3,300 2,200 1,800 1,400

市町村

乳児・小児用おむつ（枚）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-65 市町村別乳児・幼児用おむつ需要量 （単位・枚） 

 

 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 40 60 40 40 60 40 40 50 30

久慈市 1,100 810 550 1,100 880 580 980 700 490

野田村 10 10 10 70 40 40 170 200 100

普代村 10 10 10 10 10 10 50 40 20

田野畑村 * 10 * * 10 * 20 40 20

岩泉町 30 20 20 30 20 20 60 80 40

宮古市 950 760 560 980 830 590 1,500 1,700 950

山田町 80 130 80 90 140 80 330 470 250

大槌町 10 60 30 10 60 30 400 620 290

釜石市 200 180 150 210 210 160 690 1,200 580

大船渡市 140 140 120 140 150 120 600 1,100 570

陸前高田市 20 40 20 20 40 30 240 430 240

盛岡市 - - - - - - 30 250 10

花巻市 - - - - - - 10 120 10

北上市 - - - - - - 20 230 40

遠野市 - - - - - - * 20 *

一関市 - - - - - - 150 620 180

二戸市 - - - - - - * * *

八幡平市 - - - - - - * 20 *

奥州市 - - - - - - 10 170 20

滝沢市 - - - - - - 20 160 20

雫石町 - - - - - - * 10 *

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - * * *

紫波町 - - - - - - * 10 *

矢巾町 - - - - - - * 50 10

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * 20 *

平泉町 - - - - - - * 10 *

住田町 - - - - - - * * *

軽米町 - - - - - - * * *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * * *

合計 2,600 2,200 1,600 2,800 2,400 1,700 5,300 8,300 3,900

市町村

乳児・小児用おむつ（枚）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-66 市町村別大人用おむつ需要量 （単位・枚） 

 
 
 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 40 60 30 60 60 40 20 20 10

久慈市 460 440 230 460 450 230 250 170 130

野田村 40 50 30 40 50 30 * * *

普代村 30 30 20 30 30 10 * * *

田野畑村 * 10 * * 10 * * * *

岩泉町 20 30 10 20 30 20 10 * *

宮古市 460 540 290 470 570 300 260 180 150

山田町 50 80 40 60 80 50 20 40 20

大槌町 10 40 10 20 40 20 * 20 10

釜石市 170 290 150 170 290 140 50 50 40

大船渡市 70 120 70 70 130 70 40 40 30

陸前高田市 10 40 20 10 40 20 * 10 10

盛岡市 * 30 * * 30 * - - -

花巻市 10 50 10 10 50 10 - - -

北上市 10 50 10 10 50 10 - - -

遠野市 * 10 * * 10 * - - -

一関市 10 60 10 10 60 10 - - -

二戸市 * 10 * * 10 * - - -

八幡平市 * * * * * * - - -

奥州市 10 80 20 10 80 20 - - -

滝沢市 * 10 * * 10 * - - -

雫石町 * * * * * * - - -

葛巻町 * * * * * * - - -

岩手町 * * * * * * - - -

紫波町 * 20 * * 20 * - - -

矢巾町 * 10 * * 10 * - - -

西和賀町 * * * * * * - - -

金ケ崎町 * 10 * * 10 * - - -

平泉町 * * * * * * - - -

住田町 * 10 * * 10 * - - -

軽米町 * * * * * * - - -

九戸村 * * * * * * - - -

一戸町 * * * * * * - - -

合計 1,400 2,100 950 1,400 2,100 970 650 530 400

市町村

大人用おむつ（枚）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 

 



 

226 
 

表 3.3-67 市町村別大人用おむつ需要量 （単位・枚） 

 

 
 
 
 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 20 20 10 20 20 20 20 20 10

久慈市 300 220 150 320 240 160 270 190 140

野田村 * * * 20 10 10 40 50 20

普代村 * * * * * * 20 10 10

田野畑村 * * * * * * 10 10 10

岩泉町 10 10 10 10 10 10 20 30 10

宮古市 280 220 160 290 240 170 430 500 280

山田町 20 40 20 30 40 20 100 140 70

大槌町 * 20 10 * 20 10 110 170 80

釜石市 60 60 50 70 70 50 230 400 190

大船渡市 40 40 40 40 50 40 180 320 170

陸前高田市 * 10 10 * 10 10 70 130 70

盛岡市 - - - - - - 10 60 *

花巻市 - - - - - - * 30 *

北上市 - - - - - - * 50 10

遠野市 - - - - - - * 10 *

一関市 - - - - - - 50 190 60

二戸市 - - - - - - * * *

八幡平市 - - - - - - * 10 *

奥州市 - - - - - - * 50 10

滝沢市 - - - - - - * 30 *

雫石町 - - - - - - * * *

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - * * *

紫波町 - - - - - - * * *

矢巾町 - - - - - - * 10 *

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * * *

平泉町 - - - - - - * * *

住田町 - - - - - - * * *

軽米町 - - - - - - * * *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * * *

合計 750 650 460 800 710 500 1,600 2,400 1,100

市町村

大人用おむつ（枚）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-68 市町村別携帯・簡易トイレ需要量 （単位・回） 

 

 

 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 2,400 2,200 600 3,200 2,500 840 90 110 70

久慈市 42,000 36,000 15,000 42,000 37,000 16,000 9,400 6,500 4,800

野田村 3,300 3,600 1,500 3,100 3,300 1,400 * * *

普代村 2,100 2,000 930 1,700 1,500 720 * 10 *

田野畑村 130 140 30 120 140 30 * * *

岩泉町 400 400 170 410 440 180 30 20 20

宮古市 32,000 33,000 15,000 33,000 36,000 16,000 7,400 5,200 4,200

山田町 2,800 3,200 1,000 3,100 3,500 1,200 210 360 220

大槌町 900 1,800 140 1,000 1,800 160 10 30 10

釜石市 14,000 20,000 5,300 14,000 19,000 5,100 480 490 380

大船渡市 4,400 6,000 1,300 4,500 6,300 1,400 320 320 270

陸前高田市 520 1,600 150 660 1,700 180 10 40 20

盛岡市 10 50 * 10 50 * - - -

花巻市 110 570 10 110 570 10 - - -

北上市 290 610 10 290 610 10 - - -

遠野市 50 150 * 50 150 * - - -

一関市 280 650 10 280 650 10 - - -

二戸市 10 100 * 10 100 * - - -

八幡平市 10 10 * 10 10 * - - -

奥州市 180 1,400 20 180 1,400 20 - - -

滝沢市 * 40 * * 40 * - - -

雫石町 * * * * * * - - -

葛巻町 * * - * * - - - -

岩手町 * * * * * * - - -

紫波町 50 180 * 50 180 * - - -

矢巾町 * 30 * * 30 * - - -

西和賀町 * * * * * * - - -

金ケ崎町 * 80 * * 80 * - - -

平泉町 * 20 * * 20 * - - -

住田町 10 150 * 10 150 * - - -

軽米町 * 10 * * 10 * - - -

九戸村 * * * * * * - - -

一戸町 10 30 * 10 30 * - - -

合計 105,000 114,000 41,000 108,000 117,000 42,000 18,000 13,000 10,000

市町村

携帯・簡易トイレ（回）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-69 市町村別携帯・簡易トイレ需要量 （単位・回） 

 

 

 
 
 
  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 120 160 100 130 170 110 130 160 100

久慈市 14,000 10,000 6,900 15,000 12,000 7,700 11,000 7,800 5,400

野田村 10 10 10 390 220 200 2,100 2,500 1,200

普代村 20 20 20 30 30 20 930 620 380

田野畑村 * 10 * * 10 * 200 230 80

岩泉町 60 40 30 60 40 40 410 400 160

宮古市 8,500 6,800 5,000 9,200 7,700 5,500 20,000 24,000 13,000

山田町 270 440 270 310 500 300 4,300 5,900 3,000

大槌町 10 30 10 10 30 10 8,200 12,000 5,200

釜石市 840 790 620 990 1,000 750 14,000 21,000 8,900

大船渡市 390 410 340 420 450 370 9,300 15,000 6,800

陸前高田市 10 30 20 10 30 20 3,600 5,300 2,300

盛岡市 - - - - - - 80 290 *

花巻市 - - - - - - 60 280 *

北上市 - - - - - - 100 770 10

遠野市 - - - - - - 10 30 *

一関市 - - - - - - 2,500 7,000 320

二戸市 - - - - - - * * *

八幡平市 - - - - - - 10 30 *

奥州市 - - - - - - 80 460 *

滝沢市 - - - - - - 130 440 *

雫石町 - - - - - - * 10 *

葛巻町 - - - - - - * * -

岩手町 - - - - - - * * *

紫波町 - - - - - - * * *

矢巾町 - - - - - - 10 120 *

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * 20 *

平泉町 - - - - - - * 20 *

住田町 - - - - - - * 20 *

軽米町 - - - - - - * * -

九戸村 - - - - - - * * -

一戸町 - - - - - - * * -

合計 24,000 19,000 13,000 27,000 22,000 15,000 77,000 104,000 47,000

市町村

携帯・簡易トイレ（回）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-70 市町村別トイレットペーパー需要量 （単位・巻） 

 
  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 200 250 150 260 270 170 70 90 60

久慈市 2,100 2,000 1,000 2,100 2,000 1,000 1,100 770 570

野田村 190 240 120 180 220 110 10 10 10

普代村 140 140 70 120 120 60 10 10 10

田野畑村 20 40 20 20 40 20 * 10 *

岩泉町 90 120 70 90 130 70 30 20 20

宮古市 2,100 2,400 1,300 2,100 2,600 1,400 1,200 810 660

山田町 230 350 190 250 370 200 90 160 100

大槌町 60 180 60 70 180 70 20 70 30

釜石市 760 1,300 660 750 1,300 640 210 220 170

大船渡市 290 550 310 300 570 330 170 170 140

陸前高田市 40 190 80 50 200 80 20 60 40

盛岡市 10 120 10 10 120 10 - - -

花巻市 20 210 40 20 210 40 - - -

北上市 60 230 30 60 230 30 - - -

遠野市 10 60 10 10 60 10 - - -

一関市 60 260 40 60 260 40 - - -

二戸市 * 50 * * 50 * - - -

八幡平市 * 20 * * 20 * - - -

奥州市 30 370 70 30 370 70 - - -

滝沢市 * 40 * * 40 * - - -

雫石町 * 10 * * 10 * - - -

葛巻町 * * * * * * - - -

岩手町 * * * * * * - - -

紫波町 10 70 10 10 70 10 - - -

矢巾町 * 30 * * 30 * - - -

西和賀町 * * * * * * - - -

金ケ崎町 * 30 * * 30 * - - -

平泉町 * 10 * * 10 * - - -

住田町 * 20 10 * 20 10 - - -

軽米町 * 10 * * 10 * - - -

九戸村 * * * * * * - - -

一戸町 * 20 * * 20 * - - -

合計 6,400 9,400 4,300 6,500 9,600 4,400 2,900 2,400 1,800

市町村

トイレットペーパー（巻）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-71 市町村別トイレットペーパー需要量 （単位・巻） 

 
 
 

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 80 110 70 80 110 70 80 100 60

久慈市 1,400 1,000 690 1,400 1,100 720 1,200 870 610

野田村 10 10 10 80 40 40 180 210 110

普代村 10 20 10 20 20 10 100 70 40

田野畑村 10 10 10 10 10 10 30 60 30

岩泉町 50 30 30 50 30 30 90 120 60

宮古市 1,200 1,000 730 1,300 1,100 770 1,900 2,300 1,200

山田町 110 170 100 110 180 110 430 620 320

大槌町 20 70 30 20 70 30 480 760 350

釜石市 290 270 210 310 320 240 1,000 1,800 860

大船渡市 190 200 160 190 210 170 820 1,500 770

陸前高田市 20 50 30 20 50 30 340 590 330

盛岡市 - - - - - - 30 270 20

花巻市 - - - - - - 20 150 10

北上市 - - - - - - 20 250 40

遠野市 - - - - - - * 30 *

一関市 - - - - - - 210 860 250

二戸市 - - - - - - * * *

八幡平市 - - - - - - * 30 *

奥州市 - - - - - - 20 210 20

滝沢市 - - - - - - 20 150 20

雫石町 - - - - - - * 10 *

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - * * *

紫波町 - - - - - - * 10 *

矢巾町 - - - - - - * 50 10

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * 20 *

平泉町 - - - - - - * 10 *

住田町 - - - - - - * 10 *

軽米町 - - - - - - * * *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * * *

合計 3,400 2,900 2,100 3,600 3,200 2,200 7,000 11,000 5,200

市町村

トイレットペーパー（巻）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-72 市町村別生理用品需要量 （単位・枚） 

 
 
 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 180 1,600 4,000 240 1,700 4,600 60 550 1,500

久慈市 2,200 2,100 33,000 2,200 15,000 33,000 1,200 5,800 18,000

野田村 180 220 3,300 170 1,500 3,200 10 70 150

普代村 110 120 1,800 100 700 1,600 10 70 150

田野畑村 20 30 450 20 210 430 * 50 120

岩泉町 70 90 1,500 70 700 1,600 30 100 420

宮古市 2,000 2,400 38,000 2,100 18,000 40,000 1,100 5,600 19,000

山田町 220 330 5,600 240 2,500 5,900 90 1,100 2,800

大槌町 60 170 1,900 70 1,300 2,000 20 470 880

釜石市 720 1,200 19,000 710 8,500 18,000 200 1,500 4,800

大船渡市 290 540 9,300 300 4,000 9,600 170 1,200 4,300

陸前高田市 40 170 2,100 50 1,300 2,300 20 350 970

盛岡市 20 150 250 20 1,000 250 - - -

花巻市 30 240 1,200 30 1,600 1,200 - - -

北上市 70 280 1,200 70 2,000 1,200 - - -

遠野市 10 50 180 10 370 180 - - -

一関市 60 270 1,200 60 1,900 1,200 - - -

二戸市 * 50 90 * 330 90 - - -

八幡平市 * 20 40 * 110 40 - - -

奥州市 30 390 2,200 30 2,700 2,200 - - -

滝沢市 * 50 60 * 370 60 - - -

雫石町 * 10 * * 40 * - - -

葛巻町 * * * * * * - - -

岩手町 * * 20 * 30 20 - - -

紫波町 10 80 410 10 580 410 - - -

矢巾町 * 40 60 * 260 60 - - -

西和賀町 * * * * 10 * - - -

金ケ崎町 * 40 80 * 250 80 - - -

平泉町 * 10 40 * 70 40 - - -

住田町 * 20 150 * 140 150 - - -

軽米町 * 10 10 * 60 10 - - -

九戸村 * * * * 10 * - - -

一戸町 * 10 30 * 100 30 - - -

合計 6,300 11,000 127,000 6,500 67,000 130,000 2,900 17,000 54,000

市町村

生理用品（枚）

日本①_冬18時 日本②_冬18時 千島①_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-73 市町村別生理用品需要量 （単位・枚） 

 
 
  

１日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 70 680 1,800 80 700 1,900 70 650 1,800

久慈市 1,500 7,500 22,000 1,500 8,100 23,000 1,300 6,500 20,000

野田村 10 90 240 70 290 1,100 170 1,400 3,000

普代村 10 90 250 10 90 270 80 380 1,100

田野畑村 10 60 160 10 60 160 30 320 700

岩泉町 40 150 580 40 160 600 70 620 1,500

宮古市 1,200 6,800 22,000 1,300 7,400 23,000 1,900 16,000 36,000

山田町 100 1,200 3,000 110 1,200 3,200 420 4,200 9,400

大槌町 20 480 900 20 480 900 470 5,200 10,000

釜石市 270 1,800 6,100 300 2,100 6,700 960 12,000 24,000

大船渡市 180 1,400 4,800 190 1,400 5,000 810 10,000 23,000

陸前高田市 20 340 940 20 340 950 310 3,800 8,900

盛岡市 - - - - - - 40 2,500 620

花巻市 - - - - - - 20 1,200 490

北上市 - - - - - - 20 2,100 1,400

遠野市 - - - - - - * 170 40

一関市 - - - - - - 210 6,100 7,700

二戸市 - - - - - - * 20 *

八幡平市 - - - - - - * 170 50

奥州市 - - - - - - 20 1,500 750

滝沢市 - - - - - - 30 1,300 610

雫石町 - - - - - - * 60 10

葛巻町 - - - - - - * * *

岩手町 - - - - - - * 20 20

紫波町 - - - - - - * 90 50

矢巾町 - - - - - - * 500 230

西和賀町 - - - - - - - * -

金ケ崎町 - - - - - - * 130 30

平泉町 - - - - - - * 70 30

住田町 - - - - - - * 50 20

軽米町 - - - - - - * * *

九戸村 - - - - - - * * *

一戸町 - - - - - - * * *

合計 3,400 21,000 62,000 3,600 22,000 67,000 6,900 76,000 152,000

市町村

生理用品（枚）

千島②_冬18時 千島③_冬18時 東北_冬18時

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）医療機能 （災害拠点病院） 

１）予測手法 

医療機関の施設の損壊、ライフラインの途絶を考慮した上で、新規の入院需要（重傷者数

＋医療機関で結果的に亡くなる死亡者＋被災した医療機関からの転院患者数）、及び外来需

要（軽傷者数）から医療機関の受入れ許容量を差し引いたときの医療対応力不足数を予測す

る。 

なお、予測の対象は県内の災害拠点病院とした。 

 

 
図 3.3-13 医療対応力不足数の予測フロー（千葉県（2016）を一部修正） 

 

  

平常時の 1日当たり 

在院患者数 

地震時の重傷者数 

病院別 

一般病床数 

地震時の医療機関 

における死者数 

入院需要量 

＋ 

＋ 

空床率 

地震後の対応可能 

入院患者数 

※当該地域の非木造建物被害率 
焼失率は同率 

※停電または上水道機能支障の場合、 
・震度 6強以上 ：60％ダウン 

・それ以外    ：30％ダウン 

入院患者数 

医療機関建物被害率 

ライフライン機能低下後

の医療機能率 

被災した医療機関か

らの転院患者数 

医療対応力不足数

（入院対応） 

※被害を受けた医療機関の入
院患者のうち 50％が転院 



 

234 
 

入院需要量と外来需要量、及び各需要への医療対応力不足数は、以下の式に示すように

設定した。 

 

入院需要量 

＝平常時の 1日当たり在院患者数＋地震時の重傷者数＋医療機関での死者数 

 

医療対応力不足数（入院対応） 

＝地震後の対応可能入院患者数－入院需要量－被災した医療機関からの転院患者数 

＝（病院別一般病床数×医療機関使用可能率×空床率※ 

×ライフライン機能低下後の医療機能率）－入院需要量 

－被災した医療機関からの転院患者数 

＝（病院別一般病床数×医療機関使用可能率×空床率※ 

×ライフライン機能低下後の医療機能率）－（地震時の重傷者数 

＋医療機関での死者数）－被災した医療機関からの転院患者数 

 

外来需要量＝地震時の軽傷者数 

 

医療対応力不足数（外来対応） 

＝地震後の受入可能外来患者数－外来需要量 

＝（病院別平常時外来患者数×医療機関使用可能率 

×ライフライン機能低下後の医療機能率）－地震時の軽傷者数 

 

なお、医療対応力不足数（入院対応）では、医療機関に運ばれそこで亡くなる死者も考

慮しており、阪神・淡路大震災の事例から死者の 10%が医療機関で亡くなるとした（厚生

省 1996ix）。 

医療機関使用可能率、ライフライン機能低下後の医療機能率（＝1－ライフライン機能

低下による医療機能低下率）、被災した医療機関からの転院患者数は、次のとおり考えた。 

 

① 医療機関使用可能率 

医療機関使用可能率は、以下の式に示すように設定した。 

医療機関使用可能率＝1－医療機関建物被害率 

 

ここで、医療機関の施設も地域内の他の建築物と同比率で被害を受けると仮定した（病

院は非木造建物被害率と同じとした）。また、火災の直接的な被害はなくとも間接的な影

響は大きいと考え、医療機関も当該地域の焼失率と同率の被害を受けると仮定し、医療機

関建物被害率は以下の式に示すように設定した。 
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医療機関建物被害率＝全壊・焼失率＋1/2×半壊率 

 

② ライフライン機能低下後の医療機能率 

ライフライン機能低下後の医療機能率は、以下の式に示すように設定した。 

ライフライン機能低下後の医療機能率 

＝1－ライフライン機能低下による医療機能低下率 

 

ライフライン機能低下による医療機能低下率は、医療機関によってバックアップ電源

などのライフライン途絶時の対応も異なり定量化が困難であるが、ここでは内閣府（2013）

より、上水道機能支障（あるいは停電）の場合、震度 6強以上地域では医療機能の 60%が

ダウンし、それ以外の地域では 30%がダウンすると仮定した。したがって、ライフライン

機能低下による医療機能低下率は、震度 6 強以上の場合 0.6 を、震度 6 弱の場合 0.3 を

ライフライン機能支障率に乗じて設定した。なお、今回は 50m メッシュ別の上水道機能支

障率と停電率を比較し、大きい方の値をライフライン機能支障率に設定した。 

 

③ 被災した医療機関からの転院患者数 

内閣府（2013）より、医療機関が被災したとしても入院患者を全員転院させる必要があ

るのではなく、約 50%の入院患者が引き続き高度な治療を受けるため他の医療機関へ転院

する必要があるとした。残り 50%の入院患者に関しては、空きスペースや施設外で対応す

ると考えた。したがって本想定では、被害を受けた医療機関における入院患者のうち 50%

を転院する必要性があるとして、被災した医療機関からの転院患者数を求めた。 

 

被災した医療機関からの転院患者数 

＝入院患者数×（医療機関建物被害率+ライフライン機能低下による医療機能低下率

－医療機関建物被害率×ライフライン機能低下による医療機能低下率）×0.5 

 

入院患者数＝各医療機関の病床数×2 次保険医療圏別病床利用率 

 

 

２）予測結果 

表 3.3-74 に岩手県全体の避難者数予測結果を示す。また、表 3.3-75～表 3.3-80 に各市

町村の避難者数予測結果を示す。 
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表 3.3-74 岩手県全体の医療機能予測結果 

 
 

  

対象地震 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

16,000 16,000 90

83,000 83,000 200

11,000 11,000 *

14,000 14,000 -

101,000 101,000 1,600

102,000 102,000 1,300

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①
日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②
千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①
千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②
千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-75 市町村別医療機能予測結果 （単位・人） 

日本海溝（日高・十勝沖）モデルケース① 

 
 

市町村 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

盛岡市 840 680 -

宮古市 29000 29000 760

大船渡市 13000 13000 -

花巻市 - - -

北上市 5100 5000 -

久慈市 24000 25000 830

遠野市 - - -

一関市 1300 1200 -

陸前高田市 - - -

釜石市 16000 16000 -

二戸市 780 680 -

八幡平市 - - -

奥州市 2900 2800 -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 7400 7200 -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

大槌町 - - -

山田町 - - -

岩泉町 - - -

田野畑村 - - -

普代村 - - -

軽米町 - - -

野田村 - - -

九戸村 - - -

洋野町 - - -

一戸町 - - -

合計 101000 101000 1600

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-76 市町村別医療機能予測結果 （単位・人） 

千島海溝（日高・十勝沖）モデルケース② 

 

 

市町村 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

盛岡市 840 680 -

宮古市 30000 30000 720

大船渡市 13000 13000 -

花巻市 - - -

北上市 5100 5000 -

久慈市 24000 25000 570

遠野市 - - -

一関市 1300 1200 -

陸前高田市 - - -

釜石市 16000 16000 -

二戸市 780 680 -

八幡平市 - - -

奥州市 2900 2800 -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 7400 7200 -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

大槌町 - - -

山田町 - - -

岩泉町 - - -

田野畑村 - - -

普代村 - - -

軽米町 - - -

野田村 - - -

九戸村 - - -

洋野町 - - -

一戸町 - - -

合計 102000 102000 1300

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-77 市町村別医療機能予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 
 

市町村 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

盛岡市 - - -

宮古市 4400 4400 -

大船渡市 1200 1000 -

花巻市 - - -

北上市 - - -

久慈市 4600 4500 *

遠野市 - - -

一関市 - - -

陸前高田市 - - -

釜石市 1100 930 -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

大槌町 - - -

山田町 - - -

岩泉町 - - -

田野畑村 - - -

普代村 - - -

軽米町 - - -

野田村 - - -

九戸村 - - -

洋野町 - - -

一戸町 - - -

合計 11000 11000 *

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-78 市町村別医療機能予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

 

市町村 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

盛岡市 - - -

宮古市 5400 5400 -

大船渡市 1400 1200 -

花巻市 - - -

北上市 - - -

久慈市 6400 6400 -

遠野市 - - -

一関市 - - -

陸前高田市 - - -

釜石市 1300 1200 -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

大槌町 - - -

山田町 - - -

岩泉町 - - -

田野畑村 - - -

普代村 - - -

軽米町 - - -

野田村 - - -

九戸村 - - -

洋野町 - - -

一戸町 - - -

合計 14000 14000 -

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-79 市町村別医療機能予測結果 （単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 
 

市町村 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

盛岡市 - - -

宮古市 6000 5900 -

大船渡市 1400 1300 -

花巻市 - - -

北上市 - - -

久慈市 7000 7000 90

遠野市 - - -

一関市 - - -

陸前高田市 - - -

釜石市 1500 1400 -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

大槌町 - - -

山田町 - - -

岩泉町 - - -

田野畑村 - - -

普代村 - - -

軽米町 - - -

野田村 - - -

九戸村 - - -

洋野町 - - -

一戸町 - - -

合計 16000 16000 90

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-80 市町村別医療機能予測結果 （単位・人） 

東北地方太平沖地震モデル 

 
 

市町村 転院患者数
医療対応力不足数

（入院）

医療対応力不足数

（外来）

盛岡市 2600 2500 -

宮古市 16000 16000 200

大船渡市 15000 15000 -

花巻市 - - -

北上市 5900 5900 -

久慈市 6200 6200 -

遠野市 - - -

一関市 4200 4100 -

陸前高田市 - - -

釜石市 14000 14000 -

二戸市 20 - -

八幡平市 - - -

奥州市 1600 1500 -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 18000 18000 -

西和賀町 - - -

金ケ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

大槌町 - - -

山田町 - - -

岩泉町 - - -

田野畑村 - - -

普代村 - - -

軽米町 - - -

野田村 - - -

九戸村 - - -

洋野町 - - -

一戸町 - - -

合計 83000 83000 200

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（４）保健衛生・防疫・遺体処理等 

多くの死傷者や避難者、災害廃棄物が発生した場合、避難所における保健衛生の確保、

浸水域等の防疫対策や遺体処理が困難となることなどが予想される。東日本大震災をは

じめとする過去の災害事象を参考に、被害の様相を記載する。 

 

保健衛生について特筆すべきケースは、東北地方太平洋沖地震（冬・18 時）である。

このケースでは、避難所内に避難する人が 1 日後、1 週間後、一か月後ともに最大数であ

ると予測される。一人当たりの居住スペースの減少、十分な数の仮設トイレ等の確保困難、

健康管理のための医師・保健師等の不足、テントや車中泊による屋外生活者の発生などが

考えられ、保健衛生環境が悪化する可能性がある。 

また、津波による死者数が最大となる日本海溝モデルケース①（冬・18 時）では、迅

速な遺体の処理、身元確認が困難になると考えられる。 
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（５）要配慮者 

１）予測手法 

避難所避難者数の内訳として、人口比率より避難所に避難する要配慮者数を算出する。

避難所での対応等の参考に資するよう、幅広い要配慮者を対象に算出するものとし、重複

の除去は行わない（内数に含めるものとする）。 

また、同じ計算手法を用いて、死傷者数に占める要配慮者数の算出も行った。前述のと

おり、死傷者数は概ね被害率曲線を用いて、震度や浸水深に応じて算出している。要配慮

者が被害を受ける可能性は、死傷者全体が被害を受ける可能性よりも高くなる可能性が

あるが、参考値として扱い、死傷者数の内数としての数値を算出するに留め、災害のイメ

ージ像（被害シナリオ）にて、要配慮者が被る被害の特性を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.3-15 避難所に避難する要配慮者数の予測フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.3-14 死傷する要配慮者数の予測フロー（参考値） 

 

表 3.3-81 対象とする要配慮者 

No 対象 No 対象 

1 65 歳以上の単身高齢者 6 要介護認定者 

2 5 歳以下の乳幼児 7 難病患者 

3 身体障害者 8 妊産婦 

4 知的障害者 9 外国人 

5 精神障害者   

 

  

避難所避難者数 

市町村別、要配慮者数 

の人口比率 

避難所に避難する 

要配慮者数 

市町村別、死傷者数 

市町村別、要配慮者数 

の人口比率 

死傷する要配慮者数 

（参考値） 



 

245 
 

２）予測結果 

表 3.3-82 に岩手県全体の避難所避難者数に含まれる要配慮者数予測結果、表 3.3-83 に

岩手県全体の死傷者数に含まれる要配慮者数予測結果を示す。また、表 3.3-84～表 3.3-89

に各市町村の避難所避難者数に含まれる要配慮者数予測結果、表 3.3-90 に各市町村の死傷

者数に含まれる要配慮者数予測結果を示す。 

 

表 3.3-82 岩手県全体の避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

 

 

 

  

１日後 １週間後 １ヶ月後

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 9,500 14,000 6,400

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 9,700 14,000 6,600

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 4,300 3,600 2,700

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 5,100 4,400 3,100

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

冬夕方18時頃 5,400 4,800 3,300

東北地方

太平洋沖地震
冬夕方18時頃 11,000 16,000 7,700

対象地震 想定ケース

要配慮者数

（避難所避難者に含まれる）

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-83 岩手県全体の死傷者数に含まれる要配慮者数予測結果（単位・人） 

 

 

 

 

  

対象地震 想定ケース
要配慮者数

（死傷者数に含まれる）

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 2,600

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 2,500

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

冬夕方18時頃 490

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

冬夕方18時頃 590

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

冬夕方18時頃 640

東北地方

太平洋沖地震
冬夕方18時頃 1,500

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-84 市町村別避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース① 

 
 

市町村名 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 300 370 210

久慈市 3,100 3,000 1,500

野田村 270 340 170

普代村 220 230 110

田野畑村 30 50 30

岩泉町 160 210 120

宮古市 3,000 3,600 1,900

山田町 350 520 290

大槌町 100 270 100

釜石市 1,200 2,100 1,100

大船渡市 430 800 460

陸前高田市 60 280 110

盛岡市 20 160 10

花巻市 30 290 50

北上市 80 310 40

遠野市 20 90 10

一関市 80 360 50

二戸市 * 70 *

八幡平市 * 20 *

奥州市 40 510 100

滝沢市 * 50 *

雫石町 * 10 *

葛巻町 * * *

岩手町 * 10 *

紫波町 10 90 20

矢巾町 * 30 *

西和賀町 * * *

金ヶ崎町 * 40 *

平泉町 * 10 *

住田町 * 40 10

軽米町 * 10 *

九戸村 * * *

一戸町 * 30 *

合計 9,500 14,000 6,400

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-85 市町村別避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース② 

 
 

市町村名 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 380 400 250

久慈市 3,100 3,000 1,600

野田村 260 320 160

普代村 190 190 100

田野畑村 30 50 20

岩泉町 160 230 120

宮古市 3,100 3,800 2,000

山田町 370 550 300

大槌町 110 290 110

釜石市 1,200 2,100 1,000

大船渡市 440 840 470

陸前高田市 70 290 120

盛岡市 20 160 10

花巻市 30 290 50

北上市 80 310 40

遠野市 20 90 10

一関市 80 360 50

二戸市 * 70 *

八幡平市 * 20 *

奥州市 40 510 100

滝沢市 * 50 *

雫石町 * 10 *

葛巻町 * * *

岩手町 * 10 *

紫波町 10 90 20

矢巾町 * 30 *

西和賀町 * * *

金ヶ崎町 * 40 *

平泉町 * 10 *

住田町 * 40 10

軽米町 * 10 *

九戸村 * * *

一戸町 * 30 *

合計 9,700 14,000 6,600

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-86 市町村別避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 
 

  

市町村名 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 100 130 80

久慈市 1,700 1,100 840

野田村 10 10 10

普代村 10 20 10

田野畑村 10 10 10

岩泉町 60 30 30

宮古市 1,700 1,200 970

山田町 140 240 140

大槌町 20 110 50

釜石市 350 360 270

大船渡市 250 250 210

陸前高田市 30 80 50

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ヶ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 4,300 3,600 2,700

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-87 市町村別避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

市町村名 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 120 160 100

久慈市 2,000 1,500 1,000

野田村 20 20 10

普代村 20 20 20

田野畑村 10 10 10

岩泉町 80 50 40

宮古市 1,800 1,500 1,100

山田町 160 260 160

大槌町 20 110 50

釜石市 460 440 350

大船渡市 270 290 240

陸前高田市 30 80 50

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ヶ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 5,100 4,400 3,100

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-88 市町村別避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 
 

市町村名 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 120 160 100

久慈市 2,100 1,600 1,100

野田村 110 60 50

普代村 20 30 20

田野畑村 10 20 10

岩泉町 80 50 50

宮古市 1,900 1,600 1,100

山田町 170 270 170

大槌町 30 110 50

釜石市 510 510 380

大船渡市 280 300 250

陸前高田市 30 80 50

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 - - -

紫波町 - - -

矢巾町 - - -

西和賀町 - - -

金ヶ崎町 - - -

平泉町 - - -

住田町 - - -

軽米町 - - -

九戸村 - - -

一戸町 - - -

合計 5,400 4,800 3,300

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-89 市町村別避難所に避難する要配慮者数予測結果（単位・人） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 
 

  

市町村名 １日後 １週間後 １ヶ月後

洋野町 120 150 90

久慈市 1,800 1,300 910

野田村 260 300 160

普代村 150 110 70

田野畑村 50 80 40

岩泉町 150 200 110

宮古市 2,800 3,300 1,800

山田町 650 930 490

大槌町 750 1,200 540

釜石市 1,600 2,900 1,400

大船渡市 1,200 2,100 1,100

陸前高田市 490 870 480

盛岡市 40 380 20

花巻市 20 200 20

北上市 20 330 50

遠野市 * 40 *

一関市 290 1,200 350

二戸市 * * *

八幡平市 10 40 *

奥州市 20 290 30

滝沢市 30 190 20

雫石町 * 10 *

葛巻町 * * *

岩手町 * 10 *

紫波町 * 10 *

矢巾町 * 60 10

西和賀町 - * -

金ヶ崎町 * 20 *

平泉町 * 10 *

住田町 * 10 *

軽米町 * * *

九戸村 * * *

一戸町 * * *

合計 11,000 16,000 7,700
「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-90 市町村別死傷者数に含まれる要配慮者数予測結果（単位・人） 

 

 
 

市町村
日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 30 40 10 10 10 10

久慈市 1,400 1,200 290 350 380 280

野田村 40 80 * * 10 30

普代村 20 20 * * * 20

田野畑村 * * * * * 10

岩泉町 30 30 * 10 10 20

宮古市 780 850 150 180 190 390

山田町 40 60 10 10 10 100

大槌町 * * * * * 80

釜石市 80 110 10 10 10 310

大船渡市 60 70 10 10 10 150

陸前高田市 20 20 * * * 50

盛岡市 * * - - - *

花巻市 * * - - - *

北上市 20 20 - - - 20

遠野市 * * - - - *

一関市 * * - - - *

二戸市 10 10 - - - *

八幡平市 * * - - - *

奥州市 50 50 - - - 30

滝沢市 * * - - - 10

雫石町 * * - - - *

葛巻町 * * - - - *

岩手町 * * - - - *

紫波町 10 10 - - - *

矢巾町 * * - - - *

西和賀町 * * - - - *

金ケ崎町 * * - - - *

平泉町 * * - - - *

住田町 10 10 - - - *

軽米町 * * - - - *

九戸村 * * - - - *

一戸町 * * - - - *

合計 2,600 2,500 490 590 640 1,500

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（６）帰宅困難者 

１）予測手法 

平成 27 年度国勢調査のデータを基に、①岩手県へ通勤・通学等で訪れている人口、②

岩手県から通勤・通学等で他都市へ離れている人口を算出する。その上で、東日本大震災

時の帰宅困難者調査を踏まえ、自宅から外出先までの距離と当日中の帰宅困難となる割合

との関係式により、そのうちの帰宅困難者数を予測する。 
 

 
図 3.3-15 帰宅困難者数の予測フロー 

 

従業地・通学地による人口の集計 

平成 27 年度国勢調査から、常住市区町村別に①岩手県への通勤・通学者数、②岩手県か

らの従業・通学者数を把握し、岩手県から帰宅できない可能性のある人数と岩手県へ帰宅出

来ない可能性のある人数を把握した。 

 

帰宅困難者数 

中央防災会議（2013a）による外出距離別当日帰宅困難率※（ 図 3.3-16）を、平成 27

年度国勢調査による従業地・通学地による人口に適用し、帰宅困難者数を算定した。な

お、東日本大震災当日は道路の交通規制がかからなかったことから、自動車・二輪車等で

の帰宅が可能であった。この点を踏まえ、当日帰宅困難率は代表交通手段が鉄道である外

出者のデータを基に設定している。当日帰宅困難率の算定式を以下に示す。 

 

当日帰宅困難率％＝（0.0218×外出距離 km）×100    

 

ここで、外出距離は岩手県役所から各市区町村の役場までの距離とした。図 3.3-16より、

外出距離が 45km 以上の場合、当日帰宅困難率は 100%となる。 

                                                   
帰宅困難者：首都直下地震帰宅困難者等対策協議会最終報告（2012）では、「地震発生時に外出している者のうち、近

距離徒歩帰宅者（近距離を徒歩で帰宅する人）を除いた帰宅断念者（自宅が遠距離にあること等より帰宅できない人）

と遠距離徒歩者（遠距離を徒歩で帰宅する人）」と定義している。 

平成 27 年度国勢調査 

① 岩手県への従業・通学者数 
② 岩手県からの従業・通学者数 

 
外出距離別 

当日帰宅困難率 

※常住市区町村別  
 従業地・通学地による人口・就業状態等集計 

帰宅困難者数 
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図 3.3-16 東日本大震災発災当日における外出距離別の当日帰宅困難率 

（代表交通手段が鉄道の場合を抽出して分析したもの） 
（中央防災会議（2013a）を一部修正） 

 

 

２）予測結果 

特筆すべきケースは、日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース①や東北地方太平洋沖地震

などの、道路・鉄道の被害箇所数が最大になると予測できるケースである。鉄道、道路など

交通機関の損壊に伴う交通規制の実施により、徒歩以外での帰宅が難しくなり帰宅困難者

が発生する可能性がある。加えて、岩手県外発着の新幹線が県内で被害を受けた場合、運行

停止によって移動中の利用者が帰宅困難者となることも考えられる。前者と合わせて対策

を講じる必要がある。 
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3.3.3 交通施設被害 

（１）道路 

１）予測手法 

道路被害は、緊急輸送道路を対象とし、内閣府（2013）の手法を用いて算出する。揺れ

による道路被害と津波による道路被害に分けて評価を行う。 

 

揺れによる道路被害 

揺れによる道路被害は、以下の算定フローと算定式に従った。被害率は、東日本大震災

の実績を踏まえて設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-17 揺れによる道路施設被害箇所数の算定フロー 

＜算定式＞ 

道路施設被害箇所数 

震度分布 道路延長 

震度別被害率 

震度別道路延長 

 

被害箇所数 ＝ 震度別道路延長(km) × 震度別道路施設被害率(箇所/km) 
 

表 3.3-91 直轄国道に用いる道路施設被害率（浸水域外）※ 

震度 被害箇所 
道路延長 

(km) 

原単位 

(箇所/km) 

震度 4 以下 5 ― ― 

震度 5 弱 9 256 0.035 

震度 5 強 87 767 0.11 

震度 6 弱 135 832 0.16 

震度 6 強 25 149 0.17 

震度 7 1 2 0.48 
 

表 3.3-92 補助国道・県道・市町道に用いる道路施設被害率（浸水域外）※ 

震度 原単位(箇所/km) 

震度 4 以下 ― 

震度 5 弱 0.016 

震度 5 強 0.049 

震度 6 弱 0.071 

震度 6 強 0.076 

震度 7 0.21 
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津波による道路被害 

津波による道路被害は、以下に算定フローと算定式に従った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-18 津波による道路施設被害箇所数の算定フロー 

＜算定式＞ 

  

道路施設被害箇所数 

震度分布 道路延長 

浸水深別道路施設被害率 

浸水別道路延長 

 

被害箇所数 ＝ 浸水深別道路延長(km) × 浸水深別道路施設被害率(箇所/km) 
 

表 3.3-93 直轄国道に用いる道路施設被害率（浸水域）※ 

浸水深 被害箇所 
道路延長 

(km) 

原単位 

(箇所/km) 

1m 未満 9 68 0.13 

1m～3m 19 51 0.37 

3m～5m 9 14 0.65 

5m～10m 35 23 1.52 

10m 以上 39 15 2.64 
 

表 3.3-94 補助国道・県道・市町道に用いる道路施設被害率（浸水域）※ 

浸水深 原単位(箇所/km) 

1m 未満 0.058 

1m～3m 0.16 

3m～5m 0.29 

5m～10m 0.68 

10m 以上 1.17 
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２）予測結果 

 表 3.3-95 に岩手県全体の道路被害箇所数予測結果を示す。また表 3.3-94 に各市町村の

道路被害箇所数予測結果を示す。 

 道路の被害は、日本海溝モデルケース②の場合が最も被害が多く、全県で約 570 箇所とな

っており、日本海溝モデルケース①の場合もほぼ同数となっている。 

 地域的な被害の偏りは少なく、ほぼ全県で被害が発生してる。 

 

表 3.3-95 岩手県全体の道路被害箇所数予測結果 

 
 

  

対象地震 道路被害箇所数

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

570

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

570

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

40

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

50

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

60

東北地方

太平洋沖地震
540

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-96 市町村別道路被害箇所数予測結果 （単位・箇所） 

 

 

  

市町村名
日本海溝

sh1

日本海溝

sh2

千島海溝

tn1

千島海溝

tn2

千島海溝

tn3

東北地方太平洋沖

tto

洋野町 10 10 * * * *

久慈市 40 40 10 10 10 10

野田村 10 10 * * * 10

普代村 10 10 * * * 10

田野畑村 10 10 * * * 10

岩泉町 20 20 * * * 20

宮古市 60 70 10 20 20 40

山田町 20 20 * * 10 20

大槌町 10 10 * * * 20

釜石市 40 40 * * * 50

大船渡市 30 30 * * * 30

陸前高田市 20 20 * * * 50

盛岡市 10 10 - - - 30

花巻市 30 30 - - - 30

北上市 20 20 - - - 20

遠野市 30 30 - - - 20

一関市 40 40 - - - 50

二戸市 10 10 - - - *

八幡平市 20 20 - - - 10

奥州市 40 40 - - - 40

滝沢市 10 10 - - - 10

雫石町 * * - - - *

葛巻町 * * - - - *

岩手町 * * - - - *

紫波町 10 10 - - - 10

矢巾町 * * - - - *

西和賀町 * * - - - *

金ケ崎町 10 10 - - - *

平泉町 * * - - - *

住田町 10 10 - - - 10

軽米町 10 10 - - - *

九戸村 * * - - - *

一戸町 10 10 - - - *

合計 570 570 40 50 60 540

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（２）道路閉塞 

１）予測手法 

 道路閉塞の予測は内閣府（2013）の手法を用いて実施する 

 

 ・幅員 13ｍ未満の道路を対象に、幅員別の道路リンク閉塞率※をメッシュ別に算定する 

 ・道路リンク閉塞率は揺れ・液状化による建物被災率（＝全壊率+1/2×半壊率）との統

計的な関係から算定する。 

 ・幅員別延長で重みづけ平均をとることで、メッシュ別の道路リンク閉塞率を算定す

る。 

 ※交差点間の道路を 1 つのリンクと考え、閉塞によって残存車道幅員（遮蔽されていない幅員）が 3m

以下になったリンクの割合をリンク閉塞率とする。（家田ら(1997)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-19 道路閉塞率の予測フロー 

 

＜算定式＞ 

【幅員 3m未満の道路】 

   道路リンク閉塞率(％)＝1.28×建物被災率(％) 

【幅員 3m以上 5.5ｍ未満の道路】 

   道路リンク閉塞率(％)＝0.604×建物被災率(％) 

【幅員 5.5m 以上 13m 未満の道路】 

   道路リンク閉塞率(％)＝0.194×建物被災率(％) 

＝
∑｛൫道路幅員別延長൯ × (道路幅員別リンク閉塞率)｝

∑(道路幅員別延長)
 

 

  

メッシュ別道路リンク閉塞率 

道路被災率 

道路幅員別延長による加重平均 

道路幅員別リンク閉塞率 
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２）予測結果 

 図 3.3-22～図 3.3.24 に岩手県の冬・夕 18 時頃の各地震モデルの道路閉塞予測結果を示

す。 

 

 

図 3.3-20 岩手県の日本海溝（日高・三陸沖）モデルの道路閉塞予測結果 
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図 3.3-21 岩手県の千島海溝（十勝・根室沖）モデルの道路閉塞予測結果 
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図 3.3-22 岩手県の東北地方太平洋沖地震モデルの道路閉塞予測結果 
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（３）鉄道 

１）予測手法 

鉄道の被害箇所数の予測は内閣府（2013）の手法を用いて実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-23 鉄道施設被害箇所数の予測フロー（左：揺れ、右：津波） 

 

＜算定式＞ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

○津波による鉄道被害 

鉄道延長データ 震度分布 

震度別鉄道延長 

鉄道施設被害箇所数 

津波浸水深分布 鉄道延長データ 

鉄道施設被害率 

鉄道施設被害箇所数 

鉄道施設被害率 

浸水エリアの鉄道延長 

○揺れによる鉄道被害 

揺れ：(被害箇所数)＝(浸水域外の震度別鉄道延長)×(鉄道施設被害率[浸水域外]) 

  ただし、鉄道施設被害率[浸水域外]は、表 3.3-96 に示すとおり。 

津波：(被害箇所数)＝(浸水域の鉄道延長)×(鉄道施設被害率[浸水域]) 

  ただし、鉄道施設被害率[浸水域]は、表 3.3-95 のとおり 1.97（箇所/km）とす

る。 

表 3.3-97 鉄道施設被害率（揺れ） 

震度 
新幹線被害率 

（箇所/km） 

在来線等被害率 

（箇所/km） 

震度５弱 － 0.26 

震度５強 0.26 1.01 

震度６弱 
0.4 

2.03 

震度６強以上 2.8 
 

※ JR東日本の被害データ（浸水域除く）に基づく（土木・保線のみ） 

表 3.3-98 鉄道施設被害率（津波） 

 
被災 

箇所 

鉄道延長 

（km） 

原単位 

（箇所/km） 

津波被害を 

受けた線区 
640 325 1.97 

 
※ JR 東日本「津波を受けた 7 線区の主な被害と点検
状況」より推計（土木・保線のみ） 
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２）予測結果 

 表 3.3-99 に岩手県全体の鉄道被害箇所数予測結果を示す。また表 3.3-97～表 3.3-99 に

各市町村の鉄道被害箇所数予測結果を示す。 

 

表 3.3-99 岩手県全体の鉄道被害箇所数予測結果（単位・箇所） 

 
  

種別 路線名
日本海溝

（三陸・日高沖）
モデルケース①

日本海溝
（三陸・日高沖）
モデルケース②

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデルケース①

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデルケース②

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデルケース③

東北地方
太平洋沖地震

新幹線 東北新幹線 40 40 - - - 40

花輪線 40 40 - - - 30

釜石線 120 120 * * * 80

山田線 70 70 * * * 60

大船渡線 50 50 - - - 80

田沢湖線 10 10 - - - 20

東北線 150 150 - - - 140

八戸線 70 70 20 20 20 20

北上線 30 30 - - - 20

いわて銀河鉄道線 70 70 - - - 40

リアス線 280 280 20 30 30 160

930 930 40 50 50 700合計

在来線

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-100 市町村別の揺れによる鉄道被害箇所数予測結果（単位・箇所）  

 
  

市町村名

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース、③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 30 30 * * * *

久慈市 30 30 * * * *

野田村 10 10 - - - *

普代村 10 10 - - - 10

田野畑村 10 10 - - - 10

岩泉町 10 10 - - - *

宮古市 90 90 - - - 30

山田町 40 40 - - - 10

大槌町 20 20 - - - 10

釜石市 80 80 - - - 40

大船渡市 50 50 - - - 20

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 40 40 - - - 80

花巻市 50 50 - - - 40

北上市 40 40 - - - 40

遠野市 50 50 - - - 30

一関市 90 90 - - - 130

二戸市 20 20 - - - *

八幡平市 30 30 - - - 20

奥州市 40 40 - - - 30

滝沢市 10 10 - - - 20

雫石町 10 10 - - - 10

葛巻町 - - - - - -

岩手町 10 10 - - - 10

紫波町 10 10 - - - 10

矢巾町 10 10 - - - 10

西和賀町 10 10 - - - *

金ケ崎町 10 10 - - - 10

平泉町 10 10 - - - 10

住田町 10 10 - - - *

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 30 30 - - - *

合計 850 840 * * * 600

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-101 市町村別の津波による鉄道被害箇所数予測結果（単位・箇所） 

 

  

市町村名

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース、③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 20 20 10 10 10 10

久慈市 10 10 10 10 10 10

野田村 10 10 * * * 10

普代村 * * * * * *

田野畑村 * * * * * *

岩泉町 * * * * * *

宮古市 20 20 10 10 10 20

山田町 10 10 * * * 10

大槌町 * * * * * 10

釜石市 10 10 * * * 20

大船渡市 * * * * * 10

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 80 90 40 50 50 100

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-102 市町村別の鉄道被害箇所数予測結果（単位・箇所） 

 

 

  

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース、③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 40 40 10 10 10 10

久慈市 50 50 10 10 10 10

野田村 10 10 * * * 10

普代村 10 10 * * * 10

田野畑村 10 10 * * * 10

岩泉町 10 10 * * * 10

宮古市 110 110 10 10 10 50

山田町 40 40 * * * 20

大槌町 20 20 * * * 10

釜石市 90 90 * * * 60

大船渡市 50 50 * * * 30

陸前高田市 - - - - - -

盛岡市 40 40 - - - 80

花巻市 50 50 - - - 40

北上市 40 40 - - - 40

遠野市 50 50 - - - 30

一関市 90 90 - - - 130

二戸市 20 20 - - - *

八幡平市 30 30 - - - 20

奥州市 40 40 - - - 30

滝沢市 10 10 - - - 20

雫石町 10 10 - - - 10

葛巻町 - - - - - -

岩手町 10 10 - - - 10

紫波町 10 10 - - - 10

矢巾町 10 10 - - - 10

西和賀町 10 10 - - - *

金ケ崎町 10 10 - - - 10

平泉町 10 10 - - - 10

住田町 10 10 - - - *

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 30 30 - - - *

合計 930 930 40 50 50 700

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（４）港湾・漁港 

１）予測手法 

揺れによる港湾被害は、以下に示すように基礎に作用する加速度及び港湾岸壁被害

率より、港湾別被害箇所数を求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-24 港湾施設の被害予測フロー 

 

 

（係留施設の被害箇所数）＝（係留施設数：非耐震）×（港湾岸壁被害率） 

 

港湾岸壁被害率は下図の Level-Ⅲ（太実線）を使用した。 

図 3.3-27 港湾岸壁被害確率の累積分布関数 

 

２）予測結果 

 表 3.3-103 に岩手県内の港湾被害予測結果、表 3.3-104 に岩手県内の漁港被害予測結果

を示す。 

 港湾では、日本海溝モデルの場合は、宮古港、大船渡港で被害が多く発生しており、東北

地方太平洋沖地震の場合は、大船渡港で被害が多く発生している。 

 漁港においては、日本海溝モデルの場合は、全体的に被害が発生するのに対し、日本海溝

モデルの場合は、南部に被害が集中している。 

 

港湾別係留施設数（非耐震） 

基礎に作用する加速度 

港湾岸壁被害率 

港湾施設被害箇所数 
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表 3.3-103 岩手県内の港湾被害予測結果 

 

 

  

日本海溝 千島海溝 東北地方太平洋沖

大船渡市 - 20 10 - 10

釜石市 * 10 10 - *

宮古市 - 20 20 - *

久慈市 - 10 10 - *

岩泉町 - * * - *

洋野町 - 10 * - -

計 * 60 50 - 20

所在市町村名 耐震バース数
耐震バースを

除くバース数

被害バース数
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表 3.3-104 岩手県内の漁港被害予測結果 

 

  

日本海溝 千島海溝
東北地方太

平洋沖

洋野町 - 10 10 - -

久慈市 - 10 * - -

野田村 - * * - -

普代村 - 10 * - -

田野畑村 - 10 - - -

岩泉町 - * * - -

宮古市 - 20 10 - -

山田町 - 10 * - -

大槌町 - * * - *

釜石市 - 20 10 - *

大船渡市 - 20 10 - 10

陸前高田市 - 10 10 - *

合計 - 100 50 - 20

市町村名
耐震バー

ス数

耐震バースを

除くバース数

被害バース数
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（４）空港 

空港については、定量的な評価が困難なことから定性的なシナリオを作成する。 

対象とする空港は花巻空港である。各地震での空港における震度及び液状化危険度

は以下のとおりである。 

 

表 3.3-105 花巻空港における日本海溝モデルによる PL 値 

 

 

ここでは、空港施設内の液状化による被害が最も大きいと考えられる日本海溝モデルに

ついて記述する。 

日本海溝モデルでの花巻空港周辺の液状化危険度を図 3.3-25 に示す。主に空港の北西部

と南部で液状化が発生し、特に南部の滑走路で被害が大きくなる可能性があることが分か

る。滑走路が液状化した場合、迅速な修復が困難であるため、飛行機の発着に中長期的な影

響が出ると考えられる。 

 

 
図 3.3-28 日本海溝モデルによる空港周辺の液状化危険度  

対象地震 液状化危険度（PL値）

日本海溝
（三陸・日高沖）

0=<PL<=15

千島海溝
（十勝・根室沖）

PL=0

東北地方
太平洋沖地震

0=<PL<=5
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3.3.4 防災上重要施設の被害 

防災上重要施設については、岩手県内の庁舎・役所（総合事務所、市役所、町村役場、出

張所、支所等）、災害拠点病院、警察署・交番（駐在所を含む）、消防署所（分署、出張所を

含む）を対象とした。 

被害については、各施設の所在地における震度と浸水深さから、定性的な被害様相をまと

めるものとした。 

なお、ここでは人的被害（死者数）が最も多い、日本海溝モデルケース①の場合を対象と

した。 

 

１） 庁舎・役所 

表 3.3-106 に庁舎・役所の施設別の震度・浸水深さを示す。 

宮古市役所、田老総合事務所、津軽石出張所、三陸支所、久慈市役所、釜石市役所、小

本支所、普代村役場、野田村役場、洋野町役場で震度 6弱以上かつ津波浸水が発生する。 

２） 災害拠点病院 

表 3.3-107 に災害拠点病院の施設別の震度・浸水深さを示す。 

岩手県立久慈病院において震度 6強の揺れにみまわれ、4.36m の津波浸水となる。揺れ

による被害（医療器具等の屋内什器の移動、転倒など）や浸水被害が発生することが想定

される。 

岩手県立大船渡病院、岩手県立釜石病院、岩手県立宮古病院で震度 6弱となる。揺れに

よる被害（医療器具等の屋内什器の移動、転倒など）が発生することが想定されるが、建

物そのものへの大きな被害は発生しないと考えられる。 

その他の病院では震度 5強以下であり、大きな被害は発生しないと考えられる。 

３） 警察署・交番 

表 3.3-108～表 3.3-109 に警察署・交番の施設別の震度・浸水深さを示す。 

久慈警察署、久慈警察署久慈駅前交番、久慈警察署久慈港駐在所で震度 6強かつ津波浸

水が発生する。 

宮古警察署、久慈警察署種市交番、釜石警察署釜石駅前交番など、宮古市、久慈市、釜

石市で震度 6弱以上かつ津波浸水が発生する。 

４） 消防署所 

表 3.3-110～表 3.3-111 に消防署所の施設別の震度・浸水深さを示す。 

宮古地区広域行政組合消防本部、久慈市公式連合消防本部、釜石大槌地区行政事務組合

消防本部、大船渡地区消防組合大船渡消防署三陸分署綾里分遣所など、宮古市、久慈市、

釜石市、大船渡市の消防署所で震度 6強かつ津波浸水が発生する。 

宮古市、久慈市では震度 6弱かつ津波浸水が発生する消防署所もみられる。 
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表 3.3-106 防災上重要施設の被害（庁舎・役所） 

 

  
震度 浸水深(m) 震度 浸水深(m)

盛岡市役所 5弱 - 二戸市役所 6弱 -

青山支所 5強 - 浄法寺総合支所 5強 -

簗川支所 5弱 - 金田一出張所 5強 -

太田支所 5強 - 石切所出張所 5強 -

繋支所 5弱 - 斗米出張所 5強 -

都南総合支所 5強 - 仁左平出張所 5強 -

飯岡出張所 5強 - 御返地出張所 5強 -

乙部出張所 5強 - 八幡平市役所 5弱 -

玉山総合事務所 5弱 - 松尾総合支所 5弱 -

巻堀出張所 5強 - 安代総合支所 5弱 -

玉山出張所 5弱 - 田山支所 5弱 -

薮川出張所 5弱 - 奥州市役所 5強 -

松園連絡所 5弱 - 江刺総合支所 6弱 -

宮古市役所 6弱 2.15 前沢総合支所 6弱 -

田老総合事務所 6弱 0.33 胆沢総合支所 5強 -

新里総合事務所 5強 - 衣川総合支所 5強 -

崎山出張所 6弱 - 雫石町役場 5弱 -

津軽石出張所 6弱 9.00 葛巻町役場 5弱 -

重茂出張所 5強 - 岩手町役場 5強 -

花輪出張所 6弱 - 滝沢市役所 5強 -

川井総合事務所 5強 - 東部出張所 5強 -

小国出張所 5強 - 紫波町役場 5強 -

門馬出張所 5弱 - 矢巾町役場 5強 -

川内出張所 5強 - 西和賀町役場 5弱 -

大船渡市役所 6弱 - 沢内庁舎 5弱 -

三陸支所 6強 1.01 金ケ崎町役場 5強 -

綾里地域振興出張所 6弱 - 平泉町役場 5強 -

吉浜地域振興出張所 6弱 - 住田町役場 6弱 -

花巻市役所 5強 - 大槌町役場 6強 -

大迫総合支所 5強 - 金澤支所 5強 -

石鳥谷総合支所 6弱 - 山田町役場 6弱 -

東和総合支所 5強 - 船越支所 6弱 -

北上市役所 5強 - 豊間根支所 6弱 -

江釣子庁舎 5強 - 岩泉町役場 5強 -

和賀庁舎 5強 - 小川支所 5強 -

久慈市役所 6強 5.83 大川支所 5弱 -

山形総合支所 5強 - 小本支所 6弱 5.95

宇部支所 6強 - 安家支所 5強 -

侍浜支所 5強 - 有芸支所 5強 -

山根支所 5強 - 田野畑村役場 5強 -

遠野市役所 5強 - 普代村役場 6弱 3.87

宮守総合支所 5強 - 軽米町役場 5強 -

一関市役所 5強 - 晴山出張所 5強 -

花泉支所 5強 - 小軽米出張所 5強 -

大東支所 5強 - 野田村役場 6強 7.31

千厩支所 5強 - 九戸村役場 5強 -

東山支所 5強 - 戸田支所 5弱 -

室根支所 5強 - 江刺家支所 5強 -

川崎支所 5強 - 洋野町役場 6弱 0.02

厳美出張所 5強 - 大野庁舎 5強 -

舞川出張所 5弱 - 中野支所 6弱 -

弥栄出張所 5強 - 一戸町役場 5強 -

摺沢出張所 5強 - 小鳥谷支所 5弱 -

興田出張所 5強 - 奥中山支所 5強 -

猿沢出張所 5強 - 姉帯支所 5弱 -

渋民出張所 5強 - とぴあ庁舎 5強 -

陸前高田市役所 6弱 - 藤沢支所 5強 -

釜石市役所 6弱 5.61 西根総合支所 5強 -

名称
日本海溝モデルケース①

名称
日本海溝モデルケース①
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表 3.3-107 防災上重要施設の被害（災害拠点病院） 

 
 

  

震度 浸水深(m)

盛岡赤十字病院 5強 -

岩手医科大学附属病院 5強 -

岩手県立中央病院 5弱 -

岩手県立中部病院 5強 -

岩手県立胆沢病院 5強 -

岩手県立磐井病院 5強 -

岩手県立大船渡病院 6弱 -

岩手県立釜石病院 6弱 -

岩手県立宮古病院 6弱 -

岩手県立久慈病院 6強 4.36

岩手県立二戸病院 5強 -

名称

日本海溝モデルケース①
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表 3.3-108 防災上重要施設の被害（警察署・交番）(1) 

 
  

震度 浸水深(m) 震度 浸水深(m)

岩手県警察本部 5弱 - 二戸警察署一戸交番 5強 -

盛岡西警察署 5強 - 紫波警察署乙部駐在所 5強 -

盛岡東警察署 5弱 - 紫波警察署飯岡駐在所 5弱 -

宮古警察署 6弱 6.66 盛岡西警察署みたけ駐在所 5強 -

大船渡警察署 6弱 - 盛岡西警察署繋駐在所 5弱 -

花巻警察署 6弱 - 盛岡西警察署三ツ家駐在所 5弱 -

北上警察署 5強 - 盛岡西警察署厨川駐在所 5強 -

久慈警察署 6強 6.37 盛岡東警察署玉山駐在所 5弱 -

遠野警察署 5強 - 盛岡東警察署好摩駐在所 5強 -

一関警察署 5強 - 盛岡東警察署渋民駐在所 5弱 -

千厩警察署 5強 - 盛岡東警察署上米内駐在所 5弱 -

釜石警察署 6弱 - 盛岡東警察署浅岸駐在所 5弱 -

二戸警察署 5強 - 盛岡東警察署中野駐在所 5弱 -

江刺警察署 6弱 - 盛岡東警察署簗川駐在所 5弱 -

水沢警察署 5強 - 宮古警察署千徳駐在所 5強 -

岩手警察署 5弱 - 宮古警察署津軽石駐在所 5強 6.30

紫波警察署 6弱 - 宮古警察署田老駐在所 6弱 0.63

岩泉警察署 5強 - 宮古警察署新里駐在所 5強 -

紫波警察署見前幹部交番 5強 - 大船渡警察署さんりく駐在所 6弱 -

盛岡西警察署盛岡駅前交番 5弱 - 大船渡警察署日頃市駐在所 6弱 -

盛岡西警察署前九年交番 5弱 - 大船渡警察署末崎駐在所 6弱 -

盛岡東警察署おおみや交番 5弱 - 大船渡警察署立根駐在所 6弱 -

盛岡東警察署加賀野交番 5弱 - 花巻警察署花巻温泉駐在所 5強 -

盛岡東警察署菜園交番 5弱 - 花巻警察署宮野目駐在所 5強 -

盛岡東警察署松園交番 5弱 - 花巻警察署桜町駐在所 5強 -

盛岡東警察署上田交番 5弱 - 花巻警察署笹間駐在所 5強 -

盛岡東警察署仙北町交番 5弱 - 花巻警察署小山田駐在所 5強 -

盛岡東警察署中ノ橋交番 5弱 - 花巻警察署大沢駐在所 5強 -

盛岡東警察署北山交番 5弱 - 花巻警察署大迫駐在所 5弱 -

盛岡東警察署本町交番 5弱 - 花巻警察署谷内駐在所 5強 -

宮古警察署宮古駅前交番 6強 4.30 花巻警察署中内駐在所 5強 -

花巻警察署花巻駅前交番 5強 - 花巻警察署東和駐在所 5強 -

花巻警察署桜台交番 5強 - 花巻警察署湯口駐在所 5強 -

花巻警察署石鳥谷交番 6弱 - 花巻警察署矢沢駐在所 5強 -

北上警察署北上駅前交番 6弱 - 北上警察署横川目駐在所 5強 -

久慈警察署久慈駅前交番 6強 5.64 北上警察署岩崎駐在所 5強 -

遠野警察署遠野駅前交番 5強 - 北上警察署口内駐在所 5強 -

一関警察署一関駅前交番 6弱 - 北上警察署江釣子駐在所 5強 -

一関警察署山目交番 5強 - 北上警察署大堤駐在所 5強 -

大船渡警察署高田幹部交番 6弱 - 北上警察署藤根駐在所 5強 -

釜石警察署釜石駅前交番 6強 3.25 北上警察署二子駐在所 6弱 -

岩手警察署八幡平幹部交番 5強 - 北上警察署飯豊駐在所 5強 -

水沢警察署常盤交番 5強 - 北上警察署立花駐在所 6弱 -

水沢警察署水沢駅前交番 5強 - 久慈警察署宇部駐在所 6強 -

水沢警察署前沢交番 6弱 - 久慈警察署久慈湊駐在所 6強 7.36

盛岡西警察署雫石交番 5弱 - 久慈警察署山形駐在所 5強 -

盛岡西警察署滝沢交番 5弱 - 久慈警察署侍浜駐在所 5強 -

盛岡西警察署滝沢中央交番 5強 - 久慈警察署小久慈駐在所 6弱 -

紫波警察署矢巾交番 5強 - 久慈警察署大川目駐在所 6弱 -

水沢警察署金ヶ崎交番 5強 - 久慈警察署⾧内駐在所 6弱 1.96

釜石警察署大槌交番 6強 - 遠野警察署綾織駐在所 5強 -

宮古警察署山田交番 6弱 - 遠野警察署宮守駐在所 5強 -

久慈警察署種市交番 6弱 3.18 遠野警察署上郷駐在所 6弱 -

名称
日本海溝モデルケース①

名称
日本海溝モデルケース①
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表 3.3-109 防災上重要施設の被害（警察署・交番）(2) 

 
  

震度 浸水深(m) 震度 浸水深(m)

遠野警察署青笹駐在所 5強 - 水沢警察署南都田駐在所 5強 -

遠野警察署達曽部駐在所 5強 - 盛岡西警察署御所駐在所 5強 -

遠野警察署土淵駐在所 5強 - 盛岡西警察署西山駐在所 5弱 -

遠野警察署鱒沢駐在所 5強 - 岩手警察署葛巻駐在所 5弱 -

一関警察署花泉駐在所 5強 - 岩手警察署一方井駐在所 5強 -

一関警察署関が丘駐在所 5強 - 岩手警察署川口駐在所 5弱 -

一関警察署厳美駐在所 5強 - 盛岡西警察署一本木駐在所 5強 -

一関警察署真滝駐在所 5強 - 盛岡西警察署大釜駐在所 5強 -

一関警察署赤荻駐在所 5強 - 紫波警察署古館駐在所 5強 -

一関警察署南駐在所 5強 - 紫波警察署佐比内駐在所 5強 -

一関警察署萩荘駐在所 5強 - 紫波警察署紫波西部駐在所 5強 -

一関警察署舞川駐在所 5弱 - 紫波警察署日詰駅前駐在所 6弱 -

一関警察署弥栄駐在所 5強 - 紫波警察署彦部駐在所 6弱 -

千厩警察署猿沢駐在所 5強 - 紫波警察署流通センター駐在所 5弱 -

千厩警察署奥玉駐在所 5強 - 北上警察署沢内駐在所 5弱 -

千厩警察署興田駐在所 5強 - 北上警察署湯田駐在所 5弱 -

千厩警察署室根駐在所 5強 - 北上警察署湯本駐在所 5強 -

千厩警察署小梨駐在所 5強 - 水沢警察署永岡駐在所 5強 -

千厩警察署松川駐在所 5強 - 一関警察署⾧島駐在所 5強 -

千厩警察署摺沢駐在所 5強 - 一関警察署平泉駐在所 5強 -

千厩警察署川崎駐在所 5強 - 千厩警察署黄海駐在所 5強 -

千厩警察署大原駐在所 5強 - 千厩警察署藤沢駐在所 5強 -

千厩警察署津谷川駐在所 5強 - 千厩警察署保呂羽駐在所 5強 -

千厩警察署田河津駐在所 5弱 - 大船渡警察署上有住駐在所 6弱 -

千厩警察署東山駐在所 5強 - 大船渡警察署世田米駐在所 6弱 -

大船渡警察署広田駐在所 6弱 - 釜石警察署金沢駐在所 5強 -

大船渡警察署矢作駐在所 6弱 - 宮古警察署船越駐在所 6弱 -

釜石警察署橋野駐在所 6弱 - 宮古警察署豊間根駐在所 6弱 -

釜石警察署甲子駐在所 6弱 - 岩泉警察署安家駐在所 5強 -

釜石警察署小佐野交番 6弱 - 岩泉警察署小川駐在所 5強 -

釜石警察署唐丹駐在所 6弱 - 岩泉警察署小本駐在所 5強 6.91

二戸警察署金田一駐在所 5強 - 岩泉警察署大川駐在所 5弱 -

二戸警察署浄法寺駐在所 5強 - 岩泉警察署田野畑駐在所 5強 -

二戸警察署斗米駐在所 5強 - 久慈警察署普代駐在所 5強 4.70

岩手警察署安代駐在所 5強 - 宮古警察署川井駐在所 5強 -

岩手警察署松尾駐在所 5弱 - 宮古警察署川内駐在所 5強 -

岩手警察署田山駐在所 5弱 - 二戸警察署軽米駐在所 5強 -

岩手警察署柏台駐在所 5弱 - 二戸警察署小軽米駐在所 5強 -

江刺警察署愛宕駐在所 6弱 - 二戸警察署晴山駐在所 5強 -

江刺警察署伊手駐在所 5強 - 久慈警察署野田駐在所 6強 9.23

江刺警察署稲瀬駐在所 5強 - 二戸警察署九戸駐在所 5強 -

江刺警察署玉里駐在所 5強 - 久慈警察署宿戸駐在所 6弱 -

江刺警察署田原駐在所 5強 - 久慈警察署大野駐在所 5強 -

江刺警察署米里駐在所 5強 - 久慈警察署中野駐在所 6弱 -

江刺警察署梁川駐在所 5強 - 二戸警察署小鳥谷駐在所 5弱 -

水沢警察署衣川駐在所 5強 - 二戸警察署中山駐在所 5強 -

水沢警察署羽田駐在所 6弱 - 花巻警察署花巻空港警備派出所 6弱 -

水沢警察署佐倉河駐在所 5強 - 岩手県警察学校 5強 -

水沢警察署若柳駐在所 5強 - 北上警察署常盤台交番 5強 -

水沢警察署小山駐在所 5強 - 二戸警察署八幡下交番 5強 -

水沢警察署真城駐在所 5強 -

水沢警察署水沢南駐在所 5強 -

水沢警察署生母駐在所 5強 -

日本海溝モデルケース①
名称

日本海溝モデルケース①
名称
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表 3.3-110 防災上重要施設の被害（消防署所）(1) 

 

 

  

震度 浸水深(m)

盛岡地区広域行政事務組合消防本部 5弱 -

宮古地区広域行政組合消防本部 5強 -

大船渡地区消防組合消防本部 5弱 -

花巻市消防本部 6弱 6.66

北上地区消防組合消防本部 6弱 -

久慈広域連合消防本部 6弱 -

遠野市消防本部 5強 -

一関市消防本部 6強 6.37

陸前高田市消防本部 5強 -

釜石大槌地区行政事務組合消防本部（仮庁舎） 5強 -

二戸地区広域行政事務組合消防本部 5強 -

奥州金ケ崎行政事務組合消防本部 6弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署繋出張所 6弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署城西出張所 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署城西出張所太田分駐署 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署厨川出張所 6弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署玉山出張所 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署松園出張所 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署上田出張所 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署中野出張所 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡南消防署 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡南消防署仙北出張所 5弱 -

宮古地区広域行政組合宮古消防署 5弱 -

宮古地区広域行政組合宮古消防署新里分署 5弱 -

宮古地区広域行政組合宮古消防署田老分署 5弱 -

大船渡地区消防組合大船渡消防署 5弱 -

大船渡地区消防組合大船渡消防署三陸分署 5弱 -

大船渡地区消防組合大船渡消防署三陸分署綾里分遣所 5弱 -

花巻市花巻中央消防署 6強 4.30

花巻市花巻中央消防署花巻温泉分遣所 5強 -

花巻市花巻中央消防署花巻南温泉分遣所 5強 -

花巻市花巻北消防署大迫分署 6弱 -

花巻市花巻中央消防署東和分署 6弱 -

北上地区消防組合北上消防署 6強 5.64

北上地区消防組合北上消防署大堤出張所 5強 -

北上地区消防組合北上消防署和賀中部分署 6弱 -

久慈広域連合久慈消防署 5強 -

遠野消防署 6弱 -

遠野消防署宮守出張所 6強 3.25

一関西消防署 5強 -

一関西消防署田村町分遣所 5強 -

一関東消防署 5強 -

一関東消防署室根分署 6弱 -

名称
日本海溝モデルケース①
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表 3.3-111 防災上重要施設の被害（消防署所）(2) 

 

  震度 浸水深(m)

一関東消防署川崎分署 5弱 -

一関南消防署 5弱 -

一関北消防署 5強 -

一関北消防署東山分署 5強 -

陸前高田市消防署 5強 -

釜石大槌地区行政事務組合釜石消防署（仮庁舎） 6強 -

釜石大槌地区行政事務組合釜石消防署小佐野出張所 6弱 -

二戸地区広域行政事務組合二戸消防署 6弱 3.18

二戸地区広域行政事務組合二戸消防署浄法寺分署 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合八幡平消防署 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合八幡平消防署安代出張所 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合八幡平消防署松尾出張所 5強 -

奥州金ケ崎行政事務組合江刺消防署 5弱 -

奥州金ケ崎行政事務組合水沢消防署 5弱 -

奥州金ケ崎行政事務組合水沢消防署衣川分署 5強 -

奥州金ケ崎行政事務組合水沢消防署前沢分署 5弱 -

奥州金ケ崎行政事務組合水沢消防署胆沢分署 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署雫石分署 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署葛巻分署 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡中央消防署岩手分署 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署滝沢分署 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡西消防署滝沢分署滝沢北出張所 5弱 -

盛岡地区広域行政事務組合紫波消防署 5強 -

盛岡地区広域行政事務組合盛岡南消防署矢巾分署 5強 6.30

北上地区消防組合西和賀消防署 6弱 0.63

北上地区消防組合西和賀消防署湯田出張所 5強 -

奥州金ケ崎行政事務組合水沢消防署金ヶ崎分署 6弱 -

一関西消防署平泉分署 6弱 -

一関南消防署藤沢分署 6弱 -

大船渡地区消防組合大船渡消防署住田分署 6弱 -

釜石大槌地区行政事務組合大槌消防署 5強 -

宮古地区広域行政組合山田消防署 5強 -

宮古地区広域行政組合岩泉消防署 5強 -

宮古地区広域行政組合宮古消防署田野畑分署 5強 -

久慈広域連合久慈消防署普代分署 5強 -

宮古地区広域行政組合宮古消防署川井分署 5強 -

二戸地区広域行政事務組合二戸消防署軽米分署 5弱 -

久慈広域連合久慈消防署野田分署 5強 -

二戸地区広域行政事務組合二戸消防署九戸分署 5強 -

久慈広域連合久慈消防署種市分署 5強 -

久慈広域連合久慈消防署種市分署大野分署 5強 -

二戸地区広域行政事務組合二戸消防署一戸分署 5強 -

花巻市花巻北消防署 5強 -

久慈広域連合久慈消防署山形分署 5強 -

名称
日本海溝モデルケース①
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3.3.5 その他の被害 

（１）災害廃棄物 

１）予測手法 

災害廃棄物については、福島県災害廃棄物処理計画に合わせて、環境省(2018)「災害廃

棄物対策指針（改定版）」におけるがれきの発生量の推定式を採用して建物の全壊、半壊、

床上浸水・床下浸水（津波）及び焼失による災害廃棄物の発生量について算出する。 

環境省(2018)では、火災の焼失による廃棄物の算出は、全壊による発生量からの減量分

を差し引いて算出することとしており、本手法においてもそれを採用した。 

なお、被害想定の対象とした 3季節時間帯のうち建物被害が最大となる冬 18 時の想定

に基づいて災害廃棄物量の算出を行い、災害廃棄物の種類別の割合は表 の内訳を用いて

算出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-29 災害廃棄物の被害想定フロー 

 
表 3.3-112 全壊・半壊・床上浸水・床下浸水・焼失による発生原単位 

（環境省(2018)を基に作成） 

被害区分 発生原単位 算出に用いたデータ 

全壊 117 トン／棟 

・東日本大震災における岩手県及び宮城県の建

物被害棟数：消防庁被害報 

・東日本大震災における岩手県及び宮城県の災

害廃棄物処理量 
岩手県：「災害廃棄物処理詳細計画（第二次改訂版）」
（岩手県,2013.5） 
宮城県：「災害廃棄物処理実行計画（最終版）」（宮城

県,2013.4） 

（半壊の発生原単位は「全壊の 20％」に設定） 

半壊 23 トン／棟 

床上浸水（津波） 4.60 トン／世帯 ・既往研究成果を基に設定 
「水害時における行政の初動対応からみた災害廃棄物発

生量の推定手法に関する研究」（平山・河田,2005） 床下浸水（津波） 0.62 トン／世帯 

※ 津波浸水深が 0.5m 以上 1.5m 未満の場合は、床上浸水、0.5m 未満の場合は、床下浸水と判定する。 

  

揺れ 液状化 火災 土砂災害 

災害廃棄物発生量 

全壊・半壊・床上浸水・ 
床下浸水に伴う 

廃棄物発生量原単位 

津波 

焼失に伴う発生量 
の減量の考慮 
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表 3.3-113 災害廃棄物の種類別割合 

項目 

液状化、揺れ、津波 

（既往文献の発生原単位 

に首都圏の建物特性 

を加味して設定） 

火災 

（既往文献の発生原単位を基に設定） 

木造 非木造 

可燃物 8％ 0.1％ 0.1％ 

不燃物 28％ 65％ 20％ 

コンクリートがら 58％ 31％ 76％ 

金属 3％ 4％ 4％ 

柱角材 3％ 0％ 0％ 

 

 津波堆積物については、環境省（2018）における津波堆積物の発生原単位の設定に基

づき、津波浸水面積（㎡）に対して、0.024 トン／㎡の発生原単位を用いて、処理量を算

出する。ここで、津波浸水面積は浸水深が 30cm 以上のエリアを対象として抽出した。 

 

２）予測結果 

 表 3.3-114 に岩手県全体の災害廃棄物予測結果を示す。また、表 3.3-115 に各市町村の災

害廃棄物予測結果を示す。 

 災害廃棄物の発生量は、東北地方太平洋沖地震の場合が被害が最も多く、全県で約 500 万

トンとなっている、次いで日本海溝モデルケース②の場合で約 450 万トンとなっている。 

 地域的に見ると、いずれの場合も沿岸地域での発生量が多いが、日本海溝モデルでは、さ

らに内陸地域での発生量も多くなっている。 
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表 3.3-114 岩手県全体の災害廃棄物量及び津波堆積物量予測結果（単位・トン） 

 

 

  

対象地震 災害廃棄物重量 津波堆積物重量

日本海溝
（三陸・日高沖）
モデル ケース①

4,175,000 1,693,000

日本海溝
（三陸・日高沖）
モデル ケース②

4,284,000 1,711,000

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデル ケース①

1,424,000 946,000

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデル ケース②

1,708,000 1,063,000

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデル ケース③

1,843,000 1,115,000

東北地方
太平洋沖地震

4,927,000 2,291,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-115 市町村別の災害廃棄物量予測結果 （単位・トン） 

 
  

市町村名

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 142,000 148,000 60,000 76,000 78,000 83,000
久慈市 1,091,000 1,116,000 409,000 534,000 582,000 456,000
野田村 140,000 160,000 24,000 26,000 36,000 152,000
普代村 92,000 83,000 7,200 8,700 8,900 45,000
田野畑村 25,000 24,000 5,900 6,700 7,100 39,000
岩泉町 83,000 130,000 55,000 65,000 66,000 126,000
宮古市 1,187,000 1,212,000 298,000 391,000 430,000 1,051,000
山田町 160,000 194,000 72,000 79,000 83,000 392,000
大槌町 45,000 50,000 31,000 32,000 32,000 312,000
釜石市 534,000 521,000 95,000 112,000 132,000 794,000
大船渡市 171,000 153,000 59,000 70,000 74,000 643,000
陸前高田市 50,000 48,000 29,000 28,000 29,000 282,000
盛岡市 94,000 107,000 87,000 87,000 87,000 107,000
花巻市 48,000 36,000 23,000 23,000 23,000 32,000
北上市 29,000 26,000 25,000 25,000 25,000 27,000
遠野市 19,000 13,000 6,500 6,500 6,500 8,100
一関市 113,000 73,000 28,000 28,000 28,000 214,000
二戸市 9,600 15,000 7,200 7,200 7,200 9,500
八幡平市 10,000 8,300 6,400 6,400 6,400 8,900
奥州市 60,000 42,000 28,000 28,000 28,000 37,000
滝沢市 14,000 15,000 14,000 14,000 14,000 15,000
雫石町 3,900 4,300 3,800 3,800 3,800 4,300
葛巻町 1,600 2,500 1,600 1,600 1,600 2,000
岩手町 4,900 9,400 4,000 4,000 4,100 14,000
紫波町 20,000 32,000 15,000 15,000 15,000 26,000
矢巾町 7,200 12,000 10,000 12,000 12,000 12,000
西和賀町 1,500 4,000 1,600 1,800 1,900 3,800
金ケ崎町 4,700 10,000 4,200 4,500 4,600 12,000
平泉町 2,300 2,000 1,600 1,600 1,600 1,900
住田町 2,800 5,300 1,600 2,300 7,700 5,500
軽米町 2,400 2,300 2,200 2,200 2,200 2,200
九戸村 1,400 17,000 4,600 3,900 4,100 5,300
一戸町 6,300 6,300 3,400 3,400 3,400 3,400
合計 4,175,000 4,284,000 1,424,000 1,708,000 1,843,000 4,927,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-116 市町村別の津波堆積物量予測結果 （単位・トン） 

 

 

  

市町村名
日本海溝

（三陸・日高沖）
モデル ケース①

日本海溝
（三陸・日高沖）
モデル ケース②

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデル ケース①

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデル ケース②

千島海溝
（十勝・根室沖）
モデル ケース③

東北地方
太平洋沖地震

洋野町 96,000 104,000 52,000 60,000 61,000 64,000

久慈市 312,000 313,000 179,000 205,000 214,000 206,000

野田村 98,000 90,000 19,000 41,000 58,000 91,000

普代村 44,000 40,000 17,000 20,000 21,000 36,000

田野畑村 48,000 46,000 21,000 24,000 26,000 62,000

岩泉町 76,000 79,000 34,000 38,000 39,000 69,000

宮古市 405,000 409,000 243,000 263,000 274,000 438,000

山田町 144,000 147,000 98,000 102,000 105,000 187,000

大槌町 46,000 49,000 35,000 37,000 38,000 137,000

釜石市 176,000 176,000 88,000 103,000 108,000 312,000

大船渡市 166,000 173,000 108,000 118,000 121,000 309,000

陸前高田市 82,000 84,000 52,000 52,000 53,000 380,000

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - -

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 1,693,000 1,711,000 946,000 1,063,000 1,115,000 2,291,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（２）危険物施設 

１）予測手法 

市町村別の対象地域臨海部の危険物施設数と、震度階分布及び震度別被害率より、市

町村別に火災、流出、破損箇所数の算出を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-30 危険物施設被害の予測フロー 

 

算定式は以下の通りである。 

（火災、流出、破損箇所数）＝（危険物施設数）×（震度階別被害率） 

 

各被害種別と製造所別の被害率は下表を使用する。 

 

表 3.3-117 危険物施設の被害率 

製造所等の区分 
震度 6 弱の被害率 震度 6 強以上の被害率 

火災 流出 破損等 火災 流出 破損等 

製造所 0.0% 0.1% 5.9% 0.0% 0.0% 9.6% 

屋内貯蔵所 0.0% 0.4% 0.3% 0.0% 1.2% 2.1% 

屋外タンク貯蔵所 0.0% 0.1% 3.6% 0.0% 0.4% 9.9% 

屋内タンク貯蔵所 0.0% 0.1% 0.1% 0.2% 0.2% 1.4% 

地下タンク貯蔵所 0.0% 0.1% 0.4% 0.0% 0.3% 1.9% 

移動タンク貯蔵所 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 

屋外貯蔵所 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 

給油取扱所 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 0.1% 9.2% 

移送取扱所 0.0% 2.9% 13.5% 0.0% 6.9% 27.6% 

一般取扱所 0.0% 0.1% 1.2% 0.1% 0.4% 4.3% 

出典：南海トラフ巨大地震の被害想定項目及び手法の概要（中央防災会議：平成 25 年 3 月） 

  

震度階別被害率 

危険物施設数（市町村別） 

震度階 

火災、流出、破損箇所数の予測 
（市町村別） 
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２）予測結果 

 表 3.3-118 に岩手県全体の危険物施設の被害予測結果を示す。また表 3.3-119 に岩手県

の各市町村の危険物施設の被害予測結果を示す。 

 

表 3.3-118 岩手県全体の危険物施設の被害数予測結果 

 
 

表 3.3-119 各市町村の危険物施設の被害数予測結果 

 

 

 

  

対象地震 火災 流出 破損等

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

* * 20

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

- - -

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

* * 10

火災 流出 破損等 火災 流出 破損等 火災 流出 破損等

洋野町 * * * - - - - - -

久慈市 * * * - - - - - -

野田村 * * * - - - - - -

普代村 * * * - - - * * *

田野畑村 * * * - - - * * *

岩泉町 * * * - - - - - -

宮古市 * * * - - - - - -

山田町 * * * - - - - - -

大槌町 * * * - - - * * *

釜石市 * * * - - - * * *

大船渡市 * * 10 - - - * * *

陸前高田市 * * * - - - * * *

盛岡市 - - - - - - * * *

花巻市 * * * - - - * * *

北上市 * * * - - - * * *

遠野市 * * * - - - * * *

一関市 * * * - - - * * 10

二戸市 * * * - - - - - -

八幡平市 * * * - - - - - -

奥州市 * * * - - - * * *

滝沢市 - - - - - - * * *

雫石町 - - - - - - - - -

葛巻町 - - - - - - - - -

岩手町 - - - - - - - - -

紫波町 * * * - - - - - -

矢巾町 * * * - - - * * *

西和賀町 - - - - - - - - -

金ケ崎町 * * * - - - * * *

平泉町 * * * - - - * * *

住田町 * * * - - - * * *

軽米町 * * * - - - - - -

九戸村 * * * - - - - - -

一戸町 * * * - - - - - -

岩手県計 * * 20 - - - * * 10

市町村名
日本海溝（三陸・日高沖） 千島海溝（十勝・根室沖） 東北地方太平洋沖地震

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（３）大規模集客施設 

本項で特筆すべきケースは、建物被害が大きく、かつ施設の利用者が多い時間帯の日

本海溝の冬・夕 18 時頃のケースである。揺れで施設が全半壊、また津波によって低層

階や地下階が浸水することなどにより、中長期的な施設運営停止となる可能性がある。 

また、発災時にガラスや天井パネルなどの破損により死傷者が発生し、ガス漏れや火

災が発生した場合には、さらに人的被害が拡大すると考えられる。施設が人口密集地に

ある場合はより多くの避難者が滞留し、混乱、パニックが助長される危険性も考えられ

る。 
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（４）文化財 

１）予測手法 

文化財については、中央防災会議(2013)の手法を用いて、震度 6強以上または焼失

可能性の高いメッシュに所在する重要文化財（建造物）ならびに、県指定文化財（有

形建造物）などを、被災可能性のある文化財の数として算出する。なお、沿岸につい

ては津波の浸水のあるメッシュにある文化財も抽出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 焼失可能性の高いメッシュとは、震度 6 強の下限値における昭和 37 年（1962 年）以前の木造建

物の全壊率（＝約 20%）に相当する焼失率となるメッシュとする。 
 

図 3.3-31 文化財の被害想定フロー 
 

岩手県内にある重要文化財及び県指定文化財（有形文化財（建造物））の一覧を下

表に示す。各想定地震で火災が最も燃え広がった冬 18時頃のケースを使用したが、

燃え広がり方にもばらつきがあることを考慮して、焼失建物が生じたメッシュに所在

した文化財を取り上げることとする。また、津波浸水域に存在する文化財も抽出し

た。 

 

２）予測結果 

 表 3.3-120 に岩手県全体の文化財の被害予測結果を示す。また表 3.3-121 に岩手県の各

市町村の文化財の被害予測結果を示す。 

  

文化財（建造物）の所在地 

震度分布 
メッシュごとの一般建物の 
焼失率（冬夕）、津波浸水深 

 

震度６強以上または焼失可能性の高いメッシュ※、津波の浸水のあるメッシュ 
に所在する国宝・重要文化財（建築物）の数 
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表 3.3-120 文化財の被害予測数 

  

 

 

 

  

対象地震 被害数
日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

-

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

-

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

-

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

-

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

-

東北地方

太平洋沖地震
*

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-121 文化財の被害予測数 

 

 

  

市町村

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 - - - - - -

久慈市 - - - - - -

野田村 - - - - - -

普代村 - - - - - -

田野畑村 - - - - - -

岩泉町 - - - - - -

宮古市 - - - - - -

山田町 - - - - - -

大槌町 - - - - - -

釜石市 - - - - - -

大船渡市 - - - - - -

陸前高田市 - - - - - *

盛岡市 - - - - - -

花巻市 - - - - - -

北上市 - - - - - -

遠野市 - - - - - -

一関市 - - - - - *

二戸市 - - - - - -

八幡平市 - - - - - -

奥州市 - - - - - -

滝沢市 - - - - - -

雫石町 - - - - - -

葛巻町 - - - - - -

岩手町 - - - - - -

紫波町 - - - - - -

矢巾町 - - - - - -

西和賀町 - - - - - -

金ケ崎町 - - - - - -

平泉町 - - - - - -

住田町 - - - - - -

軽米町 - - - - - -

九戸村 - - - - - -

一戸町 - - - - - -

合計 - - - - - *

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（４）漁業 

漁業の被害については、養殖施設や定置網の漁具や漁船について被害を想定した。 

養殖施設や定置網については、首藤（1992）により、流速 1.0m/s 以上であれば、被害が

発生するとみなし、被害数を算定した。 

漁船については、首藤（1992）より、津波高 2.0m 以上であれば、被害が発生するものと

みなし、被害数を算定した。 

 

表 3.3-122 漁具の被害予測 

 
 

  

区分

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

定置網 80 80 70 70 70 80

養殖施設 15,000 15,000 13,000 14,000 14,000 15,000
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表 3.3-123 漁船の被害予測（単位・隻） 

 

  

市町村

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデルケース③

東北地方

太平洋沖地震

洋野町 250 250 250 250 250 250

久慈市 420 420 400 420 420 420

野田村 200 200 200 200 200 200

普代村 500 500 500 500 500 500

田野畑村 550 550 550 550 550 550

岩泉町 90 90 90 90 90 90

宮古市 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700 1,700

山田町 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200

大槌町 340 340 340 340 340 340

釜石市 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100 1,100

大船渡市 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800 1,800

陸前高田市 920 920 920 920 920 920

合計 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位
を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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（６）ため池 

ため池は、想定地震による震度ならびに液状化危険度を重ね合わせた結果を基に、

定性的な被害様相を記載する。 

 

岩手県のため池は県南西部に特に集中しており、南西部で液状化危険度が高いと予

測できる東北地方太平洋沖地震の冬 18時のケースで最も被害が大きいと考えられ

る。 

地震でため池の決壊した場合、下流域の住宅などが流失して死傷者が発生する可能

性がある。また、発生する時間帯が冬の夕 18 時頃の場合、流出した水で道路が凍結

するなどして、交通規制が実施される危険性もあげられる。 
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（７）複合災害 

以下の①～③ような様々な災害が同時発生することによる被害に ついて、被害の様相

を記載する。  

 

① 地震発生前後に暴風・高潮・洪水が発生した場合 

② 巨大地震と火山噴火が重なった場合 

③地震発生時に渇水期が重なり、水力・火力発電所の操業に影響し停電が長期化するなど、

被災した機能の代替手段が確保できない事態が発生した場合 

 

ここでは、避難者数と災害廃棄物の発生量が最大になると予測される東北地方太平洋沖

地震が発生する場合を記す。 

 

① 地震発生前後に暴風・高潮・洪水が発生した場合 

 地震のみ発生した場合と比較し、道路交通や空港・港湾等の利用がさらに制限され、

被災地内での人員・車両・重機等の移動、また被災地外からの応援が困難となり救急・救

助活動が遅れる可能性がある。 

 

② 巨大地震と火山噴火が重なった場合 

 火山周辺が避難指示区域に設定され、避難者数がさらに増加し、支援物資が不足する

ことが考えられる。火山噴火に伴う火山ガスや降灰などにも、地震被害と合わせて対策す

る必要性となる。 

 

③ 地震発生時に渇水期が重なり、水力・火力発電所の操業に影響し停電が長期化するなど、

被災した機能の代替手段が確保できない事態が発生した場合 

 交通機関の運行停止や避難生活など、地震で発生した被害が長期化することが考え

られる。長期化した場合、物流の遅延による支援物資の不足や、避難者の心身の疲労やス

トレスが増加するなどの健康被害の発生にもつながる可能性がある。 
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（７）直接経済被害 

１）予測手法 

資産等の被害（建物被害による直接経済被害額） 

中央防災会議(2013)の手法を参考に、前述のとおり算出した建物被害数量に、被害の復

旧に必要な費用（原単位:表 3.3-124）を乗じて、直接経済被害額を算出した。 

 

表 3.3-124 建物被害による直接経済被害額の評価項目 

定量評価 

対象項目 
①被害量 ②原単位 原単位の値 

建 

物 

木造住宅 
被害のあった住宅数 
（全壊棟数＋ 
半壊棟数×0.5） 

新規１棟あたり 
工事必要単価 

（木造住宅の工事費予定額の合計 
 ／木造住宅の数の合計） 

岩手県で約 2,162 万円/棟 

（H28 年建築着工統計） 

木造非住宅 
（事務所、 

工場建屋） 

被害のあった建物数 
（全壊棟数＋ 

半壊棟数×0.5） 

新規１棟あたり 

工事必要単価 
（木造非住宅の工事費予定額の合計 
 ／木造非住宅の数の合計） 

岩手県で約 3,529 万円/棟 
（H28 年建築着工統計） 

非木造住宅 
被害のあった住宅数 
（全壊棟数＋ 
半壊棟数×0.5） 

新規１棟あたり 
工事必要単価 

（非木造住宅の床面積あたり工事費予定額 
×１棟あたり床面積） 

岩手県で約 1,166 万円/棟 

（H28 年建築着工統計） 

非木造非住宅 
（事務所、 

工場建屋） 

被害のあった建物数 
（全壊棟数＋ 

半壊棟数×0.5） 

新規１棟あたり 

工事必要単価 
（非木造非住宅の床面積あたり工事費予定額
×１棟あたり床面積） 

岩手県で約 1億 4,903 円/棟 
（H28 年建築着工統計） 

家庭用品 

甚大な被害のあった

住宅数 
倒壊棟数＋（全壊棟数 
－倒壊棟数）×0.5 

１世帯あたり評価単価 
【全国・世帯主年齢別】 

単身世帯 300 万円/世帯 
家族世帯の世帯主年齢 

29 歳以下 500 万円/世帯 
30 代 800 万円/世帯 
40 代 1,100 万円/世帯 

50 歳以上 1,150 万円/世帯 

事業所 

償却資産 

被害のあった建物数 
（非住家の全壊棟数
＋半壊棟数） 

償却資産評価額 
（産業分類別従業者 1人あたり評価額【全国】 

×産業分類別従業者数【市町村別】 
 ／全体の建物数） 

「治水経済マニュアル：各種資
産評価単価及びデフレーター」
（国土交通省）R2 評価値※ 

事業所 

在庫資産 
（棚卸資産） 

被害のあった建物数 

（非住家の全壊棟数
＋半壊棟数） 

在庫資産評価額 
（産業分類別従業者 1人あたり評価額【全国】 
 ×産業分類別従業者数【市町村別】 

 ／全体の建物数） 

「治水経済マニュアル：各種資

産評価単価及びデフレーター」
（国土交通省）R2 評価値※ 

 
※「治水経済マニュアル：各種資産評価単価及びデフレーター」（国土交通省） 

事業所従業員 1 人あたり資産評価額（R2 評価値、単位・千円／人） 

 
注）農林業、漁業は、「法人企業統計年報特集（令和 2 年度）」より別途算出 

符号 業種 償却資産 在庫資産 符号 業種 償却資産 在庫資産
Ｃ 鉱業、採石業、砂利採取業 16,672 3,056 Ｌ 学術研究、専門・技術サービス業 2,649 791
Ｄ 建設業 1,606 2,400 Ｍ 宿泊業、飲食サービス業 1,507 90
Ｅ 製造業 5,681 4,327 Ｎ 生活関連サービス業、娯楽業 2,944 186
Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 126,950 4,258 Ｏ 教育、学習支援業 1,683 129
Ｇ 情報通信業 4,881 791 Ｐ 医療、福祉 1,386 95
Ｈ 運輸業、郵便業 6,774 996 Ｑ 複合サービス業 1,026 243
Ｉ 卸売業、小売業 2,488 2,437 Ｒ サービス業 1,026 243
Ｊ 金融業、保険業 1,026 243 S 公務 1,026 243
Ｋ 不動産業、物品賃貸業 25,842 8,990



 

296 
 

資産等の被害（ライフライン被害による直接経済被害額） 

ライフライン被害数量に、被害の復旧に必要な費用（原単位：表 3.3-125）を乗じて、直接経

済被害額を算出した。 

 
表 3.3-125 ライフライン被害による直接経済被害額の評価項目 

定量評価 
対象項目 

①被害量 ②原単位 原単位の値 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン 

電力 電柱被災本数 電柱 1 本あたり復旧額 
約 121.52 万円/本 
（東日本大震災時） 

上水道 断水人口 人口あたり復旧額 
約 1.59 万円/人 
（阪神淡路大震災時） 

下水道 管渠被害延長 管渠被害延長あたり復旧額 
管渠被害延長あたり約 31.97 万円/m 
（東日本大震災時） 

都市ガス 供給停止戸数 戸数あたり復旧額 
約 22 万円/戸 
（阪神淡路大震災時） 

通信 不通回線数 回線あたり復旧額 
約 41.4 万円/回線 
（阪神淡路大震災時） 

 

資産等の被害（交通施設等の被害による直接経済被害額） 

交通施設等の被害数量に、被害の復旧に必要な費用（原単位：表 3.3-126）を乗じて、直接経

済被害額を算出した。 

 

表 3.3-126 交通施設等の被害による直接経済被害額の評価項目 
定量評価 
対象項目 

①被害量 ②原単位 原単位の値 

交
通
施
設 

道路 被害箇所数 
箇所あたり復旧額 
（道路種別） 

約 9,857 万円/箇所 
（東日本大震災時の直轄国道、高速道路
にも適用） 
約 2,153 万円/箇所 
（東日本大震災時の地方自治体管理道
路） 

鉄道 被害箇所数 
箇所あたり復旧額 
（在来線） 

約 2,300 万円/箇所 
（東日本大震災時三陸鉄道等） 

港湾・漁港 被害岸壁数 岸壁あたり復旧額 
約 13 億円/岸壁 
（東日本大震災での実態データより） 

漁港 被害漁港数 漁港あたり復旧額 

（1種）約 12億円 
（2種）約 48億円 
（3種）約 100 億円 
（4種）約 36億円 
（東日本大震災時） 

その他の 
公共土木施設 

東日本大震災における道路・港湾・下水道の被害額に対するその他（河川、海岸、空
港等を含む）の比(0.4253)をもって算定 

土
地 

農地 浸水被害推定面積 
浸水被害面積当たり 
復旧事業費 

3287 万円/ha 
（東日本大震災時） 

そ
の
他 

災害廃棄物 
災害廃棄物 
発生量 

トンあたり処理費用 
約 2.2 万円/トン※ 
（阪神淡路大震災時） 

※ 東日本大震災の原単位（約 3.7 万円／トン）は、津波堆積土砂を含んだ混合廃棄物の処理のため、阪神淡路大

震災時の原単位を用いた。 

  



 

297 
 

２）予測結果 

 表 3.3-127 に岩手県全体の直接経済被害額の予測結果を示す。また表 3.3-128～表 3.3-133 に

各市町村の建物躯体・家財被害予測結果を示す。 

 

表 3.3-127 岩手県全体の直接経済学被害予測結果 （単位・億円） 

 
  

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース①

日本海溝

（三陸・日高沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース①

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース②

千島海溝

（十勝・根室沖）

モデル ケース③

東北地方

太平洋沖地震

建物躯体 13,000 13,000 3,600 4,500 4,900 16,000

家財（住宅） 2,200 2,300 640 790 860 2,700

その他の償却資産（非住家） 390 400 110 140 150 450

在庫資産（非住家） 190 190 50 70 70 220

上水道 40 40 * 10 10 40

下水道 440 440 * * * 370

電力 3,300 3,300 10 10 10 3,200

通信 820 820 10 10 10 780

都市ガス 10 10 - - - 20

道路 420 420 30 30 40 390

鉄道 210 210 10 10 10 160

港湾 1,400 1,400 - - - 540

漁港 1,400 1,400 - - - 560

その他 980 980 10 10 20 560

土地 農地 420 430 160 200 220 540

廃棄物 950 970 310 380 410 1,100

漁業 200 200 170 180 190 200

27,000 27,000 5,100 6,300 6,900 27,000合計（億円）

想定地震

建物

ライフライン

交通施設

その他

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-128 市町村別建物躯体・家財被害予測結果 （単位・万円） 

日本海溝（日高・三陸沖）モデルケース① 

 

 

市町村名 建物躯体 家財（住宅） 合計

洋野町 4,506,000 531,000 5,038,000

久慈市 33,538,000 5,654,000 39,192,000

野田村 3,914,000 564,000 4,478,000

普代村 2,778,000 420,000 3,198,000

田野畑村 798,000 104,000 902,000

岩泉町 2,750,000 346,000 3,096,000

宮古市 39,832,000 6,551,000 46,383,000

山田町 5,136,000 937,000 6,073,000

大槌町 1,673,000 468,000 2,141,000

釜石市 19,523,000 3,739,000 23,262,000

大船渡市 5,941,000 1,069,000 7,010,000

陸前高田市 1,628,000 256,000 1,883,000

盛岡市 277,000 141,000 418,000

花巻市 1,033,000 173,000 1,206,000

北上市 1,893,000 275,000 2,169,000

遠野市 526,000 83,000 609,000

一関市 3,412,000 459,000 3,871,000

二戸市 109,000 17,000 126,000

八幡平市 173,000 28,000 201,000

奥州市 1,297,000 219,000 1,516,000

滝沢市 3,200 1,700 5,000

雫石町 1,300 240 1,600

葛巻町 20 * 20

岩手町 75,000 14,000 89,000

紫波町 468,000 97,000 565,000

矢巾町 17,000 5,500 22,000

西和賀町 4,400 770 5,200

金ケ崎町 34,000 6,800 40,000

平泉町 26,000 4,600 31,000

住田町 66,000 7,800 74,000

軽米町 8,000 1,500 9,500

九戸村 3,400 450 3,900

一戸町 115,000 21,000 137,000

合計 131,558,000 22,196,000 153,754,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-129 市町村別建物躯体・家財被害予測結果 （単位・万円） 

日本海溝（日高・三陸沖）モデルケース② 

 
  

市町村名 建物躯体 家財（住宅） 合計

洋野町 4,607,000 509,000 5,116,000

久慈市 34,315,000 5,824,000 40,139,000

野田村 4,725,000 828,000 5,553,000

普代村 2,553,000 420,000 2,973,000

田野畑村 786,000 105,000 891,000

岩泉町 4,682,000 761,000 5,443,000

宮古市 40,199,000 6,262,000 46,460,000

山田町 6,445,000 1,291,000 7,736,000

大槌町 1,851,000 537,000 2,388,000

釜石市 19,085,000 3,667,000 22,751,000

大船渡市 4,997,000 728,000 5,725,000

陸前高田市 1,520,000 209,000 1,729,000

盛岡市 778,000 435,000 1,213,000

花巻市 487,000 54,000 541,000

北上市 1,744,000 235,000 1,979,000

遠野市 234,000 24,000 258,000

一関市 1,619,000 146,000 1,765,000

二戸市 382,000 68,000 450,000

八幡平市 74,000 8,500 82,000

奥州市 487,000 51,000 538,000

滝沢市 20,000 11,000 31,000

雫石町 22,000 4,300 26,000

葛巻町 42,000 7,100 49,000

岩手町 289,000 60,000 349,000

紫波町 945,000 218,000 1,163,000

矢巾町 227,000 85,000 312,000

西和賀町 105,000 21,000 126,000

金ケ崎町 284,000 66,000 350,000

平泉町 14,000 2,100 16,000

住田町 185,000 25,000 210,000

軽米町 4,000 640 4,600

九戸村 731,000 115,000 846,000

一戸町 115,000 21,000 137,000

合計 134,552,000 22,797,000 157,349,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-130 市町村別建物躯体・家財被害予測結果 （単位・万円） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース① 

 

  

市町村名 建物躯体 家財（住宅） 合計

洋野町 1,798,000 190,000 1,988,000

久慈市 12,099,000 2,331,000 14,430,000

野田村 796,000 201,000 997,000

普代村 195,000 27,000 222,000

田野畑村 164,000 19,000 182,000

岩泉町 2,174,000 477,000 2,651,000

宮古市 9,306,000 1,440,000 10,746,000

山田町 2,171,000 345,000 2,516,000

大槌町 817,000 221,000 1,038,000

釜石市 3,125,000 667,000 3,792,000

大船渡市 1,718,000 247,000 1,965,000

陸前高田市 840,000 108,000 949,000

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 37,000 8,000 45,000

紫波町 292,000 74,000 366,000

矢巾町 156,000 59,000 215,000

西和賀町 9,400 1,900 11,000

金ケ崎町 16,000 3,700 19,000

平泉町 - - -

住田町 15,000 2,200 17,000

軽米町 - - -

九戸村 149,000 23,000 172,000

一戸町 - - -

合計 35,879,000 6,444,000 42,322,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の

位を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨
五入」 
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表 3.3-131 市町村別建物躯体・家財被害予測結果 （単位・万円） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース② 

 

  

市町村名 建物躯体 家財（住宅） 合計

洋野町 2,298,000 242,000 2,540,000

久慈市 15,634,000 2,875,000 18,509,000

野田村 852,000 211,000 1,063,000

普代村 239,000 34,000 273,000

田野畑村 189,000 22,000 211,000

岩泉町 2,570,000 549,000 3,119,000

宮古市 12,448,000 1,926,000 14,374,000

山田町 2,388,000 379,000 2,767,000

大槌町 833,000 227,000 1,060,000

釜石市 3,754,000 800,000 4,554,000

大船渡市 2,103,000 302,000 2,404,000

陸前高田市 798,000 103,000 901,000

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 39,000 8,400 47,000

紫波町 293,000 74,000 367,000

矢巾町 227,000 86,000 312,000

西和賀町 20,000 4,000 24,000

金ケ崎町 28,000 6,600 35,000

平泉町 - - -

住田町 47,000 6,800 53,000

軽米町 - - -

九戸村 116,000 18,000 134,000

一戸町 - - -

合計 44,875,000 7,872,000 52,747,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-132 市町村別建物躯体・家財被害予測結果 （単位・万円） 

千島海溝（十勝・根室沖）モデルケース③ 

 

 

 

 

市町村名 建物躯体 家財（住宅） 合計

洋野町 2,355,000 248,000 2,603,000

久慈市 17,037,000 3,105,000 20,142,000

野田村 1,116,000 251,000 1,367,000

普代村 246,000 35,000 281,000

田野畑村 203,000 23,000 226,000

岩泉町 2,594,000 549,000 3,144,000

宮古市 13,758,000 2,129,000 15,887,000

山田町 2,538,000 403,000 2,941,000

大槌町 837,000 227,000 1,064,000

釜石市 4,432,000 919,000 5,351,000

大船渡市 2,222,000 319,000 2,540,000

陸前高田市 818,000 106,000 924,000

盛岡市 - - -

花巻市 - - -

北上市 - - -

遠野市 - - -

一関市 - - -

二戸市 - - -

八幡平市 - - -

奥州市 - - -

滝沢市 - - -

雫石町 - - -

葛巻町 - - -

岩手町 41,000 8,800 49,000

紫波町 297,000 75,000 372,000

矢巾町 231,000 87,000 319,000

西和賀町 22,000 4,400 26,000

金ケ崎町 33,000 7,900 41,000

平泉町 - - -

住田町 303,000 44,000 347,000

軽米町 - - -

九戸村 125,000 20,000 145,000

一戸町 - - -

合計 49,209,000 8,561,000 57,770,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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表 3.3-133 市町村別建物躯体・家財被害予測結果 （単位・万円） 

東北地方太平洋沖地震モデル 

 

 

市町村名 建物躯体 家財（住宅） 合計

洋野町 2,641,000 333,000 2,974,000

久慈市 13,353,000 2,449,000 15,802,000

野田村 4,492,000 783,000 5,274,000

普代村 1,397,000 245,000 1,642,000

田野畑村 1,269,000 163,000 1,432,000

岩泉町 4,627,000 796,000 5,423,000

宮古市 34,731,000 5,390,000 40,121,000

山田町 13,283,000 2,733,000 16,016,000

大槌町 8,709,000 2,317,000 11,026,000

釜石市 27,794,000 5,173,000 32,967,000

大船渡市 21,978,000 3,155,000 25,133,000

陸前高田市 9,475,000 1,238,000 10,713,000

盛岡市 742,000 374,000 1,117,000

花巻市 325,000 40,000 365,000

北上市 442,000 60,000 502,000

遠野市 63,000 6,400 69,000

一関市 6,641,000 586,000 7,227,000

二戸市 109,000 20,000 129,000

八幡平市 102,000 13,000 114,000

奥州市 314,000 33,000 347,000

滝沢市 362,000 105,000 466,000

雫石町 26,000 5,000 31,000

葛巻町 19,000 3,300 22,000

岩手町 517,000 109,000 627,000

紫波町 762,000 187,000 949,000

矢巾町 209,000 77,000 286,000

西和賀町 98,000 20,000 118,000

金ケ崎町 339,000 80,000 420,000

平泉町 9,500 960 10,000

住田町 197,000 28,000 225,000

軽米町 10 * 20

九戸村 181,000 29,000 210,000

一戸町 40 10 50

合計 155,206,000 26,551,000 181,758,000

「（数値の表示方法）：「－」は、該当無し（0）、「＊」は、わずかな被害（5未満）、「5以上 1000 未満」は、一の位

を四捨五入、「1000 以上 1万未満」は、十の位を四捨五入、「1万以上」は百の位を四捨五入」 
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3.4 市町村別被害分布図 

図 3.4-1～図 3.4-2 に市町村別建物被害数、図 3.4-3～図 3.4-4 に市町村別人的被害数を示す。 

 

 
 

 
図 3.4-1 市町村別建物被害 
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図 3.4-2 市町村別建物被害 
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図 3.4-3 市町村別人的被害 
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図 3.4-4 市町村別人的被害 
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4.減災対策 -犠牲者ゼロを目指し-  

 本県は、これまでも、明治三陸大津波、昭和三陸大津波や、チリ地震津波、そして東日本大震

災津波など、何度も大きな津波災害に見舞われてきたが、決してくじけず、県民が一丸となって、

これらの苦難を乗り越えてきた。 

 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震などの今後発生が危惧される地震・津波に対しても、再び

津波による犠牲者を決して出さないという強い決意を県民や市町村としっかりと共有し、あらゆ

る主体と連携しながら、「何としても命を守る」ことを主眼とした津波避難対策に全力を挙げて取

り組んでいく。 

本調査で示す減災対策 

 日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の発生が危惧されている状況下において、本調査結果で示

す「避難意識の向上」により多くの人が助かるとともに、避難開始時間の短縮化や避難速度の向

上により、犠牲者を限りなくゼロとすることができることを確認できた。 

 本調査結果の速やかな公表により、多くの主体で減災対策に取り組むことにより、避難意識の

向上や避難開始時間の短縮化につながることから、部会における各委員からの助言を踏まえ、「減

災対策の基本的方向」という形で取りまとめることとした。 

 なお、「具体的な減災対策」は、今後、県と市町村が一体となって、東日本大震災津波の検証を

行ったうえで、「減災対策の基本的方向」を踏まえ検討していく必要がある。 

 

4.1 災害シナリオ 

災害シナリオは、想定される事象と共に災害時に行う行動を記載することにより、災害時の対

応（施策）活動に資するために作成した。 

ここでの想定地震は日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース①を対象とし、地震発災時期は冬・

夕 18 時頃の場合を想定した。 

被害想定調査において作成される災害シナリオは、一般的に地震発災後の状況推移を記載する

場合が多いが、ここでは今後の減災対策も考慮して、発災前の備えも含めたタイムライン的な記

載方法とした。 

記載内容は、行動対象を自分と家族（自助）・地域（共助）・行政等（公助）の観点で項目を分

け、被災の様相に関しては、一般的に考えられる様相だけでなく、日本海溝で地震が発生した場

合の特徴や、東日本大震災時の状況も併記した。 

さらに、今回は冬・夕 18 時頃発災を基本として記載しているが、他の季節・時間に地震が発生

した場合の留意点も記載した。 

なお、今回は応急対応活動の期間を対象とし作成して、期間としては発災後 1 か月程度までを

対象として作成した。 

減災対策の方針「犠牲者ゼロを目指す対策」 

 自助：自分自身で備える、守る、逃げる、生き残る 

 共助：地域で守る、訓練する、備える、意識を高める 

 公助：ハード対策、計画・ルール策定、組織・枠組み作り、防災意識啓発、住民・民間への

フォロー 
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表 4.1-1(1) 日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース①で地震が発生した場合の災害シナリオ(1) 
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表 4.1-1(2) 日本海溝（三陸・日高沖）モデルケース①で地震が発生した場合の災害シナリオ(2) 
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4.2 自助による取組 

住民の取組 

〇 住民は、地域の防災力の向上を図るため、共同して、防災訓練の実施、物資等の備蓄、避

難行動要支援者の避難支援体制の構築など自主的な防災活動の推進に努める必要がある。 

○ 住民が避難意識を高め、迅速に避難することで、多くの命が救われることから、住民は「自

らの命は自らが守る」という意識を持ち、自らの判断で迅速な避難行動をとることが重要で

ある。【避難の迅速化】 

○ 津波浸水想定区域内に居住する住民は、大きな地震が発生した際には、予め準備しておい

た非常用持出品を持って、予め確認していた経路で、津波が到達する前に避難所又は避難場

所に避難する必要があるため、日頃から、下記事項に取り組むことが重要である。 

・ 大きな地震が発生した際に直ぐに避難できるよう、平時から自宅の身近なところに、避

難先で使用するモノ（救急箱・お薬手帳、懐中電灯、ラジオ、乾電池等）を非常持出品とし

て準備しておく。【避難開始時間の短縮化】 

  また、冬季は、避難所又は避難場所の暖房対策が十分でないことを念頭に、防寒着等を

避難所等に所持することが、低体温症の発症を要望するために、極めて重要である。 

・ 自宅から避難所まで正しい経路で安全に避難ができるよう、地域の避難訓練への参加や

ハザードマップの確認により、避難経路上の津波浸水区域などの危険箇所を確認し、危険

箇所があれば、経路を見直すなど安全な避難経路の確保及び予備経路の準備に取り組んで

おく。【避難速度の向上】 

・ 大きな地震が発生した際に、自宅から迅速に避難所又は緊急避難場所に移動できるよう、

平時から、自宅において屋外への経路上にある大型家具や窓ガラス等が転倒・落下しない

よう対策を講じておく必要がある。【揺れ等の地震対策】 

○ 大規模な災害時には、行政の機能不全や地域の孤立化が発生すること。また、行政が避難

所運営に忙殺され、復興が遅れた事例があることから、避難所の運営主体は、自主防災組織

など地域が担うことが望ましく、地域住民の積極的な参加が必要となる。 

○ 地震・津波により道路が断絶し物流が滞り、行政の備蓄物資も限られていることから、自

宅での避難生活を想定し、住民は、各家庭で一人３日分の備蓄品（食料・水等）を準備して

おくことが望ましい。 

 

学校の取組 

○ 学校が主に取り組むべき減災対策は、日中の平日に災害が発生した場合を想定した「児童・

生徒の命を確実に守る」ことである。 

○ 自然災害を正しく認識し、危機管理・危機対応について日頃から学び・実践することによ

り、発災時における迅速な対処ができるようにしておくことが重要である。 

○ 教職員は「迅速避難の重要性」を認識し、「地域住民よりも高いレベルの防災知識」が求め

られる。 

○ 日頃から、避難訓練を実施し、避難場所や経路を確認するとともに、学校周辺の危険個所

も熟知しておくことが重要である。 

○ 避難マニュアルは一度作成したら常にその通りに行動すべきというものではなく、想定外
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の状況にも対応できるような柔軟性と周辺地域の変化に則した更新も必要である。 

○ 学校耐震化（躯体本体の耐震化）が進む中、非構造部材の耐震化も重要である。 

○ 保護者への引き渡しに際してのルール化や複数の連絡手段を予め決めておく。 

 

民間企業の取組 

○ 民間企業が主に取り組むべき減災対策は、「従業員の防災意識の向上」と「不特定多数の利

用者がいる場合は、利用者への的確な避難指示」である。 

○ 限られた時間内に避難場所又は浸水域外にたどり着く必要があるため、日頃から、事務所

内什器の固定による屋内からの迅速脱出に備えるとともに、自社や地域での避難訓練を通じ、

全社員が避難場所や経路を確認にしておくことが重要である。 

○ 不特定多数の人が利用する施設においては、全社員が利用者へ的確な避難指示を行なえる

ようにしておく必要がある。 

○ 地震発災はいつ発生するか分からないため、いかなる時でも自社職員の安否が確認できる

ような、連絡体制を予め定めていく必要がある。 

○ 各事業所においても３日分の備蓄品（食料・水等）を準備しておく。 

○ 発災後の事業継続への備えも行っておく。 

 

病院の取組 

○ 病院が主に取り組むべき減災対策は、「入院患者の安全の確保」、「自病院医師、職員等の防

災意識の向上」のほか、「避難所での治療」である。 

○ 防災マニュアルや避難マニュアル等の各種マニュアルの策定が重要であるが、その基本は

「自分の病院は自分で守る」を意識して作成する必要があり、他力をあてにしないことが重

要である。 

○ 病院内には移動式の医療機器も多数存在するが、極力、通常医療に支障がない範囲で病院

内の機器類を固定することにより、屋内での被災発生を減らすとともに、屋内から速やかな

脱出ができるようにしておくことが重要である。 

○ 病院内には入院患者等避難に支障をきたす人が多い可能性がある。早目避難が重要である

が、病院外への避難ではなく建物内での垂直避難をする等、いくつかのケースを想定した、

避難訓練を実施する必要がある。 

 

要配慮者施設の取組 

○ 高齢者等の要配慮者施設が主に取り組むべき減災対策は、施設入所者と職員の安全の確保

の観点での「発災までの日頃の備え」である。 

○ 入所者のほとんどは、健常者と同様の避難行動ができないことを前提として、防災を考え

ることが重要である。 

○ 職員が限られた人数しかいない場合も想定することが重要である。 

○ 津波浸水想定区域外への移転等も考慮する。 
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【主な取組の例】 

 

 

減災対策による効果（日本海溝モデル、冬・夕方） 

被害様相を踏まえた減災効果の検討 

● 建物耐震化や家具固定によって死傷者の発生、津波避難の阻害要因を軽減する。 

 

 

【建物耐震化の促進の効果】 

 (1)建物被害（全壊）の軽減効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種類 取組項目 説明
定量的減災効果
評価への寄与 対象地域

自助 迅速避難 「自らの命は自らが守る」という意識を持ち、自らの判断で迅速ひ避難する ○ 沿岸

非常持ち出し品準備
住民は、直後避難できるように予め避難先で使用するものを非常持出品として準備し

ておく
○ 全県

家庭内避難行動ルールの策定
住民は、誰が、いつ、何を持って、どのような手段で、どこへ、いつまで避難するの

かを予め家族と共に決めておく
○ 沿岸

津波避難訓練の参加 ○ 沿岸

ハザードマップ（津波浸水想

定）等の確認
○ 沿岸

建物耐震化
住民は、自力脱出困難となるのを防ぎ、速やかな避難が出来るように、耐震診断と耐

震補強等行う
◎ 全県

家具固定
迅速な避難にするため、屋内で転倒し避難の支障となる大型家具や窓ガラス等が転

倒・落下しないよう補強しておく
◎ 全県

備蓄品（食料・水等）の準備
自宅での避難生活を想定して、ローリングストックなどにより一人3日分を準備（1週

間分推奨）する。
ー 全県

避難経路上の危険個所を確認し、危険があれば見直し、安全な避難経路を確保すると

ともに、予備経路を準備しておく

（単位：棟） 
県想定 県想定

全壊棟数 全壊棟数 減少数 減少率 全壊棟数 全壊棟数 減少数 減少率

洋野町 28 2 26 92% 二戸市 5 0 5 99%

久慈市 449 7 443 99% 八幡平市 4 0 4 100%

野田村 4 0 4 95% 奥州市 61 6 55 90%

普代村 1 0 1 93% 滝沢市 0 0 - -

田野畑村 3 0 3 100% 雫石町 0 0 - -

岩泉町 7 0 7 100% 葛巻町 0 0 - -

宮古市 241 1 240 100% 岩手町 1 0 1 100%

山田町 7 1 6 85% 紫波町 5 0 4 90%

大槌町 59 0 59 100% 矢巾町 1 0 1 92%

釜石市 312 1 311 100% 西和賀町 0 0 - -

大船渡市 61 8 53 87% 金ケ崎町 2 0 2 96%

陸前高田市 33 4 29 89% 平泉町 1 0 1 94%

盛岡市 6 0 6 100% 住田町 5 1 4 87%

花巻市 97 0 97 100% 軽米町 0 0 - -

北上市 6 2 5 73% 九戸村 0 0 - -

遠野市 49 0 49 100% 一戸町 9 0 9 100%

一関市 225 0 225 100% 合計 1,681 33 1,647 98%

市町村 市町村
耐震化率100% 耐震化率100%
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 (2)人的被害（死者）の軽減効果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【屋内収容物の転倒防止の効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 
県想定 県想定

全壊棟数 全壊棟数 減少数 減少率 全壊棟数 全壊棟数 減少数 減少率

洋野町 28 2 26 92% 二戸市 5 0 5 99%

久慈市 449 7 443 99% 八幡平市 4 0 4 100%

野田村 4 0 4 95% 奥州市 61 6 55 90%

普代村 1 0 1 93% 滝沢市 0 0 - -

田野畑村 3 0 3 100% 雫石町 0 0 - -

岩泉町 7 0 7 100% 葛巻町 0 0 - -

宮古市 241 1 240 100% 岩手町 1 0 1 100%

山田町 7 1 6 85% 紫波町 5 0 4 90%

大槌町 59 0 59 100% 矢巾町 1 0 1 92%

釜石市 312 1 311 100% 西和賀町 0 0 - -

大船渡市 61 8 53 87% 金ケ崎町 2 0 2 96%

陸前高田市 33 4 29 89% 平泉町 1 0 1 94%

盛岡市 6 0 6 100% 住田町 5 1 4 87%

花巻市 97 0 97 100% 軽米町 0 0 - -

北上市 6 2 5 73% 九戸村 0 0 - -

遠野市 49 0 49 100% 一戸町 9 0 9 100%

一関市 225 0 225 100% 合計 1,681 33 1,647 98%

市町村 市町村
耐震化率100% 耐震化率100%

県想定 県想定

死者数 死者数 減少数 減少率 死者数 死者数 減少数 減少率

洋野町 0 0 0 67% 二戸市 0 0 0 67%

久慈市 2 1 1 67% 八幡平市 0 0 0 67%

野田村 0 0 0 67% 奥州市 1 0 1 67%

普代村 0 0 0 67% 滝沢市 0 0 0 67%

田野畑村 0 0 0 67% 雫石町 0 0 0 67%

岩泉町 0 0 0 67% 葛巻町 0 0 0 67%

宮古市 1 0 1 67% 岩手町 0 0 0 67%

山田町 0 0 0 67% 紫波町 0 0 0 67%

大槌町 0 0 0 67% 矢巾町 0 0 0 67%

釜石市 1 0 1 67% 西和賀町 0 0 0 67%

大船渡市 1 0 1 67% 金ケ崎町 0 0 0 67%

陸前高田市 0 0 0 67% 平泉町 0 0 0 67%

盛岡市 1 0 1 67% 住田町 0 0 0 67%

花巻市 1 0 1 67% 軽米町 0 0 0 67%

北上市 1 0 1 67% 九戸村 0 0 0 67%

遠野市 0 0 0 67% 一戸町 0 0 0 67%

一関市 1 0 1 67% 合計 15 15 5 67%

市町村 市町村
家具固定率100%家具固定率100%

（単位：人） 
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● 早期に避難開始し、津波に巻き込まれる前に安全な場所に避難する。 

【避難意識の向上の効果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【避難速度の向上及び避難開始時間の短縮の効果】 

 

 

 

 

 

 

 

   全県

避難速度

避難開始時間

2,500 1,862 922 601

2,184 1,629 765 488

1,941 1,368 649 373

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

2.43

km/h

７分

６分

５分

＜市町村別内訳＞

   洋野町    宮古市

避難速度 避難速度

避難開始時間 避難開始時間

0 0 0 0 203 121 62 26

0 0 0 0 145 102 36 14

0 0 0 0 112 82 20 5

   久慈市    山田町

避難速度 避難速度

避難開始時間 避難開始時間

2,249 1,702 827 543 1 0 0 0

1,997 1,489 696 447 0 0 0 0

1,789 1,252 597 360 0 0 0 0

   野田村    大槌町

避難速度 避難速度

避難開始時間 避難開始時間

1 1 0 0 3 3 3 3

1 1 0 0 3 3 3 3

1 1 0 0 3 3 3 3

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

2.43

km/h

７分

７分

６分

６分

1.79

km/h

５分

５分

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

2.43

km/h

７分

６分

６分

2.24

km/h

2.43

km/h

５分

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

2.43

km/h

1.79

km/h

1.94

km/h

７分

2.24

km/h

2.43

km/h

５分

５分

1.79

km/h

1.94

km/h

７分

６分

５分

７分

６分

1.94

km/h

2.24

km/h

2.43

km/h

（単位：人） 
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4.3 共助による取組 

地域の取組 

○ 町内会・自治会は、住民相互による助け合いの意識を醸成し、発災時にお互いが連携し実

践的な活動ができる組織である自主防災組織を結成するとともに、結成後においても、県が

実施する地域防災サポータ制度などを活用し、組織の活性化に取り組んでおくことが重要で

ある。 

〇 平時には、防災知識や防災訓練の中核を担うとともに、災害時には、避難行動要支援者へ

の支援や避難所運営の中核を担うことが防災リーダーには期待されることから、町内会・自

治会及び自主防災組織（以下「自主防災組織等」という。）は、平時から、県が主催する「岩

手県防災士養成研修」などを活用し、防災リーダーの育成に取り組むことが重要である。 

○ 津波浸水想定区域内の地域内の自主防災組織等又は防災リーダー（以下「防災リーダー等」

という。）は、大きな地震が発生した際には、予め確認しておいた要配慮者への支援や地域内

の住民への避難の呼びかけを行い、地域内の住民が、津波が到達する前に避難所又は避難場

所に避難する必要があるため、日頃から、下記事項に取り組んでいることが重要である。 

・ 高齢者、障がい者、外国人及び妊産婦等の避難行動要支援者は、災害から自らを守るため

に安全な場所に避難するなどの行動に支援が必要であることから、平時から、地域内に支援

を必要とする者がいないか見回りを行うとともに、避難支援等関係者を決めておき、大きな

地震が発生したら直ぐに避難行動要支援者を支援し、津波が到達する前に安全に避難所に避

難できるように、平時から備えておく必要がある。【避難の迅速化・避難開始時間の短縮化】 

・ 地域における避難の呼びかけが迅速避難の動機づけとなることから、平時から、大きな地

震が発生した際に直ぐに地域において避難の呼びかけができるよう、避難の呼びかけをする

人を決めておく必要がある。【避難の迅速化・避難開始時間の短縮化】 

○ 大きな地震が発生した際に、地域内の住民が、津波が到達する前に避難所又は避難場所に

迅速かつ適切に避難することができるよう、津波浸水想定区域内の地域内の防災リーダー等

   普代村    釜石市

避難速度 避難速度

避難開始時間 避難開始時間

0 0 0 0 44 36 29 29

0 0 0 0 38 35 29 24

0 0 0 0 35 31 29 5

   田野畑村    大船渡市

避難速度 避難速度

避難開始時間 避難開始時間

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

   岩泉町    陸前高田市

避難速度 避難速度

避難開始時間 避難開始時間

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

７分

６分

2.43

km/h

５分

1.79

km/h

1.94

km/h

７分

６分

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

５分

2.43

km/h

７分

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

５分

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h

2.43

km/h

2.43

km/h

６分

2.24

km/h

2.43

km/h

５分

５分

2.43

km/h

７分

７分

６分

６分

５分

７分

６分

1.79

km/h

1.94

km/h

2.24

km/h
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は、平時から、下記の訓練を実施しておくことが重要である。 

・ 巨大な津波が発生するような大きな地震が発生した際には、直ぐに避難することが重要で

あるため、地域の消防署と協力して実施する地域の防災訓練において、県の起震車などを活

用し、巨大な津波が発生する地震の大きさを体験する訓練を実施すること。【避難開始時間の

短縮化】 

・ 地域の住民が自宅から避難所まで正しい経路で安全に避難ができるよう、避難訓練時にハ

ザードマップを確認することで、避難経路上の津波浸水区域などの危険箇所を地域住民と一

緒に確認し、危険箇所があれば、経路を見直すなど安全な避難経路の確保及び予備経路の準

備に取り組んでおく。【避難速度の向上】 

○ 大規模な災害時には、行政の機能不全や地域の孤立化が発生すること。また、行政が避難

所運営に忙殺され、復興が遅れた事例があることから、避難所の運営主体は、自主防災組織

など地域が担うことが望ましいため、防災リーダー等は、避難所開設・運営訓練等を通じて、

平時から、避難所の開設に関して施設所有者と情報共有を図るとともに、避難所の効率的な

運営のため、役割等を整理しておく必要がある。 

  また、避難所に避難してきた者の中には、低体温症や津波肺など、速やかに処置を施さな

いと重篤化する者がいる可能性があることから、地域の医師会などと「避難所への訪問医療」

等の対応について、平時から連携しておく必要もある。 

 

学校の取組 

○ 保護者への引き渡しに際してのルール化や複数の連絡手段を予め決めておく。 

 

民間企業の取組 

○ 日中は、要支援者に対して、支援者が足りないことも念頭に、地域でより多くの人が助か

るため、日頃から地域と支援の要否について、意見交換しておく必要がある。 

○ 地域で行われる避難訓練へ参加し、避難所運営への支援など、従業員と地域住民との発災

時の相互協力ができるようにする。 

 

病院の取組 

○ 自病院が津波浸水域外の場合、発災後傷病者が来院することも予想されるため、応急的な

受入れ態勢（人員と医療機材等）の準備をしておくことや、自病院の役割や医療連携を明確

にしておくことも必要である。 
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【主な取組の例】 

 

 

4.4 公助による取組 

行政の取組 

○ 住民が避難意識を高め、迅速に避難することで、多くの命が救わることから、県及び市町村

（以下「行政」という。）は、住民及び地域が自らの判断で迅速に適切な避難行動をとることが

できるよう、平時から、下記事項の普及啓発に取り組むことが重要である。 

・ 住民が限られた時間内に避難場所又は浸水域外にたどり着くためには、大きな地震が発生

した際には直ぐに、正しい経路で避難所に避難するよう、「強い揺れや弱くても長い揺れが続

けば逃げる」、「津波警報等を見聞きしたら避難」などといった適切な避難行動の基本原則の

普及・啓発に取り組むことが極めて重要である。 

・ 避難の開始時間を早めるためには、住民の自宅内でおいて屋外への経路上にある大型家具

や窓ガラス等が転倒・落下しないよう対策を講じておくよう重要であることから、地域と連

携し、屋内家具の転倒・落下防止対策の普及・啓発に取り組む必要がある。 

・ 冬季に災害が発生した場合、屋外や寒い屋内での避難は低体温症のリスクが生じるため、

避難時に所持すべき防寒着等を迅速に所持して避難できるよう、地域と協力して、普及・啓

発に取り組むことが重要である。 

〇 平時には、防災知識や地域の防災訓練の中核を担うとともに、災害時には、要配慮者への支

援や避難所運営の中核を担うことが防災リーダーには期待されるため、行政は、地域と連携し

て、各地域において地域防災の中核となる人材の育成・配置に取り組む必要がある。 

〇 避難行動要支援者は、災害時に自らを守るために安全な場所に避難するなどの行動に支援が

必要であることから、市町村は、防災担当部局と福祉担当部局との連携の下、消防団、自主防

災組織及び平時から避難行動要支援者と接している社会福祉協議会、民生委員等の福祉関係者

と連携して、避難行動要支援者の避難支援の体制整備に取り組む必要がある。 

〇 夜間の暗闇や冬季積雪時の避難では、避難速度が低下することから、行政は、暗闇や積雪な

どにより住民の避難速度が低下することがないよう、電源を内蔵した街路灯の整備、除雪基準

種類 取組項目 説明
定量的減災効果
評価への寄与 対象地域

共助 避難行動要支援者へ支援
避難行動要支援者の迅速避難を支援するため、平時から避難支援等関係者を決めてお

く必要がある
○ 沿岸

避難時の声掛け

地域における避難の呼びかけが迅速避難の動機づけとなることから、大きな地震が発

生した場合に直ぐに地域住民が避難するよう、地域において避難の呼びかけをする人

をあらかじめ決めておく

○ 沿岸

津波避難訓練の実施
地域（自治会等）は、地区の全員参加の津波避難訓練を企画・運営し、また参加を促

すようにする（訓練は夜間や冬期の場合も想定）
○ 沿岸

危険個所等の把握と周知
地域（自治会等）は、避難に際しての危険個所（ブロック塀やがけ地等）を把握し、

住民や行政と情報共有するとともに、換する必要に応じて避難経路を見直す。
○ 全県

防災リーダーの育成・配置

地域（自治会等）は、平時の普及・啓発や訓練で中核を担うとともに、災害時には避

難行動要支援者への支援や避難所運営で中核を担うことが期待されることから、防災

リーダーを育成・配置する。

ー 全県

自主防災組織の維持
自主防災組織は、実践的な活動できるよう組織を維持する（日頃の活動と人員減少を

防ぐために拡充も図る）
ー 全県

避難所運営
行政だけでは避難所運営ができない可能性があり、地域（自治会等）は、地域住民に

よる避難所運営ができるよう、避難所運営マニュアルも活用し、事前訓練として運営
ー 全県

備蓄品の確認 地域（自治会等）は、防災倉庫等の確認と地域としてのさらなる備蓄品の準備も行う ー 全県
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の見直しなどについて検討する必要ある。 

〇 平野が広く徒歩による避難が困難な場合、避難所までの距離や避難行動要支援者の存在など

地域の実情に応じ、やむを得ず自動車により避難せざるを得ない場合においては、避難者が自

動車で安全かつ確実に避難するための方策を予め検討しておく必要がある。 

〇 避難困難地域において、緊急的な避難場所を確保し、避難時間の短縮化と安全性の確保を図

るため、避難ビルの整備・指定や避難タワーの整備について、「津波避難ビル等を活用した津波

防災対策の推進について（技術的助言）」や「指定緊急避難場所の指定に関する手引き」を参考

に検討する必要がある。 

〇 地震・津波により道路が断絶し物流が滞ることから、行政として必要な備蓄量を備蓄すると

ともに、住民及び地域でも一定の備蓄品を準備しておくよう普及・啓発に取り組む必要がある。 

  また、行政の備蓄品では、積雪寒冷特有の課題に対応するため、防寒具、暖房器具、飲料水、

食料（発熱剤入り非常食を含む）についても、計画的に備蓄しておくことが重要である。 

 

【主な取組の例】 

 

  

種類 取組項目 説明
定量的減災効果
評価への寄与 対象地域

公助
津波発生と避難開始の情報発

信

行政は、発災時の速やかな情報発信による住民への警報を行うとともに、不可聴地域

の解消、及び情報弱者への対応も進める
○ 沿岸

津波避難に特化した住民全員

参加を目標とした訓練実施の

行政は、地域などで住民が主体となって実施する、津波避難に特化した訓練について

支援を行い、また、訓練は住民全員参加を目標とし、訓練の参加を促す
○ 沿岸

要配慮者の個別避難計画策定

推進
行政は、個別避難計画の策定と継続的な状況確認し、県は事業支援を行う ○ 全県

避難場所等の正確な情報の行

政職員の理解と住民への周知

行政は、避難場所等の意味と役割を行政職員全員に理解させ、その上で、住民に周知

徹底させる必要がある
○ 沿岸

自動車避難の検討
県と市町村は地域の実情に応じ、やむを得ず自動車により避難せざるを得ない場合に

おいては、避難者が自動車で安全かつ確実に避難するための方策を予め検討する
○ 沿岸

津波避難ビルの整備・指定、

避難タワーの整備

避難困難地域における緊急的な避難場所を確保するため、津波避難ビルの指定を進め

るとともに、足りない場合は、津波避難ビル又はタワーの整備も検討する
○ 全県

避難経路の環境整備
暗闇により避難速度が低下しないよう、停電時でも点灯する太陽光利用・電源内蔵等

の照明灯を整備する
○ 全県

住民や企業への防災啓発
行政は、ハザードマップ等を作成・周知と、時々の再確認を住民に促すとともに、実

践的避難訓練等の実施する。県は市町村への事業を支援する
ー 全県

地域における核となる住民の

育成

行政は防災リーダー（防災士等）を増やすための防災サポーター制度の拡充する。県

は市町村への事業を支援する
ー 全県

防災リーダーの連携体制の構

築
行政は、各地域の防災リーダーが相互に連携できるような体制を構築する ー 全県

避難所運営マニュアル作成指

導と事前活用の指導

最新の県の市町村避難所運営マニュアル作成モデルを基に、県は市町村におけるマ

ニュアル作成・更新を指導するととも、発災時を想定したマニュアルに沿った実践的
ー 全県

避難所備蓄品の拡充
行政は、発災時の状況（季節・時間等）も考慮した備蓄品の拡充を行う（冬期の暖房

や燃料、感染症・衛生対策、アレルギー対策、資機材の定期的な点検等）
ー 全県
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5.啓発資料 
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6.巻末参考資料 

6.1 参考検討：津波到達時間と避難に関する検討 

 

1) 久慈市 市役所周辺の津波到達時間と避難に関する検討 

 

参考図：日本海溝モデルケース①における久慈市役所周辺の津波 30cm 到達時間分布 

 

 久慈市沿岸の地域では、津波 30cm 到達時間が概ね 30 分～40 分で分布している。 

 冬季の避難速度は 1.79km/h≒30m/min であることから、30 分で到達できる距離は約 900m と

なる。 

 さらに、早期避難の場合でも、避難開始時間は 7 分である。 

 そのため、今回のケースでは早期避難の場合でも浸水域外に到達する前に津波が到達してし

まう地域が存在する。 

 被害ゼロを目指すためには、避難路の整備による避難速度の向上、自動車による避難の検討、

浸水想定区域内の避難施設（ビル・タワー）の建設・指定などの対策が必要となる。 

  

参考：250m メッシュ別滞留人口分布図（冬 18 時） 
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2) 宮古市 市役所周辺の津波到達時間と避難に関する検討 

 

 

 宮古市沿岸の地域では、津波 30cm 到達時間が概ね 20 分～40 分で分布している。 

 冬季の避難速度は 1.79km/h≒30m/min であることから、30 分で到達できる距離は約 900m と

なる。 

 宮古市においては、市役所周辺以外は浸水域外までの距離が短い傾向にある。 

 そのため、早期避難による減災効果は高いと考えられる。 

  

参考：250m メッシュ別滞留人口分布図（冬 18 時） 
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3) 久慈市、宮古市、陸前高田市、釜石市の 市役所周辺の浸水範囲と避難参考距離の比較 

 

注）久慈市・宮古市・釜石市は日本海溝モデル ケース① 

  陸前高田市は東北地方太平洋沖地震の浸水域 

 

 上図は、久慈市、宮古市、陸前高田市、釜石市における浸水範囲と避難参考距離（900m）の

比較図である。 

 いずれも、沿岸から河川に沿って平野部（低地）が広がっており、河川に沿って津波が遡上

し平野部に浸水が広がっているが、平野部の広さはそれぞれで異なる。 

 平野部に市街地があり、平野部の中心より海側に人口が多く、かつ、平野部が広い場合に被

害が多く発生すると考えられる。 

 津波発生の条件が異なれば、津波到達時間、浸水深も異なるため、市町村それぞれで対策が

重要となる。 
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6.2 液状化の予測 

（１）液状化危険度と沈下量の予測 

地盤の液状化予測手法は、浅部地盤を踏まえた上で、道路橋示方書に基づく FL法による判定法

（地表面震度、地盤の N値、地下水位、平均粒度等）により行う。 

この手法では、地表から深度 20m まで実施するとともに、各地層での評価値である FL 値を用い

て、地盤全体の液状化危険度（PL値：液状化可能性指数）を予測する。液状化の予測を行う地盤

は、表 6.2-1 に示す微地形分類に対して実施する。 

 

 

表 6.2-1 液状化対象微地形分類 

No. 微地形分類（地盤タイプ） 区分 

1 沿岸地域 液状化検討対象外 

2 山地 液状化検討対象外 

3 丘陵 液状化検討対象外 

4 火山地 液状化検討対象外 

5 火山山麓地 液状化検討対象外 

6 火山性丘陵 液状化検討対象外 

7 岩石台地 液状化検討対象外 

8 砂礫質台地 液状化検討対象外 

9 火山灰台地 液状化検討対象外 

10 谷底低地 液状化検討対象地形 

11 扇状地 液状化検討対象地形 

12 自然堤防 液状化検討対象地形 

13 後背湿地 液状化検討対象地形 

14 旧河道・旧池沼 液状化検討対象地形 

15 三角州・海岸低地 液状化検討対象地形 

16 砂州・砂礫州 液状化検討対象地形 

17 砂丘 液状化検討対象地形 

18 砂丘・砂州間低地 液状化検討対象地形 

19 干拓地 液状化検討対象地形 

20 埋立地 液状化検討対象地形 

21 礫・岩礁 液状化検討対象外 

22 河原 液状化検討対象外 

23 河道 液状化検討対象外 

24 湖沼 液状化検討対象外 
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図 6.2-1  液状化の予測手法の流れ 

 

液状化可能性の評価については、「道路橋示方書・同解説（2017 年 12 月発行）」による、砂質

土層の液状化判定手法を採用した。 

地震動計算結果より、地表から 20m までの地中のせん断応力(𝐿)と液状化対象層の繰り返し三軸

強度比(𝑅)を求め、液状化対象層ごとに液状化に対する抵抗率(𝐹௅ = 𝑅 𝐿⁄ )を求め、さらに地層全体

の液状化可能性指数(𝑃௅)を評価する。 

以下に計算の手順を示す。 

 

動的せん断強度比𝑅については、下記の方法で求めた。 

 𝑅 = 𝐶ௐ ∙ 𝑅௅  

 
𝑅௅ = ቊ

0.082ඥ𝑁௔ 1.7⁄

0.082ඥ𝑁௔ 1.7⁄ + 1.6 × 10ି଺ ∙ (𝑁௔ − 14)ସ.ହ
 

(𝑁௔ < 14) 

(𝑁௔ ≥ 14) 

 

𝐶ௐ：地震時特性による補正係数（タイプ I の地震動の場合） 

𝐶ௐ = 1.0 

 

 𝑁値及び𝐹௖の算出については、亀井ほか(2002)の式に従った。 

 𝑁௔ = 𝑁ଵ + ∆𝑁  

 
∆𝑁 = ൝

0.0
20.769 × logଵ଴(𝐹௖) − 18
15.27

 
(𝐹௖ < 8%) 

(8% ≤ 𝐹௖

< 40%) 

(𝐹௖ ≥ 40%) 

 

PL値の算出 

各深度 F
L
値の算出 

計測震度 

地下水位 

浅部地盤モデル 
（扇状地・三角州・自然堤防・砂

州・干拓地） 

地盤の物性値 
（単位体積重量・平均粒径・細粒

分含有率） 
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ただし、 

𝑁௔：粒度の影響を考慮する補正𝑁値 

𝑁ଵ：有効上載圧 100kN/m2 相当に換算した𝑁値 

∆𝑁：東京低地における細粒分の影響を補正する𝑁値 

 

地震時せん断応力比𝐿については、下記の方法で求めた。  

 𝐿 = 𝛾ௗ ∙ 𝐾௦ ∙ 𝜎௏ 𝜎௏
ᇱ⁄  

𝛾ௗ = 1.0 − 0.015𝑥 

 

 

ここに、 

𝛾ௗ：地震時のせん断応力比の深さ方向の低減係数 

𝐾௦：液状化に対する設計震度 

𝑥：地表面からの深さ(m) 

𝜎௏：地表面からの深さ𝑥における全上載圧(kN/m2) 

𝜎௏
ᇱ ：地表面からの深さ𝑥における有効上載圧(kN/m2) 

 

 𝐾௦ = 𝐴௠௔௫ 9.8⁄   

 

 𝐴௠௔௫：地表最大加速度(m/s2) 

9.8：重力加速度(m/s2) 

 

 

地表最大加速度は、地表の震度より、童・山崎(1996)による計測震度𝐼と最大加速度𝑃𝐺𝐴の関係

式を用いて求めた。 

 𝑃𝐺𝐴 = 10ି଴.ଶଷା଴.ହଵ∙ூ  

 

 𝑅及び𝐿から、液状化に対する抵抗率を求め、震度の重み係数を考慮して𝐹௅を積分し、液状化指

数𝑃௅を計算する。 

 𝐹௅ = 𝑅 𝐿⁄  

𝑃௅ = න (1 − 𝐹௅)(10 − 0.5𝑥)𝑑𝑥
ଶ଴

଴

 

 

 

ここに、 

𝑃௅：液状化指数 

𝐹௅：液状化に対する抵抗率 

𝑥：地表面からの深さ(m) 

 

メッシュごとの𝑃௅値より、以下の基準で液状化可能性を評価する。 
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図 6.2-2  PL値の算定 

 

表 6.2-2  PL値による液状化危険度判定区分（岩崎他(1980)） 

危険度ランク 極めて低い 低い やや高い 極めて高い 

𝑃௅値 𝑃௅ = 0 0 < 𝑃௅ ≤ 5 5 < 𝑃௅ ≤ 15 15 < 𝑃௅ 

調査及び対策

の必要性 

液状化に関する詳

細な調査は不要 

特に重要な構造物

に対して、より詳細

な調査が必要 

重要な構造物に対

しては、より詳細な

調査が必要 

液状化対策が一般

的には必要 

液状化に関する詳

細な調査と液状化

対策は不可避 

 

  

液状化可能性の判定 

PL値の算出 

PL値による液状化危険度
の判定基準 

各深度の FL値の算出 
FL=R/L の算出 
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液状化に伴う地盤の沈下量𝑆は、建築基礎構造設計指針(2001)に示されている補正𝑁値と繰り返

しせん断ひずみの関係を用いて、補正𝑁値と応力比のプロット点に対応する繰り返しせん断ひず

みを隣接する𝛾௖௬曲線の対数補間により求める。 

繰り返しせん断ひずみ 8%の曲線より左側にプロットされる場合には𝛾௖௬ =8%とし、0.5%より右側

にプロットされる場合には、𝛾௖௬ =0.5%とする。 

繰り返しせん断ひずみ𝛾௖௬を体積ひずみ𝜀௏として読み替える。 

沈下量𝑆は以下のように推定した。 

 

 
𝑆 = ෍(𝐻௜ × 𝜀௏௜)

௡

௜ୀ଴

 
 

 

ここに、 

𝐻௜：𝐹௅ < 1.0となる土層𝑖の層厚 

𝜀௏௜：𝐹௅ < 1.0となる土層𝑖の体積ひずみ 

𝑛：𝐹௅ < 1.0となる土層数 

 

 

 
図 6.2-2 補正 N値と繰り返しせん断ひずみの関係 

（建築基礎構造設計指針、2001 年 10 月、日本建築学会より） 

  

※本検討では、図中の縦軸「応力比𝜏ௗ 𝜎௭
ᇱ⁄ 」に「地震のせん断応力比𝐿」を適用する 
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液状化液状化対象微地形に対して、液状化解析を行い、液状化危険度及び沈下量を算出した。

なお、液状化危険度分布図内の液状化履歴は、東北地方太平洋沖地震のものである。 

 
図 6.2-3 「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の液状化危険度分布図 
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図 6.2-4 「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の液状化沈下量分布図 
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図 6.2-5 「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の液状化危険度分布図 
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図 6.2-6 「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の液状化沈下量分布図 
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図 6.2-8 「東北地方太平洋沖地震」の液状化危険度分布図 
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図 6.2-9 「東北地方太平洋沖地震」の液状化沈下量分布図 
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（２）液状化による建物被害リスク 

液状化による建物被害リスクは、藤原ほか（2018）より、以下の方法で算出した。 

 𝑅௟௜௤ = 𝑃௟ × 𝑅௣௔ × 𝑅௕௟  

 

ここに、 

𝑅௟௜௤：液状化による建物被害リスク 

𝑃௟：液状化発生確率 

𝑅௣௔：液状化が発生したメッシュの液状化面積率 

𝑅௕௟：液状化が発生した場合の建物被害リスク 

 

液状化発生確率は、全国 250m メッシュ別の微地形区分を用いて発生確率を計算する松岡ほか

（2011）を用いて算出した。 

 
𝑃௟ = 𝜙 ൤

𝐼 − 𝜇

𝜎
൨ 

 

 

ここに、 

𝜙[ ∙ ]：正規分布の累積分布関数 

𝐼：計測震度 

𝜇：平均値 

𝜎：標準偏差 

 

また、最小二乗法による回帰分布から得られたパラメータを表 6.2-3 エラー! 参照元が見つか

りません。に、液状化発生確率を図 6.2-10 に示す。なお、全壊率の計算目的は液状化が発生しや

すいメッシュを評価することであるため、表 6.2-3 の①～④に属する微地形区分のみを計算対象

とし、砂礫質台地は除外した。 

表 6.2-3 微地形区分による回帰分布から得られたパラメータ 

No. 微地形区分 平均値μ 標準偏差 σ 

① 
自然堤防、旧河道、砂丘末端、緩斜面、

砂丘間低地、干拓地、埋立地 

6.960 0.761 

② 
扇状地、扇状地（傾斜<1/100）、砂州・

砂礫州 

7.160 0.773 

③ 後背湿地、三角州・海岸低地、砂丘 7.906 0.993 

④ 
砂礫質台地、谷底低地、谷底低地（傾斜

<1/100） 

7.231 0.628 

⑤ 上記以外 9.873 1.197 
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図 6.2-10  グループごとに統合した時の計測震度と液状化発生確率の関係 

 

 

液状化が発生したメッシュ内の液状化面積率は、1983 年日本海中部地震や 2004 年新潟県中

越地震の被害データを基に設定した山本ほか（2009）の微地形区分ごとの液状化面積を適用し

た（表 6.2-4）。液状化が発生した場合の建物被害リスクは、1960 年以前築の木造建物を対象

とし、中央防災会議（2003）の手法を用いた（表 6.2-5）。 

 

表 6.2-4 微地形区分ごとの液状化面積率 

微地形区分 液状化面積率 微地形区分 液状化面積率 

谷底低地 3% 旧河道 25% 

扇状地 1% 砂州・砂礫州 5% 

自然堤防 10% 砂丘末端緩斜面 15% 

後背湿地 3% 砂丘間低地 5% 

三角州・ 

海岸低地 

（日本海側） 

10% 

砂丘 5% 

干拓地 15% 

（太平洋側） 

2% 

埋立地 20% 

 

 

 

表 6.2-5 液状化発生時の建物被害リスク 

木造建物 非木造建物 

1960 年以前築 1961 年以降築 杭なし 杭あり 

13.3% 9.6% 23.2%  0.0% 
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各地震動における液状化発生確率と液状化による建物被害リスクを以下に示す。液状化が発生

した際の建物被害リスクは、「1960 年以前築の木造建物」を対象とした。なお、追加の検証とし

て、計測震度 5.15（震度 5強相当、最大加速度 250gal）の地震を仮定した際の結果も示す。 

 
図 6.2-11  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の液状化発生確率 
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図 6.2-12  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の液状化による建物建物被害リスク 
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図 6.2-13  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の液状化発生確率 
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図 6.2-14  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の液状化による建物被害リスク 
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図 6.2-15  「東北地方太平洋沖地震」の液状化発生確率 
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図 6.2-16  「東北地方太平洋沖地震」の液状化による建物被害リスク 
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図 6.2-17  「計測震度 5.15（震度 5強）相当」の液状化発生確率 
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図 6.2-18  「計測震度 5.15（震度 5強）相当」の液状化による建物被害リスク 
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6.3 崖崩れ（土砂災害）の予測 

崖崩れ等における危険度予測は、岩手県地震・津波シミュレーション及び被害想定調査（2004）

より、斜面の危険度ランク（第一次判定ランク）と計測震度データの関係を用いたマトリクス

判定基準により判定した（表 6.3-1）。 

 

 

表 6.3-1 震度階級による判定ランクの振り分け 

第一次判定ランク 
震度階級 

～5 弱 ～5 弱 ～5 弱 ～5 弱 

(A) D B A A 

(B) D C B A 

(C) D D C B 

※ランク A：崩壊危険度が高い、ランク B：崩壊危険度がやや高い、 

ランク C：崩壊危険度は低い、ランク D：崩壊発生の可能性が低い 

 

急傾斜地崩壊の第一次判定ランクは、市町村が作成・公表している GIS データを使用し、表

6.32、エラー! 参照元が見つかりません。に示すもので評価した。急傾斜地崩壊の第一次判定

ランクの結果を図 6.3-1 に、地震による急傾斜地崩壊の危険度予測結果を図 6.3-2～図 6.3-4

に示す。 
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表 6.3-2 急傾斜地崩壊危険箇所の危険度判定基準 

（日本道路協会道路震災対策委員会(1986)より） 

項目 対象 基準 点数 

斜面高(H)m 斜面の高さ 

50≦H 10 

30≦H＜50 8 

10≦H＜30 7 

H<10 3 

斜面勾配(α) 傾斜度 

59°≦α 7 

45°≦α＜59° 4 

α＜45° 1 

オーバーハング 横断形状 
オーバーハングあり 4 

オーバーハングなし 0 

斜面の地盤 地表の状況 

亀裂が発達・開口しており転石・浮石が点在する 10 

風化・亀裂が発達した岩である 6 

礫混じり土、砂質土 5 

粘質土 1 

風化・亀裂が発達していない岩である 0 

表土の厚さ 表土の厚さ 
0.5m 以上 3 

0.5m 未満 0 

湧水 湧水 
有 2 

無 0 

落石/崩壊頻度 崩壊履歴 

新しい崩壊跡がある 5 

古い崩壊跡がある 3 

崩壊跡は認められない 0 

 

 

表 6.3-3 基準要素点別斜面危険度ランク表 

斜面の危険度ランク 

（第一次判定ランク） 

エラー! 参照元が見つかりま

せん。による基準要素点 

ランク a 24 点以上 

ランク b 14～23 点 

ランク c 13 点以下 

 

  



 

347 
 

 
図 6.3-1  急傾斜地崩壊の第一次判定ランク 
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図 6.3-2  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の急傾斜地崩壊の危険度予測結果 
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図 6.3-3  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の急傾斜地崩壊の危険度予測結果 
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図 6.3-4  「東北地方太平洋沖地震地震」の急傾斜地崩壊の危険度予測結果 
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山腹崩壊の第一次判定ランクは、市町村が作成・公表している GIS データを使用した。第一次

判定ランクは、山地被災害危険地区調査要領（H28 林野庁）に従い、表 6.3-4～表 6.3-7 エラー! 

参照元が見つかりません。に示すもので評価されている。急傾斜地崩壊の第一次判定ランクの結

果を図 6.3-5 に、地震による急傾斜地崩壊の危険度予測結果を図 6.3-6～図 6.3-8 に示す。 

 

表 6.3-4 急傾斜地崩壊危険箇所の危険度判定基準 

（日本道路協会道路震災対策委員会(1986)より） 

調査項目 単位 区分 
地質 

第 1 類 第 2 類 第 3 類 第 4 類 第 5 類 第 6 類 第 7 類 

１ 傾斜 ％ 

0～30 0 0 0 0 0 0 0 

31～50 6 22 13 12 31 23 14 

51～70 32 47 46 30 61 49 36 

71～90 49 60 51 42 71 66 60 

91～ 54 64 46 52 61 57 70 

２ 
縦断 

面形 
 

凹形 23 27 22 22 31 28 30 

平滑 8 18 16 12 18 17 8 

複合 0 15 0 0 0 21 0 

凸形 0 0 4 4 16 0 4 

３ 
横断 

面形 
度 

～150 12 4 22 22 31 28 30 

151～210 23 27 19 12 12 15 20 

211～ 0 0 0 0 0 0 0 

４ 土層深 ｍ 

0.5 以下 0 0 0 0 0 0 0 

0.5～1.0 以下 5 5 3 3 4 4 6 

1.0～2.0 以下 8 9 7 7 10 9 10 

2.0 超 15 18 15 15 20 19 20 

５ 齢級  

1 26 31 25 25 35 32 34 

2～3 39 46 36 37 51 47 50 

4～7 28 33 28 28 37 34 36 

8～11 26 31 25 25 35 32 34 

12 以上 23 27 22 22 31 28 30 

※第１類：火山性の第四紀堆積物 

 第 2類：水成の第四紀堆積物 

 第 3類：新第三紀層の堆積岩 

 第 4類：古第三紀以前の堆積岩 

 第 5類：火山岩 

 第 6類：半深成岩・深成岩 

 第 7類：変成岩 
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表 6.3-5 非多雨地域における山腹崩壊危険度点数表（その 2） 

危険度 表 6.3-4 による危険度点数 

a1 125 点以上 

b1 115 点以上 125 点未満 

c1 100 点以上 115 点未満 

 

 

表 0-6 被災危険度判定表 

危険度 公共施設等の種類及び数量 

a2 公用若しくは公共用施設（道路を除く）又は

10 戸以上の人家がある場合 

b2 5 戸以上 10 戸未満の人家がある場合 

c2 5 戸未満の人家がある場合 

 

 

表 7.3-7 山腹崩壊の危険度判定表（第一次判定ランク） 

危険度 危険度点数 

(A) a1－a2、a1－b2、b1－a2 

(B) a1－c2、b1－b2、c1－a2 

(C) b1－c2、c1－c2、c1－b2 
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図 6.3-5  山腹崩壊の第一次判定ランク 
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図 6.3-6  「日本海溝（三陸・日高沖モデル）」の山腹崩壊の危険度予測結果 
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図 6.3-7  「千島海溝（十勝・根室沖モデル）」の山腹崩壊の危険度予測結果 
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図 6.3-8  「東北地方太平洋沖地震」の山腹崩壊の危険度予測結果 
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地すべり崩壊の第一次判定ランクは、市町村が作成・公表している GIS データを使用した。

第一次判定ランクは、山地被災害危険地区調査要領（H28 林野庁）に従い、表 6.3-8～表 6.3-11

に示すもので評価されている。急傾斜地崩壊の第一次判定ランクの結果を図 6.3-9 に、地震に

よる急傾斜地崩壊の危険度予測結果を図 6.3-10～図 6.3-12 に示す。 

 

 

表 6.3-8 地すべり危険度ランク判定表（その 1） 

調査項目 判定項目 
危険度ランク 

a b c d 

地質 地質の走向    流れ盤 

岩石の変質又は風化の状況   著しい ある 

断層及び破砕帯   破 砕 帯 が

ある 

 

表層土の土質   粘性土  

地況 滑落崖、亀裂、陥没又は隆起  3 種類 

ある 

2 種類 

ある 

1 種類 

ある 

沼地、湿地の規則的な配列、 

異常な地下水の湧水 

 3 種類 

ある 

2 種類 

ある 

1 種類 

ある 

植生 立木の傾斜等の異常 著しい  ある  

地すべり 

状況 

地すべり活動 移 動 し て

いる 

過 去 に 移

動した 
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表 6.3-9 地すべり危険度ランク判定表（その 2） 

危険度 表 6.3-8 による危険度点数 

a1 125 点以上 

b1 115 点以上 125 点未満 

c1 100 点以上 115 点未満 

 

 

表 6.3-10 被災危険度判定表 

危険度 公共施設等の種類及び数量 

a2 公用若しくは公共用施設（道路を除く）又は

10 戸以上の人家がある場合 

b2 5 戸以上 10 戸未満の人家がある場合 

c2 5 戸未満の人家がある場合 

 

 

表 6.3-11 地すべり崩壊の危険度判定表（第一次判定ランク） 

危険度 危険度点数 

(A) a1－a2、a1－b2、b1－a2 

(B) a1－c2、b1－b2、c1－a2 

(C) b1－c2、c1－c2、c1－b2 
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図 6.3-9  地すべり崩壊の第一次判定ランク 
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図 6.3-10  「日本海溝（三陸・日高沖）モデル」の地すべり崩壊の危険度予測結果 
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図 6.3-11  「千島海溝（十勝・根室沖）モデル」の地すべり崩壊の危険度予測結果 
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図 6.3-12  「東北地方太平洋沖地震」の地すべり崩壊の危険度予測結 
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